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罰電中野奴北口前広場

での農林水産市(朝市)

野菜でつくられた‘宝船。

2ι 
一白農林水産業体験パスの運行(上)では
マスのつかみどり(下左)竹とんぼっくり
(下右)に子供たちは大喜び
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段林水産祭は，全l:ïilfl.:';の農林水産業に対する認識を深め， のJ支体j

改装及び、経営発展の怠欲の高揚をじまlるための決l民的な祭典として， [l{1手1137 1P. ，農

林水産業者に天がご".賜になったのを機会に従米の新殺感謝祭主ど発展的に拡

充して始められたものです。

このtE林 ;J()主祭は，農林翁と上l 本段林漁業振興会とのよ全般のもとに，各jj

l古iの協力を得て，毎年11月 23 F1 ・勤労感謝の FI を 1:1:1，心に開{挺され，農林 ;J<: i2íf業

どのJ受与二を行う式典や時空間氏に農林水ji宣業主ど紹介する段林水球燥な

ど，きわめて多彩な行事今を行ってきておりま-To

11M和60iH庄は，その24問 [1 に当たりますが，本年度の天弘杯などの選設省主炎の

結果は次のとおりで‘す。

すなわち，従51ぐからの農産等の 6 部門については，第241fij農林水成祭に参加し

た各梅炎移行事 (39O{L!:) において段林水産大l立賞を受賞した11\ r'ìI'l財 623点の 1:1.'か

ら，天皇杯を授与されるもの 6 点(各部門ごとに l 点) 内閣総成大限貨を授与

されるもの 6 点(同)， Fl本農林漁業振興会会長官を校 7ーされるもの 7 点(関

fiN"j 2 点，その他の tfll/"j1 点)が選考されましたO また，むらづくり部1"1につい

ては， 44都道府県から各 1 点推せんのあったむらづくり事例のr:1:Iから，

内 i期総班大目立を授与されたもの各 1 点， tE林;J:)Îf.大;百貨をJ受う二されたもの17点

、がそれぞれ選考されました。

tt林水産祭において炎彰されたこれらの受賞おの優れた業総は，農林;J\産業の

近代化や豊かでH:みよい22山治、村づくりの生きた指時として，関係各方1mの方々

に大いに衿!益することと jよい、ます。ここに，これらの業績の概要(むらづくり部

門は別問D をとりまとめて発行することといたした次第で、す。

終わりに，本書のまfrIJ:í4ミにご協力をいただいた執T立:点ーその他の関係各伎にがj し，

深践の設j怠を炎します。

fl討手IJ61年 3 月

財団法人 日本農林漁業振興会



農産部 門/7

園芸部 門/43

畜産部 門/103
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関受3聖者の略歴

(1 ) 地域の概要

天豊杯受

出品財みそ

受賞者小玉醸造株式会社
(代表者 小玉 11限一郎)

(秋出県南秋悶ìil\飯佼1J IIIßy飯塚宇飯塚34- 1) 

秋田県は東北地方を南北に貫く奥羽山!振の西側jにあって，日本海に出し，男鹿

半島，田沢湖，八郎潟千拓地等が省名な観光地であるO 小五醸造除)はその八郎潟

子拓地に近い悶鉄奥羽線「羽後飯塚駅」を下卒したところにあり，県11'の所夜地

である秋田市からは約25km，八郎潟干拓地まで約1. 81恨の地にある。小五醸造側

節 1 図 受賞者の所主任地

7 号

弁)1\町
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小玉醸造側役良 小五醸造側工場正笛

のある飯田川町は南は昭和IBJ，北は井川町に挟まれた向で両積16.06knl，位，吊;数1 ，

380戸，人口約5 ， 500人。産業別就業人口で見ると， 5f~ 1 次産業433人(15.8%) , 

第 2 次産業1 ， 123人 (40.9%) ，第 3 次産業1 ， 189人 (43.3%) と比 il佼的 2 次， 3 

次成業のウェイトが大きい町である。

(2) 小玉醸造輔の概要

この飯田川町で醸造業として創立したのは，明治121Fで、受賞者の相父に当たる

小玉久米之助氏が，しょうゆの醸造倉を設立したことに始まる。

その後，明治40年には小玉合名会社を設立し，大iE 2 年には，清酒楼造も手が

け総合的な駿造会社に発展し，さらに，積極的な企業設問を行うために，昭和60

年10月 1 日に小玉合名会社から小玉醸造(株)となり今日に宅っているO

当社の代表取締役社長の小玉11額一郎氏は，昭和25年 3 月に東京農業大学を卒業

した醸造技術者で，昭和34年に 4 代目社長として就任し，以降品貫ーして適性原料

の選択，合理的原料処理，科学的醗酵管理，高度の品質管理など技術の研究・開

発に積極的に取組む一方，中小企業近代化促進法に基づく構造改善卒業として，

昭和47年に最新鋭のみそ，しょうゆ製造設備を導入するなど，数々の省力化の推

進にも努め，今日の経営基盤の確立を|ヌ!った。

また，当社は県内はもちろん，広く全国的レベルで、の醸造技術の向上発展のた

め，白から開発，研究をした成果を単に自社内に留めず，県内外に公表するなど，

醸造技術の向上に積械的な協力を行っているO なお，常に地域農産物の利用加工
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に心がけており，みそ，しょうゆの原料として県産の大豆や小麦を能うために杭

極的な取組みを行うほか，原料米においても，高蛍iヨ{氏食指みそ用として，地域

Jl!J:家との契約栽培(白長流通米)をfj うなど，地域農産物の利用1)11]二女;ÌÚlじ，地

域農業の娠興と業界の発展に尽くしている。

臨受3護者の経営概況

当社は資本金7 ， 500万円(f昭和60年10月 1 fI現ィ!と) ，代表取締役社長小]îlll貞一郎

以ド184名の役職，従業員からなってし、る会社で，年生産尚は，みそ1， 350t ，し

ょうゆ1， 550kfr ，清酒4 ， 000kfr等で，みそ，しょうゆの生花設で、は秋ß:l ~i~第 11立で

ある。

三百社の年間総売と高は~ね44~45億円(みそ部["Jは 3 位 2~4 千万円)で，利

も安定している。当社の経常上の特色としては，常に業界の高い製造技術

を駆使して，自社で、新製品の開発，製造設備の改善，工;たに努めつつ，絞首'の合

理化，近代化を進め経営の安定を凶っているほか，常に良質な製品の生産を心掛

けており，各様品評会等における授賞@]数が際立って多く，おいRl'flJliをfljて L 、る。

例えば， W~15古評会におけーる農林水政大百食は161iJJ ，食哲a庁長官'投 3 @, rlp，手1148年

には第12@農業祭で日本農林漁業振興会長設を授賞している。

また，当社は食1171衛生，労働環境などにも rj~'に芯:な泊いており，この結果，昭

和40年11月に食品衛生優良施設として厚生大阿賀，昭和145年11月に労働衛生管理

及び健康衛生施設が能良であるとして労働大臣賞， IlB手U54if-1O月に福寺~日ソ庖設，

職場における健康づくりとして社会保険庁長官賞の各賞を受けている。

盤受讃財の特色

(1 ) 品鼠上の特徴

みその種類は，使用原料により米みそ，変みそ，立みそおよびその他のみそに

わけられるO これらの名称はみそな造る場合に不可欠な麹の原料の名称を冠して

呼ぶことになっている。米みそ，つまり米麹，蒸煮大豆および食迩を混合し商都ー.

熟成させたみそが，みそ全体の約80%と大部分を占めるO この米みそについても，

米，大豆，食掠lの 3 原料の配合比率，醗酵・熟成の方法，産地などによって数多
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くの品質銘柄が生まれ，それぞれ消費者の噌好を満している。また，みそは食塩

量の違いによる甘辛味と色調によるわけかたがあり，秋悶みそは赤色辛口みそに

分類される。赤色半日みそは，わが閣の代表的な米みそで、あり，秋田みその他に

仙台みそ，越後みそ，佐渡みそ，津軽みそ，加賀みそなどが含まれる。

出品財のみそ(ヤマキウ秋田みそ)は，小玉醸造株式会社が市販品として製造

した秋田みそで，麹歩合(大豆に対する米の重量比 x 10) が10で昭和59年 2 月に

仕込み 9 カ月間醗酵・熟成させた，天然醸造みそであるO 昭和59年度の農林水産

祭参加の第四部秋岡県味噌醤油品評会(審査長，秋田県醸造試験場長 池見元宏

氏ほか 8 名の審査員)に出品し，みその部において， 103点の出品中から厳正な

審査の結果，最優秀と評価されて農林水産大臣賞を受賞したものである。審査員

の 1 人である全国味噌技術会理事 松下義一氏は， I色の冴え，照り共によ L 、。

りも立ち，風味もよし、。一つの典型J と講評しているように，色沢，香気，風

味等いずれも優秀で，その品震は抜群と認めており，秋田みその一つの典型を示

したものである。秋問みその特色は，普通の赤色辛口みその麹歩合が 5~6 であ

るのに比べ 8~10と比較的高く，学 l二l みその中で、は甘口系に近し、。色調も濃赤褐

色と云うよりは，明るい赤掲色であり，近年の消費者司の曙好に合致したものであ

る O 出品財のみそは，麹歩合を10と高くしており，この舘向をより強く出してい

るO 麹歩合が高いことは，米麹から由来する酵素力{簡を強め，大豆からくるたん

臼質，米からくるでん粉をスムーズに分解する。米が多いとでん粉が多く，加水

分解によって生成される糖分を多くする。この糖分は醇母，乳酸韻等の微生物の

醗酵作用により，みそ特有の香味成分に変わるO したがって醗酵・熟成技術の優

劣が，みその品質に直接現われるのであるO 出品財みその物理化学的分析値は，

水分50.0%，食塩12.18%，ホルモーノレ態窒素0.47%，水漆性窒素1. 04%，直糖1

7.03%，アルコール分1. 52% ， P 五5.00，酸度 I 9.00，酸度 n 10.00 ，測色Y舘

(%) 10.4を示し，それぞれがよくパランスがとれた優秀品であるO

さらに，この出品財が品評会用として特別に製造されたものでないことは，昭

和60年 9 月に出品財の現地調査のため，工場調査を行った際も品質が優秀であっ

たことからもわかるO

つ
U
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(2) 技術上の特徴

良質なみそを製造することは，適性原料の選択，合理的原料処理，科学的醗騨

管理が必要であり，このような技術は一朝一夕に到達しうるものではなし、。

原料についてみると，戦後から減少していた大豆生産が水回転作の奨励作物で、

もあることから，生産は増加しているO しかし，従来の県藤大豆は品質等の面か

ら利用加工をする上でいろいろ問題があり，好まれなかったが，みそに適する県

政大豆の品質改良が行われ，昭和58年に新品種スズユタカの誕生をみるに資っ7も

このスズユタカは，みそ用原料として品質的には改良されたものの大豆の収盛時

における表皮商の汚泥の付着等の問題から，利用加工の上で関空主役があるが，当

社は，この秋間設大立を積機的に使用するため，設備の新設や改替や工夫を行う

ことにより，第 1 表に示すように年々能用誌が増加しているO

原料大豆の処f里は，異物，不健全粒をてい 第 1 表熱波大豆の使用実綴

ねいに除き，十分に洗浄した上で工夫改造し

た大豆加EE蒸用NK1:おで加庄蒸完まする。原料

米の前処理については大交同様に十分なる

彦、を払って処理しており，際料の厳選と

本;言、のていねいな製造技術が製品の品位を高

めてし品。特に，徴生物による醗酵管理には，

高度の技術者ピ要するのである。麹の製造には，

みそ用米麹製麹装援(王子床式)を昭和J59年 8

月に設置し，平床式としては全国で初めて除湿型想議機を付け，これにより

米麹の品質は向上しているO さらに仕込み後の醗酵を服部jに進めるために，みそ

の醗醇に必嬰な酵母や乳酸繭を添加している。酔母については自社製辞母15併底

耐域性乳酸菌では36額の中から，みそのタイプに最もあったものを分揮し検索，

選択し，さらに後熟酵母も選択して，大量培養用ジャーファーメンター (70 fl ) 

(昭和49年 6 月に設置)で選択した繭を培養して添加しているO これらの街用微

生物が増嫡し，当社独特の香味を有する良質なみそが造り出されるわけ‘である。

このように当社の生産技術上の特徴は，あらゆる所にお在し枚挙にし、とまがな

いほどであるO 当製造工場は，昭和44年 9 月に創業90周年記念卒業として第 U:Jj

qa 

唱
t

ム

当社決算"ド {史月訪l: t 

何年/9 月期 14.212 

何年/9 刀剣 12.858 

57年/9 月期 14.310 

581下/9 }JJtJJ 22.549 

59年/9 月期 40.862 



酵母および乳酸箇培議用ジャーファ

ーメンター(上左〉

大豆洗いおよび湿式研磨機(上右)

適温醗酵管理および冷房室(中左)

天然仕込蔵および天然冷房室(中右〉

みそ誌室(下左)

の原料処理工場を竣工し，引き続き昭和46年12月に第 2 期工事として仕込み，運

搬，切返し部門が完成し，昭和47年12月に第 3 期工事が完成して，みその全製造

工程を持つ工場として完成した。その後，種々の生産設備の改善および新工夫が

なされているので，第 2 表で羅列して紹介する。

これらの技術的問題については，特に製造の実任者である菅徳、助食品部長が先

頭に立って秋田県醸造試験場や県内技術者の研究会である紫研会で，伝統技術に
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第2 号受 みそ工場における生線設備の改Jキ;及び、新工夫({日し昭和48if.以降)

。昭和48年12月 天天然然館鍛造i岱問Iぬ冷I111房の宗IGTI(7 ℃) を江主i反
向 L:を，;十る。(全:1五iではじめてと忠われる)

。昭和49'1~ 6 Jl 隊{\}，手L隊法iの大JJ~Jrf災mジャブァ メンタ さと設íi'ii:o 1得時JUj 1' 1 主 l:J14 
防ほ(ノレキシ タイプ) 150続、耐出悦乳酸iお36衝を分離、廷にf炎熱

除手付を選択し本絡的にみそ、及び者!米に添加をはじめる。

(日本発院予 L常会、及び~I主.11床H授技術会で発炎)

。昭和49今=.11月 大双方uE校ぷnJNK1J:i (2 L 府 ) �::rJi 
。1113和52"ド 2 月 大~{l力uEE7，奈川NK \Jïを泌が、、方u任法派HJ設備に改造新工夫、又JJIIH:ぷ

~12月 11寺の蒸気配管改銭。 大豆蒸煮の向上を立ilする。

@11白手1153年 8 月 !なl分式活性汚1JË!公による封!'Jj(処耳jJ淡授を新設、みそ、 i現行i1業界で、はじ

~12月 めてアクワレーター(撹作機)を採別o ~ìエネルギ一、低コストをれ

るo 昭和54'F 5 刀、封印刷初技術会で研究発表)

。昭和56年 1 月 みそ仕込用ステンレスタンク 50本 (5 t 入)設置。;父、みその;N物士、;

策設備を工夫新設する。(全1#1 1米If現議官会でJê;t~)

。昭和57']'. 1 Jl みそ{J:込用ステンレスタンク 50* (5 t 入) ，没蹴。交に完全てど!切する。

。附手1159年ゐ 8 PJ みそ用:ÒIミ麹製麹袋詰(，' (平I)f.:式)に、ミ式としては、金問はじめて除泊予

7U宅調機を設i位。米織の，W，'t\i向上を則する。

αi伺160{F 1 月 人ーIL洗いに新車!のìtrQ式例:際機会設í~i:o I待機に新工夫をJJJ1え処民!の完全

を期する。

加えて段新技術の修得および発展に務めるなど技術レベルの向ヒに心組}けてし、る0

*1'に紫際会で、は，当社はリーダー的立場で‘活躍しており，第 3表に秋111擦のみそ，

しょうゆ業界の指導のために策研会で、出版した書名と当者t.の協力の:立場を示す。

務 3表紫研会U:\I以汚名と小末機造闘の 1'&b;J] のJ広場

JêlJj tíミ )J t…3な子ず iS 協力のなj必

Il?{手1142年 5 月 !R.;内工業みそメ|ミ伎の現状 委 Lでミ

Ilß手1143{1三 5 月 県内務担[1生産の現状 委 Eミ
Ill{ 平Ll44{下 9 月 i沫!慢の際母、手L鍛凶 委員長
1113和45今'.6 月 県内務対1の寂J}l長潟資 委員長
1113手行51 1ド 4 月 高級秋田みそ仕込要領 委 i三l :l!毛
昭和J52年 4n 高級秋問みそ資料綴 委員長
II{J，平行53{F 3 )g 紫研会雑誌: 編集委員長

昭和55:>:r三 3 )J 県波I床H時瀦証ílの低食品i化の研究及ひ‘新製品開発 小委員長

昭和60年 3 Jj 秋IEl淡色みそ仕込要領 d二日弘 ;災
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また，自社で開発または改善した技術は，広く公開して同業者の技術の向上に

も積極的に取り組んでおり，その一端は第 4 表に示す研究発表記録でもうかがえ

る。

第 4 表研究発表記録

(但し昭和48年以降全国での研究発表のみ記載)

。昭和48年 5 月 全際l味噌技術発表会
県立左大主主の奨励品種jJlJ味噌醸造試験

。昭和48年 10月 日本醤油校術会
l床 11営・鵠池兼業工場の排出水調査仔u

。昭和150年 10 月 臼本醗酵工学会
鵠油醸造における微生物の動態

。昭和52年 5 月 全 i潟味噌技術会
(a)味噌畷造に使用する微生物の実用的選択例( 1 報)
(b)味噌仕込後の物相と生態へのアプローチ (1報)

。昭和53年 5 Jj 全悶味噌技術会
味噌醸造に使 F認する微生物の突用的選択例( 2 綴)

。昭和54年 5 月 全悶 l朱噌技術会
味 H関・醤油兼業工場における排水処埋の計画と実際

。昭和55 if. 5 月 全霞 l床 11間技術会

高蛋白米味噌題懇造試験
。昭和56年 7 月 全~味噌技術講習会

味噌工場現場における異物対策

。昭和57年 5 月 五三国味噌技術会
米麹と味噌の褐変について

(註)他に文献となっていない発表、又は紛失文獄 2 -3 例と秋前県内

技術会では多数の発表あり。

騒受繋者の技術と経営

当社の藤造技術は，秋田県でトップレベルにあることは当然であるが，全国的

視野に立っても極めて高い水準にあるとみてよし、。特にみその製造の合理化，省、

力化の面で自ら開発，改善した独創的な装置や手法が数多く組み込まれているこ

とは注目すべきことであるO そして，より重要なことは，会社全体が醸造の本質

である製品の品質を高めることに力を注いで、いることであるO したがって省力化

を進めるに当たっても，常に製品の品質の向上を忘れぬ堅実さがうかがえる。こ

れらの経営姿勢と高水準の技術を持ち合わせることにより，次々と時代の要求に

合致した新製品を開発している。

秋田県が脳卒中，ガンの死亡率が全屈で一番高いのは，食生活，特に食塩の過
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剰接取に深い関連があるとして，昭和51年以来，秋問!果及び(社)悶本栄養士:会

秋田県支部が主惜して，低塩キャンベーン「しょっぱくない食生活逮動j を推進

しており，最近とみに県民に浸透しつつあるO さらに，昭和55年 4 月以米，東北，

北海道にわたり問様のキャンベーンが突施され，これには怪師会， NHK等のキ

ャンベーンが加わり，広く j七日本全域におよび全国民運動になりつつある現状で

あるO その中で当社は昭和50年以米，低食梅みそおよび低食塩しょうゆの開発に

つとめ，機造品本米の風味を失わず秋田みそ，しょうゆの特徴をし、かした新製品，

低食塩みそ(商品名:あま塩秋出みそ)と低食塩しょうゆ(商品名:低塩しょう

ゆ)の開発に成功してし、る。実際の発売は，低騒しょうゆを低騒キャンベーン運

動開始の昭和51 1:f. 1 月からスタートし，運動の展開に合わせて関手1354年 7 月から

あま塩みそを続けて発売開始しているO

これらみそ・しょうゆの低塩化により県民の保健の向上に努力を続けるほかに，

昭和54年県より中小企業技術開発研究費補助金の交付を受け，岩手品大学のH青山，

ヌド!主調教授の指導により，従米の米より粗蛋白含量が30%以上多く含まれ，アミ

ノ離は全種アミノ酸について39%以上多い高蛋自米の実用生産に成功し，当社は

これを利用した高蛋白米低食塩みその醸造を行い，みそ中の米蛋白質と必須アミ

ノ酸の強化をはかり，製品の低塩化と共に消営者の栄養と健康の向上をはかる新

製品(高蛋白低食塩みそ)を開発している。間接的には高蛋白米の実用生産によ

り，産地特性を米に付加した秋田の米づくりに協力している。この高蛋白低食塩

みそは，昭和55年11月に製品をつくり，昭和60年より商品名をハイプロ秋田みそ

として発売した。この高蛋白みその製造方法は，現在特許を取持しているO ハイ

プ戸秋田みそは，従来の秋田みそに比較してアミノ酸を含む蛋白費関連物質が20

%多く，逆に食塩は20%減少してし、る。昭和59年には低食塩で調味したみそを商

品名だし入りあま塩秋田みそとして売り出しているO これらみその新製品を繋却

すると第 5 表になる。

これら一連の新製品は販売以来順調に販売が伸びており，低食場化されたみそ

は長野県，新潟県の業者も殆ど同時に追随し現在展開中であり，みその将来像と

して高蛋白低食臨みそが業界で注目されているO

経営面についてみると，近年の総売上高は44~45億円で捻移しており，このう

ウ
d

旬
E

ム



第 5表みその新製品開発経総

。あま塩秋田みそ {広食塩製品

昭和51"f開発
昭和54年発売 食取10%

。ハイプロ秋尚みそ お蛋白{氏食取製品

昭和54年開発

117:1 '1'1155年特許願 ffa蛍自みその製造方法第 66841号 164759

特許広告11白56年

昭和56年発売 食JíKlO%

。だし入りあま滋秋田みそ 低食塩誠1沫みそ

昭和59年発売 食極10%

ち，みそ ðilr'fj で、は3.2億円~3.4億円で年率 2%台のやわびを示している。

~Jj， 収益出については，みそ部門のほか，しょうゆ，清酒，その他を兼業し

ているため，それぞれ部門別把握が出来ないが，全体としての収益は清酒部門に

おける消費の伸び悩みと，コストアップにより収誌を配迫した年度を絵'i?，近年

の収益性はと向きの傾向にある。これは，これまで当社の開発したみそ等の事rr製

品の奴売が徐々に寄与していることによるものである。

さらに経営内容について，自己資本比率，売上高利益率及び、流動比本等の資金

運用状況等を調査した結果，当社の経営は安定しており，特にこれまで新技術の

開発に加え，積極的な設備の改詩，合理化に努めた効果として生産性，加工高は

全国平均のそれを上回った高い水準となっているO

最後に，今後の発展万向について述べるとみそのような伝統的食品においては，

特に近年食生活の洋風化，多様化の中にあって，多種の鵡味料にややもすれば押

され気味で、あるが，伝統的な持味を生かしつつ，常に消費者のニーズに応じた製

品の供給に心がけることが重要である。この点，当社は， JìíJ述のとおり，これま

で他社の先駆的役割を果たしてきたが，今後とも，さらに積み重ねられた技術に

きをかけ，万人に好まれる秋凶みその製造に努めることが必要である。また，

食料品製造業においては，地域農政と一体となった地域農産物の積極的活用を図

ることが重要で，とりわけ，米麦加工食品製造業にあっては，水田転作を推進し

ている農政の方向にそった， '1去作作物の有効利用が悶られ地域農政に寄与するも

のとなることが今後ますます期待される。
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f差別化商品J を経営の基盤に

小玉醸造株式全社

〈代表者小玉 )1額一部)

この度，思いがけず夜、{共のヤマキュウ

秋EBI床憎が，天皇杯受賞の栄誉に浴し，

これまでたどってきた道程を振返ったH寺，

そのーコマ a コマが昨日のように忠、いfれ

され，感慨ひとしおのものがあります。

企業が現在のような先行きの読みにく

い時代に，常に活1"1:を保ちながら経常を

統けることは大変難しいことで，しっか

りした食業のポザシーを磯力:しなければ，

とても生き残ることはできませんO

夜、供の会社では，その慕*を

①まず良いものをつくること。

②常に新しい技術に関心を持つこと。

③消i対者の立場に立ってものを考えるこ

と。

④地域の人々との連待"を大切にすること O

を泉本に差別化i荷品の陪発に取り組む

ことにしました。これらのことは，当た

り前のことですが，実行してみるとなか

なか大変です。 災いものをつくるといっ

ても，仰がよ込いものなのか絶対値はなか

なか見つかりませんし，技術革新の1時代

で新しい技術が次から次へと開発されま

すが，無援別に取り入れるととんでもな

い関迷いをおかしてしまいます。

消費者の求めているものは向か，いろ

いろな見方ーがありますが健康が一番と考

え，これに焦点をしぼることにしました。

そこで，品質については伝統的な秋出

味噌の良さを自擦とし，技術は出米る限

り自前で開発することとし徴主主物検索か

らスタートしました。九時は Ik.W~的な方

法しかなく，時間がかかりイライラの連

続でしたし，設備にしても翁 }J化が制限

fヒtこならないよう頭を悩やましました。

一連の低食盗味p将，務泌1のPゐ1rf'，IJïU耳jに潟

たっては， 下手をすると企業として自己

否定につながりかねない一部がありその

決断に悩んだことが今も鮮やかに制訟に

残っています。また， r!当蛋白米の実用化

試験では，段初紫紺散布がうまくし、かず，

稲の業先が枯れれ、もち病J と!日h金えら

れ，弁明には苦労しました。さらに，県

波JJíî:H~ど何んとか絞泌がjにi!EfFl したいと

いうことで，大潟村とタイアップして転

作大!si. と取り総みましたが，八郎潟特イザ

のへド口の付活物の除去に苦労したし，

問一品綴で‘も地域滋による品質:æが大き

く，均ーした原料の入手が鍛かしかった

等問題も多く，今i潟解決されないまま続

いているものもあり，今後に問題を残し

てし、ます。

しかし，こうした苦労も尺史杯受賞と

いうことで報いられ，本当にうれしく思

います。いつ，どんなiI寺でも人間性を忘

れずに努力することが必要だし，絶対他

社に負けない渓別化商品を持つことが経

常の主主総であり， j後れた差別化商品は会

社全体の索引jJ となることを，あらため

て認識した次第です。
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内閣総理大臣賞受麓

出品財米安作経蛍

受賞者音田房明

(埼玉県行田市大字北湾原 212)

関受盤者の略麗

行田市は、埼玉県の北東部に位置し、北は利根川を境として群馬県に接し、南

は荒川が流れており、二大河川に挟まれた肥沃な沖積地時が大部分を占めている。

標高20m程度の平坦な地勢で、あり、気候も比較的温暖であること等から、古く

から米麦を中心とした主穀作農業が営まれてきた。近年、施設国芸、畜産等も導

入されてきたものの、現在でも米麦作が農業組生E巨額の約 6 割を占めている。

また、近年行田市内に工業開地が建設されたこと等から市の総農家数3 ， 167戸

第 1 図受賞者の所在地

1'1 

• 群馬県 j 
，、円d

,.., 

r、.1 

γ 秩父市
長野県・2

...... 、.. ¥ -'・、.
)\,,-{ -、九『・
山梨県
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のうち2 ， 017戸!

(約60%)が第ニ

種兼l業農家で、あ

り、これら農家の

多くは安定兼業

への志向が強い

こと等から耕作

権の委譲、作業

受委託等が進み

つつあるO これ



に対応する形で土地利用・作業の受け手として、土地利用の集麗による借地型の

米麦作大規模経営が脊ちつつあるO

古田氏の居住する北河原地区は、行田市の北端に位鐙し、利線) 11に隣接してい

る。農地の96%を占める水田は、 30 a 区画のほ場整倣が行われており、大規模な

米麦作経営を展開するうえでは、比較的恵まれた条件下にある。また、 1

りの経常耕地規模も 81 a (市の王子均110 a) と小さいこと等から行同市の王子均よ

り兼業化が進み、地区内の農家149戸のうち専業は氏を含めて 5 戸だけで、第二

種兼業農家が全体の約 7 割を占めている。なお、地区内の農用地利用増進事業に

よる利用権設定率をみると 1 1. 2% (市の平均3.0%) と高い水準となっており、

農地の流動化が進んでいる地区であるO

Ff問氏は、昭和22年!日制中学卒業と同時に就農し、雨続とともに!日畑 3 ha、

査と水稲作を結びつけた経営に取り級んできたが、昭和40年代後半から、自己の

農業経営、さらには地域全体の農業を一!自発投させて行くためには、これまでの

水稲プラス養蚕の経営から脱皮し、この地域の恵まれた気象条件等を活かした大

規模な米麦作経営に取り組んでいくことが必要であると考えるようになった。し

かし、当時の北河原地区の水問はほとんど未整備の状況にあり、氏の志向する大

規模米安経営と地域農業の発展の実現にとって大きな障害となっていた。

このため、氏は地域内の有志、とともに、地域内の土地基盤の整備に積極的に取

り組み、周辺農家及び関係者4 との話し合いを進めた結果、北河原地区の全ほ場を

対象に土地基礎の整備が行われることとなり、昭和48年から49年にかけて地域内

の全ほ場120haが30 a の大区画に整備された。これを契機として、氏の経常規模

拡大への本格的な取り組みが始められたので、ある。

氏は、期間街地として規模の拡大が比較的容易にできることから、まず麦作の

拡大に取り組み、 49年に初めて 9 haのど…ノレ変を栽培した。また、ほ場区画の大

型化に伴って周辺農家からの耕起作業等の委託も多くなり、その後、基幹作業:の

全面受託、さらに、米麦作を通じた経営受託にも取り組む等、米安作経営の規模

拡大をど着実に進めてきた。経営焼摸の鉱大と併せて、地域内の有志、とともに、トラ

クタ…、コンパイン、協同乾燥調製ばら出荷胞設等の共間利用機械・施設の導入、

整備を行L 、、大担機械化貫体系の縫丘をほ!ってきた。
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ha)1 第 2 図 耕作部積及び作業受託の推移
30 

/n--n-廿γr-門~γ

, , , , , 作業受託地

(16.0ha) 
t , 

耕

作 20
面

積

, , , 期間借地

( 4.6 ha) , , 
'
 

10i 伸二τ問ここ

いけ
u

, , 

経営受託地

( 10.4ha) 

ー_.....一----一-ーI-I.
r 自作地

( 6.1 ha) 

Q
d
 

R
U
 

Q
U
 

に
リ

ヴ
，eF

D
 

C
り

に
1
u

F同
υ

F
H
U
 

44 
R
u
 

qa 
p
h
u
 

つ
れM

F
h
d
 

唱
E

ム
に
リ

ハ
U

F同υ年内
可V

A

佐円H
，
女
作

刀
詞

n
H
μ
 

第 1 表 作目5]IJ作付街積の推移

作目
六条大変 ビーノレ変 まE 7.K 稲 大 備 考1ニL

全f.

限利49年 ha 9.0ha ha 10.0ha ha 19.0ha 

50 9.0 10.0 19.0 

51 9.0 10.0 19.0 

52 9.0 10.0 19.0 日脅渓排水施工

53 2.0 8.0 10. 。 2.0 22.0 か

54 4.0 8.0 10.0 3.0 25.0 

55 5.5 4.0 2.5 10.0 3.0 25.0 

56 5.5 4.0 2.5 10.0 3.0 25.0 
普通型コンパイン

導入

57 6.0 6.0 8.0 11. 0 1.0 32.0 

58 6.5 6.0 7.5 11. 0 1.0 32.0 

59 6.0 5.5 8.5 13.5 1.0 34.5 

この結果、昭和]59年には水稲13.4ha、変20.0haのほか、作業受託16haという大

規模な米麦経営を展開し、土地利用の高度化を図りつつ、省力的な「米麦 1 トン

どり j を実現するに至っているO
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関経営の概要

古関氏は、自作地6.0haに加え、作業受託16ha (米麦の収護、耕起、代かき、

水稲移植等)、期間借地4.6ha、経常受託1O.4ha等経営規模の拡大を悶るとともに、

土地利用の高度化を関る観点から自作地、経営受託地においては裏作は100%

を作付けしており、昭和59年には水稲13.5ha、麦20.0ha (I~i 作地+経営受託十期

間借地)とし、う大規模の米安作経営を展開してし、る。 農業労働力は氏夫妻と長男

夫妻の 4 人であるが、基幹作業については氏と長男が分扱して行っているO

このような大規模な制人絞常のヰ:で、作業精度を保ちつつ合理的かつ効率的に

作業を実施するため、氏は地域内の農家との話し合いにより作付ほ場の大部分を

自宅から半箆 2 kmの範器内に設定するとともに、大型トラクタ一、普通型コンパ

イン、乾燥調製ばら出荷施設今季をtド心とした大型機械化一貫体系を確立し、 10 a 

当たり労働時間で水稲12.9時間 cl息子ー均の30%) 、麦 4.6時間(県平均の 15%)

とし、う大i憾な今努力化を実現するとともに、 10 a 当たり収監についても適期適切な

作業実施に努めることにより水稲 480kg (県平均の 106%) 、小ðC 5301<g (県平

均の 140%) 、ビーノレ変 5181<g (県平均の 141%) 、六条大麦 500kg (県平均の 1

26%) と「米麦 1 トンどり j を達成している。特に、麦類については、 5 ヶ年続

けて 500kg台の収設を上げており、収量水準の高位安定化が闘られているO

以上のような経営規模の拡大、徹底した省力化及び「米麦 1 トンどり J の実践

により作業受託、経営受託料金を含めた農業所得は18 ， 210千円と高い水準となっ

ている。

襲撃経営・技街よの特色

(1 ~規模拡大への取り組み

氏は、規模拡大の作目として変な選定した。これは変は1mrt引合地により比較的

守容易に規模拡大が可能であることに着目したからである。このほか、ほ場医師の

大型化に伴いトラクタ一等の農業機械をrfr有していない周辺の農家からの求めに

応じて貨がI等の作業受託も行うようになった。

f(;は、「安定的な経営規棋の拡大を割るためには、地力対策を含めた土地管;Jffi

η
ο
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大型機械化一貫体系を確立

~2 表① 稲の耕地 10 a 当たり所嬰労働 ü[(時間)

うち 動 カ 総作業l時間 作業7JIJにみて労力
作業名 総作業時間 経F目労働

日寺 間 作業時間 集落標準 ※県際機 節減をした点

待問 l時1[1'1

稜子予 t昔 。‘ 16 0.50 0.4 

全自動は緩機により

は種~苗代管潔 2.00 0.25 8.50 4.8 集中的にまき、 1 カ
所で管獲を実施

耕起・代かき 0.83 0.80 3.50 5.6 
大型トラクターで
作業

力主 IJE 1. 00 0.25 2.50 3.3 
ブロードキャスター

使用

出 被 。 75 0.40 2.50 5.6 
乗用型 8 条組問継機
使用

陵畔刈りは草;>{IJ機を

除 草 2.00 1. 50 2.50 3.7 使って 3 凶行ってし、

る

パイプラインによる

管 理 1. 00 8.00 7.2 水管理で全ほ場を巡
間

防 除 3.00 1. 00 6.00 3.5 
スピートスプレヤー

で能率的に散布

収 E整 1. 00 0.67 3.00 7.2 
4 条メリコンパイン

2 台稼動

乾燥・謁製 1. 00 1. 83 5.00 3.1 乾燥調製施設で笑施

日:i 荷 0.20 0.20 1. 00 。 フレコン出荷

12.94 6.90 43.00 44.4 
(29%) 

( )内は媒標準とのよ七絞
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第 2 褒② 号交の耕地 10 a 当たり所姿労働協(時間)

うち 民 )J 総i'p;\ミH寺 IMl f!F;\UJllにみて9iカ
{午*名 総作業終的] 時R寺lUll労働11立

作業i埼1m 立主滋!際機 ※県t器禁 主主総令したぷ

時間 時間
級二子予l'1'i 0.10 0.30 0.3 

排水対策 大雪!トラクターで抑

。‘ 17 0.17 1. 50 
(鰍メLU音渓) 丸H173総合従fドヨミ於i

7 ロ ドキャスター
j二級改良刺激布 0.50 0.25 0.70 

により散布

緋起・{み士:
大破トラクターによ

0.60 。刷 50 1. 50 4.6 
り能率を上げている

は紹・ 8程J1E 0.60 0.25 1. 50 
ドりんシーダー 17条

7.0 
まき使用

スピ ドスプレヤー
係等斉IJI孜布 0.75 0.25 2.00 4.5 

で古主主将よく均一散布

路 ぽ 0.34 0.30 1. 50 2.2 litifEロ ラー使Jjj

収 f箆 0.34 0.30 
普通製コンパイン

2.00 
()\I対話2.4m) で i以後

乾燥・ i\lfj軍基 1. 00 2.00 3.00 乾燥誠製施設で災施

討i j苛 0.20 0.20 1. 00 。 ブレコン出荷

'営手 港!々 1.0 

4.60 4.22 15.00 30.9 
(15%) 

( )内は!IM禁準とのLt絞

と委託者の立場に立った作業の実施が不可欠で、あるJ とし、う信念に基づき、常に

委託者、土地所有者等の立場に立って、借地、経営受託地においては、自作地以

上に入念な土地管理を行L 、、作業受託に当たっては、適期かつ精度の高い作業実

施を図り、地域内の農家の信頼と氏の経営に対する理解が得られるよう努めてき

た。このような努力の結果、当初の耕起等一部作業の受託、麦の期間借地から、

水稲作作業の受託を前提とした期帰依地へ、さらに、米安作を通じた経営受託へ

と着実に一歩一歩階段を昇るような安定的な規模拡大が実現されてきた。
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また、より安定的な経営規模の拡大を図る観点から、この間自作地についても

制度資金等を活用しながら徐々に拡大を図ってきた。現在では、経営受託、期間

借地あわせて約l1haの土地利用権を設定する等安定的な土地利用権の集積を実現

している。

(2)収盤の高位安定化

.地力の維持・増進

土地基盤整備後、ょう成りん肥、ケイカルを 3 ヶ年間各々 200kg、その後は各

々 601沼、 100kgを施帰するとともに、稲わらの全量還元と適正な耕起深の確保

(I2~13cm) を借地を含む全ほ場で実施し、 59年からは麦秤についても全量ほ場

に還元しているO

-適切な管理作業

稲、麦の作付に当たっては、地域内で十分な話し合いを行った上で例えば中干

し、落水の時期、病害虫防除の時期等について協定を行L 、、この協定に基づいて

適期適切な作業を実施しているO

・表作の高位安定化

麦の収量の高位安定化にとって排水不良による湿害が最も大きな阻害要国とな

っていたことから52~53年に自作地、経営受託地 6 havこ間隔20m、深さ 60cm、径

12cmの本暗渠を施工し排水の改善を行うとともに、省、力多Jl5Z栽培法であるドリル

播を導入した。このため、以前のばら播きに比して播種深度の安定化が図られ、

発芽苗立の確保・茎数の確保が可能となり、生育の均一化が図られたO また、近

年安については、麦収穫から田楠えまでの作期競合の緩和による適期作業の実施、

麦の適期刈取等を図るため、小麦・ビール麦・六条大麦をほぼ均等に作付けする

よう変種の組み合わせを工夫しているO

(3)省力化と作業の効率的実施

・大型機械化一貫体系の確立

大規模な米麦作では、稲作と麦作、特に麦収穫から水稲の移植までの期間は作

業の競合が激しく、その中で収量水準の確保を図るためには、経営規模に見合っ

た効率的な作業体系により適切な作業実施及び作業精度の確保を留ることが不可

欠となっているO このため、氏は経営規模の拡大に伴って、大型トラクタ一、グ
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レンドリル、普通製コンパイン、乾燥調製純設等を鰐人あるいは集落内の手3-志、と

の共同で導入・整備し、第 3 表のような機械・施設による大型機械化一貫体系を

確立するとともに、安については

一関の省力化と流通の合理化宏似!

る観点から全最フレコン方式によ

るばら化を導入しているO また、

熟期の異なるビール変(はるな二

条)、小麦(シロガネコムギ)、六

条大変(カシマムギ)の 3 種類の

変を均等に作付けすることにより

播種期、収礎j却の拡大を区内、米

麦作における作期競合の緩和を区l

っている。

-効率的な作業の実施

前述のような大型機械化♂f体

系の効率的な稼動を1Z1 るため、 [~i

fpj也、受託地の大部分は自宅から

第 3 表 主な機械・施設所有状況
(1) 施設

(2) 淡業機械

トフクター 3 台((露人お)

!ヨ JJlHí'{ コンパイン 2 会 (官混入手芸)

普通型コンパイン 1 女(共有ま)
乾燥機 (271:]) 2 合((閲人11)

乾燥機 (46お) 3 合(州÷)

フレコン光.tj:{主主流 l ぷ(共有t)

フォークリフト (2tHJ) 1 会 u同士)
日ljj{[機(楽用 8 条) 1 合(個人有)

ドリノレシーダー(17条) 1 台C:JI<11i)
水稲7守 IYiは線機 l 台(偽1入手j")

トフック (2 t) l 合((J{j人お)

トレラダンプ (2 t) l 合(j潟人*il

2 km以内に設定し、地区毎に極力団地化を行い、問地単位で麦の作{、j を統 Aする

ことにより作業効率の向1::合図っているO また、毎日の作業実施状況を克明に記

録するとともに、この分析に基づき作業計画を出立し、効本的な作業実施に努め

ている。

(4)地域内中核幾家との連携

氏は、地域の農業を今後担ってし、く農家を育成することが主主要であるという信

念に基づき、情報の交換、受託地の調整、作業受託の鵡整・ ffiì充、機械の故障、

オベレーターのけが等の不慮の事態における相互の作業補完等を通じて、市内の

他の大規模米麦作農家あるいは大規模米麦作経営を志向する農家と筏接な連携を

保ちつつ、互いの農家経営のと地域農業の発展が関られるよう努めており、行関

市内の20)":iの大規模米麦作農家(米変作10ha以上)のリーダー的存在として活離

している。
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第 3 関 経営耕地の分布状況

その他地区外に 4.2 haある N 

熊
谷
市 南河原村

関今後の課題

・生産コストの抵減

肥培管理の適正化及び農業機械のより効率的な利用によるコストの低減を図る

ためには、経営耕地の面的集積が第一条件となってしる。このため、今後とも集

落内の農家との浬解を一層深めるとともに、他の大規模経営農家との連携の強化

により受託ほ場の交換等を関り経営耕地の一層の集積に努めることが必要である

と考えられる。また、機械償却費の抵減を図る観点から機械の保守管理に努め、

農業機械の耐用年数の延長、普通型コンパインの米麦汎用化等を圏ることも今後

重要な課題となっているO

・収盤水準の高位安定化

経営の安定化を閣るためには、収量水準の高位安定fヒが重要な課題となるため、

今後とも作業精度の向上と肥培管理の適正化を図るとともに、側条施肥技術等の

新技術の導入を閤る。

-地域農業の後継者の育成

氏はこれまで自己の経営のみならず地域農業の発展を目標として周辺農家との

信頼関係を深めつつ、経営規模の拡大に努めてきたが、今後は地域農業を担うと
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し、う観点から、現在育ちつつある大規模経営あるいはそれを志向する若い農業者

を地域農業の後継者として脊成し、地域農業の-層の発展を図ることが大きな課

題となっている。
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21t世紀を先取りする米麦二毛作経営

音器

父から受け縦いだ養笈経常を，地減の

立地条件を生かした主穀作大規模経営へ

転換してから10年，ヨ初描いた夢が実現

するとともに当時の見通しが正しかった

ことを改めて自認しております。

T号待の養蚕経営は，時期的に集中する

苛酷な労働と，時には生活が犠牧になる

ほどのきついものでした。私は，なんと

してもこうした経営から脱却し，女達が

家庭生活に専念できる，ゆとりのあるE2

3誌なと志したのがこの送だったので、すO

経営転換の起爆剤となった土地基盤整

備を，地域の有忘を慕って市へ{効きかけ，

仲間と共に苦労のιjJで実現したこと。規

模拡大を進める過程で，地域の人遠から

受託した作業を最優先するために， I時に

は籾は緒いうちから，夜も昼を仰ぎなが

ら作業をしたことなど，夢中で努力した

ことが定潟灯のように頭をよぎります。

更に，大規模経常には不可欠の機械，

施設を整備したり，自作地を拡大するた

めの各種事業や制度資金が最大限に活用

できたことや普及所等，関係機関の適切

な指導の得られたことが，現:従の経営実

混の大きな要密でありました。

今後，技術的には，地力対策，普通型

コンパインの汎用利用，大型機械体系の

房明

組立や，新技術の導入により，省、力安定

多i奴をばかりより一瞬のコスト低減を進

めたいと思います。

そして同じ道を歩む地域の仲間と共に，

情報交換，受託作業の分担，借地の利用

調製，地域分1f!. 不慮の事態の協力体制

等を1ì{fLl'r.し，仲間と供に伸びられるよう

努力を続けるつもりです。更に現在の経

営が，地域の人達との迷'H干の中で成立し

ていることを念煩に置き，今後育成され

る告す幾集団等と協誠できるよ也減体制づく

りを，自ら主体となって行う等，地域農

業発展のため微力を尽す覚悟でありますO
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日本農林漁業振興会会長強受盤

出品慰大豆経営

受賞者乳井集団転作協議会
(代表者奈良

(青森県弘前市大字手L井字乳井88)

関受3愛者の略麗

第 1 間受賞者の所従具l!.

乳井地区は，弘前市の中心より南東 9 kmの平) 11右岸に位置し，標高50mの平野

部に水稲を，擦ï~b60~150m の山間部に

りんご合裁縫する援合経営地'箭である。

また，大豆の作付期間 (6 月 ~10月)に

おける平年の平均気温が19度，積算日照

時間が931時間，積算降水最が570mmで，

県街地方(太平洋に闘した地域)に比較

すると， 6 月， 10月の降水量が少なく

j晶も高いことから，大豆の栽取に関して

は青森県内においても恵まれた気象条件

にある。

この地域では， 53年まで農家個々のパラ

転が行われ，転作作物の種類も多く， ~t 

産効率の悪い転作が1'Ïわれていた。そこ

で53年の水田利用再編対築を契機に，集

落ぐるみでの対応を考え乳井集閉転作協

議会を発足させた。そして56年からは，分

宅
よ

η
J
 



乳井築自転作

協議会のメンバー

散していた団地を水系毎に速担団地化するとともに，用水を遮断することで湿

対策を行い，乾悶において大立の集団転作を実施しているO この地域の大豆作は，

基幹作物であるりんご，水稲と作業の競合が少なく，かっ収益が安定している

という利点を持っており，そのことに着目した協議会の的確な作物選択も大豆作

の定着化のために重要で、あった。

本協議会は，裁縫にあたって普及所，試験研究機関等の協力を受け，水稲一大

豆 水稲の輪作体系によるブロックローテーションを導入するとともに，収量性

があり耐病性の強いオクシロメを選択するなど，積極的に大豆作に敢り組んでい

るO

第 1 表共励会等における成絞

バxえー 11 内 手当

S 54 
。!尽Ii.実員経~;改務共励会絞俊秀賞受賞
。係豆類経営改幾共励会優良1l:受賞

S 55 。;宗俊災紙作集団ほう'l't 卒業優良賞受賞
。県立実質経営改善共励会信託災賞受賞

S 56 \QH築優良転作集問ほう食事業優秀賞受賞
<QI Y県立実質経営改善共励会入賞

S 57 。然躍を良転作集団ほう l:Pll= ~幸俊秀賞受賞
。県 !tE 綴経常改主事共励会最俊秀賞受設

S 58 。県 j変良転作集伺ほう rniH* 優秀賞受賞
。県 li 類経常改ま専共励会議俊秀賞受賞

S 59 <QI!県豆類経営改善共励会最優秀賞受賞
。:'Ë悶忠実員絞営改善共励会 22 林水産大陸賞受賞

-32-



大変栽培ほ場

その結果として， 、~文収誌をあげており，各額共励会等において

も第 1 表のような成績をおさめているO

関地域農業の概要

弘前市の農業概要は第 2 表のとおりで，耕地而績は約11 ， 900ha (58年度) ，内

訳としては，間は4 ， 700ha (39.5%) , :tIHは337ha (2.8%) , りんご閤6 ， 61α1a (55. 

5%) ，牧草地259ha (2.2%) である。 農家戸数は約9 ， 500μ(55年度) , うち専業

は1， 790戸(18.8%) ，第 1 種兼業は3 ， 795戸 (39.9%) ，第 2種兼業3 ， 931戸 (4 1.

3%) となっており，作自別級生産額については，総額が30 ， 486百万円， fノド H J.!IJ 

にはりんご18 ， 851百万円 (61. 9%) ，米7 ， 501ÈÎ万円 (24.6%) ，野菜2 ， 876お万円

(9.4%) ，豚その抱畜産物で1， 258百万円 (4.1%) となっている。以上のように

弘前市の農業はりんご，米を中心とした農業で、あるO

第 2表弘前市の淡梁概況
①術核

② tfS家戸数

場 3長

1, 790 戸

努~ 1 綴 第 2 稲

3, 795 jヨ 3 ， 931 戸
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③ 作付図積及び生産量

区分 国 り ん
v 閤」

lO a 当り 10 a 当り
年度 作付面積 生産量 作付面積 生産設

収 穫 収 穫

55年 4, 180ha 521kg 21 , 800t 6, 350ha 2, 093 1<g 132, 900t 

58年 4, 040 611 24 , 700 6.510 2, 198 143 , 100 

④ 主要家畜飼育戸数及び頭羽数

飼育
年度 mま 手L月VI二 戸数 肉用牛 戸数 鶏 戸数

戸数

E兵 1二3 E只 戸 E兵 戸 ;j;j 1コ

55年 11 , 880 630 380 20 320 10 22, 800 60 

58年 12, 160 229 330 10 240 10 6, 600 40 

⑤ 作目別粗生産額

その他
年 !支 米 り

》戸ぜ

里子 菜 豚」

畜産物

百万円 百万円|
55年 6, 353 19 , 895 2, 344 1, 020 38~ 29 , 993 

58年 7, 501 18, 851 2, 876 1, 019 239 

関受賞者の経営概要

本協議会の経営耕地面積は第 3 表のとおりであり， 59年の作付け(参照第 4 表)

の内訳はりんご'87ha，水稲73ha，大豆 5 ha，野菜 3 haとなっているO

59年産の大豆作については， 10 a 当たり収最は 460kg と県，市の平均の 2.6倍，

lO a 当たり労働時間は17.8時間と， !尻市の平均の40%，また所得についても 10 a 
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第 3表 土地利m状況(昭和59年度)

第 4 表食作物の作付状況(ll{l，和59年度 (ha)

f'f' 付 �ii もst うち伝f'F [�i ,fW 
f'f' 物 15 

57今ニ 58チド 59年 57 :1]三 58{ド 59:1f 

大 .'il 7.0 7.0 5.0 7.0 7.0 5.0 

j之

3定 ~i. 

t終 7E 金二

7j( 1前 71. 7 71. 0 73.0 

変 類

t~ 菜 ?察

度予 3定 2.5 3.0 3.0 、 2.5 3.0 3.0 

その他(りんご) 94.8 87.0 87.0 8.8 5.0 5.0 

5十 176.0 168.0 168.0 18.3 15.0 13.0 
」一一

当たり 96 ， 121円と県平均の2.9f九市平均の1. 7倍といずれもきわめておい水準に

あるO さらに品質的には， 1 今季が99% とほとんど全量が 1 等であり，県平均の47

%, rli平均の85%と比較しでもかなり高い水準にある(第 5 表参照)。なお60年

産においても前年を上回る収設が見込まれているとのことである。

このほか，水稲についても 10 a 行たり収益は 690ほと，県，市平均と比べても

かなり高く，農業生競技術についてはきわめて高いものを持っている。
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籍 5 褒生産性及びJjX:貸料:

10a~たり 10a 当たり 10a 雪iたり 10a~たり lO a 当たり 等級比率
所得率

収 数労働時間1 組収主主 経 '段所 得 1 等 2 等 3 ~I 

i唱 hr 円 i弓 円 % % 96 % 

大 -"1 協議会 460 17.8 134,785 38,664 96.121 71. 3 99.1 0.9 

保平均 178 42.6 67,316 34,122 33,194 49.3 47.3 25.8 18.3 

市平均 177 43.3 87.700 30,670 57.030 65.0 84.9 7.1 

(参考)

本稲 協議会 690 47.0 204,723 92,138 112,585 55.0 100.0 

りんご " 1, 870 223.7 437.500 149.595 287 ，宮05 65.8 

第 6表 iflムffにあたっての各組事業実施状況

業 :6 I1-J 宅手

54 fr ;%~Utt.複合仮決集[，JI ヘイへーラ一、サイト、レーキ

ノ、 育成事業 は種機、脱粒機

55~58 i!iií'F定者化促進事業 は種機 (S.57)

(子11単独) 仁1"耕管理機 (S.56)

仁川井管理機 CS.57)

!悦粒機 (S.58)

55~58 �( fl3利用 rf:Ç編普及活動 転作物殺治体系実証 (50 a) 

ソ 特別事業

ブ 57~59 大豆多収穫実;lìEモデノレ 転作大豆の高{立生成突託
実験IfÇ:'m; (30 a) 

卜

59~62 融制技術突註普及転作惜体系の機立実証

特別事業 ( 100 a) 

また，本協議会は，大II作を取り紹むに当たり，軽作業については，各種事業

(参照第 6 表)により比較的小型の作業機を導入するとともに，大型機械を必要

とする作業については他の組織に，また，調整作業等は農協に委託舌するなどして，

機械利用の効率化と経費の節減を図ってし、る。
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関出品財の耕穣概饗

本協議会は，大li栽枯:にあたり，基本技術をj盛期jに的límに版行することにより，

多収穫を実現している(参照第 7 以ノ 0

務 7褒緋後概要及び労働fJ;lHI 司
(fI協和59"手、 10 a 当たり)

f'P*項目 主i 1] 内 容 労働時間] 使用!;!J:!幾J=l

稲わらすき込み S58.lO)g 0.6t 0.5 トラクター

ロータザー

j二機改良 4 P1 24 FI ~t~T ニ1.ぞíl'k 1001¥g 1.0 グ

ヨ リン 40kg 
:I!~ IJ日施日間 4 J1 24 J] ボリホス208P 20 g 0.3 
五Jト起怒.lt包 5 月 1 f=I 2 [ril 1.0 トラクター

5 Jj 13 日 ロータリ

徹子治 25 5 Jj 9 日 ベンレート τ20 0.3 
tま 続 5 Jj 13 1'1 種子 4 旬、 75 x 20c田 0.5 は級機( 3 合)

~14 f=1 2 オミ:11:

除 5 月 14Fl ラッソー 0.4 草{精機
ロロックス

':þJ 耕 i脅土 7Y131] 2.4 アィフー

7 月 20 1'1
jJil )J巴施肥 7 Jj2Hl 版業 4kg 0.6 
病官虫|坊|徐 8 )1 20 J=f スミトップM 0.4 動i投機
メIj l{記 10月 2Hl 5.8 メi出、機
(島立合む)
乾 燥 10月 26Fl 自然

~ 
11)HOJ:f 

集納脱殺 11月 12 日 4.6 動力!悦粒機
~19 日

調 j提出荷 11月 20 日 農協委託 選5)Jj機

~ 

メ仁b3h 17.8 

具体的には，

①水系5JIJに技i地化して用水を遮断し， 7写真Jl間中の地下水位を地表下40cm以下

におさえるなど，完全な排水対策を行っているO

②と嬢改良資材の投入，稲わらのすき込みなど，土づくりを積駆的に行ってい

るO
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大豆の島立て作業

第 2 鴎作付休系

iま区 55年 何年 57年 58年 59年
場分 ~ 2 3 ~ 5.678 9l!J1ll21234 56 7 89101l121?34.S6 78910]]12.123456 78.91011121234567.89.101112 

1 大品以Z2ð)。 水稲。 10 水稲 o 10 水稲 o 0 水稲

2 。 水稲札o 手記出品)!。水稲 o 。水稲。 i 。水稲

3 。水稲 o : O---Æ穏 o 。大一豆四一(一70-04Da) 会'0 水稲 o ! 0 水稲 I 
4 水稲 0i.0 水稲 o 0 水稲 o 1 記 (70ゐa); 。水稲。

5 。水稲 010 水稲 010 水稲。 10 水稲 OB 事辻226
E 

③多収性，樹病性の面から，この地域に適した品種であるオクシロメを選定し

ている。

④欠株の補櫛などにより，適正な栽植本数(13 ， 000本/10a) を確保してし、る。

⑤計画的な追肥，除草剤散布，中耕・培土等による雑草防除の徹底，病害虫rr;

適期防除等，管理作業を的確に行っているO

⑥以上の基本技術の励行にあたり，試験研究機関・普及F斤等との連絡を密にし，

その適切な指導を受けているO

関出品財の特色

本協議会の特色は，前述したとおり基本技術の励行とブロックローテーション

と組織化，互助方式により集落ぐるみで、大立の高位生産を実現したところにある。

特に，集落ぐるみで、の転作の実現にあたっては，互助方式をうまく活用すると

ともに，栽培についても全員が何らかの形で大草作にかかわるように甑慮、してい
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り 104 ， 60

る O 互助方式については，協議会の発足当初より導入しており，転作割当農家か

らその割当面積に応じて互助金を徴収し，転作田提供農家に対し最低補償額とし

て，転作奨励金と互助金に大立の収入からの還付金を加えて， 10 a 

n円を支払っている(参照第 8 表)。

第 8 表互助方式の内容
-水田提供農家への精算額(10 a 当たり)

-転作奨励金(田地加算含む) 71 ， 000円

-互 助 金 25 ， 000円

-大豆収入から 8 ， 600円

i仁L1 (最低補償額) 104 ， 600円

また，作業の実施にあたっては，オペレーターを中心に会員全員の出役による

協同作業で進められ，企闘部の栽培計画及び作業計画に基づき円滑な連絡により

実行されている。出役は 1 人 2 田程度であるが，会員全員が必ず生産主に携わるよ

うにし，生産意欲の向上に結びつけているO

協議会の作業及び巡営体制第 3 図
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露関普及性と今後の課題

本;協議会は， 53年の水田利用再編対策を契機に発足した組織であるが，その内

容は単に転作対応に終わらず 152戸とし、う構成員をもって集落ぐるみの転作を

可能にし，大豆生産に対する個々の意欲念高め，省力化と基本技術の徹底した励

行により 59年においては10 a 当たり 460kg としづ非常に高い収量をあげるなど

々義実に実績を伸ばしてきている。また，弘前市における大豆栽培面積の大半をj

この協議会が対応しているなど，転作に取り組む意欲も高L 、。

これら本協議会の活動は，この地域の今後の農業のあり方を示唆するものとし

て高く評価されるところであり，周辺への波及もまた大いに期待されるところで

あるが，今後においては，特に作業体系の中での最も多労を要している収穫以降

の作業について，高性能機械を導入し，一層の省力化を困ることにより，地域に

適した機械作業一貫体系の確立をすすめていくことが必要であろう。
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大豆栽培の定着化と生産性向とを

乳井築関転作協議会

(代表者奈良識幸)

私迷の乳Jj:i長務は，弘前市街地から南

東へ 9 kmの所に位置する，りんごと米の

複合経営地域です。

水回はì" t'fí!1 二l::撲で‘i也カは仁j"{カ:で、あり，

u自京]49俸にL532きほ場整iJìIl?:jr業により 30a

区岡に数倣しまし t::.o このほ湯で53~1三か

ら転作を実施したのですが，栽続技術が

未熟であったうえにパラ転作で対応した

ため当事T)見込んだ成;采が得られません

でした。

このため，集絡会議で20数回にわたっ

て集i沼化について話合いを行い，翌54{下

に乳芥集団転作協議会を発足させ， USfJl 

4去作を笑!泌することになりました。その

結栄，例年度に単i奴が373.3kg となり，

~芸豆類経常改議共励会で妓俊秀賞を受賞

することができました。

この受賞宏契機として，大島〔転作に取

り組む会員の;意欲が盛り上がり， 56 司?の込

らfP.fドJSf 41j.にブロックローテーションを

実施するようになり，裁続投手1>rも年々向

上し， LìiJ院が県平均の2.5倍以上となり

大豆転作が定義しました。

在、迷の努力は，県俊rH必ずド築関ほう'û

4Jr，*における， 54年度の努力賞， 55年度

の後良賞， 56年度の優秀賞， 57 , 58年度

の優良立の受賞，際交類経営改養共励会

における57~59年度の 3 {f:.連続絞俊秀賞

の受このflli終段梁祭やrfjの共!励会等

での数々の入賞という形て寸Ffi町されまし

た。

この{丸三は，思いがけず余:悶烹類経営改

ミ約七励会における淡林水然大1;i1't受賞に

より EI ノド淡林漁業振興会長官をいただき

ましたが，私達の間体にとってこのうえ

ない栄誉であり，大いなる!励みでもあり

ます。

これまでの体験から， ~l 磁的!BJJ巴，主~

jfl'[本数の確保(IOa おり 6 ， 6∞杉jç2 木鮫)

それにと竣改良資材(湯上石灰，浴燐)

の施用による土づくり，それに深緋 (15

~20cm) が課題となっていますので，今

後，確実に実絡していきたいと考えてい

ます。

今後とも，会員の調和lを関りながらさ

らに努力安ID:ねて地域淡業の発展に尽し，

大豆家主椛の定表イヒと生成l'l:向上に前jけて，

がんばりたいと思っています。
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天皇杯受

出品財大型鉢物経営

者 i五 繊百議

(i1%=:玉県深谷市人見1102- 1) 

関受3愛者の略歴

深谷市は，崎玉県北関郊の者1\心から約70kmのところに仇寵している。 市の中央

を高崎線と悶道17号線が逆行して東西に横断しており，最近，高崎線の南側jに k

越新幹線が通過した。また，深谷市の織に接している花国街を関越自動車道がた

っているので，都心までは短時間でアブ口ーチできる。

第 1 函受賞者の所:tE地 気投は，年:、]z均気温14.5"C，

年間降水量約1， 5的nmである。

冬春は季節風が強く，突盟主や

降ひょうなどの気象災害も多

いが， 日照iまが多いので施設

栽培には有利であるO

土壌と地問は，間道17 号線

を境に，北部は，利般)11沿い

の沖積土壌地帯に水田と畑が

広がっており，南部は，火山

氏土壌の台地に対立が速なって

伊
同υ

A

告

し、る。



深谷市では，都心化の影響をうけながらも，多様な自然条件と有利な交通立地

条件を活用した密度の高い農業が存立してし、る。すなわち，全国的に兼業化の波

をうけて専業的農家が減少していくなかで，深谷市では昭和55年現在，農家の半

分以上が専業的農家としてふみとどまっている(第 1 表)。

第 1 表 専業的農家の構成比

(単佼: %) 

都府県 埼玉県 深谷市

男子生産年齢のいる専業差是家 8.4 10.0 27.0 

第 1 稜兼業農家のうち
13.9 19.7 27.7 

世帯主農業専従

言十 22.3 29.7 54.7 

備考 1) 1980年世界幾林業センサス

当該地域のこのような専業的農家の部厚い存在は，高度な土地利用によって実

現されてしる。土地利用の集約度を耕地lO a 当り生産農業所得でみると，深谷市

のそれは，都府県平均の2.5倍に達している(第 2 表)。

第 2 褒農業の生産性

(昭和58年、単位: 1000円)

都府県 埼玉県 深谷市

農家 1 戸当たり生産農業所得 902 896 2 , 177 

耕地 10 a 当たり生産農業所得 94 98 235 

専従者 1 人当たり生産農業所得 1, 040 845 1, 188 

備考 1)差是林水産省、統計情報部、昭和58年生産農業所得統計

作目構成は変化に富んで、いる。旧来の基本作目である米，麦類，養蚕は比重を

下げて，野菜，花き，蓄産などが多様に展開している。なかでも野菜は，農業粗
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生産額の66%を占めている(第 3 表)。深谷市の水田 1 ， 130ha，畑2 ， 300haのなか

でも，施設野菜の栽培閤積が175ha，露地野菜の栽培面積が2 ， 615haに達してL 、る。

路地野菜のなかで作付面積の大きい作物は，ねき、885ha，ほうれんそう 603ha，き

ゅうり 311ha，にんじん167haなどであるO

第 3 表 深谷m の i食業生法綴(1昭和58~.)

i'l' 日
t23会組生成綴 構成比

特化係数
100万円 % 

米 877 4.4 0.2 

き長 実~ 363 1.8 0.4 

雑穀・豆類 16 O. 1 0.3 
し、 も 類 120 0.6 0.3 

!Jl:r 3定 13 , 312 66.4 2.0 

* 実 14 O. 1 0.0 

1t き 1, 892 9.4 2.7 

工1* 11ミi'F 410 2 0.0 0.0 

極的. ~吉本;実質 139 0.7 0.5 

義 蚕 497 2.5 0.6 

!勾 用 94 0.5 0.6 

手L 用 ペ→ 1, 522 7.6 0.9 

)fま 1, 017 5. 1 0.5 

鶏 170 0.9 0.1 

加工淡産物

20 , 035 100 

iJl11 考 1)特化係数は崎玉県内での特化の程度を示す。

2 )淡林水産省統計情報部、 11(3和 58年生産 Jl~~長所得統計

花きは，野菜についで君主要な佼置を，:5めているO 深谷市の作自構成の特化係数

を崎玉県のなかでみると，野菜は2.0，花きは2.7である。すなわち，深谷市とい

えば，一般には，深谷ねぎで代表される野菜作で有名であるが，一方では花き生

産でも埼玉県の中で先端を走っているのであるO

土地利用を市内の地区別にみると，肥沃な沖積土壊と水利に恵まれている北部

では，水稲のほか路地野菜，施設野菜など土質と水を活かした土地利用が展開し
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ている。

南部の藤沢地区は，火山灰におおわれた洪積台地にあって潅瓶用水に怠まれな

かった。深根性の桑であれば他地域に劣らない生産性が期待できることから，養

蚕を::t:Jt:とした畑作地帯として艇部してきたが，鞠{[ífiの不安定性対策，冬季の労

働力利用による所得の増加などのため はやくは明治後期に桑闘の間作として福

美子草が導入された。その後，大正i時代に笠って鉄砲ゆり ， JJ'¥. {山等の球根栽i汗がは

じまり，昭和lにはいって球根栽培からチューリップなどの切花栽培へ移行した。

戦後はいち竿くチューリップ，水{IÙ~手の促成切花主l:;1'音が復活し，次第にその崩積

を拡大してきた。

深谷市藤沢農協は，昭和37年度新農村事業で、球根等の専用低温処理施設を設置

した。その後，昭和44年度， 45年度， 54年度に同様な胞設を l 糠ずつ追加したの

で，現在， 4 j策 1 ， 141m'の温度処理施設をそなえて花き生産の振興を図ってしる。

また，藤沢農協は，昭和37年に農協花き部を発足させ，県関京試験場，農業改良

普及所の指導をうけながら混度処理技術等の定若に努めた。イとき i郊の部員は，発

足当初は50名にすぎなかったが，昭和59年現在で、は219名に増加している。藤沢

地区の球担切花生産は，では前記のような施設整備や新技術の導入定着など

生産体制の確立と，他方では経済成長に伴った花きの需要増加に支えられて順調

に拡大してきた。

このようななかで，球根切花農家の後継者の中から市場の多様なニーズに応え

る新品目の導入や鉢物への転換を図るたくましい担い手がH:\てきた。なかでも藤

沢地|哀の鉢物生産でパイオニア的役割を果たしたのが受宣者の田島3謝博氏であるO

すなわち，田島氏は，地域農業の稽年の蓄積のなかで育ち，学びながら，現在で

は，地域農業の担い手として活躍しているのである。

田島氏は，昭和37年農業高校を卒業と向時に両親の跡を継しそ農業に従事した。

当時の土地利用は， 150 a の畑に，米麦50 a ，ねぎ30 a ，さつまいも 20 a ，桑園2

o a ，チューリップ切花30 a を作付したものであった。これは，藤沢地!Rではご

く一般的な作目憐成であったO また，全く畑だけであったことが，田島氏の，そ

の後の市場変動に対応する商業的農業への厳しい取り組みを方向づけたといえよ

う。
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ガラス・アタリ 11，.滋塗の内部 ビニ… 11，. .パイプハウス

彼は， r就農するなら，外13il と競争できる段業をしたしづと考え， もともと好

きであった花を選び，民15ì~J切を利用して東氏にある花き観的会社でが刊多をつんだ。

そこで，今後の需要動向や将来の規模拡大のI可能性からみて鉢物が街裂なことを

修得し，早速38年からシクラメン，サクラソウの鉢物の試作に着手した。本格的

な鉢物の施設殺培の拡大は42年以降で，同時に，それまで家族労力を主として

繁期のみに雇用労力に依存していたのを，間継続!言問fI~日に切り務えてきた。

絞培品目についても定規絡の段産化が容易なイースターカクタスやデンマー

クカクタスを導入して;規模拡大を ISI り，さらに， クチナシ，カランコエ，アッツ

桜(ロドヒポキシス)を加えて;現従に至っている。

麟受讃者の経営概況

Hl島氏は，第 2~1でみるように， I1際調に施設の規模拡大をじまi ってきている o ，五

島l羽芸の昭和59年の経営実績は，以下の通りであるO

(1)土地及び施設・機械

150 a の焔が毘敷の周りにまとまっていたのは施設のf部地点大に幸し、してしる。

用土・資材置場と養成につかっている路地を除いた約70 a の面積が瓶室とビニー

ルハウスでおおわれている(第4 表)。

標高800~1 ， OOOmの戦場ケ!京に60 a ほと:íM'地してデンマークカクタス，アッツ

桜の山上げに使用しているO

ミ1:な機械，装置は，第 5 表の通りであるO
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前島陸i芸における施設の拡大第 2 図

昭和

333m2 ガラス・アクリル温室。G同38 

ピニ]ル・パイフ。ハウス..a. 333 m2 4 42 

ûOO .!L時一イースターカクタス導入
クチナシ

OÚO DCl心ζ:L-:=;':.，、 J
ークカクタス導入

48 

51 

デンマークカクタス導入

öOO ハ(ハハハハハパカランコエ導入
4,069nl カランコエ高冷地育苗

òOòòll ハハハハハハハハ

ÒÔÛ ハハハハハハ52 

53 

55 

5,719 m2 デンマークカクタス拡大
ûCàÚÚQOOà G.ハハハハハハハパ57 

7,237 m2 アッツ桜の導入
ハハハnnnnnn

9,367 m2 

ûOOOÚÛOOOOÛOOÒÒÛCÛû~ ハハmハハハハパ

白 ûÛOûùÛú()Oûûél59 

60 

土地及び施設

関積 (nf)
彩、，矛せ 用 日 自ヲ 備

自作地 借地

カラス・アクリル温室 4, 290 アクリル温室 1 ， 485nfは出荷に利用
ビニーノレ・ノ主イプパウス 2, 930 繁娘・養成に利用
昼3さ5お i也 3, 300 養成に利用
用土・資・材置場 4, 480 
山 上 け。 6, 000 標高 800~1000mの戦場ヶ原

計 15 , 000 6, 000 

ハ
り

に
d

第 4表



(2)藤業労働力構成及び労働時間

家族労力は経営主夫婦と両親で

あるが，両親は手伝い程度であるO

も家事や育児があるのでフルに

は従事していなし、。

田島氏は，規模拡大とゆとりの

ある生活のために，積極的に緩服労

働を活用しているO 月給制で緩別し

ている常雇 3 人(男)と，常時12人

の臨時腫(女性)の労働時間が約 9

割に達している(第 6 表)。

第 6表 E2業労働力熔成及び労働時間

続柄 人数 年齢 労働日数

2支 経営主 41 270 
安 36 200 
父 68 200 

族 母 66 200 

合計 4 人 870 

雇 ?言採 3 人 710 

m 臨時緩 12人 3,510 

メ仁会 ii←1- 15人 4,220 

(3)盤業組収益

第 5表主な機械・裟[泣

くJJn~昆機械〉
i品溺l凌房機 1 合
i尽風グ 11台

決駿カ‘ス発主主機 31才

く劣ニ乙ネ機械〉

熱交換機 9 合

く:運搬)有機械〉

トラック 3 台
パケット 1 合

く主主力運搬機具〉
口 ラーコンベア 60台
ぷ口二、 Iド 20台

換算労力 労働待問 上ヒヰf

1 専従
0.2 ノγ

0.2 
0.2 

% 
2, 340 9.2 

3 5.680 22.2 

5 待問
17 ,550 68.6 

/臼

25 , 570 100 

田島調芸では， 1 年間に27万 6 千鉢を出荷して9 ， 058万円の組収益をあげてい

る。内訳は，デンマークカクタス 10万鉢，イースターカクタス 5 万 8 千鉢，カラ

ンコエ 4 万 S 千鉢，アッツ桜 5 万鉢，クチナシ 2 万 3 千鉢となっているO 出島園

芸の鉢物は，品質と品揃いが良いので市場の評価が高く，業者が直接集荷にきて
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しる (第 7 表)。

綴 7 察 tzj長組収主主

i'f 物 名 i'f {寸 Ifri 1}'lC m') 総収 izt( 鉢) 販売額 CPJ) 百む 457 

デンマークカクタス 4,660 100 , 000 54 , 348 ,000 }封筒 i切 8 ~1UJ 
イースターカクタス 2, 430 58 ,000 16 , 300 ,000 λ' 2~3JJ 
カランコエ 2, 540 45 ,000 6, 340 , 000 11 8~ 1l月

アッア縦 1, 480 50 ,000 9,058 , 000 11 1~2}] 

クチナン/ 1, 080 23 , 000 4, 534 , 000 f〆 2 ~ 3 JJ 

12 , 190 276 ,000 90 , 580 , 000 

(4)藤業経営収支

約7 ， 777万円の農業経営費を支出して，約1 ， 281万円の農業所得をあげているO

農業組収益に対する農業所得率は14%であるから高くはなし、。しかし，農業所得

に麗期労貨を加えた純生産で、みると 35%vこ達している(第 8 表)。

第 8 表農業経営収支

l同ぷ封主 主主 手宣 収 ナi且セL 良一 ヨ長 経 tき' 上七

販売価額 90 ， 580 ， 000円 物 財 '資 45 ， 568 ， 422円

支払運賃および
1, 766 , 880 

モF 数 ギ↓

雇用労賃 18 , 849 , 200 

支払借地料 400.000 

支払利子 2 , 147 , 203 

減悩償却費 6 , 546 , 323 

そ の 他

言十 90 , 580 , 000 77 , 772 , 665 

22 業 所 f与 12 , 807 , 335 (専従者給与含む)

農業経営費の構成をみると，物財我59%，雇用労賃24%，減価償却費 8% ，

払利子 3%となっている。物財費の内訳では鉢代，出待・包装費，光熱動力費，

種苗沼木費が大きし、。

田島園芸では，規模拡大のための投資として総合施設資金800万円，農業近代

化資金4 ， 200万円を借入しており，それらの59年度の元金償還が約400万円となっ

つ
U

に
リ



ている。元金償還は，財産敢引であって経営費ではなし、。しかし，農業所得に対

して過度の元金還元は，ときに経営の危機をまねくことになりかねなし、。この点，

田島園芸では，現在の{投還額は農業所得からみて負担になる額ではないので健全

な資金繰りといえよう。

関受盤財の特色

田島氏の鉢物経営の特徴は，高級品を狙わず，均一生肢が容易で需要期が長く，

かっ大量消費が見込める品目をうまく総合わせて，雇用労力を活用した周年大最

生産体制を確立しているところにある。そのためには，市場対L~; と生産管理の両

面で

(1)適切な市場対Jit

①周年出街方式の確立

品目と作型を合理的に組合わせた周年出荷方式を総立し，市場の競合をさけた

第 3 図 普通裁第と岡島方式のf'r型比較

~ 1 l' 2 ! 3 I 4 I 5 6 I 7 I 8 I 9 IlO L~ 1~1 2 

主事
私一笥カ 通 ぐ》一四:cl: 下旬唯え

フ 殺t& / 
ニ2

問屋方き 核 ,. 
ニE 自 呂

￡l: 心 、，

式 K 

苦手
ヂ:

:/.yコノf 通栽 笛
長聖

0-ゼ〉晶山崎

サボテン方島間 、r 笥 自
官

(ヂ;"'7 湾翌ミ 竺世主 品.0. .Q. iIA .x 
カ女~;毛式

....... 
~一二ご ."'-'V、占

.x 

空宇

護i滋署 少

アッツ桜

罪障
da ~ 畑一一一一世一一

式

------五 1 I 2 '-31 4 r-51___LJ=7ls] 9 1 10 I 11 112 
凡例 事= t積木株分け 芭鉢上If .c\.遮光 Âi高冷地口子子冷~
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大量生産を可能とした。第 3 図は，これまで普通にみられる作型と，田島氏が工

夫してっくりあげた作型を示している。例えば田島闘芸で、最も出荷量:の多いデン

マークカクタス(シャコパサボテン)の場合，山上げをして早期出荷を狙った作

型のブロック，遮光だけの普通作型のブロック，遮光もしないで出荷時期をおく

らした作型のブロックを組合わせて長期にわたった出荷を行っているO アッツ桜

の場合も山上げ，藤沢農協の球根等温度処理施設の遊休期間を活用した予冷を組

合わせることによって，普通作型よりも1. 5カ月も早い 1 月上旬から出荷してい l

る O このような作季の計画的な移動は，市場での競合をさけた有利な価格の実現

を可能とするだけでなく，周年の均王子化された労働配分を可能とするので，白鳥

園芸のように大量の雇用労働に依存している企業的経営では，経営管潔の要諦と

なるO

②新高品の開発

一定規格での量産化に向いているイースターカクタスとシャコパサボテン(ク

リスマスカクタス)を品百構成の 2 本柱とした。

仲間 3 人とアメリカ農業視察旅行中に，シャコパサボテンのなかでもデンマー

クカクタスが花色が豊かで有望なことに着目して導入し，これが高温期の短日処

理に向くことを発見して高冷地の山上げを併用して長期間出荷を可能とした。

また，イースターカグタスのなかから美しい淡紫患の花をつけた新品種「パー

プルスターj を選抜・増殖し，市場で高い評価をうけてし、る。これは，大量の鉢

のなかから，淡紫色の変わった花色をつけているが，草型が横道性のものを発見

し，これから 7 年かけて立性のものを選択・国定して作出したものであるO

③商品性の向上

田島間芸が出荷する鉢には，オリジナルな品名ラベルがついているO ラベルの

表は，それぞれの品目名と美しい花の写真，それにTAJIMA ENGEI のブランドが，

裏には簡単な手入れの仕方の説明がついているO また，鉢は田島菌芸オリジナル

のスリーブ(鉢の包装材)で包装して商品性の向とに努めているO

④荷痛み防止

鉢物の輸送にはフラワーコンテナが使われているが，それに鉢サイズJ]1jのダン

ボールをはめ込んで、輸送中の荷痛み防止を関っている。
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晃離なデンマークカクタス 田島臨主主のオリジナ}I，.品名ラベル

⑤家庭で、も使えるポ・y トカバーの開発

鉢物の栽主在中は，汚れの悶ーなたない黒のポリポット在使い，出荷時には， lJljに

エナメル光沢のある白黒 2 種類からなる四角形のポットカパーを用意し，それに

先のボリポットを簡単にはめ込んでフラワーコンテナへつめ込んで‘いる。 出島原i

リジナルのポットカバーは，そのまま家庭での受け血として利用できるよう

に考案されているO

(2)生産管理の合理化

①技術の新結合

{漬物の休n民性の利用，日長処:fill，温震処理などの理論やそれぞれの部分技術は

既にわかっていることであるが，田島氏は，これらの部分技術を，彼の経営問

に合った形で，また周閣の条件在最大I~具に活用で、きる形で総合的に組み立ててい

る O すなわち，高冷地戦場ケ原の{告地を利用した山上げによる休眠操作，施設内

の短臼・長日操作・地元藤沢農協の球根等低温処理施設を活用した温度処現，被

援時の蒸れ徒長を防止するための地下水利用などをそれぞれの品院に対応して適

格に行って出荷時期の調節と品質の向 Lに努めているO

②施設の有効利用

ガラス温室主やアクリル祖霊などの施設には多額の投資が必嬰であるO また，そ

れらを運転する光熱動力費も大きし、。したがって凶島陸l芸のように施設規模が大

きくなると，施設の利用効率の僅かな差奥もコストに大きく影響してくるO
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第 4 園 施設利用と栽培体系

月 11i2131415LIT7 181 9 川 n~~~f.調 (d， a) 

ガラス滋重量 s幾 2

2,8 10 d 1 
1- 2,000 

2,810 

!寸叫短~1f. I cm I~l 議 2 (山 c械 C出長 L

2.811d I ~11ρ00 
S脊 f2，000

2,930 

露地 K事告 K 幾 10a 

33 a 1 r-"" ,,$'" 1
20 

S…デンマークカクタス
K..・クチナシ 育…育苗

33 
E" ・イースヲーカクヲス C…カランコエ R・・・ 7 ッツ緩

務・・・幾 成 出・・・出 荷短・・・短日処理山 山上げ

田島氏は，第 4 図で示すように，作型に対応した綿密な施託生幸リ用計画をたてて，

むだな空間をつくらないようにしているO さらに，施設内にオリジナルに開発し

たローリングベンチを設置して通路の節約を図っており，これだけで利用効率を

15% ぐらい高めているO

③積みおろしを考えたプラ.. ，トホーム

緩傾斜を活用し，新しく建設した温室の一万をトラックの荷台と同じ高さにし

て運搬作業の効率化を図っているO

③鉢物移動の省力化

鉢物生産は， r土の運搬業」といわれるように，鉢や土の移動に莫大なエネル

ギーと時間を必要とするO その対策として，田島園芸では，特注の台車やローラ

ーコンベアを最大限に活用して人力作業の節減に努めているO

⑤パイプハウスで低コスト脊苗

主幹品目のカクタス類は長期間の育苗を必要とするので，設備費の少ないノ4 イ

ブハウスのなかに路材等を活用したベンチを造って施設を密に利用した育苗でコ

スト夕、ウンを図っているO
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⑥露地の有効利用

露:L1!!.は，主として脊成の場として利用しているが，不織布を敷き詰め，自動海

水施設もそなえて省力的な管理が可能なようにし，空き{拐なく利用しているO

(3)麓用の近代化

田島閥のようにきわだった経常になると，よく研修生をおいているが， æ島

氏は，研修生のただの労働をつかうようになると としての自分の甘さがで

てくるから研修生はおいていない，とし、う。また，履)唱は，広告で公募し，面接

のうえで採用しており，縁故採用を避けている。

賃金は，地域内の企業が公募している

ているO また福利厚生にも配慮しているO

より低くならないように設定し

作業の役割分担は 3 人の常躍には農場内の栽培管理作業全般に資症をもって

分拘.させ，パート婦人には作業の熟練の程度に略じて部分作業を分県させてし、る。

一時的に労働を要する鉢物のはi上げ作業は運送業者に委託しているO

出島氏は，このように躍mの近代化に心懸けて良質の履淑労働力を係保し，そ

の活性化を図っているO

関受室愛者が達成した翼鱗の普及性

深谷市藤沢農協の昭和59年度の農協販売取扱総額は2 ， 235 ， 810千円であった。

その内訳をみると，花きが54%を占めて最も大きく，次が野菜の22%，養蚕の12

%，米・麦の 5%と続いている。

農協販売高のなかで花きが占める比率は，昭和43年度はまだ3.7%にすぎなか

った。ところが第 5 閣が示すように，花き部門は藤沢地区のなかで急速に発展し，

59年度はついに50%をこえたのである。桑関の間作として出発した花きが今では

藤沢地区の農業の主役を担う作目となったのであるO

藤沢地区のなかに， 26名の意欲的な鉢物生産農家からなる膝沢鉢物研究会があ

り，田島氏がその会長を務めているO この研究会は，藤沢農協花き ttl\鉢物部会と

して農協とつながっている。

鉢物研究会のメンパ…26名の生産規模な施設i立i積でみると，同島氏が7 ， 240 m'

で最も大きいが， 5 ， 000m'以上の農家がi五島氏のほかに 4 名もいる。
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第 5 留 藤沢農協販売高に占める花きの比率
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この研究会のメンバーは，市場対応，新技術の導入等の面で協力し，切薩琢際

しながら規模拡大をきそい合ってし、る。田島氏は，昭和60年に自宅から 2 km離れ

た所に60 a の土地を購入しており，ここに新しく 4 ， 600ぱの温室の増設を計画し

ている。

合理的な経営管理には，しっかりした会計把憶が不可欠であるO

田島氏は，昭和38年に鉢物生産に取り組んだときから自己流の記l娠をしてきた

が，経営内容が次第に複雑化してきたので簡単な記帳では整現できなくなった。

そこで彼は複式簿記をマスターし，現在では援式簿記の記l阪の分析から経営の合

理化と規模拡大の指針を得ている。

深谷農業改良普及所では，普及率業の対象551]に課題をたてて事業を進めている

が，藤沢鉢物研究会には重点計画活動課題のーっとして「経営者能力を向とし食

業的農家宅ピ育成する J とし、う課題をさ当てている O その事業の主たる内容は，簿記

記11長とそれに基づいた経営分析・計画の方法をマスターすることであるO すなわ

ち，普及事業のなかでも最も高度な課題を当てているO これは，藤沢鉢物研究会

のメンパーが企業的農業者としてそこまで成長してきたことを示すものであるO

田島氏とその仲間達が当該地域農業に果たした貢献は，鉢物生産を通じて所得

と雇用を拡大したことは勿論であるが，更に，企業的農業の展開という新しいビ

ジョンを開いてきた点にあるであろう。

企業活動に休止はなし、o 5立ち止まれば倒れてしまう。更なる切嵯琢磨があるの

0
0
 

に
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みであるO そして，その積み車ねのi路には， 1止界の花き生産を誇るオランダから

深谷の花きを学びに来るであろう。そのようになることを期待したし‘o
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「ゆとり j のある経営をめざして

田島鏡璃

鉢物栽培にたずさわり疫に23年。鉢物

が関芸の一分野としてようやく認識され

て米ましたが，私が栽培を手がけナニ昭和

30年代はまだ生産もほんのわずかで，消

費も欧米の20数分の 1 とし、う低さでした。

鉢物裁主去に着手した動機は“花"に愛

者があったこともさることながら段業生

産における連作陣容がなく，花きの部門

の中では発展初期で未知の部分が大きい

こと，当時は潟度絞済成長の始まりで，

生活水準も向上すれば鉢物の消費も必ず

伸びると確信したからです。しかも花は，

外関との競争力も強く，集約的な栽i告は

企業的経営が可能な分野と思えました。

しかし，殺の同意が得られず，意見の対

立を乗り越えるのに苦労したが，かえっ

てそれがパネになり，経営の確立に役立

つ結果になったようで、す。

経営の特徴は，必ずしも高級品をねら

わず均 4生産が~易で，潟望号;羽が;長く，

大量消費が見込める品目を組合せ，周年

大量生産体制を確立していることと，消

費者ニーズを見きわめた品目・品種の導

入，高冷地育苗による平均期休眠， 自主主処

理，低温処理施設を利用した温度処理等

の裁縫技術と的確な管理を行し、、また施

設の有効利用と省力化に工夫を加え，合

せて，新品種の育成，出荷容器，オリジ

ナノレ鉢カパ一等の開発を率先して行L 、市

場対応を図っていることです。

比の度，ようやく基礎ができあがり，

これから本格的に経営を展開していこう

としている矢先に大きな賞をいただき，

これからは賞に恥じない経営を確立しな

ければと気を引きしめると問符に，ここ

までこれたのも i妥協をはじめ県の指導機

関や，深谷mも産地としての形成ができ

つつありますが，その仲間違の協力の賜

と感謝しています。

今後，段主主とし、う特殊な分野の中で，

他産業波みのや|玉総を確立して，しかも経

常が成り立つよう熟練労働力の養成と，

従業員の組織化を閃り，企業経営に向け

て泡進したし、と盟、います。日本人は!動き

すぎだと外国から批判されますが，とく

に幾霊長はその傾向が強いようです。“ゆ

とり"のない経営なんて本物じゃないと

しみ認識のもとに経営にも，生活にも

“ゆとり"を生むべく努力したし、と思い

ます。
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内閣総理大臣繋受讃

出品財ほうれんそう。だいこん

受賞

関受賞者の略歴

山之村園芸組合
(代表者仲間彦春)

(絞ネ県下宮城君f\ f!ll 似i] IßJ森茂1514- 1) 

「それでわたしくは，さらにこの村の仏i向うに，そこは飛騨の|五lになるので

すが， IU之村とい

第 1 間受賞者の所従地
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う僻村があるので

そこへ行ってみよ

うと考えたので、す。

(中略)人の感じ

も何となく違って，

全体の気風が柔ら

かく， 111の形もス

キーによさそうに

忠われました」

(中河与二一「天の夕

顔、 )υl岐阜県神間

i貯の中心から約20

隔離れた標高700

~900mにある 7 つ



山之村圏芸

組合のメンバー

第 2 国 山之村地域生活意向調査 (昭和48.2)

でご主主主竺竺当

5 5 年以降に村外転居(1 2.8%)

4 2-3 年後村外転居(14.8%)

3 昭.48 に村外転居(6.4%) 

2 消極的定住 (28.7%)

積様的定住 (37.2%)

の集落を通称山之村と呼んでし、るc道路が拡幅・舗装された現在で、も車で 1 時間は

かかる。かつては，ひと 1 人やっととし寸道を 6~7 時間をかけてたどり着いたと

し、う。

年平均気温8.6
0

C ，根雪期間が136 日，夏季は冷涼であるが冬季は酷寒，降雪は:

積算で'10mを越す。

このような厳しい環境のなかであるから，他の辺地がそうであったように こ

の山之村も，昭和30年代後半から山をおりる者が多くなり，昭和35年 178戸あっ

た枇帯数は，昭和48年には94戸に激減した。次は誰が「むら」を離れるか，山之

村存亡の危機に直面した。当時の町の実態調査は，その事情をつぎのように説明

しているO 農林業(含む畜産)を中心に生計を立てられる農家は20%足らず，大

部分は日鹿か，他出家族の仕送りに依存し，全体の 3 分の 1 ， 32戸が村外転居を

計画していた(第 2 関)。その理由は，安定収入がなく先行き不安，後継者がい

ない，子供の教育に困る等であり，しかも全体を浮き足立たせたのは，資産のあ

ワ
ム

ハb



る中核的な農家からの転出が目立ち，むらの活力が急激に弱まった事で、あった。

こうなると多少の手段ではこの勤きは喰い止められなし、。

町は，議会に辺地対策特別委員会を設置し，現地では集落代表からなる山之村

催興協議会が発足した。また，掠興方向の検討に当たり， IUJは全課をあげて住誌

の生活意向調資を実施した。転宿希望者は，地元に将来を託す事を断念した人達

であるO 地区の振興方策に消極的な反応しか示さなかったが，定住を希望した人

々の大部分は，農林業の振興に基本をおくべきだとこの地で生きる覚悟を提示し

た(第 1 表)。この積械的な意見を中心に，昼夜を分けぬ話し合いの結果，最後

第 1 表 iJl之村地主先生活以降.1IM交 (Uß. 28. 2 ) 

A 定住希'i'1. B転居者??tJ※

(1) 開発不要さ 2 戸 3.2% 7 戸 26.9% 

(2) 綴光開発 12戸 19.4% 9 )ヨ[ 34.6% 

(創設林業振興 23戸 37.1% 1 Fユ 3.8% 

(4) (2) + (3) 17戸 27.4% 1 FJ 3.8% 

(5) 然回答 8tヨ 12.9% 8 戸 30.9% 

62戸 100.0% 26戸 100.0% 

※この他 6 戸が昭48if.内転居決定

の望みな再度農林業の振興に託する事とした。立地条件は厳しいが，その仁1" に，

この立地であるからこそ主張できる独自の向かがあるO その独自性を見出し，こ

の地で暮らしを立てるために町，農協，普及所，そして山之村住民が晶体となり

「むらj 再生に立ち上がった。各種事業の導入，立地条件にあった新作闘の選択，

現地実証を踏まえた技術偶発，そしてその定着と地道な活動が艇閉された。その

中心的役割を果たしたのが，昭和49年， 17戸で発足した山之村そ菜クラブであるO

当山之村隆i装組合の前身であるo 39 a の雨よけほうれんそう栽培からの出発であ

ったが， rこの地で暮らしを立てる」と背水の陣であったから，その活動は，単

なる野菜栽培の同好会を越えた地域農業の振興， rむら」づくりへの役割を扱っ

た。
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昭和51年から55年まで，第 2 次農業構造改善事業で水田の基盤整備と 10haの畑

地転換，大型機械の導入，予冷療の設置，雨よけほうれんそうの作付規模の拡大

を進め，さらに夏どりだし、こん，ブロッコリーを加えて，昭和58年には野菜販売

金額 1 億円を突破，発足10年にして高冷地野菜産地としての基盤を確立した。

盤受調者の経営概況

山之村地区は，前述したように厳しい立地条件にあるが，開村時期は，大分昔

のことらしし、。いまから 250年前，呆年間に79戸418人が住んでいた(町史別巻)。

狩猟，山林，鉱山，農業と時代，時代の興亡を繰り返し今日に至ってしる。最近

の外からのインパク卜は高度経済成長であり，米の生産調整であるO 標高が高く，

潤囲は山岳に囲まれているので，水稲作は，連年気象災害(遅延型，樟害型)が

発生し， 10 a 当たり平均収量も 300!<g と低いが，農業生産の相対的な劣位のなか

で，もっとも安定した収益部門で‘あったO その水稲作の減反は，農業生産への意、

欲を一層後退させる事となり，地区外転居者の水田をど含め，遊休水田が全水田面

積の57% (昭和48年)にも及んだ。水稲に代わる作物は野菜ぐらいしかなし、。き

ゅうり，きぬさや，かぶ，スィー卜コーンなど多くの品目が導入されたが，定着

するに至らなかった。ほうれんそうの露地栽培もこの頃導入されたものだが，ヌド

葉 2~3枚で立枯障害をおこし，ものにならなし、。そこで休耕田を借りて野菜栽

培をしていた婦人クボループが，ほうれんそうのトンネル栽培を試みた。それが，

雨よけ栽培の先駆ではないかといわれているが，本格的な雨よけ施設の導入もこ

の頃に行われているO とにかく現金収入が欲しし、。婦人層も積極的に野菜栽府を

試行し，不利な条件のなかで販路をさがした。水を入れて鮮度を保ち木材運搬車

で山をドり，貨車で市場まで運んだこともあった。山之村そ菜グラブは，そうし

た状況の中で発足し，第二次農業構造改善事業の導入を契機に山之村闘芸組合と

名称を変え，今日に至っているO

本組合は， 33名からなり 4 支部に分かれ，支部長は理事も兼任してし、る。総合

長 1 名，副組合長 1 名，庶務・会計 1 名，監事 3 名を置き組合運営全般を担当す

るO 主な活動は，生産出荷計闘，土壌診断，技術開発，技術研修，検討会， E!揃

会，出荷調整，先進地視察，有機質の斡旋，パートの費金協定などであるO なか

でも特異なのは技術開発であるO 予算の上でも 10万円を許上し地域に適合した技
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術改善に努力している。

第 3 図は，山之村閣議組合と外部機関との関係をぶしたものである o 1:í-機関一

体となり，当組合の活動は，野菜生産にとどまらず， Iむらj づくりの中核とし

て機能している。

第 3 臨組織構造1Z1

第一文部 第二支店五

軽率受3愛者の特色

(1 )立地にあった作自議択

111之村の耕地頭積は，水間54ha，畑24ha，牧革地14haで、ある O 昭和60年度の作

付ー[面積は，水稲28.4ha，ほうれんそう 5. llha，だいこん2.1ha，ブロッコリー2.0

ha，牧草14.0ha，飼料作11.9haで，外に和牛(繁男i'I) 58頭，伺(肥育) 223jjJlが銅

育されている。

耕地は標高750~900mに分布してしる。気象は日本海型気候に属し，年11 \1 2 ， 00

0~2 ， 300mmの降水量があり特に夏季のドmが多し、。この気象条件は水稲栽培には限

界といわれ，冷等ーにより作柄が不安定であり単収も低し、。肉}ザドは 1 ~ 8 .dJlの

個別繁娘経営 (14戸 和牛改良組合)とつつの農業生産法人による協業経営(2 

戸100頭 3 戸120llめがあるが，全般的な経常低迷のなかで多くの発肢は望めな

い。新たな作釘の導入は，夏季の冷涼な気象条例=せどし、かす野菜類が適切となる。

試行錯誤の結果，ほうれんそうが選択された。しかし，ほうれんそう j支店ーには，

季の多雨はマイナスであるO 立枯病を誘発し収最，品質ともに悪くなる。陪よ

け栽培は，以上のような必然性から導入され，定着した。しかし，それには l つ

の画期があった。当時雨よけ縮設が同定式でない事から照の補助事業として認め

に
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られないとし寸判断があった。地域振興に欠かせぬ条件であるとして交渉を重ね

特認事業として採択させた。これが補助対象から除外されていたら，多分今日の

盛経はなかったに違いなし、。全国で初めての特認事業となり以後各地に普及する

事になった。

飛騨地方ほうれんそうは， 1 市 3 郡の共計が縫立しており，関西市場の70%を

占め，銘柄摩地としての地位を確保しているO そのなかで，当組合のほうれんそ

うは，葉が厚くボリュウムがあり臼持ちがよいと市場評価も高し、。第 4 図は，農

産物販売実績の推移であるO 米の低迷，畜産の昭和55年以昨の低落に比べ，後発

の閤芸(その中味は雨よけほうれんそう)の着実な伸びは地域経済へ大きな寄与

をしているO

第 4 関 山之村長量産物販売実績の推移 (高原農協森茂支店)
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(担当 但し，悶謹白紙宛は山之村図書組合の実縦である。
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(2)護地維持のための技術革新

①栽培技術の改議

この地方のほうれんそうは， 6 月 '1ぺV ， 7 月 I ド勾， 8 月ト 10月中旬収穫の

4 作製が可能である。存が遅いこの組合での目標は，冷涼j揺をいかしてヂ産地

の11:\荷が少なし させるかであり，また， 10H '1'1V J[:lZ fißのは品質の

点で、は安定1~l:を欠く'好から， lìíJ 3 作製を絞り入れてし、る。

省力イヒと規模拡大に寄与した技術にけt子床条揺栽椛がある。昭和561，'ドリータ

ーの 1 人が，ハウス内を 11U1王子1~ミ (1焔 5 m) とし， jii粒種子(不良部子除去)で

崎純機による条播体系を{的立し，前日Jth利用不20%向 l二，倣実な発:5f:と長Ijt添効果で

!日j引労力80%節減， よる一斉収穫と向JJl性向上.. (j寸先， J;見終化)が伏l

られ，収穫í\1制定労力も 30%以上の省 )Jになり，この技術は，組合はもとより JI~騨

全域に梓及しているO

②地力向上と連作髄容の田線

地力向 i二の第 1 は，有機質肥料の:t(t"純である。地区内二つの設業生成法人(平日

午肥育100~J{， 120頭)と協定，年間600~800 t の厩Il~を野菜農家へ提供，野菜農

家への和牛(繁殖)の導入，晩秋の Ê~1:刈デーと粗大野収の確保，厩肥の塩野!濃度

障害!徐去のための完全腐熟化・風乾後すき込みの尖施等:である。担~~~"~t~施)fJi立は10

a 当たり 4 t である。

ごlて壊管理も徹成している o ~jニ取分析による土佐改災，施Il~設計は， 1昭和50年か

ら全業実施している。分析は，農協・普及所が実施していたが， 58年から組合員

も参加している。またイザ効 j二階の確保のため客土，パックホーによる深刻ーとが1' ;1え

を実施しているO

連作1\京訴対策は，ま史家の飼料{ノF とだいこんの交換作{、L 立「ドにスダックス，

エン変等を{ノド十j\ 全役Iìlìl場還元，さらに，ブロッコリ一等主líたな作物の導入によ

る愉昨体系も試行的に実施してし品。また，ほうれんそう作付地の移動も，現在

12%f主度実施され年々J:防11 している。

(3)過鶴化に歯止め

昭和48年 2 月，全UJ:慌の意向調査から， fI召手1155{ドの股荷数，人ドl を挑した。

その数はIlHif数62，人 1-'228であり世情数で34%，人 IJ で45%の激減が予想さ
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れた。この減少創設い止めるためこれまで述べてきたように各種の事業や活動を

積極的に進めてきた。その結果，昭和55年の実数は枇帯数99，人口 343 ，となり

過疎化に一一定の鼠止めをした司王になる。 昭和50年以降，世帯数，人口ともに現状

を維持しており，特に注目すべきは，近年における専業農家，第 1 種兼業農家の

増加であり，農業振興の成果が明らかに定着している(第 2 表)。

第 2表 山之村地域の世帯数、人口の推移(過疎化動向 35~55センサス、 59年i好調=ft

ill: 母? 数 人 臼

調査

J)% 室主 非 t建 室主 jド段家 1台1、 ;十

年次 1兵 総計

専業 19長 2~長 ;十 'ぷ 男 女 言「 男 !l: 3号 女 5十

1lB35 122 56 178 544 487 1, 032 

40 120 40 160 395 362 757 

45 8 57 41 106 28 134 260 246 506 45 30 75 305 幻6 581 

50 5 18 52 75 24 99 154 155 309 39 24 63 193 179 372 

55 11 16 46 73 26 99 149 147 296 31 16 47 180 163 343 

59 15 23 35 73 21 94 164 145 309 25 16 41 189 161 350 

(注)昭和35年12月村岡鉱業所閉LLiで人仁!激減

(4)老・若・男・女で機能分担

農家といっても，家絞員の就業は多様である。雨よけほうれんそうの栽培に活

路を見出した山之村悶芸組合の参加農家もその事情は同じである。各農家の就業

構造を以下のように分額し，雨よけ施設面積との関係をみると第 3 表のようにな

る O

Z事 3 表就業構造と施設利用

類 型 5定 数 うちmよけ施設幾家 同 i頭 綴 |司 l 戸当り面積

A. i勾曲者就差益 9 戸 (27.2%) 6 戸 (23.0%) 9,767 rr! 09.0%) 1,628rr! 
B 中年就~ 5 戸 05.1%) 4 戸 (15.3%') 3,437 rr! ( 6.7%) 859m' 

C. 専 * 12戸 (36.3%) 10戸 (38.4%) 27,076rr! (52.9%) 2,256m' 

D. 主婦就幾 6 戸 (18.1%) 5 戸 (19.2%) 8,725 rr! 07.0%) 1 ， 745ぱ

E その他 1 戸 ( 3.0%) 1 戸 ( 3.8%) 2,163rr! ( 4.2%) 2,163rr! 

計 33戸( 1∞.0%) 26戸( 100.0%) 51, 168rr! 000.0 %) 1,968rr! 
」一一一
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A (高齢就農) ; 60歳以 kの高齢者だけが農業に従事している農家(後縦者は農

外かftQ出)

B (中年就農) ; 40歳台後半から50歳台の中年だけが農業に従事している農家

(後継者はtE外か他1m

c (専 業) ; 50歳未満の夫婦，親子で農業のみで生計ーをたてている良家(専

業農家)

D (主婦}就投女子のみが段業に従事している農家 (l 、わゆる宝紛農業)

E (その他その他(以上の分類に揺さない農家)

就業構造の類型別では C専業がもっとも多いが， A副総就Jl$J:， D 主婦就農も i高

い比率で存在し尚者で'45%を I主め高齢者や婦人が農業生成のうえで重要な役割を

来たしている事をノjミしている。各類型が:lfiっている附よけ施設の商務はAが平分

以上を占めているが， A , Dの高齢者や婦人も 3 分の l 近くを占めている。

野菜作経常のなかでも，ほうれんそうは， 11"J引き， J奴護，調整，結束など手作

業であり高齢者や婦人向きである。しかし，産地問競争の激しい今日， 11討を動 rf'j

を踏まえた市場対';6，有力化のための機械化，産地維持のための土壌管理等科学

的判断と技術革新が常に:安求されている。それに適切に応えるエネルギーが必.~

であり，その担い手がC専業:であり，若い後継者で、あるO その数も活実に増加し

ている(第 4 。

第 4表地域のιÎ'核t~~反・後継者の動向 (60'F以降は見込み)

次 IIN 50 52 53 51 58 59 (60) (62) (63) 1 

， .í 数 1l 12 15 17 17 18 (8) (19) 

.j>t主股活f

m加1 t1 l 3 2 (1) 

)i 数 3 6 6 7 7 (8 ) (9 ) (0) 

後最U'i

1羽 IJII U1 2 l (1) (1) 

者・若・男・女それぞれの機能をいかし，総互に分担し合う事ーが産地維持の基

本であり「むらj の暮らし方である。

野菜作をしていない農家，あるいは規模の小さな農家の一主婦が延3 ， 000 FI (ほ

ぽ専従16名，複数農家 4 名，嬰詩にLSじて 6 名，小規模野菜農家 6 名)雇用され
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ている o 1 臼 4 ， 200円というから 1 ， 260hF1=jの労働市場安形成している事になる。

さらに注目すべきは，それらの履用者を単なる手間として雇うのではなく，研修

会，日 tlìíj会にも出席させ，技能者として雇用し，創立101均年には，表彰状も U:\ し

ている。

(5)組織関連携

ILi之村i蚕|芸組合が地域に恨をおろし，崩壊の危機にあった過疎地を再び農業生

産右中心に活力を呼び民したO その活動は高くr，'HilIîされるが，それを可能にした

のは， 111之村!司芸組合をとりまく諸組織との述撹である(第 5l玄1) 0 例えば，当

組合，機械化営農組合，手IILド改良組合は， ILI之村地区内の別の組織であるが，組

合員は相互に乗り入れ加入し，機械の共同利用，将u既肥の需給調整，野菜作と飼

料作との交換耕作等柑瓦補完的な連携を行っている。

第 5 図 悶芸組合をとりまくJlli1itほi
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関普及性と今後の課題

「せめてオムツの下がるむらにしたいj。ある山村を訪れたIJ与の|豆長の言葉で

あった。 :{'i\" 、若iーがし、なし、からオムツもさがらなし、。むらを離れた子供述からは

送りがあり，年金を加えれば経済的余硲はある。しかし若者のいない，係の袈の

見えないむらが，し、かにわびしいものか。

ILi之村の-立地は，さらに厳しし、o Iオムツがさがらなしづだけでない， Iカマド

の慨J も絶えようとしたその危機を乗り越え，民村・農業に;32ーらしのf1UíÍl引を見い

/1\ し，ここに{七み，生きる方法をi也域全体で築き!コげてきた。部会人の趨l沫ゃあ

こがれで、の紅l合志向ではなく，まさに厳しさを全11 りつくしての選択である。それ

だけに京みがあり，教訓も多L 、。

その第 1 は，地域資源の見i立しと開発である。鉱山の閉鎖で働く場所を失い，

続演のお茂成長で労働力，特 tこヰ干し、労働力がむらを離れていっ さらに;JcFll利

用 I与{婦が休業生産の土台を崩したO いずれも， 1: 1二19とからの，外からのインパク

卜であり， IむらJ の暮らしは，それらに/ζ;おされてきた。 地域資源の見 jlfI しと

開発は，この外部依存型の暮らしからの脱却である。厳しい環境条件にあるが，

そうであるからこそ，その地独特の資源がある。条件の忠さを数え kげるのでは

なく，他にはない独ド!の条件を確認し，新しい方向を創造するおであるO

組合は，庄の冷涼な気象条例:を確認し，それをいかす野菜成地を能i生したのであ

る。

地域資源の見向しと開発には，地域住民の合意と 1，\'11悩的参加が前徒である。そ

れは，地域内資源をいかし開発・利用・管理するかについての集I~社志、志の形成で

あるO それは「このままで将米どうなるかJ ， I今，やるべき事はfiíJかJ ， Iその

ために地域ü:民はどう行動するのかj の話し合いのi いから共通のは擦を共おする

ことである。 当|羽芸組合は， Iこの地で暮らしを立てる事j を共通の付 1f とし，

その手段の 1 つに的よけほうれんそうを選択し， *モ済的主主ì:に成長させた。

以とのように集部校氏の主体的参加と古Ij;íclí~に基づく自定的活動には，

や行動を促す科学判断材料を用意しなければならず，それには，役場，農協，

fえ所の関係おが，それぞれの立場と役割を踏まえて積極的な支媛体制を組む司王で

ある。当翻芸組合が， ~fLなる作日別機能集I~Jjに終わらず，地域づくりのゆ核とし

1
4
 

ウ
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て定着した背景には，関係機関，地域住民のみごとなチームプレーがあるO

昭和58年11月，創立10周年記念大会は，①産地をいかす土作りを強化しよう。

②健康管理につとめ早期に 2 f;~円を達成しようをスローヵーンとした。産地形成史

からみれば，いま，まさに成長期であるO 成長の課程で、は解決しなければならな

い問題も多L、。これからが本香であり，一層の発展が期待されているO
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地域ぐるみで産地づくりに取組む

山之村盟主主組合

(代表者仲田彦春)

!j，!f菜作り等全く生nらない者向志がホウ

レン務作りを始め，総合を設立してから

11年，ょうやく農業の牲として定若し，

小さいながらも産地の仲間入りをする本

ができました。

思えば10数年前，米の減反政策を引き

金に地すべり的な高ft箆磯村が始まり，あ

っという間に次郎は荒れ放題，村は崩淡

寸断jに追い込まれました。幾iぬも眠られ

ぬれ々の中で何とかして村を守りたい，

農業を，，1.て i夜したいと，持で語り合い，

i地域ぐるみで村の再建にとりくみました。

l町，後及所， g!ミ協等の指導のもとで，

米に代る作自の育成なめさ。し，幾多の試

行錯誤なくり返しながらホウレン琢の夏

取り栽j設な取り上げる本となりました。

交通の使の綴めて患い111間へき地であり，

全く未絞験の野菜作りをする -~J~: ~こは，大

きな不安があり，ましてや過疎にゆれ動

き段業の先行不安一ばL 、の中ではたして，

jJlf土Il!{'F りが出来るだろうか?と思うと，

つい気がくじけそうになる事も度々でし

た。しかし，村が生き残るには，これし

か方法が無いと気をふるいおこし，村r:j:1

で話し合いを重ね，ょうやく第二次農耕

卒業の導入が決り，!1lk地の主主総数倣 (7](

mの;:街地転換)を進め，ホウレン革につ

いては，削除け栽絡を取り入れる事がtU

*ました。

ひとたひ三百し合いがまとまり，方向が

定まると次第に務ち務きがもどりホウレ

ン禁の~tgíi も JI原誠に伸びてきました。あ

の演は緊張と苦労の連続でしたが，非常

に充5たした日々でもありました。何より

力強く~怠じたのは殺し、意欲的な幾家が次

々出て，新しい技術の開発，習得や規模

拡火にTttf;像的に取り総み，地域のう伝導役

を来しているをJ1-です。また，手[1牛組合や

機械化殺1ft と獄後な連携をとり地域ぐる

みで取りくんで、米たす4 も大きなカとなり

ました。 混在ではl!f l 、後継:者も育ちつつ

あり，お嫁さんも次々決る等，活気を取

りもどす事がLl lぅlEました。

お組合が任、の成果を得る事がIU主任た

のは，こうした地域ぐるみの取り組みと，

行政や淡協等の力強い指導，支援のl!易で

あります。この滋まれた環境に感謝し，

組合員の和を大切に，一般の努力をした

いと忠、っております。
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二二二二悶本農林漁業機興会会長調受讃二二二二

出品財みかん作経営

受賞者松田龍介

(熊本県二五名1tl\ 伝来IUJ大宗!京会1586)

翻受賞者の略罷

松111龍介氏は熊本県玉名郡玉東町に居住し、施設栽j君;広三営む況U'Hみかん1二体の

かんきつ…専業農家であるO

第 1 函受賞者の所在地

有
明
海
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玉東l町は熊本市の西北方約15km

にf附註し、金峰山および、これに速

なる二の岳(探高685m) 、

の西斜商、@北斜耐に広がる金峰

111オレンジベルトの一角!を占め、

みかんで有名な河内、天水l河町の

北隣になる(第 1 図)。

北は間見山、南は三の岳をひか

え、その中ilりが僅かにiF:tflJ也とな

っており、ここを東西に国鉄鹿光

島本線、 国道208号線が横切って

いる。九州自動車路の楠木、菊水

各インターチェンジもそれぞれ11

km と程近く、交通の使はよし、。



ミ[ミ東IlIJの iLEj~!910kmの1&IYjff!]にある測候所のデータによると、年平均気i品目。 9"C 、

年最低気慌 6.7"C、降水 lrl:1 ， 795mmであるが、五束11汀は府保IJがおく海とへだてら

れ、これより若二子樹皮は低いと忠われる。

農家戸数は786戸、耕地開脳が少なく、専業設家'，';IJ合は27.1% と d1j くなし、。

If!n;!すの耕地Ll首都は約720haで、 IJI地が多くまJIJ也附積割合は30% と低 L 、。 うち樹

i災地は440haで、約60%を占め、その大部分はみかん闘で、三の+Eの北ないし北側

面の緩傾斜地に多く分布する。農家 lμ%たりの平均耕地i古i績は0.9haに過ぎな

し、。土質は安IJIぞ;'111 米のグ1((境ごとで、みかん前には過している。

松!11氏の家肢は夫妻と後継おであるを合む 3 人の子1:;.，、計 5 人からなる。

松田氏はH日和11年10丹、 I!lJ内で段業をむìí!ûxJt のIì \Jに四男として生まれ、昭和1

27年、中学校を卒業、県立果樹講習所に入り、同29年同所を卒業したO 本業と共

に家業の農家 CiJ，話、きび、桑等の ;J!x哨から戦後みかんi主的に経常の中心を移し

つつあった)右手伝いながら、将米の独立に備え、昭和31年から議出!F9Íで修得し

た談木の技術を生かし、 f古木のえを始めた。 1，ドi二、お1から桑闘15 a 、 ff通~1I15

a 、みかん陪50 a 、計70 a を譲り受けブこが、必ずしもみかん栽域に適当でないの

で、適地を求め交換分合によって現在地に如、 rLJ林を入手、 iヨ力で長請を開き

を 11!~[ f寸けーた。

昭和37年結婚、昭和41年には分家独立した。以降、本格的にみかん経常'に取り

組み、逐次、規模拡大を図った。その際、問地が分散しないよう心掛け、現在の

4 ケ f'frにまとまった岡地で、 340 a のみかん l哀悼経営するに至った。

昭和40年代後三いからみかん景気が低迷するようになったので、極!子UI~系や尚pif

系混州、i 、 I~I::J 1漁村!の導入を掛ると共に、不足気味となった労力の配分分散を担って、

昭和56年にパイプハウスを作り、施設栽i設を始めた。

しかし、折からの提出師絡のお騰によって予想した左京の収益の{1ft び、はj!}f.られな

かった。たまたま廃タイヤ利用のボイラーの話を IlfJき、調在検討の結来、導入に

ふみきった。その後、メーカーの協力を得て IfJêfìg改葬に取組み、完全燃焼と余熱

凶収に成功、以前の重油による暖房地設のIl寺に比較して経1~は大幅に部減で、き、

収益もそれだけ向とした。 昭和58年には更に15 a のハウス安増設し、現在、ハウ

ス '15 a を含む340 a のかんきつを殺指しているO
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箆タイヤ利用のボイラー

(お下は大型タイヤ挿入口，\

左上は小型タイヤ投入口ノ

松田氏の長男も昭和60年農業高校を卒業し、自発的に後継者の道を選んで就農ー

した。 また松田氏の兄 2 人(長兄は早く亡くなる)は、共tこ 3 ha余のみかん圏を

持つかんきつ専業農家として活躍中であるO

松田氏は果樹向志会、育種研究会の一員としてリーダーシップをとると共に、

玉東田I農協の果実部会の部会長をも勤められ、地域特産の果樹振興につとめ、商

品質みかんの生産、コストの低減に取り組むと共に、農協共販率の向上をもおし

進めているO

盤整受賞者の経営概況

松田氏は親から譲り受けた70 a の農地から出発して、交換分合、山林、jj11、樹

園地の購入によって着々と規模拡大を果たし、現在、家族労働力を主として 340

a のかんきつ闘を経営する毛卒業農家であるO

第 1 表 家族と農業従事者

氏 名 続椴 満年齢 労働能力 農業労働日数

松 回 龍介 本 人 48才 1.0 170 日

家 達子 三雲 46 1.0 170 

fミ 啓 長 男 18 0.2 20 

志保 長 女 22 

族 寿代 女 13 

5 人 360 

E夏 ffl 店長 i待 !議 23人 130 
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松悶氏の家族構成は第 1 表に示す。長男は昭和160年に農業高校合卒業し、後継

者の道を選んだので、労力事情はかなり緩和されよう。家族労働力だけでは不足

する摘果、収陸j切には年間130 [1 程度J需用労刀を入れているO

松間氏は規僕拡大にj怒し、みかん栽i僚の適地を選ぶのは勿論のこと、作業効ネ

を高めるため問地の集中イヒを心掛けたので、現夜、かんきつ腐は自宅から 1 km以

内で、互いに 500m と離れていない 4 ヶ所に集!こ1:] しているO 傾斜もそれ程急、で、は

なく、何れも 10度以下である。

現在、さきに述べたように果実の単

鮒アップと、労力の分散、有効利用を

はかるため、施設殺i惑をど導入、さらに

燃料問の節減をはかるため、廃タイヤ

利用のボイラーをi暖房用に導入したO

品質構成は第 2 表に示すように、J;Iij

津与芝生を中心、とした早生主体の経常で、

ハウス内ではÊ;JII平生のほか、}吉見を

取入れ、ほかに中晩科i を若干品種試作

中であるO

主な施設、機械装備は第 3 表にポすO

農道は完備していて、fiiJれの間にもト

ラックが入るが、閣内の収穫物その地

諸資材の運搬の省力化のためモノレー

ルが設置されている。 また、関内には

定震配管が設置されているので、農薬

散布は容易であるし、スプリンクラー

による海水も可能で、あるO

松田氏の経営における59年度の経営

収支を第 4 表に示す。その特徴として、

施設栽培では果実単価が高い上に、

{î関商積当たりの収量が緩めて多いため、

務 2 鴎 !市]J易配 í~~ 凶

a
-
-
ｭ

s
e
'
 

日D 50a 
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第 2 表 悶場別作付 i面積・品種… JiZ 炎

\傾\\百\場\手\う A B C j) 計

ハウス'/;\ )11 '? '10. 30 a 30 孔

ウス '1 1 I[免村| 15 15 

!己鈴'，'-'1'.持~ tfl ノf:.) 10 a 10 

上里f 'jl. '10. (N託'， 1 ノu 15 15 

ljlJ il' ', 1. '1:似州 60 a 55 50 a 165 

災 JII ', 1. '1'. IInl州 65 65 

1111'.11品州(汚.ì!lí l 20 20 10 

130 60 100 50 340 
L 一

室経 3 義 主要施設および段機 J~ ・述搬共

U起 I没・機械;(， 続 m 数 S 21Z 3 規 ?見

f'l :'R Jb) 3先'l'J 、ド ft スレート.ü 1 Nt 132 ぱ

E2 ィt 、t 1/ l f点 100 ぱ

ビニールハウス ハイフ Æj車 2 十東
1 ， 500ηf 

Itj' i主 7古品t ブロック H. よ.V l tJlt 200 ぱ

!予言タイヤホイラー LT-55 l ),\ 

J必」 îí",: 円己 1'{; l 式 延 950m

モノレール 2 カ 1苛 延 350m

政I )) "1'\ 窃|幾 3 PS メL 111 メ， 3 ム11 

杉; 機 5 PS サンロ ター mIL、I 

水 4 )，~ 

;jえ リング 1 カ l iJi

ト フ ヅ ク 2 t 2 ぷI 司l 

マイクロノ;ス 2 t (1 Box ハン) Jl L、i 

。
。

ワt



第ヰ表 決業収支および終業純i以後 (11行和 59年度)

ノL ;!r 物名 !玖必数 t[\: I!lli i以化念宮n

、ウス '1'.'Ulni'l+i (30 a) 26 , 4001\~ 4771'J 
(98 , 262) 

12 ， 580 ， 620 ドj

ノ、ウス 'I'II~UII (15 a) 3 , 870 500 1, 935 , 000 

判 i I!l. 仁泌州 (230a) 92 , 637 1.15 
(72 , 500) 

13 , 111 , 617 

~I，( �(i .�ll ilnì 州 (40 a ) 21, 856 107 
(3 1, 500) 

2, 334 , 989 

4主 W'I' ノ 1:.I1ui州 (25 a ) 

144 , 763 209 
( 202 , 262) 

30 , 262 , 256 

II担 平寺 '{'i 1, 293 , 900 

:従 1米 斉IJ 'I'i 1, 303 , 260 

t2 t1 料 ，(~ 1, 111 , 060 

純tYj 、 1VJ }J '('i 75 , 000 

光 !t!\ 、 1VJ )J 代 1, 925 , 365 
業

手IJ 'I'i '129 , 700 

小 g~ H If//i 人終総 'f1i 1, 62 1, 500 

F主 必:物、 )d~1幾 Htltl，II'['i 4, 032 , 682 

/JX: li,1 '['i 83 1, 7,12 

g!t ~ 従 11ft t 69 , 518 
'j:¥' 

淡 3さ 1(1\ Jl I ヴr) {� 550 , 000 

利 1, 133 , 527 

'I~ ノ山¥ fIl ん句、¥ !i:R 235 , 131 

y ι σ〉 {也 218 , 752 

14 , 861 , 140 

X: 事5 以 Mi. 15 , 398 , 116 

!苛 itJ ダや" 50.9% 

(j百弧 I)~ I 主絞?ヰド~ {íi>i勾け)

ijl.fmi は阪必 flìMi と数民からfl.1I:
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第 5 表 規模長t大および栽培方式改変の経緯

"f'- 次 栽 i倍íí'ii積 取得断獄 合計面積 イiコ乙

昭和31 iド 70 a 70 a 畑譲渡

33 70 a 80 150 山林譲渡

35 150 150 対o 交換分合

36 150 150 区í*11i'i{-J 終了

41 150 50 200 IHJ 有林取得

43 200 50 250 対照取得

44 250 60 310 山林取得

50 310 50 360 みかん限取得

56 360 (30) 330 (30) パイプハウス設置

57 330 (30) 20 310 (30) 廃タイヤボイラー設置

58 310 (30) (15) 295 (45) パイプハウス設 i夜

に開いた固には、早生としては発表閉もない興津早生を椴付け、あるいは在来の

尾張系温州にかえて、熊本県原産で品質、玉揃L 、よく、樹勢が強くて新開地に|匂

くとされる田上温州に高接更新したり新値した。また、昭和149年には平くも極早

生i品川、lを導入している。その後も極平生瓶州の各競系統を試作し、現在は毘鈴平

生、上野早生を栽培しているO 中i挽柑については当初八朔をとり入れたが、その

後、宮内伊予柑、大谷伊予柑に更新、最近では清見をハウスで栽i殺しているO 清

見は温州、同ぇカミんとオレンジの雑種で、剥皮性も割合とよく、オレンジの呑りもあ

り、ハウス内ではよい成績をあげると忠われる。現iE も脊種研究会の一員として

圏内に20 a の試作闘を設け、あるいはハウス内でも各種中晩柑を試作していて、

県内外の講習所時代の仲間とも連絡をとりながら、有望品種、系統の探索に努め

ている。

(3)ょいとされる栽培管理の徹底的な実行

松田氏は殺培の基本は土づくりにあるとし、う教えに忠実に従し、、開院に当たっ

てはブルドーザーによって深耕し、粗大有機物を投入、土壌改良に努めた。また
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施設栽培による売上げ代金だけで、全tIl収益の約48%を占めてし、る。また、露地

栽培のみかんも、単慨は特に高くはないものの、 59年度は全悶的に気候不IJ阪から

不作であったにも拘らず、かなりのi以最を記録して、高い肌収益をあげている。

、支出は肥料皆、農薬賢が標準より多く、施設i段取のため、諸材料官、施

設修理賀、施設償却費がかさむにも拘らず、廃タイヤ利用のボイラーの係市によ

り光熱動力貨が悲しく低く、農業所得は15 ， 000千円を突破し、所得本も施設栽杭

としては向く、 51%に迫っている。もっとも、 59年設は全r'ï5IÉ1ZJにみかんの生成法

が少なく、ここ数年間の70%に過ぎなかったので、果実単{íUîはかなり高かった。

そのため、この農業所得が毎年 1-.げられるとは誤らないが、Ì'ì~. {íllíの高いハウスみ

かんの収益の比率が高いこと、品質のよい果実を平均的な収(立をどと廻る

していることから、かなりの農業所得はヒげられよう。

関受讃財の特色

(1 )檎額的な規模拡大と適地の選定

松!日氏は親から70 a の農地を譲り受け、当時選択拡大作 EI であったみかん栽培

による自立経常'合志した。しかし、この民地が必ずしもみかん栽培に過していな

いと判断し、町内のもっと条件のよい畑、 LL1林と交換分合して、まとまった地に

掃を開き市水を1i~i殺した。

その後、結婚して分家独立したが、 l~lîL経常を営むには規協が不 1 ・分と考え、

分家早々で資金的に問日<<tはあったが、積極的な山林、 ~IU、h'I1 1弱地の購入を凶り、

規模拡大を果たした。その間の経緯は第 5 表に示す。 土地の選定に当たっては気

象条件がみかん栽情に適した場所を選ぶのは当然として、傾斜がそう急でないこ

と、土壌条件のよいこと、自宅および之力開場に程近く、交通の使がよく、でき

るだけまとまった翻場になるよう心掛けた。その結果、第 21玄|に示すように、 3.

4haのみかん闘が互いにそれ程離れていない 4 ヶ所に集中することになり、栽i;3

管理上、甚だ好都合であるO

(2)適切な品穣の選択

当初mオミを栽織した持は宮Jllf戸生と在来の尾張系j品目、1'1であった。しかし、熊本

県果樹講習所に学んだことから新品種に深い関心を持ち、規模拡大を閣って新規
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興津早生圏(自国〉

とスプリンクラー

年々動)J穴掘機を崩し、て深耕し、努定}高等はすべてとに返している。そして、友

人の協力を得て鶏糞を入手し完熟ti:fu肥にして施し、ハウスみかんには、阿蘇から

'1ニ糞を運んで米糠と混合、推肥を作って胞し、イヲ機物の frll給を心街けている。

また、初風I丘、防風ネットの設訟により風ずれの防 ll:、スプリンクラーの設置

による適切な水管:H立の実行、ハウス 1)すのきめ細かな蹴!支管理(日中25
0

C、夜間15

℃にち、 30
0

C を越えないよう心掛ける)をわーっているO 温度のみならず、ぬu変

も換気により適漫に保つよう注意してし、る。

さらに、踊年結果の防止と秀鑓品歩合の向 tをはかるため、摘果は徹底的に行

っている。

病害虫の防除は、基本的には防除踏に従って実施するが、病害虫のl手J1JJ発見に

努め、早めにi坊除するよう心掛けているO ハウス内では薬淡の濃厚、少最散布を

震とするハウススプレー使用によって散布の無人化および、危険防止を図っている。

以上、特に日新しい技術はないが、必要とされる管理作業は完全に実施するよ

う心掛けているO その結果、第 6 表に示すように、連年、高いJ[兄量をあげ、果実

の等級も上の割合が高し、。玉東11汀農協が行っている組合員各員の生産する果実の

評価結果でも、Efi生および普通温州でそれぞれ|二位の評価j去を獲得しており、総

合すれば問農協管内で、トップを占めている。

(4)盛れた経営技術並び!こ先見性

分家後暫くは、労力は夫婦 2 人だけでも若木の割合が高く、管理には問題はな

かった。ところが、 40年代の後半になると樹も大きくなって管理に手間がかかる

ようになり、後述するような省力のための設備投資を行っても、夫婦労力だけで
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第 6~受 lO a 吋たり泉笑l奴JA と等級割合

V命工工
平均10 a 当たり収殻 (kg) 59"F司法果実の等級割合

57 :ir~ 58 ir三 59 年
3 カ司王

平均

官 JII 9'l- Ijミ (26"T二位) 4, 600 6, 745 4, 028 5, 124 61 30 9 

18 J: 昆州 (26年生) 4, 682 4, 925 5, 464 5, 024 60 28 12 

ハウス'8J/I1f1生 (26~f.生) 5 ， 4竺 8, 994 8, 800 7, 742 80 20 

は不足するようになった。

a方、このころからみかんの締格が低迷を続け、みかん経常のがj途に不安が感

じらnるよう tこなっ fこ。

そこで、巣実単蹄が高く、管理労力の分散をも l玄iれるみかんの施設栽培を採り

入れた。しかし、折からの燃料である重油価格の高騰ーにより、忠った程所得のや/1

びないことから、燃料費の節減法を検討した。その結果取入れたのが廃タイヤ科

用のボイラーであったO

これによって燃料費は大幅に減少し、収益性も著しく改善され、松間氏の経常

において粗収益の48%を占める主幹作目となっているO また、第 3 /2:1に示すよう

にハウス栽取の導入によって、労働力の絶対量は多く嬰するようになったが、労

働 EI 数は年間を通して平準化し、労働力の効率的な利用が可能になった。

その地、必要に応じて適切な品績の選定、管理方法の採用、資材の縄述、施設

の整備に誤りのない手を打っている。

(5)制度資金の活用

分家早々に規模拡大を図ったが、分家当初は資金の蓄積も未だ寸‘分でtまなかっ

た。そこで低利の制度資金を活用して土地の取得、闘地の造成、市木の栽11i[等を

行った。その後も貯競庫、モノレーノレ、ノ4 イプハウスの建設、廃タイヤボイラ

の設置等に醸して積極的に制度資金を借入れて設備投資を行ったO

借入れに当たっては、自分の返済能力に見;じ無理なく返済できるよう心掛けて

し、る。そのため、第 7 表に示すように、 JI領誠に返済を進めているO 松田氏が分家

後初年余にしてハウス45 a を含む340 a のかんきつ濡iを経営する自立経営農家に

成長できたのは、氏の経営手腕、栽培技術が優れてし、たことによるのは勿論であ

るが、制度資金の活用も大きく貢献したと言えよう。
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第 3 函 月期l労働日数の比較

91 
i動

日

60 

50 

40 

数 30

日

20 

10 

n 昭和 56 年(側桝のみ)

露昭和印刷会、ウス栽格)

1 月 2 }j月 4 月 5JJ 6 Jj月 s Jl 9Jl 10Jl llJ1 12月

第 7 表借入資金および償還の状況

穫i 類 金 額 借入年 用 途 59年度返済額 残 高

農地造成資金 6， 090千円 40.12 農地造成 428 ， 498門 1, 934 , 706門

ノア 180 43. 9 λ， 12, 664 57 , 194 

機造改善資金 640 47. 9 貯蔵庫 66 , 230 125 , 810 

耕地整備資金 1, 920 52. 1 モノレーノレ 213 , 296 782 , 456 

農林公庫資金 1, 920 54.12 話量がし、排水 279 , 315 782 , 539 

近代化資金 6, 000 56.11 パイプハウス 81, 600 3 , 600 , 000 

農林公庫資金 3, 440 57. 2 潅がし、排水 562, 593 2, 066, 448 

総合施設資金 13 , 000 58. 3 暖房施設 1, 383 , 924 12, 266 , 076 

計 」一一 33 , 190 3, 028, 120 18, 015, 229 
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(6)都議・工夫

松田氏がハウスみかんを始めた時、熱源には重油を用いたが、重油代がかさみ、

所得は思った程伸び、なかった。そこで燃料費を節約する方法を探し求めていた。

たまたま熊本市内の公衆浴場で廃タイヤを燃料としていることを開き、早速見学

に行って調査した結果、 と考え、その導入に踏み切ったO

{!!し、浴場周のボイラーは小型なので、メーカーと相談、自分のハウスに適し

た大きさのボイラーを作らせ、据付けた。

その後もメーカー、普及所の協力を得て性能改善を関るべく研究し、改良を加

えた結果、完全に燃焼して:睡も見えず、煙突からの余熱を回収して再使用する

の工夫をこらし、経費を節約することに成功した。

(7)努力

松悶氏が分家独立した当時はみかんブームに沸き、とれた果実は高価に販売で、

きた。しかし、当時は経営規模も小さく、若木だったため、収量は少なく生活は

楽ではなかった。そこで松出氏は講習所時代に修得した接木の技術を生かし、穂

*は講習所から配布を受け直木の育成を行し、、開閉する自分の閣に値付けるのは

勿論のこと、周辺の農家で櫛付ける苗木を一手に引受け供給して収入を得た。

また、ブルドーザーの運転技術を修得し、オベレ…ターとして働き収入を得た。

仕事のない時にはフヂルドーザーを借り、自分の閣の閲懇、強地は自分で行い、経

費の節減に努めた。このようにして自分の留の管理の合間に一生懸命働き、みか

ん収入の不足を補った。勿論、この間の婦人の内助の功も大きかった。自分の鴎

が成儒イヒすれば寸暇を惜しんでその経常に専念し、最善の栽培管'理を尽くし、擾

I誌の多収生症を果たしているO

昭和53年からは玉東町農協の果樹部会の部会長に就張、家業の合間をみて地域

みかん産業の撮興に精力的に取り組み、東奔西走の日々を過ごしているO

(8)後継者の育成

松田氏の長男は昭和60年春、農業高校を卒業した。長男は普段から身近に父親

の活躍ぶりをつぶさに見関しており、活躍の結果として立派なみかん闘を経営し

て平均的サラリーマンを遥かによ廻る収入を得ていることから、自発的に後継者ー

になることを選んだ。

に
doo 



親子 3 人で

摘果作業

一般に親が一生懸命働~l 、て、よい成績を上げていれば、自ら後継者が育つもの

であるO 松田氏の場合もこれにあてはまる一例と言えよう。

後継者は高校卒業後は父親の指導を得ながら、栽培技術の修得に努めているO

松田氏は後継者を甘やかすことなく鍛えており、その労働に対してはそれ相応の

対価を支払っているが、それ以上のことは一切していなし、。

関受宝費者の技術、経営の分析及びその普及性と今後の発展方向

松田氏の経営において、個々の栽培方式、栽府技術においては、前述のように

特に日新しいものはなし、。経営の中心となるみかんの施設栽培も昭和40年代に始

まっている。!廃タイヤ利用のボイラーも施設やさいや花き農家にはかなり採用さ

れているO 果樹でもぶどうの温輩栽培で使用されている例がある。

その他、もろもろの栽培管理方法も従来から一般に推奨されている方法である o

松田氏は全く新しい技術ではないが、既存の比較的新しい手法、技術宏、自分

の経営環境に応じ、即ち、時と場合に応じて適宜組合せてよい結果を得たと

ょう。

分家の当初は先ず規模拡大な図る。資金が充分で、なければ制度資金を積極的に

利用する。みかんが幼木で収入が少ない時は箔木を育成、販売し、あるいはブル

ド…ザーの運転を修得してオペレーターとして働き収入を得る。仕事がひまな時

は自分の圏の開園に利用する等、自分のみかん経営にも役立てているO

栽培する品種も、その時々に応じて需要にマッチし、その土地に適したものを

選び、横付け、改植あるいは高接更新してし、る。
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樹が大きくなるにつれ、モノレール、定置配管、水槽の設置、貯蔵庫の建設等

の設備投資を、土地取得の場合と同じく制度資金を利用して行っているO

果実{íIfií~の低迷あるいは家族労働力だけでは不足する事態になればハウス殺取

をとり入れ、ハウス栽培で燃料費がかさみ、所得が忠った程伸びなければ廃タイ

ヤボイラーを導入するO さらに、それの改良をIZI i) 、完全燃焼と効率の向上を達

成、燃料費の大幅な節減に成功する。

土壌管理で、も友人のってで、鶏糞を大量に入手し、あるいは、わざわざ阿蘇から

牛糞を運んです己熟堆Il巴を作り施す。勿論、深耕も行って努定}帯電F粗大有機物を補

給、土壌改良を行う。 訪買えI夜、防風ネットの設置、きめ細かで‘しかも徹底的な摘

果等、ょいとされる栽培方法は徹氏的にとり入れ、実施してしる。その結果とし

て品質の能れた果実の多収穫に成功したのであるO

要するに、松田氏の旺盛な研究心、鑓れた経営技術、ょいとされることは徹底

的に実行する努力、熱心さが、氏の経常在支え、今 EI の成功をかち得たと言えよ

う。

従って、松げj氏のとった側々の栽.l{f方法、栽統技術はやる気さえあれば誰で、も

できる性質のものである。ただし、殺沼環境は犬々の経営によって異なり千差万

別であるから、松田氏のやったことをそのまま実行しても、必ずしもうまくゆく

とは線らなし、。当然のことだが、松悶氏は自分の経営環境に適合した方法、技術

を組合せたから成功したので、環境が異なれば自らやり方は異なる筈である。

日住、このように臨機応変の対正、をして、一旦決めたら徹氏的に実行するという

態度は是非見習って欲しいことであるO 日頃、見詰jを広め、必要にrr:;じて適切な

処[設がとれるよう心掛けることは、誰にでも必要である。

松田氏は後継者が育ち、労力的に多少余総ができたので、ハウス栽培を更に10

a位ふやす計画で、ある。そして、後継者が経常技術、栽培管理技術を修得すれば、

漸次経営を後継者に移譲する考えであるO

また当面、後秘主主ーの就農による余硲は、農協の果実部会長の立場から、玉東IHJ

みかん産業の振興にあて、自分だけが利益をあげるばかりではなく、地域全体が

優良みかん産地として発展し、その中で皆と一緒に臼分も利益を得たいと考え、

とりあえず現夜60%程度の低い共奴率を、少なくとも80%以上に引き上げたいと
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努力してしる。この受賞を機に、地域のリーダ、ーとして活躍され、玉東町のみか

ん栽埼が一層の発展を遂げることが期待されるO
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21世紀へ向けての果樹専業経営めざす
松田龍介

私は昭和29年に!県立果樹講習所を卒業

と同時に家業のみかん栽培を手伝いなが

ら，又31:îf-からはみかん市水の育成も行

ってきました。それまでの10年間は兄夫

婦と同信して一緒にやってきましたが，

U年に分家独立し:5lH誘導業農家をめざし

て本絡的にみかん経営に取り組んできま

した。

それと|明寺に緩模拡大と交換分合を関

り，当時10数ヶ所に点在していた畑を 3

ケ所に団地イヒし，制度資金を有効に活用

しながら隣接する山林や荒地を購入して

開畑総裁念行い，少しずつ旋筏鉱大'â:1゚1 

ってきま L/::.o 分家したときもらった土
地はみかん悶50a と普通1:lI120a で生活慈

悲霊も弱く，開焔に際して造成費な少しで

も節約するため自らオベレーターになり，

農業経営資や生活費が乏しくなるとトラ

ックの逮伝手をしながらこれを補充し，

それこそ明日の米にもヰf欠く日々が幾俊

もありました。

やっと 10年自に340a の果樹専業淡家

になり，なんとか親子 4 人が食えるよう

になりましたが，それまで姿と共に流し

た涙と汗の迷統，血のにじむような苦労

は雪筆E舌に尽しがたく今も当5符寺のことは忘

jれ1たことはありませんO その間技術面に

おいては土づくりを積極的に進め，関焔

時には粗大有機物の投入，完熟堆}JBの深

層施用，土壌分析と樹勢診断を笑施しま

した。そして早期成問化に努め，防除に

ついては発生予祭を行い早期防除の徹底

合図りまし 1::'0 品質改良については今も

日古木は自分で生成し接木育成を行ってい

ます。

56年からは構造的生産過剰と消費の動

向に対応するため早生j品川の加i溢ハウス

栽僚を取り入れたがう!と熱費が高くつくた

め，メーカーと相談して澄油の代わりに

燦タイヤを利用できる燃焼装置を改災し

たタイヤボイラーに切り替え省エネ化を

計って低コストて、高収益に結びっくよう

努力主([1:ねています。

それまで火婦の労働力しかありません

でしたが，昨年から後継者の息子が加わ

ったので、今はハウス絞塙と露地紋指との

組合せによる労働力分散によって高品質

みかんの生産ができるようになり，経営

も非常に安定してきました。なお段家経

営の一端として自ら試作闘を設置して池

波に過した俊良品緩の研究，観察も行っ

ていますが，今後もこれを統けると共に

息、'f-には私が土から学んだ事を教え，さ

らに各種技術研修，先進地視察，経営議

官主等，淡業人として必要な本には稼綴的

に参加させ，持主に私{間人の後継者と云う

ことではなく地域の後継者としてy..将米

は去来というみかんの産地づくりのリー

ダ…として予寄ってもらいたいと皆兵ってい

ます。

夜、も及ばずながら町の果実部会長とし

てさらに共奴体制を強化し，今後とも部

会のi尚志と共に21佐紀へ向けての栄樹専

業淡家を目ざして一層努力し，産地づく

りに心i立1'â: tt ぐ党憾であります。
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盤受繋者の略歴

日本農林漁業振興会会長歯受繋

出品財生活改醤

受賞者世羅幸水農園婦人部
(代表者丸次洋子)

(広島県|投緩郡世緩町本郷365-20)

世羅幸水農閣のある世羅町は，尾道市より三次市に通じる国道184号線沿いで

定道市と三次市の中間に位置し，いずれからも約40km離れてしる。世羅町は総面

積の約70%が山林で占められ，中央部を標高450mの台地が東西に連なり，南北

には，瀬戸内梅に流れる芦田川と日本海へ注ぐ江の川の源流域として分水嶺を形

成しているO

務 1 密 受賞者の所住地

一回一向嶋一般医週

一町一一一主型地方ilt

E担配=国関 鉄
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車問山

平均気温は12.5
0

C ，

昼夜の競度差が激し

く，雨量は 1 ， 390mm

であるO

この世羅町の中央

部を東西に大規模開

発農道が償断し，こ

の沿道に間営，県営

の農地開発が進み，

大規模な農盟問地が

形成されつつあるO



世鍵霊祭水盤留

婦人部のメンバー

1立羅町の基幹産業であった農業は時代とともに水稲単作農業となり，一方世離

合同地開発に伴う新しい営農形態としての協業経常が生まれ，幸水，農水，新水

の赤梨が特産物となってし、る。

E士羅さ~?j(農隠は，他のほl地に先がけて昭和38年農事組合法人として誕生した。

役経卒水婦人部は昭和41年に結成され，現在21名のグループ員で構成されているO

婦人クeループ員の年齢は60才代 1 名， 50才代 4 名， 40才代 8 名， 30才代 5 f:í, 20 

才代 3 名である。家族数は 3 f:í~9 名で平均 1 戸当たり 5. 1人である。このうち

農業従事者は 3.3人で婦人グループ員は夫と一令く同等のな場で農業に従事してい

る O

さ字水農鴎婦人部は，組合の下部組織として活動するかたわら，広島中部台地婦

人連合会の組織づくりに努め，この連絡会の会長には本婦人部の代表が選ばれ，

地域連絡活動の中心的存在となってしる。

機受稜者の活動概況

i止羅水設[丞i婦人部の役員は部長 1 名，副部長 1 名，委員 5 名から成ってしる。

さらに事業推進の円滑化をはかるために，生活文化係(労健管理)係，食品係，

生産係の音1\門をもうけ 1 人 1 役でグループ員全員がし、ずれかの事業にたずさわっ

ている。

婦人部の主な事業は次の通りであるO

1.健康管理，労働適正化に関する

2. 生活管理，並びに改善に関する

噌
E
ム

日
叶J
V



3. 文化活動に関する

4. 環境整備，保険衛生に関する事業

5. 生活共同化に関する事業

6. 研修会，講習会等の開催並びに生産技術に関する事業

これらの事業遂行に必要な経費及び労賃は組合本部が負担することになってい

る O

種々の会議への出席率は90%と高L 、。外部での研修には代表者が出席し，グル

ープ員に伝達することが義務づけられている。

最近の事業実績をあげると次の通りであるO

-総務係ニ毎月 1 問の定例会を聞く他，組合諸会議や郡協議会婦人部役員会，

生産団地婦人部研修会や郡近代化グループリーダ…研修会に出席。

・生活文化係=生活設計研修，家計簿研修，手づくり品研修，旬、たらい」や

話し合いの情報活動，料理講習会，家庭文庫，巡回閣書の斡旋，読書会の実施，

共同炊事として調理室の管理，食事調査，みそづくり，みそ汁給食，全調理給食

(夕食) ，栄養学級としての野菜交換及び貯蔵，スタミナソースなどの研修。

-労健係=組合員の健康診断，体力づくりとしての農民体操，球技大会，労働

投入記録，洗濯場，更衣室管理，便所，焼却炉などの環境整備。

-食品係=食品の共同購入，冷凍療の管理，卵，牛乳，パン等の常時販売0

・生産係=水稲栽培，土づくり，受粉摘花，弘J定，誘因，選果などの樹?講習，

作業衣の購入整理，点検など。

これまでの顕著な活動としては次のようなことがあげられる。

1.健康管理事業として食事調査，各場のみそ汁給食，定期検診。

2. 労働適正化事業として稲作労働の機械化(悶随機，パインダ一等を農屈で

共同購入) ，大型冷凍冷蔵庫とショーケースを購入設置，食品の共同購入，全調

理(夕食)給食等による婦人の家事労働の軽減。

3. 生活文化事業として，家計簿の記帳，生活時間調査，食事調査の集計分析，

これにもとづいた生活設計書の配布。
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婦人部の定例会

巡回国機を利用

みそづくり

関受費財の特色

(1 )嬬人部結成の動機

昭和38年22戸の農家が組合組織で、はじめた28haの梨閣の農作業は自家経営 l

当たり 1 haの稲作労働と重なって主婦達の労働過重をもたらし， 2 人の議牲者を

出すに奈った。
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農園の責任出夫と家計のやりくりに負われ，生活も健康も省みる余裕がなかっ

たためで，このような状態がつづけば梨園の経営は成り立たなくなるとし寸危機

感から，先ず組合員の家庭の生活を改善し，みんなの健康をはからなければとの

切実な願し、から 41年に婦人部が結成された。

(2)組合における婦人部の存在価値

組合の中に婦人部がおかれたのは，上記の切実な顧し、が組合長の心を動かし，

婦人部の活動が農園の運営になくてはならないものと考えさせたからであるO

組合員は各世帯主で構成されているが准組合員として婦人部，青年部，愛園部

(総合員OB) があるO

組合には第 2 図のような運営綴織があるが，その中で運営の基調として経営の

近代化と生活の合理化が大きく掲げられてしる。これは婦人部が率の両輸の一つ

になっていることを実証しているO 特に，協業生活の仕事の大部分は婦人部の活

動分野となっているO

このように婦人部の活動分野が組合の運営組織の中に明確に位置づけられ，婦

人部の事業費は組合予算に計上されているO

婦人部の活動は農闘の勤務時間内で行われることが公認されており，外部への

研修出張も有給となっている。
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(3)幸水盤整関の生活活動自標

婦人の役割向上のために第 3 図のような生活活動目標を掲げ，活動の指針ーを明

らかにしている。

第 3 図 生活活動日際

臨力ある E霊感づくりをめざして 隣人の役割向上のために H一一一一

よりよいくちしをめざす自綴

1.をE語絵営者の-11 として、経官

吋叫し終的酬を泌る 10

2 努Z縫の主酪として、鹿山知くら

しの改替をl議り、将来の当 1[;に見

通しをもっ。

0 鍵総会守る

。家計会合路刊にサる

O 政代目子供を宵てる

O 家族関係を民主的に

3 一人的人FJj として自分自身内向

上を倒り仲間闘志支えあって盤整欄

控肢の即動力となる。

筒地として

1 構成員・磁!用者の憾感慨日{燦民体操・終樹立絞等}

2 隣総経営へ綴静的にき参加

3, ~4:.夜技術をみがき作誌の効本化(総人の立織から憐き方改密)

4. 11< 窓故円わ〈鼠繍っくり(務用者内自括性を絡める、あいさつ王軍参VJ ・レクリエ

ーンヨン帯)

6 共同で生活防衛(金品の共同購入・野菜請の宵苗等}

6 換器認の生活探続的捜繍{ゴ 処怒・ハエ対髄等の衛生化・霊童書草汚染防止}

偲別重量離として

l 生i[;骨をnoの効率化(従事分担・社両災施等}

2 家族町線臨管潔(特に子供と怪人)(労働にあった f宮駅・離蕊隣保等)

3 絞られた収入のもとに、京討の蕊l主化(自給物円判別持・現金支出抑制の E炎}

4 背児や京庭教腎円相当者としての脅f{

5 家族ぐるみで終閥均解

6 撰閥作裁に合せた、例i)'J1li! 1た経常への彩服

(4)畿圏と個郡藤業との労働適正

Ut続幸水農閣総合は協業経営で、あり，労賃制度となっているが家族ぐるみの経

営色が濃し、。したがって鰐別農家での労織や経費の軽重は直接農腐の経営に影響

を及ぼす。そこでなるべく個別農家の労働や経時の負担を軽減するために農機具

は組合で一括購入し，それを使って各個別農家の部総，稲刈りには組合員が出動

し，能率的に処壊してし、る。

また，農繁期には婦人部の生活文化係が各家庭:の夕食を調理し，それを持ち帰

るというふうに家事労働の軽減をはかり，労働過重になることを紡11こしている O

しかがって婦人の農践での勤務時間は組合員と同じく 1 日 8 時間となっているO

(5)婦人部の広範な活動

婦人部の大きな特色は，その活動の範閣の広いことと 1 人 1 役ということであ

ろう。結成の動機からも分かるように，組合員，准組合員の健康管理については
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徹底しており雇用者に対しても定期検診を継続実施しており，個別の健康手帳を

配布しているO したがって早期に異常を発見でき，記録によって労働時間や作業

内容の調整を行っているO

体色や血圧測定，検尿等については婦人部の労健係がその技術を修得し，保健

婦の手をわずらわさずに直接自分達が担当してしる。

栄養改善面でも食事調査，献立作成，料理実習等の活動を続け，農園では必ず

1 日 1 本の牛乳を飲むよう，常時販売しているO

食品の共同購入は栄養的配慮のもとに冷凍の魚や肉を予約注文できるようにし，

購入した食品や自家生産の野菜類は冷凍庫に共同保管できる設備をもってしる。

乾物類や郷土で生まれたおやつ，ハト麦茶など，いわゆる健康食品の類はショー

ケースに陳列し，いつでも購入できるようになっているO

調理室では，主として生活文化係が料理の講習会などで修得した技摘を生かし，

夕食の全調理及び昼食時のみそ汁を調理して給食しているO

第 1 章受 全調理献立表

ヨ三 高Ij 主 自1

8/5 トンカツ 9/21 コロッケ

20 ナスと豚肉のし、f.:iJt.決 マカロニ→ナラダ 23 魚の南2左側ず コンニャクの白和え

23 録作ワ立回協f 若布とキュウリ配給干のもの 25 大豆とケイ肉の煮物 スパゲティサラダ

'lJ 元漁の甘官同t うの花のし、り煮 'lJ 鳥レバーの寄り煮; もやしと人参ξ粋のもの

30 カレーノレー 30 いわしの梅:帯、 三三色きんぴら

9/2 トンカツ 10/3 トンカツ

4 鯖め糊暢f 春ffiサラダ 8 野菜のテンプラ

6 うま煮; マセドアンサラダ(ポテト) 11 鮪の照り煮 ほうれん草のゴポ

9 百十豚 15 手羽肉のしょうカ済: ポテトサラダ

11 自身i!.~のフライ レンコンのコマ菌防え 18 ケイ i淘17)--口揚子 ひじきと豆腐の煮物

13 パラ寿司の兵 22 l蒋じゃが ミックス→ナラダ

17 切カレイの空tiilがz きゅうり梯のもの 25 おでん

19 鯖嚇1機 グリーンサラダ 30 バラ美子苛め兵

全調理の献立例を示すと第 1 表のようで， 臼によっては，カレールーとかノくラ

の具といった嵐に，家庭で少し手を加えて家族の好みに合わせられる余地を

残したものもあるO
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文化活動もさかんで農閣の食堂の一隅に書棚を設置し，学習的な本を多く集め

てある。また，各家庭にも文庫安設け，図書購入の斡旋や読書会などを計画し，

作業のあい開に心の休養がとれるよう配慮しているO

生産係では農簡の梨栽培に関する技術研修は勿論，個別の稲作栽域についての

研修も計画し，共問と個別の営農が共栄できるよう努めている。

このように本婦人部は生活と生産，共同と個別のバランスをとりながら幅広い

活動をしている。

(6)地域との連帯

組合員，准組合員は農留に毎日出勤するわけで，とかく集器から麟在しやすし、。

婦人部では，集落との連帯をはかるために進んで、地域の行事に参加し，地域の農

民文化祭に作品を展示したり，趣味のグループや営農野菜クソレープなどにも加わ

って交流をはかつている。

農関で身につけた難波づ、くり等いろいろの技術をなるべく地域の人達に伝える

よう心がけている。その l っとして，栄養リーダー研修等に積廠的に参加したり，

地域での料理講沼会も開き伝達指導にあたったりしている。

かくて，地域の人々と遊離することなく，むしろ指導的立場で地域の人々から

厚い信頼を得てしる。

(7)他国地鶏人部への先駆的役密i

世緯郡には第 2 表のように 9 つの団地があり，それぞれ婦人部がおかれている

が，その先駆的役割を果たしているのが世議幸水農閥婦人部であるO

他の団地の婦人部はすべて世羅幸水農i翁婦人部にならって結成されたものであ

り，常に本婦人部がリーダーシップをとっているO

広島中部台地農業生産団地婦人部連絡会が結成されたのもみ;婦人部の呼びかけ

によるものであり，会長には本婦人部長がおされているO

各f長関での活動や悩みなどを話し合う場として，また行政や関係機関に働きか

けたり，機関誌「かたらしづを発刊し情報交換をはかるなど先諸問地婦人部とし

ての役割を果たしている。

弓
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第 2表 i止緩郡農業生産回地婦人部の概要
(58. 12現在)

婦人部 活婦動人部計紛の 経
1御定員 法人設li.年 婦人数 1高成員の出身集洛

団地名 設立年 の有無 f'F付頗官i

3 ï'ヨ 53 年6月6日 年
甲旭絞農園 53 3 1I 反田 1l.5ha 

(6) 
山

5 
町 はりま農図 56. 3.18 58. 2 

(10) 
4 :釘 はりま 10.3 

22 
世羅幸水!.:l!~罰

(22) 
38. 4. 1 41. 4 21 有 11:.凶、徳首1 46.3 

10 重永、京丸、黒決i
世 世軍大設ß~悶 48. 2.19 48. 2 10 有 45.0 

(10) 浮口、中原、伊尾

7 
iを縫っく L~H自 53. 8. 3 53.12 

詰E
(14) 

7 手ま ?事口 32.2 

4 
世羅友美~随

(8) 
54.10.18 55 3 有 賀茂、重永 25.0 

3 
町 さ戸新7ノレーツ 56. 2.2氾

(6) 
3 有 安田、長問 43 

4 
空 IJ滋l芸

(5) 
56. 3.14 (59. 1 ) 3 戸張 19.1 

世
経 六反E白菜タパコ 5 
西 48. 2.20 48 5 ド律問 10.5 
町 協~級合 (10) 

翻受賞者の技術，経営の分析及びその普及性と今後の発展方向

(1 )纂業実繍

営

作目

たばこ

やさい

たばこ

やさい

梨

梨

Tこばこ

やさい

たばこ、椎

やさい

裂マ

花*

たばこ

やさい

過去20年にわたる婦人部の活動は年ごとにふくらみ，かっ充実してきているこ

とが年次別事業実績表からうかがえる。

41年と 58年を対比してみると次のとおりであるO

41年度

0健康調査

O健康検査実施 (44名検診)

O食生活講習会
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。将米の生活改子容にそなえての杭立貯金

58年度

総務係 定例会，郡協議会，婦人部役員会，組合;済会議

生活文化係 研修，講習会，文化活動，共同炊事，

労健係 鰭康診断，体力づくり，環境術生， 1丞11々の美化，スポ…ツ，カン

検診，物二iニ場設践

食 品 係 食品共向購入，冷凍食品約三入，日常食品購入，冷凍踏の管耳目

係 技術講背， '1:.践活動，作業服の管理

じめに 1 年間の月 ;}IJの和5かい案:が各係から総務に提出され，

議議決定される。それにより事業授が予算fとされる。

(2)研修，講欝会の内容とその成果

各事業の中には研修会や講育会が多くもりこまれており，グループ員の技術や

資質向とに特に力を設いでいるO

総務係の近代化グルーブザーダー研修，生活文化係の生活設~t 家計指の「州!多，

料斑議官，栄養学級，生産係の梨栽培についての土づくり， J受粉摘花， 11奇果，選

果，部定誘引の研修，水稲栽培講習などである。

外部の研修にも積極的に参加し，常にノート持参で熱心に受講し記録をとるの

は，きまって当紛人1ft;で‘あるといわれるのもうなづける。

研修の)炎巣は生産iItiでは技術的に男性に劣らず，対等に議論できるところまで

到迷していること，また，幸水農協iの接木は殆ど婦人部の手によってなされたこ

となどに表れている。

生活問では生活意識，生活11者問調査の結果をもとにした生活設計，料理議留会

の研修を生かした全調理給食等に認められる。

(3)健康管理の成果

婦人部結成当初の臨時ミ診断で、は要治療65%，嬰法定~30%で健康者は能か 5%に

すぎなかったO その後，食事内容の改苔， f応l別労働の機械化，農協l作業時間の短

縮，食品の共向購入や全調理給食等家事労働のij(王減をはかることにより要治療16

%，要注意10%，健康者が74%になったことは労健係の努、力もさることながら組

合員全体の健康志向を物語るものである。
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(4)生活設計謬の配布

婦人部考案の「我が家の生活設計書J を年度ごとに配布し，長期，短期の生活

設計を書き入れてもらうことにしているO

その主な内容は，その年の生活目標，作目別経営の状況，経済計画，衣食住に

ついての計画，各月 531]の生活表，労働配分表，自給野菜の年度作付計画等，生活，

生産のすべてにわたって具体的かつ綿衝に記録できるよう考えられたものである0

1 月には生活設計についての研修を行い， 12月には総決算として生活設計のまと

めを行うことになっているO

(5)労働経営の分析

本組合員の家庭はすべて専業農家で個別の稲作が平均94a ， それに梨閤協業分

が253a となっている o 10a 当りの収量は米が平均691kg，梨が2 ， 0521<gとなって

いる。

年震の自家稲作労働日数は 1 人当り 47 日，農園出夫臼数は 1 戸当り 586 日，農

園出夫と稲作共同延日数が 1 戸当り 712 日となってしる。稲の粗収益と組合での

労賃収入の合計は 1 戸当り年間487万円で，このうち所得は92%となっている。

(6)普及性

当婦人部が組合の組織下にあり，事業費が予算化され，勤務時間内での活動が

公認されていることは全員が参加でき易い利点となっているO また，組合が協業

経営であることから婦人部を脱退するということは出来難く，この組合が存続す

る限り婦人部も世代の交代はあってもグループの人員の増減はなく，これがクポル

ープ員の結束を囲めているO したがって，こうしたシステムは他のグループにも

普及しやすいと考えられる。

他の問地に同じような婦人部が続々誕生したことからも実証できることで，今

後の農業経営における模範的なシステムといえよう。

(7)将来の発展方向

組合が婦人部の意見を重説して生活優先，生活と生産の調和をモットーとして

しることはさらに婦人部の発展を促すものと考えられるO

クやループ。員は農業をする若い人達に， rこれからの農業はこうあるべき j とい

う 1 つの指擦をもとに各家庭で話し合い，生活設計をど立てて歩むよう指導してい
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るので，おそらく次の世代に向けて新しい発展をするであろう。

方向としては，心のゆとりをもった人間性豊かな生活，生産を目指してさまざ

まな活動が展開されるものと忠われるO
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農園での主婦の役割の大切さ

世羅幸*農園婦人部

(代表者丸次洋子)

私たちの住む地域は，広島県のほぼ中

央部で， 111陽新幹線三原駅より， 35kmill 

問地に入った所であります。Il{i手1138'FYf<

常閲妬パイロット事業に力11入しないかと

話がありました。却l寺，私の家では，水

稲 110 a , タパコ 15 a ，対日 3 a を耕作ミし

ておりましたが， これといって i二人の事企

業もなく，これからの農業は，水稲だけ

では経常がLL-j;Jそない事にに気づき，パイ

ロット事業に加入することになりました。

作臼は赤梨を傾殺することになりまし

た。 27戸の農家が淡毘l経営と{限 7)IJ経営を

附立させてまいりました。が，主婦 2 ::ß

がIl{i手11421ドに過労で突然亡くなられまし

た。これをきっかけに，昭和42年婦人部

を結成し 5 つの音f\~っくりました。 1協和1

43年に労働j@ilミ化事業をとり入れ全員の

健康診断を年 4 由実施し，現夜まで続け

ております。凶lFEìJ!lj定，ほ検交をあI}人部

の子で行っております。 昭和145{ド食堂も

新しくなり大型冷凍冷蔵庫と，ショーケ

ースを設践しました。 1総予{品等も取りあ

つかっておりますO 波及所の御指導でバ

ランスのとれた食事をし，家族の健康を

主婦のそf-で、守っております。

昭和45年に全調理念実施し，現在，年

45国と味噌汁叩給食生~401成スタミナソー

ス"['- 3 凶行っております。Ilß手1147{F県 îL

図 t号館Ilf米|刻年 4 1<11，それに合せ毎月定

例会で‘読書会も行っております。 昭和45

年生活設計にもとづき，家計簿記帳も婦

人部Lと良行い，集計の反省を年 21亙!定例

会で行っております。梨の生産をあげる

ためにも婦人部は，肢体iT:民の勉強も始め

ました。ぉi'lえ1好の御指滋と }HI;î部長の指

導で梨に関する妓術と水稲:fXÞ白等、経営

Wîに関しては，組合長の御指導も受けて

おります。

111宗左台地ii23長生活i沼地婦人部との交流

も行い， {j=-2 r[ilの研修と，語らい防綴交

換を1f 21IIl実施しております。また，地

域とのつながりとしては，栄養ワーダー

研修会に学んだ料忠実習を行っておりま

す。趣味のグループでは， é!二兆等溜って

おります。反省と致しましては，現在，

婦人部もお令化してまいりました。 自分

に似合った体力づくりと，自分に似合っ

た労働をしていくことが大切な事と思い

ます。

最後に今後の集伎産者と致しまして，

主婦の役割の大切さと，技術面の向 kを

1=1 ざし，これを守ることが俊樹絞営と婦

人郊の発援につながるのではないでしょ

うカミo
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第 1 函受賞者の所在地

二二二二二夫 杯受

出品財種 践

受賞者吉田小夜子

(群馬!系統馬郡1洋馬UIJrÞ~398)

関受閣者の略歴

(1)地域の概況

音問氏の住む群馬町は，群馬県のほぼ中央に位

置し，様名LlJの東南麓のゆるい傾斜地で，標高11

0~180mに分布し，東は前橋市に，南は高崎市に

接しているO

気象は春夏秋冬の四季感は豊かで，最高温度は

8.5"C (1 月)から30.3
0

C (8 月) ，最{酎;?1度は…10

7"C (1月)から21. 8
0

C (8 月)の間に分布し，

比較的しのぎやすし、。

町の総閥横は2 ， 183haで，その25%が市街化IR

域および用途地域の指定を受け，近年都市化が進

んでし、る。世情数7 ， 612戸，人口 27 ， 901人で，内

農家戸数は22.9%でこ種兼業農家が多し、。

農業総生産額は5 ， 155百万円で，斎産，野菜，

養蚕，米安が盛んであるが，省産のウエイトが高

く，その生産額は3 ， 108百万円で， 60.3%を占め，
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き悶沃の家族

中でも養版部門は飼養農家数150戸， 18 ， 960nJ'îを銅育し，生産額は1 ， 546百万円で，

30%を占めているO

(2)音問氏の略歴

小夜子氏は生後 1 年の昭和18年に父の戦死により， 1 人娘としてほの予で育ち，

中学卒業後は，県立渋川女子高校に進み，家事を手伝いながら卒業した。

昭和37年に20才で結婚し，三男一一女をもうけ，経営も義蚕，米麦経常の複合経

営から養豚に転換し，昭和48王子には繁嫡豚38頭の一貫経営までに発展した。

然るに，昭和49年に御友人を亡くし 本人も長い間の看病疲れと心労から病気

となり，それまで築いてきた一貫養豚生産を新念せざるを得ない事情に追い込ま

れたが，幼い子供 4 人を抱え家計を支えるために ý:性でもできる種!原生産:に転

換した。

当時， {見馬県大ヨークシャ一生産基地計画が実施に移され，高崎市広域，[jll!J村

閤振興幣備総合が発足したので、 その事業に参加し 県道産試験場等の指導を得

て，大ヨークシャ一種専門の種豚改良に取り総んだO そして，種豚共進会には毎

年出品し，他人の種豚と比較して研究し， 一方 ， rg肉能力検定，繁殖能力検定を

受験して能力の把握，向上に努めた。

この結果，今日においては，都道府県の帝政試験場，中央および全国の農業団

体等，県内の指定種豚場等の改良素材 lほとして供給し，極めて高い評価を得るな

ど，わが屈の豚の改良に多大の貢献をしてきた功績は極めて大なるものがあるO

そして，この間に，種豚共進会で農林大盟賞 6 点，内閣総理大毘賞 2 点，高松宮

杯 1 点を受賞した。
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また，吉国民は現夜，税馬県婦人問題懇談会委員，昨潟県鶴!琢生席議組合

群馬町種紙Ijと産協議会理事，群馬町・上効種豚組合副組合長等の要職にあり，地域

社会の発展に貢献している。

噛受賞者の経営概況

古田氏の経常は鶴!原生産の専業経営である。

(1 )家族構成と労働力

家肢は本人，母親，子供 4 人の 6 人家族で，労働力は本人が設!阪に従三Ji: し，後

継者ーとして I向精ハムで通勤研修中の長男， lFaj校在学'Ictの次男等の手伝いがあり，

[t):腕は家事を犯当し家族ぐるみの袋路 a家である(第 1 山ノ o

第 1 表家族構成

氏 名 続柄 年令 店前 考ト

音問小夜子 本人 43 ゴ宅 If家

1fi1 )広 長男 22 高|崎ハム研修中

智恵子 長女 20 翁護学校 2 年在学.-1::1

仁志 二男 16 ι 高校 2 年在争中

説i 寿 ココ 男 11 ヤj、午:校 S 年庁

1!r;t {[ 母 67 議ぇ

なお， ，S- [Il氏の通常の作業問課は， 1概ね夏冬に大別されており労働内容及び作

業I!;'ý聞は第 2 りである。

1)'1 マ浮 五4 労!~ìÙlI;f1日l え 労!1'却時!i\J

起はえ 5 ・ 00 6:00 

長II祭. 'ïì;JlI!・. ifl~1悩~!} 5 ・ 30 ~ 7:00 1.5 6:30 ~ 7:30 1.0 

,;i)jft. i本疋!・'ぷ~Jr 7:00 ~宮 :00 7:30 ~ 9:00 

ii'f:M ・ lì'l;.f!f[ 9:00 ~10 ・ 00 1.0 9:00 ~10 ・ 00 1.0 

1*!iE! 10:00 ~ 10 ・ 30 10:∞ ~10:30 

j,'j-M .ll'r)l[! 10:30 ~12:00 1.5 10:30 ~ 12:00 1.5 

1 í'::t主・議CH ・ 1本泡! (仮眠) 12:00 ~14:∞ 12:00 ~H:OO 

務12Z- 符JI]l 14:00 ~15 ・ 00 1.0 14:00 ~ 15 ・ 00 1.0 

体:íLl・ 2誌が 15:00 ~17 ・ 00 15:00 ~15 ・ 30

令官II 17 ・ 00 ~20:00 3.0 15:30 ~18:30 3.0 

夕食・ 3記事・休恕・記$}~ 20:00 ~22:00 18:30 ~22:30 

就寝 22:30 22:30 

!見栄労働時限I ~f 8.0 7_5 
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(2)穣豚の錦盤状況

昭和60年における種豚飼養状況は種雄豚13頭 (W11頭， D 2 頭) ，種雌豚34頭

(W30頭， D 4 頭)計47頭で，他に種豚候補豚16頭 (W) ず累養している(第 3 表)。

第 3奇襲種豚飼養状況 (60. 10. 6 現在)

種 豚 候補育成豚 i口L 計

思 51 W D Z十 W D 計 W D 計

8 11 2 13 4 4 15 2 17 

♀ 30 4 34 12 12 42 4 46 

計 41 6 47 16 16 57 6 63 

(3)土地の利用状況

所有土地は102 a で，その利用状況は豚会敷地35 a ，放牧場15 a ，京地18 a , 

普通畑 6 a ，桑菌12 a ，林地16 a であるO

(4)農業経営の変遷

吉田氏の農業経営は，昭和37年に米麦・養蚕の経営に肉豚を飼養はじめ，昭和

48年には水稲と養豚一貫経営の複合経営であったが，同年，群馬県指定種豚場の

認定を受け，種豚生産も行うようになった。

ところが昭和的年主人の死去にともない，昭和50年ーから種豚生産の種豚場とな

り，群馬県の高崎市広域市町村閣の豚改良事業の種豚生産中核となり，昭和53年

には水田稲作をも中止して，大ヨークシャ一種の改良に専念し，現在に至ってい

る。

その経営の変選の経過は第 4 表の通りである。

(5)建物・施設・機械の所有状況

養豚開始当初の昭和37年は，空いていた牛舎を改造して，少数頭数を銅養して

いたが，昭和45年以降は一貫経営に踏み切り，母豚舎を造築し，次に脊成政舎，

離乳豚舎，肉豚舎を建設して競模拡大を行った。

昭和54年には人工受精器具器材を整備するなど，種豚場としての内容充実に努

めた。

現在の所有状況は，母啄舎 2 棟，分娩豚舎 2棟，離乳豚舎 2 練，育成豚舎 4 棟，
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第 4霊祭経営の変遷

経営耕地 ilii fN ※ 1 
年 労働力

}刀 草地 議会Jll 議議成※ 2 ('i'Fl 5Ji)生広焼~
!立 君主問自 j也 その他 労働総長ま

宅3長i滋 (共同化・協祭イヒ) 備~

IlilTil a a a a a I ﾊl 2.1 削除 水稲21 a 耳もnEと稲ワラの交換

i世38 家庭3高槻 4 a 始まるー苦手，U~9tU!1íË
48 21 30 35 16 102 {也 。 縫 2 続隊総認定 (40{1'よ

り) Jニ効綴11ま組合1m
入 (38{手)

1'1 2.2 ílI!Itま 水稲21 a 炎逝去
49 21 30 35 16 102 11ít38 京高室楽i綴 4 小夜子入院

他 。 総 2

長1. 3 季初ま 水稲21 a ~lU隊生産に
50 21 30 35 16 102 総18 君主総ま長関 4 方針変兇

{也 。 封t3

自 1.3 絡百ま 水稲21a
51 21 30 35 16 102 ltii!25 京民主3定例 4 a 

f血 。 lili3 

ﾊl 1.3 手f!l啄 水稲21 a 
52 21 30 35 16 102 機25 家庭=楽隊 4 a 

他 。 封t6

1'1 1. 1 手linま 家屋~~嬰l滋 4 a 
53 51 35 16 102 t縫25

{也 0.5 liHO 

1'1 1.1 校îßま 汐

54 51 35 16 102 Itit26 
{出 0.6 封HO

iJ 1.1 íifí豚 I! 

55 51 36 16 102 Itit26 
{由 0.6 lit10 

内1. 1 ぬJ~ I! 日本綴豚致

56 51 35 16 102 Itit26 録協会LMT
f出 0.6 持主 10 泌総m始

ﾊl 1.1 事f!ijま I! 

57 51 35 16 102 総27

他 0.6 封主13

iJ 1.1 機Zま I! 

58 51 35 16 102 ltii28 
{由 0.6 総13

ﾊl 1.0 衛隊 。 若干，m出I北iJ1j部若干kî潔 環境対策総
59 51 35 16 102 i誰26 lJì f忠一金総合 中旦~.m 助事3震災施

他 0.6 li主12 一燃焼総投機械利汗j

綴合総目立

fl 1.0 符ílPま
60 51 35 16 102 i改30 グ

f也 0.6 民主12

※ 1 借地も含む. カッコ l勾はHrJ也店主絞
※ 2 労働能力換算{政.自家労働力z自，爺UIl労働力出他
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第 2 酪 告白種豚場の配置図

草地

10 a 

放牧場

15 a 

/ 

日目
庭

Ilm~ I 

国
'lfntl!J~ I 匡3四五i
Tïntl!J~ I 回一

家

庭

菜

話器

(4a) 

オ盟

国

雄豚舎 3 棟，肉!尿舎 1 棟の14棟1 ， 134.4ぱがあり，その他推肥舎 1ド綱号事格納庫

1 棟190mとダンプカー，パーキュムカ一等の車綱その他があり，その取得総額

は41 ， 486千円で，内自己資金77.8%，借入金15.2%，捕助金 7%で，自己資金率

が高し、。
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第 5 霊祭 投資内容変遷

i 総投機校名
f長潟;土 I~ 

続~\・隊法・製技 取得線路
借入金 ìln 助金 n己資金 在千1

,151 f~ffま合 (分を綾改子選n 千円 千円 千円 千 1'1
A'J!) 59.4m 150 150 。 0/60 / 

46 育成合 ノk治 7Uぱ 900 900 100 

47 誌を乳!~t 木造 79 ,2rri 400 400 

。 I均校合 *Jí1{持j，政1257i22891d1f 1,700 1,700 

小 ÁI 2,100 2, 100 100 

H川同Mけ捻fまh絞5託3合1子寺7 

木造 39,6rri 1, 000 1,000 100 

本立i一部;ü'l't 89, lrrf 932 932 :ω 

本造ー話:鉄骨 69,3rri 3,026 1, 440 1,586 52, 4 
54 牧さく 153 153 
。 絵本投時i 239 幻9

H 顕微鏡 150 150 

" 剣七合、 80 80 

自22 622 1ω 

55 紋牧場 1, 698 1, 698 
。

AdS941yf1f7iま1)5AZZ 143622w n {f筋合 1,3)2 1,3)2 

小 J 2，笠岡 2，~粉 1∞ 

56 ラ泌除・認王丸，1i 紋符 132m~ 認分2妓fLß設;置槌渇mぱz 5, ()18 3，α拍 2,()j8 

" トフック 75()k鍬 佼10 880 

5,928 3，伎拍 2,928 49,4 

57 分娩・隠飢， Tí，成 $:kI'j79 ， 2m'<iぐ分娩1I店1主8且m2gm2 2,910 2,910 

" IPjJI長 197 197 

。 *'1'ポンプ 168 168 
グ ダンプカ 75()kj係長 1，在泊 1,368 

小，\1 4，臼3 4， ι13 1∞ 
58lifl占合 j::k�'�' 226m' 4，侭2 4，店主2

。 11まハカリ 330 330 

小 Jt 4，託沼 4，ま沼 1∞ 
両ヤ

Ij悶E撚・絡線，ji $3守ばfJ絡咜 165 m' 24 ,3 m' 8，目当6

グ ダンプ⑨カー 2 t 2， 1羽

か ショベルローダー 2，在自 1，在渇 8，行3 10,319 
か バキューム 578 .!!τ円Z!L2，鈴i
か お皆争絡t 429 

小，;1 14，鹿沼 11 ,7 

合計 41 ,486 6，針。 2，鈎4 32,292 77,8 

f胡絞~ 2終! 105,6 m' 
分銃強= 2~在 106 ば

認'f;f~子工 2~~! 145， 2 ぱ 1， 134 ， 4 ぱ

f減:;!j: 4t!l! 
41125973 1971rr7dd f i1 l 1 封慨1f 3税l

院11ま子主 1 駐在

在訪問隊で}協同JÍ\ぅI!まおう主ちるか/;>'itてt話線持こなってし、初~潟主~桝fである
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なお，種豚 1 頭当たりの投資額は658千円であるが，充足率に余絡があり，極

めて堅実な投資内容となっている(第 5 表)。

(6)経営i授支

我が闘での種豚経営は， リスクが多く，養豚一貫経営に比較して，収益がおと

ると云われているが，青田氏は緩めてすぐれた脊韓技術，生産技捕により，資質・

産肉能力，繁殖能力のよい，経済性の高い種豚を生産して，大ヨークシャ一種に

ついての吉田系の名声を得て，高所得の種目家経営を確立した。

すなわち，昭和59年の収益において，種紙販売頭数201頭，王子均販売単価15万

余円で3 ， 060万円，肉豚300顕と子豚66頭で 1 ， 646万円，その他種付料や雑収入を

合せて総額4 ， 867万円の粗収入を上げ，支出として生産原備が3 ， 451万円， 93.7% 

(鯛料費49.8%，労働費1 1. 5%，保健衛生費8.6%，水道光熱費3.9%，脚摺3.2

%，登記登録料4.3%，減価償却費7.0% (種豚1. 9%，建物施設3.4%，機械車鯛

1. 7%) その他3.8%) ，販売及び管理費73万円， 2.0% (共済掛金1. 0% ，租税公

課0.9%) ，その他153万円， 4.2%で，従って当勘所得は14 ， 482千円を上げ，種雄

豚 1 頭当り 557千円，販売豚 1 頭当り 25.5千円となり，所得率は29.8% と高い収

益を実現した(第 6 表)。

機受盤財の特色

受賞財は社団法人日本種豚登録協議会主催の第10回全日本豚共進会において最

上位となった大ヨークシャ一種の親子群(母!隊 1 頭とその子豚雌 2 1\貢，雄 1 頭の

4 頭を 1 組とする)で，吉田氏のすぐれた育種改良と生産管理技術により作出さ

れたものであるO

吉田氏は，昭和49年から大ヨークシャ一種の穂豚経常にとりくむや，アメリカ

輸入豚を基礎豚として，繁殖能力・産肉能力の検定成績をもとに種豚を選抜し，

種豚の能力を斉一回定化するために，血縁・近交係数を高めて吉田系を造成する

とともに，飼養管理に当たっては，養豚の基本に忠実を旨とし，衛生管理を重視

し，病気の少い，病気に強い絃の作出に力を注ぎ，かつ，地域豚改良組織のグル

ープにおいて直子の経済効果を調査し，育種に反映し，改良に努めた結果，今回

の共進会において，優秀な成績を収め，また，古田系の産子豚は全国に譲渡され，
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第6 章受 損益計J'j[ ~f

穐稼版発殺人

奴
向探懇まヲを収入

仔飯絞予告以入

一
騎
縫
一

日
7
A

…

3

ご
掠
り
と
一

月
土
光
た
憾
一

は
一
飯
山
コ
照
一

前
十
寸
B
B
B
B
E
E
S

寸B

i

:

 

9

一
線
縫
一

日
一
a

一

有
一
絞
り
と
一

限
定
た
幅
一

奈
一
一
積
出
飯
一一

一
一

1
9

一
際
一5

:
 

ー
:

i

J

 

4応
、

-
w

m

一
一

3
-
l
-

備考

…
…
…
一
昨
…
一
…
一
…

1. 869 I 闘料不足線金
共演会総

後 i 繍付料収入

縁取入

20 , 962 

40 , 756 

9., 

合計 48.674.9 .(9 I 100 , 0 

闘料健

内 i 際貨有利

l 倒斜
叙 i

! 幾発想

労酪費

生
内i

llitl錠労鱒!提

叙i
1 !II I沼陣'号

機縁諸事入習を

傑鰭鰐生焚

"， 1 タチン
内1

1 湯P純
然ト一一一一一

i そ6り会急

線椛俊

水遮光勲俊

線材料鱒

原 i 級料鍵

アルファルフ

577.000 1.6 I 22.1921 1. 018 1 長続出:111

892.000 2.( I 34..3081 1.573 

-4. 232 , 000 I 11:5 I 162.1691 7 , H4 

8.000 円/羽
織水省 !t 稼焚

2 , 632.000 7.2 I 10 1, 231 I 4;, 642 I 隅迩による
(329 U ) 

ただし金共に
し 600.000 ., 3 I 61.538! 2.8221 よる特別労働

i を除< 250 n 

352 , 800 1.'0 I 13 , 569 I 6221 �:l 9: : 1 

3.163.527 ', '112 1. '''1 5.5801 

1.585 白 .00 ‘ 3 I 60 白 977 I 2.796 I 衛生倹先制を
i 含む

856 , 600 2;, 3 I 32.9H I 1.5111 殺虫剤を会む

721 , 527 2;.0 I 27.751 I 1¥273 

70.000 0.2 1 2.692 1 12' 

1.431 , 186 3.9 I 55.04.6 I 2 , 524 

7013.290 2.0 I 28 , 588 I 1.311 

1. 174 , 000 3.2 I ,( 5 , 154 I 2.071 

出二
小鍵凡喫

金
一
一

料
一
一
隅

び
一
費
一

及
一
級
一
・

創
刊
一
俊
一
琢
一
物
一
被

俊
一
飯
一
積
一
燈
…
機

従
軍

r
l
ト
l
L
l
e

内
訳

傷

修総書考

840.000 2.3 I 32.308 I 1.482! オプ'1 800.000 
スザ災 40 ， 000

228 , 706 

1.582.600 

334.000 0.9 I 12.846 I 589 

06  1 8 , 796 1 <0' 1 

4.3 1 60 , 869 I 2 , 791 1 続記続線検定
1 料

7.0 1 99 , 513 1 ..5631 2 , 587.333 

j3.' 1 

117  I 
1. 6γコロ.. 

計∞ I 34 , 51 1. 065 I 93.7 11.327.348 

i 共協鈴金 381.593 1.0 I H.677 
叡宛 i 内 E

1"1 斑 272.093 0.7 I 10 ・ ..5
及び

!訳|建物・玖隅飽 109.500 0.3 I 4.212 
管環。

資 総筏公課 348 , 383 0.9 I 13φ399 
l !t曲 729 ， 976 2.0 I 28 , 076 

務衆外俊男1 窃 203 , 515 0.5 I 白叩

|うち支払利息 203.515 0.5 I 7.827 

1.260 

2.234 

1.069 

1 , 068 

60.866 

673 

..0 
193 

6"1 

1.2871 

3591 

3591 

綾 焚曲 1. 380. HS  3.7 I 53 , 09 4. I 2. "35 

合計〈申+申+曲+串) 1 36.8悶 .001 1100.0 1 1. 416 , 3 <&6 1 64.94.7 

鳴餓純利益 I 1 1. 8 ,( 9.1>4 8 <15 5 , 767 I 20 , 899 

所 伶 I 14. ,( 8 1. 948 556 , 998 I 25 , 541 I 所得務 29.8%
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母豚:ハイライズ，ハードウェア，

ベテーヨシダ 3-7

娘:シコミット，ミステレス，

ベテー，ヨシダ 4-2

子雄:シュミ '1 ト，ミステレス，

ベアー，ヨシダ 4 -11 

娘:シュミット，ミステレス，

ベテーヨシダ 4-4

我が国の豚の改良増殖に大きく貢献しているO

(1)受讃財の親子群について

①体型・資質

受賞財の親子群の母豚は，体積豊かで大ヨークシャ一種の特徴をよく備え， f本

高があり，体の伸びと深さに富み，体のIV高もある優れた種雌豚で、あり，また，子

は発脊がよく，大ヨークシャ一種の特徴をよく備え，母子の相似，改良度と娘相

互間の斉度に優れ，雄子豚はよく性紹をあらわし，資質の優れた種雄豚で，極め

て優秀な親子群である(第 7 表)。
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務 7褒第10間金白木版共進会における受賞!なの測定値

体重 体長 体高 前ql高

kg cm cm cm 
母 326.5 180.2 98.4 47.6 

娘 (A) 195.0 150.0 81. 4 38.4 

娘 (B) 194.0 151. 5 85.0 40.0 

総: 227.5 162.0 92.6 42.6 

②血統

受賞財の血統は~J 3 図の通りであり，子豚の槌父はtrJ 9 

0 シャ一種の部で壮令雄として名誉賞を受賞してし、る。

③能力

受賞財の親子の能力は下記の通りで、ある。

イ)母践の能力

後相 備考

cm 生後40 カ
43.6 PJ 令

38.6 
生後11 カ

37.0 
月令

38.0 

日本共進会で大ョ

母!ほは種ntiv，豚産子検定に合格した繁殖!認で，現在までの繁殖成績は 7 出分娩し，

76頭の子)援を生渡し 1 腹当り子!原生産頭数は10.9頭で，育成率98.4% とおく，

設記頭数も7.5頭と緩めて良い耳元得頭数を示している O なお，積鮒u琢 l草子検定は

3 産目に受験し， 8 点をとり合格している(第 8 表)。

第 8表受'覧tÞlのf0:1依能力

1 、繁書官成綴(全体)

2 、総雌豚，@:子検定成絞

10.9 頭 I 10.5 

産次 生産 2週育成頭 子豚総体重
頭数 頭数 斉度

3 日 12 頭 12 頭 38.6 kg 0.29kg 
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1-2 rーハイライズ，シュミット，ナガイ

i 重量13凶9

(第 9 回全共名誉賞(荘令撃) ) I 52. 3. 5 生

ハイライズ，ベテー，ヨシダ 4-8 明4

重量16724 繁106 ベテー， ミステレス， ヨシダ 2-3 

53. 10. 13生 得点85.0 盤28879 繁3810

」岬 51. 4. 3生得点79.0

得点82.1

受賞財の血統図第 3 函

{義ベテー，シュミット，ヨシダ 1-6 

書室15791 繁1倒 肉2514 名誉103

53. 5. 28生 得点83.0

ワイ Jレド，カルラ，ヨシダ 3 -1 

務41803 繁6205

53. 5. 28生 得点83.0

rーハードウェアー 29-6 

l 鍾14980 肉53

53. 2. 21生 得点91.0

ミステレス，ハードウェアー，ヨシダー叶

緩18101 繁113 肉3876 2 -9 ベテー， γ ュミット，ヨシダ 2 -1 

名誉畿豚141 種3鈴54 繁5871
54・ 9 ・ 13生 得点82.0 L町 52. 11. 4 生 得点制。

( 55全共金賞(米経産) ) 

( 58県共名誉賞{綾子群) ) 

ワイルド，ベテー，ヨシダ 2-3 

2謹44370 繁6940

54. 11. 15生 得点80.0

( 59煤共金賞)

シュミット，ハイライズ，ベテー，ヨシダ

喜重21617 持5980 4-8 

57. 7. 5 生 得点85.0

ダ

群
)
一
ウ

子
慶
一
ド

綴
経
一
一

筑
紫
一

世
官
時
宏
一
ズ

名
名
一
イ

共
共
一

-
7

蛤
嶋
一
吋

(ω全共名誉焚(綾子群) ) 

シュミット，ミステレス，ベテー，ヨシ
磁59445 繁申請中 4-2 

58. 11. 8!ﾊ. 得点.83.0

シュミット，ミステレス，ベテー，ヨシ

59447 繁申務中 4-4 

58. 11. 8 生 得点84.0

シュミット， ミステレス，ベテー，ヨシ

緩24310 産6941 4-11 

58.11. 8 生 得点86.0

l
H
H
。
i

1-1 

炉問( 53保共名誉賞(綾) ) 

、イライズ，シュミット，ナガイ

I t重13480

シュミット，ハイライズ，ヨシダ ー斗 52. 3. 5 生 得点81.9

種41175 繁6402 有3088 3 -1 ( 53\県共 1 等(系統欝) ) 

54. 5. 30生 得点83.0 (54県共優等(経産) ) 

」ーベテー，シュミット，ヨシダ 1-4 

重量33355 繁49白 優良2411

52. 5. 1 生 得点81.0

署謹5幻24 繁飴05

56. 5. 28生 得点筋。

口は受賞財



ロ)雄子豚の能力

蝶子豚 2 頭は各々種雌豚産子検定に合格してし、る。現住まで繁殖成績は，各々

2 回分娩し，共に子豚生産頭数20頭，育成率100% ， 1 腹当たり登記頭数 5 頭の

成績を示してしる。穂雌豚産子検定は 1 産次に受検し，その成績は15点満点に対

して， 13点， 12点と非常によい成績を収めている(第 9 表)。

第 9表受賞敗の雄子!啄の能力

1 、繁殖成綴(全体)

種第 分娩 子豚生産 1 腹当た 1 躍当た 育成本 1 腹当たり
回数 頭数 り !既 り離乳 ム主2主Lヒ 頭数

生産頭数 頭数

種59445 間 �J� 頭 3兵 % �J� 
(雌子!球 2 20 10 10 100 5 
A) 

例炉

種59447
(雌子豚 2 20 10 10 100 5 
B) 

※雌子豚Bの登記頭数は 1 産自のみの成績

2 ，磁雌豚度予検定成絞

務 ~ F長次 1J:.，í[!fJ{数 2;恩育成頭 子i隊総、 発育王寺皮 f守点 検定期間

数 体重

綴 59445 )ìt次 FJ� E員 kg kg 

(/tlt子豚A) l 12 12 48.5 0.2 13 59. 12. 18~ 12.31 

統i 59445 

(jjjr子豚 B) 1 12 10 45.2 0.26 12 60. 3.10~ 3.23 

ハ)雄子豚の能力

雄子豚は豚産肉能力霞接検定に合格した産肉能力!誌で，その成績はすべて A ク

ラスにランクされ，産肉能力が証明され，かつ，種!誌としての適格性を認められ

た合格豚であるO

々
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また，精液の利用状況は，昭和59年 8 月から60年 9 月までの間に23頭の碓豚に

種付し，その受胎率は100%で，既に?頭が分娩し，その産子数は81頭で l 腹平

均1 1. 6頭を生産している(第10表)。

務10表受賞財の雄子豚の)奴産肉能力政援検定成績

種!琢としての i ロースの断崩積
適格性

適 30.9 cni 

<受讃財の綾子豚の精液利用状況>

受胎

避妊豚頭数 i 分娩終了頭数
総生産子豚頭数

16 頭 7 liJl 81 liJl 

ニ)母豚の両親の能力

受賞母豚の両親のうち，父豚は豚産肉能力臨接検定に合格し，その成績は発育・

飼料要求率・背賠紡の厚さともすばらしく，しかも繁殖登録豚であり，更に，日

本種豚登録協会より名誉種豚として選挺されている(第11表)。

第11表受賞財の母豚の父豚の能力

1 、豚産肉能力直接検定成績

2 ，穣雌uま産子検定成績

種豚としての |ロースの断面積
適格性

適 36.0 cni 

母豚綴第 ぞ子豚種第 産次 生産主演 2遜脊成 子豚総体 発育斉 得点 検定期間
数 頭数 E童 度

28878 45749 2産自 13 ï!頃 13 頭 46.3 kg 0.14kg 13 57.4.25~5.8 

37974 46789 1 12 12 43.7 0.63 8 57. 1. 8~ 1. 31 

41175 48640 1 10 10 34.7 0.33 8 57.6.18~7.1 I 

46389 48659 l 10 9 34.7 0.1 9 57.4.2~4.15 I 
41175 51176 1 12 12 46.4 0.43 11 57. 6.18~6. 31 I 
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また，そのほ!践の能力は穂ìfftff家産子検定に 2 間合格した繁殖設録豚で，しかも

!原産肉能力直接検定ではすべてA クラスにランクされた成肉設録!誌で、ある(第12

表)。

第 12表受賞財のほ豚能力

l ‘幸正!縦t豚綾子検定成綴

2. 1液成|勾能力政援検定成絞

1 Ll 平均Jflý本i五

732 g 

7切蹴怖が与さ!線級としての適絡役 i ロースの断泌総

1. 4 冊|迎 34.5 cm 

ホ)母腐に交配した雄践の能力

受賞母豚に交配した雄!琢(子の父)の能力は，すべて A クラスにランクされた

豚産肉能力夜接検定合格紙である(第13表)。

第13褒受t良'財の母隊に交配した雄豚の!隊皮肉能力政接検定成綴

種豚としての i ロースの断菌
適絡性

j直 33.5 m' 

(2)音羽系の系統造成と能力

迭問氏は種!ぽ改良について，産肉能力・繁殖能力と強鰻性特に肢蹄の強健なも

のによる選抜に心血を注ぎ，今日の告団系としての系統を造成した。

①麓肉能力による選抜

告朗氏は産肉能力を高めることを重視し，産肉能力検定を積極的に受検して改

良を進めている。

昭和54年から昭和58年の 5 年間に受検した頭数は，自場産のもの雄37lîJt 雌 9

頭，譲渡したものが受験したもの(両親がヨシダ，父がヨシダ， f'，J:がヨシダ)雄

74頭，雌50頭，計雄111頭，雌59頭，合計170頭で，同期内大ヨークシャ一種の受

検頭数444頭のうち38.3%を占め，その合絡率は78%と極めて高く，その検定内

容は発育・飼料効率がよく，背指肪が適度で，口一スの面積も大きく，肢蹄強健
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で，すぐれた成績を示している(第14表)。

第14表大ヨークシャー緩直接検定状況(群烏資試)

司、、\\、J主、5J、iJ. i畦 雄

合計

54 55 56 57 58 54 55 56 57 58 よ十

本 人 1 3 4 9 5 l 6 10 15 371 46 

雨続ヨンダ 5 2 8 3 6 3 121 20 

立 ヨゾダ 1 14 7 15 5 42 3 16 8 13 13 531 95 

母 ヨシダ 1 4 4 9 9 

15 11 24 8 59 9 21 17 29 35 III 170 

検定総数 34 29 27 44 15 149 54 44 42 76 79 却5 44<1 

吉田品の割合 (J，) 2.9 51. 7 40.7 54.5 53.3 39.6 16.7 47.7 40.5 却。 2 44.3 37.6 38.3 

なお，群馬県では昭和51年から産肉能力検定共進会を毎年県畜産試験場の産肉

能力検定施設で集合検定をして実施しているが，告田氏は毎年出品して，最優秀

賞，優秀賞を受賞している。 昭和55年以降の成績は第15表ーの通りで，その優秀性

が認められている。

②繁植能力による選抜

繁殖能力は養豚の経済性に最も大きな影響を及ぼすもので，その選抜には多産

性，泌乳能力， I浦育能力がよく，資質・強健1ftにすぐれたものを選ぶことが重要

である。

吉田氏は繁嫡成績の向上のため， 日本種!既設録協会が実施している種雌豚産子

検定を積極的に受検するとともに，常日頃繋養種雌!抵の繁殖成績をチェックして

おり，きめこまかし、分娩管理・飼養管理と相{失って，繁殖能力の向上に努めてい

る O これらの結果は，昭和59年における繋養種雌豚全体の繁殖成績では， 1 母豚

当りの分娩回数2. 15田，年間 1 母!隊当り産子数24.8頭，同離乳頭数22.8頭，育成

率91. 9% , 11度当たり登記子!原頭数5.5頭と極めてすぐれた成績を示した(第 16

表)。

③音庖系の血縁・近交係数

種豚群の能力を斉一回定化するために， 1血縁係数を高め，吉田系を作出した。

吉田系は，昭和49年から52年にかけて，群馬祭の大ヨークシャ一種生産基地計

画に基き，種豚貸付事業としてアメリカより導入した大ヨークシャ一種の種雄豚

20頭，種雌豚23頭が素材となっており，集団に対する t~~の寄与率は0.52から7.49
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務15表群馬賂I勾l隊共進会成絞

rJlt 

開1Il，"，J~立 I1IlIm'lリi 111 Ml 吋 授 90kg到 …ー日平 飼料まさ llf8日肪 ロース 総合斜

迷日令 ltJl首体 求主幹 隠のrJ のi耐筒定

([1) 設 (gl � (c殴) (四í)

段E霊持1:t A-15 A-15 B-8 A …10 

大詰 クシャ 終検定の高liJ 142 811 2.78 1.6 34.8 48 

訴ff13白l I昭和55'F3 fl …事喜雄

後，fj-'乱 B-12 B-12 A-I0 A …10 

Ii成後検定の部) 137 769 2.92 L4 36.4 44 

首lWロi 昨HU56'F3 月 大王f ークシャ t建設1， b -12 b -12 a-lO a-lO 

…蒋l故 Ii({終検'!.Eの前:J 139 769 2.83 1.2 36.0 a -44 

大詰ークシャ j投機秀賞 昌一 15 a -15 b-8 b ヤ 8

一掬縦 (ぜ{j密検定の部) 134 857 2.75 1.6 32.0 a -46 

!1l151iiJ ll{lf1r57年 3 !J

F経3号.ìt

太ヨークシャ (抗絞検定の部) a -15 a -15 b 8 

…綴封主 128 938 2.44 1.6 29.2 a -42 

b -12 b -12 a -10 

大ヨ クシャ 俊秀賞 134 769 2.96 1.8 36.8 b -40 

!1l 161'叶 附事158'下 3 )J 一夜!紘 Wl長役!l::0)Îl1;)

b ..12 a-lO b 8 

147 789 3.07 L4 I 33.2 b -39 

絞長逆指lt a -15 b-12 a-lO a -10 

大詰ク γ ャ (的接投'}Ëのお日) 135 Sll 2.84 1.3 36.5 u-.j7 

首1I7I"1 Il{lfU59'F 3 JJ 一務}総

俊子Wìt b -12 b -12 b 8 a -"10 

(I({!た検泣の出D 136 769 2 回 1.6 41.5 

鱗16表 59{NJi[における繁絢ix:*;t't

'FI交 き譲渡頭数 分娩総数 1f手当た gï 子数 弱{乳Jift 数 ぢ/J以4 ft ，ìl2J仮数 f正記f-IIま

年平均 り分娩附 UI'-IBJ 1 (11".1日111手 頭数(1

数 総当たり) !広う!すたり) JI短おたり)

696 638 330 
58 28 59 2.11 (2ι9) (22.8) 91. 7 48 ( 6.9 ) 

644 592 194 
59 26 56 2.15 (24.8) (22.8) 91.9 35 ( 5.5 ) 

%で計53.6% ， vUkは0.34から7.49%で計'46.4% と高い(第17表)。
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第17表混在の集団( ﾕ !i?)に対する祖先の寄与系

?も DAM 寄与率 S 1 R E 寄与率

1 377 0.013310 243 0.028356 

2 18143 0.013310 7931 0.013310 

3 52 0.033565 99 0.033565 

4 62 0.037471 75 0.053675 

5 22 0.074942 181 0.074942 

6 448 0.059606 26 0.074942 

7 55 0.021991 234 0.059606 

8 516 0.021991 67 0.021991 

9 183 0.020255 125 0.021991 

10 106 0.020255 48 0.020255 

11 35 0.034722 262 0.020255 

12 659 0.015046 276 0.034722 

13 1742 0.020255 689 0.025463 

14 344 0.025463 185 0.025463 

15 1267 0.003472 12 0.008102 

16 251 0.004630 188 0.012731 

17 112 0.016782 454 0.017940 

18 289 0.005208 618 0.005208 

19 457 0.005208 2077 0.012731 

20 1087 0.012731 328 0.022569 

21 2511 0.012731 

22 1085 0.007523 

23 25 0.007523 

0.463686 0.536314 

血縁係数は雄内では12.52~60.25%で平均27.76%，雌内では2. 50~68. 58%で

平均21. 41%であるO また，近交係数は雄では o ~1 1. 72%平均6.53%，雌では O

~23.05%平均7.81%であり，凶l縁係数に較べてそれ程高くはないが，今後は飼

養頭数を増加させ，技術者の指導を受けながら10~12%程度まで高めることとし

ている(第四・ 19表)。
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第18褒 i血縁系数の分布(%)

第19霊祭近交系数の分布(%)

(3)告由系の穣路改良組織体系での役割と社会的寛蹴

①種路改良組織での役言語

吉田種紙場は，高崎市号事広域市i町村閤振興整備組合の種!抵改良部会において，

豚の育種改良の中核となり， ド部組織に 6 種紙揚があり，大ヨークシャ一種 (W)

の増娘，一代雑種々豚 (L . W, WL) の生産があり，この下部組織に11の品質

農場があり肉!原生産が行われている(第 4 閤)。

1 吉間種豚;場 i

( 6 場)

肉豚-貫生産農場

なお，組織内の江原養豚農場(昭和53年第17部議豚経営で天患杯受賞)では，

古田系の種豚の綾肉性・繁殖性の性能調査が行われ，その結果を改良に反映させ

ている。

養豚経営が安定的に展開するには優良種!ほの五社:保であり，音問fí:;はこのグルー

プの中にあって， j選良種豚の供給基地として活挫しており，これがため，

場の生産性は毎年向上し 1 母抵当りの王手間離乳頭数は20頭を超えるところが多

く，上物率も著しく向上している(第20表)。
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第20表江原農場の|殉豚のI:l:H匂と上物系の変遷 (55~59年度)

年度 55 

54. 1 
189 

-19 

56 

56. 7 
188 

-11 

57 

62. 7 
183 

- 8 

58 

65.5 
184 
0 

59 

68.5 
181 

- 4 

上物ネ
出荷日令
値引額

※玉村上物加震年平均に対する江原農場全出荷寂

枝肉1l<g当りの加重平均値引き額である.

なお，吉田種!涼場の大ヨークシャ一種の系統は，群馬県経済連系統造成利用組

織体系の中で， 1亙の造成になるランドレース種系統群と交配してつくられる一代

雑種母豚群の大ヨークシャ一種系統群の供給源として，改良組織に組入れられて

いる。

②吉田系の貢献

吉間系の種!援は!県内及び全盟各地に譲渡され， I琢の改良に貢献し，更に外国に

も輸出されている(第21表)。

すなわち，群馬県内の大ヨークシャ一種の指定穏豚場19場のうち18場 (95%)

に，また大ヨークシャ一種飼養種豚場38場のうち36場 (95%) に供給しており，

その譲渡種豚数は368頭となっているO

同期間内の都道府県への種豚譲渡は，畜産試験場12場へ種雄26頭，種雌22頭計

48íl兵を， 27道府県の農業団体等に種雄190頭，種雌308頭計498頭の総計546頭を，

書籍21表縁隊談波実綴

7p¥ 57'!三 58'1' 59'1' /ド iìl

þ主 56雄'1' 小iii
jtit 剖t 1 'J、計 t世珂t 小à! i出i 雄小;'1 tぜl 維小.\1

グループ 46 47 I 9 I 56 39 I 12 I 51 51 I 8 I 59 171 I 41 I 212 
群馬以

その他 26 33 14 47 22 13 35 29 19 48 100 56 156 

72 80 23 103 61 25 86 80 27 107 271 97 368 

都道府県長| 146 141 53 194 58 54 112 54 40 宮4 334 212 546 

外 rt 1 /(~氏!:ßJ 2 22 6 28 22 8 30 

liiI隙 IJ;J 6 3 9 6 3 9 

2 6 3 9 22 6 28 28 11 39 

総合計 220 227 79 306 141 85 226 134 67 201 633 320 953 

A
ι
τ
 

つ
μ

噌
g

ム



譲渡している。また，系統造成用素材豚として，北潟道，千葉県，富山県，神奈

川県の 4 県及び全農西日本農場に採用され，史に昭和61年開始の静岡県にも採用

が予定されているO

また，外国への譲渡紘は中華民国，韓I.liJに種雄11頭，額雌28頭計39Enが輪出さ

れている(第21表)。

(4)種豚共進会等での評価

①鰐10担金日本勝共進会での活鵠

今担!の共進会での大ヨークシャ一穂の出品点数は47点で， うち，古田系の 11:\品

点数及び受賞内容は第22表の通りで，出品点数は{民体 9 頭，親子群 2 総の11点で，

そのt:H品県は群馬 7 }~(，宮崎 2 点，長鵠・:香川各 1 }誌の 4 県から出品され，全出

点点数の23.4%を iFiめ，受賞点数は名夜食 2 点(100%) ， sí2賞 4 点 (31%) とさi

m系の俊秀悦を示した(第22表)。

第22表 大ヨークシャ一級の受'l'trjえあえ

コ，Qζ, 立 内 容
頭組 j十

名誉賞金 t主 S長 鍛 官

全共出品!琢(点) 47 2 13 15 17 

% 100 4.3 27.7 31. 9 36.2 

告 i五系出品1~ll琢(点) 11 2 4 3 2 

% 23.4 100 30.8 20.0 11. 8 

備考古田系%=奇111系/全共出品点 x 100 

②その他の種豚共進会での受3透

明和55年第 91r:ï J全日本!抵共進会で日氏の出品の大ヨークシャ一種W~令k:fM~名

となり，農林水産大限設と内閣総f県大!日〔貨を，また群馬県館H家共進会で昭和

55 , 56 , 58年にそれぞれ農林水産大臣賞を受賞してし、るO

③ゴールデン・ショ

日本;種!球協会主催のゴールデン・ショー(昭和52年以来，全i設的に最優秀な種

!抵の交流を i玄!り，我が留の種!琢改良に資するため，年 21ill開催されるもので，生

後 5~6 ヶ月令の続豚候補育成!抵の共励会及びオークション)が現ぞとまで20印I}丹
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年間を通じ良健の乾燥絵与 徹底した衛生管理

催されているが，このうち11回に出品し， L5品頭数22頭のうち20頭 (90.9%) が

金賞を受賞しており，我が国の豚の改良に貢献しているO

関受繋者の技術・経営の分析と今後の発展方向

(1)生産・経営技術の纏秀性

①すぐれた生産技術

古田氏は種豚の飼養管理に当たっては，養豚の基本技術の忠実な実行，きめ縮

L 、愛情管理を行い，ムチよりもハケによる精神で接しており，このため壮令雄と

いえどもよくなついているO

飼料給与の特徴としては 乾京給与と 1 回給銅がとげられよう。吉田氏は，成

豚・育成豚に対し，年間を通して l 臼 200~800gの良質の乾草(毎年北海道より

購入)を給与し，その飽，種豚にはアルファノレブァベレットを種紘飼料に2.5%

添加し，強健な体躯づくりと強い肢蹄づくりのために，運動場・放飯場で運動さ

せ，健康維持を図っているO

飼料の給与は， 1 日一回給飼(泌乳中の母豚のみ 2 間給与)とし，宣言し、付け時

の鳴き声の防止と管理作業の能率化を閤っているO

衛生管理は徹底しており，毎日 2 自の豚舎内消毒，外来者の出入制限を厳しく

し，舎内外の清掃を図かり，予防注射(豚コレラ，豚丹毒・ノミルボ 'AR'TG

E) を実施し，オエスキー病の抗体チェックを行い清浄豚の認定を受け，また，

家畜保健衛生所の指導により，随時ミコパクテリヤ， トキソプラズマ，へそフイ
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/レス， AR等の衛生検査を行い清浄化に努めている。

繁殖成績の向上については 1 発情における顔付関数は 1~2[IJ とし，計画交

況を行うため，鶴雄豚を多く繋養しているので，無理をさせないように注意して

いるO 離乳は30 臼を基準としており，種付後及び分娩言ÍJ1 ヶ月は，特に{殴体の観

察に重点をおき，その間の安定期間は運動場に出しているO

夏季における管理は，訪器対策に重点を置き，通!風換気，尾根への散7](，遮光

ネットを取付け，種雄践には察丸の冷却iに心掛けゐている O

②生産盤整低減のための創窓工夫と経営の合理化

種!探経営での経済性の追求は， らしい経済能力を備えた種豚を作11:\するこ

であり，購賢者の求めやすい環境づくり，すなわち，購買殺の意識lにより，雄政

譲渡は，希望する種雄豚を交配し，受胎II在認後に行うなど，きめの制L 、サービス

等をも心掛けている。

吉田氏は我が閣での穣豚生成のメリットが低く，一賞経常のように高卒的な収

益を上げることが難しいため，橡豚ブリーダーが育ちにくいやにあって，誠心誠

意，大ヨークシャ一種の種!ぽ生産に専念し，すぐれた育種改良，生成管現技術に

よる{褒良種iほの系統造成に成功した。

-}j， 種豚経営の合理化のために， )援会建設費の低減，適正投資，豚舎設計の

合現役，作業能率向上のための設計など，また，糞尿の耕種・園芸・養蚕農家と

敷料・野菜屑の交換を図るなど，吏に，糞尿公替問題i坊ltのため，昭和59年度に

資産環境対議事業を導入し，堆肥会及び付ー帯施設をつくり，糞尿の完熟化を関り，

4層の公ï:'害予防と肥効の向上につとめてし、る。

(2)経営の分析

昭和59年における種豚経営の技術及び経済の分析の結果はし l第23琴の通りす，

極めてすぐれた成果を上けずている。なお，当年度は第10間全日本:)政共進会出様の

ため飼養規模を:tf[Jえて専念し，特に0.6人の雇傭労力による経営となった。

生産技術としては，繁殖成紋，育成成績とも緩めてすぐれ，年間分娩関数2.15

回，分娩率92.0% ， 1 続当たり:年間離乳子豚数22.8頭を上げており，また，種!採

としての耐用王手数が雄3.5年，雄4.3年とその供用期間が:1乏し、。種!採当たりの年間

飼料給与量がやや多いのは， 30 日間の11甫乳，離乳子豚数が多いためであり，よい
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第四表技術・経済指標 59/12/31

f主 f(.j m 際 (繍豚郊 1"1) V. 衛 '1 関
自宅

I 繁係前関
1. 射H}j� 阪コレラ 昧J'hU. 11 

本脳炎。 AR. TGE  
1 阿iff正絹 9 26 .~ 

1.刈数 s 12 。) 2 型{ !.u 
ワクチン Inl !1ミ

2. r\t\隠 ι 、，V- l1 D-12 
9 汎1- 20L 3 D 3 3. il'l j住 1 I1 2 III} "í，:施，，'):'J.!施

3 繁舶 0\ 9.0 ヶJj 終 r汗 m 僚
符11明的 JI 令 8.5 " 1. 係自主 M e 26 .1¥ 
4 繁舶 0\ 160 kg 災訓数 ( � 12 .i曻 
時1 r.1l的体0"( 135 kg 

2 経常 i a 
5. 'J'. Hl/分 2.15 1"1 i世 1m 官i 102 

娩 1"1 数
3 労働力 家lit. 侠111 1.0 人

6 分娩串 92 % f持 ?ι 0.6 人

7 酎 111 年 百 3.5 '1 4 .符{隊 1 h 
数 ~ 4.3 句 Jift 吋たり労 163 

働時 1::1
8. 1 n\t~ 
たり ，y. 均庶; 11. 5 .1¥ 5 売上高 48 ， 674.949 弓
子教

6 続1吋佼 31.193.001 f'l 
9. 可~吋
たり匂!日1隊 22.8 .1¥ 7 生成時t 36.825.001 ドi
乳 ff紙数 {，師

E ヤ符 1，1(限i 8 吋!閉
官。 純利益 11.849.948 f'1 

1. r- 紙餌 10 所得 14.481.918 f'1 
付 H 令 15 11 

11. I青 f号ヰ1 29.8 % 
2 陶Ii 乳 i明

1:11 30 11 12. ，，，綜 1
.1\吋たり 'J'(; 1. 872.113 門

3..'i'( r- .ií 数 11. 5 .i� L!\~ 
楠乳開始以
数 11. 1 13. 没収 I

Jll\吋たりせL 1.416.346 f'1 
4 再巨乳ジ民 10.6 庁;f!Í( 側
f< fi 1，1(中
黒星乳 /1>>1柏 95.5 96 〆 14. '~n~ 1 
離乳 /'1 成 91. 9 ノ。/。 .il 吋たり M 705.384 1'1 

料 't'i
車tM HI埠

係 15. リ耳ま 1 556.998 1弓
Jln 吋犬二り1'7i
1!1 

ト符f隊 1
議吋たり年 1022 kg 16. W，え ;k 暗ま
1m斜料院 1277 kg 1 .1\吋ナより 85.847 f'1 

.Nし!"，(.;j白"
2. 臨時人鈎
料比耶 99 % 17. 阪 ;Æ紙

1 .Á 吋ナこり 64.947 f'J 

3. 給分5514hj S 、 CP%  TDN%  '1:.1阜 IJj{fl珂
料提 、 14 72 

14 75 18. 諸説ヮ官隊 32.346 1'1 
吋たり晶4料

1'1 
n'. 'l'l'1'I¥ 百労l/ 

働時 19. lVi.téll~ 
1 蛸吋たり 25.541 f'J 

1 総労働 h 所 1'1
U.'Ir:l) 1.232 (5291lJ 

20. 労働 1 27.376 ドj
2 符i隊部 h 11 、~tより}宵

?時
門労働時間 3.632 

21 借入金

3. I勾耳4i1昂12: タi~~'tj 3.464.000 ドj
r'l 労働時 600 h 

22 勾 IHJttt 496.000 門
E立宮{
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繁殖成績の経営では当然といえよう。なお，衛生については，予防波射として，

豚コレラ，豚丹主義， 日本脳炎， AR , TGEの実施，回虫の駆虫，オエスキー病

の抗体調査を計画的に突施しているO

経済的な成果は，種!滋倒養頭数雄12頭，雌26頭計38頭であるが譲渡種!訟は殆ど

が 7 ~10 ヶ月で，離では種付後に譲渡するものも多いので，育成隊の飼養頭数が

多く，また，共進会出陳のために0.6人の!謡館労力があったが，当期における所

得は1， 448万円，所得率29.8%で高所得を上げており，また，借入金残高は346万

円，年間償却額50万円弱と緩めて少く，生産技術の優秀性と和i突って，自己資本

が77.8%と多く，かつ，近代化資金の有効活用を関っている。

(3)普及性と今後の発援方向

①育種改良と癒改良組織の普及性

養!琢の発践は，種豚家と…一貫生産農家が一一体となってとりくむことによって，

基盤のしっかりした経済性の高い義豚経営が成立するものであるO

安田氏は，高崎市等広域市町村翻の豚改良グループの中にあって， !京種豚供給

の中伎の種!獄場となり，育種改良に当たっては，産|勾能力検定，繁殖能力検定よ

り能力の向上に努めるとともに，史十こ，すぐれた養豚技術・経営技術者である江

原氏の一貫経営農場に生産豚の能力調査を依頼し，その結果な種豚改良に反映さ

せており，そして下部総織の種豚場に種践を供給し，ここで生産された純粋種，

LW , WLの一代雑種の種豚が一貫経営農場に供給され，これらグループの成績

も育問積!原場に知らされて，グループ一体で改良が行われ，今 EI の杏!万系が造成

され，この地域が，我が閣の大ヨークシャ一種の種紙基地としての名声を博する

tこし、Tこっ Tこ。

我が留における原種豚育種集団強化推進事業による民間版系統造成が充分な効

果を上げていないときに，この豚改良グループの地についた改良に対する実践活

動は，今後の我が留の生産者組織による豚改良の指諜となるであろう。

更に，既に述べたように音問氏の種豚改良のとりくみ方，生Jljf技術，経営技術

については，種豚経営，繁殖経営，質経営農家に対して，よき糧となるであろ

う。
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②将来の経営の方向

吉田氏は，養豚の経包乞玉三定させるためには，優秀な種!既の確保はいついかな

る時代でも欠かすことができない，重要な課題であると確信しているO

すなわち，本当に素晴らしい経済能力を備えた種豚で、あれば，需要は高い答で

あるO したがって，現存系統種豚の経済能力の一層の引上げに努力し，これから

の種紙は，清浄な飼養環境で飼養し，安心して購買していただける種豚を作出す

ることこそ，天与の仕事として生程をかけたいと心に屈く誓っているO

吉田氏の長男は，養豚後継者となるために陸上自衛隊に 2 年間の修業後，目ま

ぐるしく変化する養豚界に対応していくためには 豚肉についても専門知識を身

につける必要があるとの認識から，現在，群馬審産加工販売農業協同組合連合会

(;高崎ハム)で研修中であるが，その研修の終了をまって，昭和65年を討途に自

宅より 500m離れた平地林，桑園の養豚適地に，清浄化の環境による種雄豚13頭，

種雄豚50顕の生産基地づくりの百十画が着々進行中であり，今後，益々我が国の大

ヨークシャ一種の育種改良に貢献することが期待されてしる。
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種豚の改良で経営の安定めざす

告田小夜子

昭和37if-に主人と結婚，養豚一食生産

に専念，経営が順調に進展し始めた矢先

の昭和49年，主人に病で、先立たれてしま

い，乳呑み子を含む 4 人の子供を抱え，

行く先の不安感から途方にくれる日々が

統きました。

女手 1 っせピ基本にして将来の経営設討

を模索し始めたß寺，周囲の助言もあって

より効率的な養豚経営をめざすため，穣

豚生皮経営へ方向転換することになりま

したO

しかし計画通りに事は巡まず，行く先

々で、関難な皇室に前'â::閉さeされ挫折感を味

わうこともしばしばでした。

この道を選び，信念をもって取り組ん

だ以上経'Ef;の放棄は許されないと，常に

心にムチをうち，稜!僚の改良を業とする

には養豚室長のだれからも親しまれ，本当

に笑カのある種豚をflf'出しようと，研究

機関はもとより関係機関よりの指導助言，

先進養豚淡家からのアドバイス等を血や

肉とし，優良種紙の作出法を探求してき

ました。

そのIゃから私の得た技術手法は，繁嫡

!&肉能力検定のデータマど*視し選抜を重

ね，経豚づくり絞大のリスクと云われる

近親交配の弊主容を最小限度に抑えるため，

緩!啄訴の能力斉一化，回定化のために血

縁係数を高める育種方法を採り入れると

いうことでした。幸いこの技法が成功し，

後!ほを築関としてみた場合，飛躍的に能

力を引き i二げることができました。

私の{主む若手馬県は全開第三位の養豚y誌

であり，局閣は養豚農家が多く. {'F出し

た種!隊の能力立証も身近にできることか

ら， 5たに恵まれた環境にあることに加え，

全国各地へ提供した種豚の情報が随時寄

せられ， 3を宝章な資料として大いに参考に

させて葬品、ております。

養豚界も近年，国際化の波にtlJlされ，

厳しさを増している現状にありますが，

私は生産コストの引き下げと経済能力の

高い穏豚を作出することが，我が国義!啄

界の課題であると捉え，時代の望書議にマ

ッチした種豚の作出を生渡の仕事として，

微力ではありますが貢献して参りたし、と

念じております。
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内閣総理大臣賞受讃

出品財酪農経営

受賞者渡辺守彦

(~t海道常日部訓子府町f長野283)

関受賞者の略監

(1)地域の概要

訓子府町は北見市の西南部に隣接し、東西12km、南北16kmで面積190kníを有し、

人口約7， 800の純農村地域である。年間平均気温は 6~7 oc、初霜は 10月上勾、

副!雪は 4 月中旬、農耕期間温度は12~200Cで、日照時詞は比較的長い地域であるO

町の農用地出積は6 ， 422haで、あり、その38%の2 ， 460haは飼料作として利用され

務 1 密 受賞者の所在地

北見市
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となっている。

町の主要農産物を販

売金額でみると耕種部

門が48.7億円 (64.2%) 、

T動産部門が27.1 丹

罰!fT!f.f01 1 (35.8弘)の計75.8億

丹であるO 耕種部門で

総亙牧主勢
。市街地より 6 km 

思鉄池~t綴 i はたまねぎを中心とし
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た古:架;が18.3億f''l、馬鈴しょが10.9i怠 I1J、小麦が7.9億円であるO 南産部門では

牛乳が15.2億円と過半数を占めている。

このように町の仁!C1，心的作目となっている訓予約1:llIJの酪農は、明治40年以降70年

の隆史を有し、全道的にみても乳牛の改良が進んだ地域であり、最近20カ年連続

で、エクセレント牛に選ばれているO 陥t主主仮設は、 IHJ営牧場 (650ha) 、家畜改良卒

業団、ホクレン研修牧場及びチーズ研究所、北見管内共進会場などがあり、恵ま

れた環境にある。

I1りの酪農家戸数は113)況であり、鮪農家持活は18.6% と高し、。乳牛頭数は5 ， 153llJ(

c1日当り王子均45. 6liJD 、うち続産牛耳~;í数は2 ， 708llJ( (問24.0 Ii郎、生乳販売量は 1

万6 ， 213 t (同 143.5t) であるO 経産や ljjJl当たりの生乳生産量は、 Il!]の平均 (58

年疫)で6 ， 216kgの高水準にあるO

(2)渡辺守彦呆の略歴

渡辺氏の家の麟践の始まりは大正14年、相父の代に地力の維持哨進と冷害対策

のため、千葉県より宵成牛1I社U50円で導入したことによるとされている。

渡辺氏は昭和33年高校を卒業と問時に就段したが、父がその年以降、訓子府町

tZ業協同組合長 9 年、 11IJ長12勾こと公職に専任したため、若いうちから経常'の中心

となり、父の顔に泥をぬらないような派な経営成果をあげる努力を続けてきた。

就農叩待の経常は経営上地面積10ha、!真正i二は 8 顕であり、水 111 ・ハッカ等の畑

作混合経営であった。その後、 41~42年の第 1 次構造改努事業により上地の拡大

と乳牛の増頭によって離農専業へと移行したo 49年には総合資金1 ， 190万円を

入し、資舎を建設し、絞産牛30llJ(の規模に到達した。その後は、経営の質的充実

と規模の拡大をバランスよく進め、現在の経牛 1 頭さきたり年間産乳お:8 ， 000kg

以ヒの水準を維持しているO

渡辺氏は就農後も 36年までの問、酪農学園通信課程(酪農経常)で学んでいる。

また、 53年にアメリカ・カナダ、 58年にはヨーロッパ鮪殺事情を視察するなど、

非常に研究熱心であるO

現在、北見地IK乳牛改良同志会会長、訓子府町乳牛検定組合副総合長など 7 つ

の役職を勤めており、組織活動を通しても、地域及び全悶の幣設発波に大きな

献をしている。
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監護受費者の経営概要

訓子府町の地表を火山灰土でおおわれた低い地力の土壌条件にあり、早ばっ、

冷害に遭遇することの多い地域であるO 渡辺氏の経営は、この悪条件下において、

飼料生産基盤の量的・質的拡大を図り、アルフアルファの栽培を成功させ、生産

性の高い酪農経営を展開してきた。

以下、渡辺氏の経営概要を紹介してし、く。

(1 )労働力の構成

家族は経営主夫婦と子供 3 人、両親の計 7 人であったが60年に父が死亡した。

労働力は経営主夫婦と実習生 1 人であったが、 60年より長男( 20才)が経営に参

加している。

作業分担は、渡辺氏が飼養管理、飼料生産、経営管理など、経営主として総合

的に行っているO 妻は餌養管理を主に担当しつつ、家事労働を行ってし、る。実習

生は銅養管理を重点に担当している。

(2)経営地の概況

渡辺氏は卒業と同時に経営面積10haの畑作混同経営を引き継いだO その後、酪

農専業化、規模拡大のために41年に4.3ha (購入価格165万円)、 43年に 4 ha (同 1

00万円)、 47年に10ha (向 580万円)の18.3haの土地を離農者から購入している。

現在は、専用調料畑8.3ha、改良京地20.4ha、自然草地 1 haの計29.7haを飼料

生産地として利用してし品。他に山林7.5haを所有しているが、これを牧草地に

改良してし、く計画を持っているO

飼料作物の作付は、デントコーン8.3ha (サイレージ)、アルフアルファ 6.8ha

(サイレージ4.5ha、乾草2.3ha) 、チモシ -5.8ha (乾草)、オーチヤード 5.5ha

(乾草)、チモシーとアルフアルファの混播2.3ha (サイレージ)、オーチヤード

とチモシーの混播 1 ha (放繋牧)である， (第 1 表，第 2 図，第 2 表)。
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自給飼料の生産、利用状況

作付 収 長ま 利 Jj] ;制 f、z 

作物名 I}J 2 刃 3曻 4j] 5j] 6 JI 7JJ 8J1 9 月 10月 IIJl 12JI 
ilii fí語 総収量を 10a 当 生~ →ナイレージ 事Zlf 放繁牧

a トン トン % % % % 
デントコーン 830 0・ ...・・・.. -・・・.... ー・・・..冒. -・...トー・・・ -・・ム

言

398 4.8 100 

アルフアルファ 4 5 0 A ム ム
f 

216 4.8 1 00 

〆'

アルファル 7 .，. 230 ム A ム
、、

1 1 0 4.8 100 

チモシー 580 ム ム 240 4 目 1 100 

オーチヤード 550 ム ム {:,. 1 75 3.2 100 

チモシー，アル

230 ム ム d包 99 4.3 100 
ブアルファi!U読 / 

オーチヤード
、、

100 35 3.5 100 
チモシー ⑪ 

a 
作付延J罰療計 2.970 1~n ;J{j，tl 1.273 

第 1 苦笑

i
H
ω
ω
i
 

吋で犯人利IIl J鵠1m←f'Ff.tW]H n …一一-以後ムt需fif!O



第 2留農用地況置凶

ぐむ牛舎付近 1140 a 

②牛舎よりi1lïへ 3 km 

⑦ 

300 

⑦ 
ロ缶
四国

m
 

b
A
 

t
A
 

恥
@

一
戸I

時
凶

~t見市へ

※⑦チモシー

@オーチヤード

@ノレーサン

⑦デントコーン

③ 牛舎よ ry ~ヒへ 2 km 

1430 

( 370 ( 100 

@ 380 

( 350 

( +@230 
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務 2表 f1(rlll!!経常の年次日IJ変遷

託〈 39 50 55 56 57 58 59 

ha 
草地面積 11 30 30 30 30 30 30 

泊ミ
m;長産件以1数 11 33 34.1 35.8 36.8 38.9 40.6 

l i噴きfたり 5 , 27it3 g 6, 061 8, 123 7, 587 8.194 8.101 8.122 

販売手L Hl 58 t 195 277 272 302 307 298 

子IJ]
Jf;( 入 2, 839 20 , 730 34 , 303 35 , 849 35 , 606 37 , 153 38 , 062 

支 j士i
l 千ー門

1, 863 12 , 328 25 , 439 26 , 739 24 , 721 25 , 778 28 , 603 

千F'J
tZ 業所得 976 8, 402 8, 864 9, 110 10 , 885 11 , 375 9, 459 

償還/金/'以入 % 
1.2 3.8 2.8 2.7 2.4 1.6 2.0 

(3)乳牛の銅盤状況

乳牛~nJ養頭数は、経成主|コ 40頭、主!;::経f2îf 1:1ニ 7 SiJI、育成1:1 二 14頭、子牛 9 SiJîのi1HOSiJI

であるO 経産件二の政次 5]1]頭数は、 8llJl、 2 産 6 頭、 3 9 鎖、 4 成 6 頭、 5

45兵、 6 5 頭、 7 産以上 5 llJI (58年12月1I7f)わであり、産次;lj l]バランスも良

第 3 章受 手LLI-.去lû主主政数のHf移

をド 皮 経産体 米経gfLþ 1'1成'4二 子 Z下 1?t 生成手Ll立

40:11三 12 2 5 4 23 70 t 

45:it". 22 4 6 6 38 120 

50:ip 33 7 7 6 53 200 

56主f'. 35 11 16 7 69 272 

57王子 39 9 15 7 70 302 

58'ド 40 7 14 9 70 315 
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く、耐用年数も長し、。渡辺氏は、牛群改良が酪農経営を安定させるための基本と

考え、体型を崩さずに産乳量の増加宏図ることを目標としてきた。現在、 3 系統

が基礎牛として活躍しており、経産牛 l 頭当たりの年間産乳量は8 ， 1011沼と高水

準にある。牛群改良の成果が大いに発揮されたものといえる(第 3 表)0

(4)建物、施設、機械の状況

畜舎は41年の規模拡大時に建設して以降、 2 回の増設を行ってきた(第4表)。

倉庫、育成舎、サイロ等も補助金を活用して、海rr次、拡充を悶っているO 畜舎、

施設への投資額は2 ， 645万円(住宅を除く)であり、期末評価額で2 ， 185万円であ

る O

第 4表施設の概況

名称 裂 式
商談又 取得 取得価総 共同利用・{閏 今郷小 Wl 米

備考
は台数 年月 (補助金圧縮綴) 人利用の5]1J 償却額 現主巨 i当

苦5 会 ブ'ロック 277m 41. 9 1, 500 , 000 飽 人 67 , 500 330 , 000 
It It 198 49.9 3, 000 , 000 1/ 135, 000 1, 740 , 000 
It It 215 56.9 4, 800 , 000 グ 216 , 000 4, 296 , 000 

機械倉主主 経鉄骨 92 42.7 350 , 000 It 15, 750 105, 800 
It グ 132 58.10 1, 500 , 000 It 16 , 900 1, 483 , 100 

育成金 グ 198 54.10 2, 800 , 000 It 126, 000 2, 292 , 850 
スチーノレ オリオン 1 53.9 2, 500 , 000 グ ì6 , 500 2, 092, 000 補助

サイロ 200l 事業

It か 450 1 57.9 9, 000 , 000 It 275 , 400 8, 632 , 800 It 

トップアン 必F 1 57.9 1, 000 , 000 It 90 , 000 880 , 000 
ローダー

任: 主主 l 51.10 12 , 500 , 000 // 375 , 000 9, 781, 200 

メ仁〉b、 38 , 950 , 000 1, 394 , 050 31, 633 , 750 

五詳細及び機械器具の所有状況は第 5 表のとおりであるO 投資額は2 ， 364万円で

あり、期末評価額は1， 202万円であるO

経営規模が大きいので、建物、施設、機械類は完備されているが、共同利用が

可能なものについては、 3 戸の酪農家による機械の共同利用とデントコーン収穫

11寺の共同作業を実施しているO このことは、機械投資額及び償却費の節減を閤る

O
D
 

n
J
 



第 5褒 Zド鱗及び機械器具の概況

fiiifi立又 取得簡略 共同平IJ!!l'官持 今期中
名 !iJ; 主主 式 取?号'Ul 却5末混在?;百 徽考

は台数 (補幼金IH寵搭\) 人科郊の~IJ 自主 J<J 綴

トラクター ジョンディ 79出w 54.7 4.5∞，∞0 倒 人 506, 250 2, 221 , 875 

" " 4711P 55.7 2 ， 5叩，由。 /ノ 281, 250 1 ， 515 ， 6お

ベイラー M F 54.4 1 ， 150 ， 0叩 が 207， 0叩 166 ， 7印

マニアスプレッ，- J D 5 T 1 57.9 2，侃0 ， 0加 。 3印， 000 1 ， 558 ， 8加

フラウ 滋 央 1 57.9 450，回O " 81 ， 0開 342，冊。

J主ワー〆、ロー リリー l 56.4 1 ， 200，叩O 。 216 ， 0叩 606, 000 

プロ日ドキ十スタ L スタ l 48. 100，∞9 F〆 。 10，∞a 

テッタ リリ l 48 180, 000 。 。 18，∞Q 

ダンフ 4 t l 57.4 2 ， 000，加。 " 360，叩0 1, 370 , 000 

パイプライン オリオン 4 I 56.4 1 ， 5加，加。 " 168，叩0 1, 036 , 500 

ハルククーラ " 49 1, 310 , 000 " 。 131 ， 0冊

ハーンクリーナー " 52 1, 300 , 000 " 。 130, 000 

トラクタ ジ z ンデ， 7お捕= 57.5 1, 300.000 3 名共純] 146.250 1.056, 250 総I!!J事業

モアコンデシ z ナ日 J 口 57.4 600, 000 。 108 ,800 411 , 000 。

ブロントローダー ジョンディア 57.5 2叩，開。 " 36，開。 140 , 000 " 
フォーレーシ J D 57.5 600, 000 " 108.000 420, 000 。

ハーベスタ}

パキウム 点i下 3，叩o Q 53.7 1, 050 , 000 " 9, 450 105 , 000 か

スフレアー キコウ 1 ， 000 Q 57.5 3開， 0叩 M 54 ， 0叩 210，開。 " 
7' ランタ 4 露E 1 52 350 , 000 " 。 35, 000 " 
4 輪トレーラー 2 56守 6 1 ，加0，叩O 的 人 180.000 535, 000 

ir 23 , 640, 000 2 ,830 , 200 12 , 018 , 000 

と共に作業の省力化にも役立っているといえよう G

ところで57年には、吏新用・新規を合せて約2 ， 000万円の設倣投資が行われた。

このため、年間の償却費が急増した。 今後は、現有の設備を活用しつつ、新たな

資本;投…れま磁力最小限に抑えていくことがZ主要である。

関受箆財の特色

(1) 土地確保と拡大

酪換を安定して経常してゆくには、北海道といえども土地の確保と鋭、大が最も

重要である。渡辺氏は専業化、規模拡大のために往年に4.3ha、 43年に4 ， Oha、 47

年に10ha、合計18.3haを購入し、現在37 ， 2haに拡大している。なお、手持ちの山

林7.5haも牧草地に改良し、頭数拡大への対応計l泌をたてるなど、家寵頭数とオ:

地拡大を計画的に実施してし、る。
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(2) 臨場基盤の整備と地力の維持向上

{民生産地で傾斜地の囲場は、機械作業が効率のあがるよう均王子改良を行い、毎

年家畜からの完熟堆肥を多投して、地力の向上を悶り、生成力の高いl閉場に改良

している。

また糞尿は全量土地還元を行ゐうため、化学肥料の節減となり、近隣農家では10

ha当たり 7~8 ， 000円の肥料費となっているが、当経営では約2 ， 400円と少なく、

自給飼料の生産費を下げて L る O

(3) 自給翻料の適種選定

当初はチモシ一、オーチヤードグラス、ホワイト・クローパなど混播牧:草を多

く作付していたが、卒越や冬枯れなどにより生産力が低下し、草地の維持年限も

短かった。この対策として、昭和49年よりネ魁に強いアルフアルファの栽培を始

め、現在9.1haの草地に導入しているO

北見地方は温度やj別立の関係でアルフアルファの病気が少なく、 4~5 年利}召

している草地でも殆ど欠株が見られず、生存Eで10 a 当たり約 8 t の高いj収穫をあ

げている。また渡辺氏の酪農のように高泌乳牛の飼養における粗鋼料としては、

高品質のアルフアルファが飼養面でも最適としてとりあげられてし品。

アルフアルファは酸性土壌が多く、根度の高い我が国では栽培間難とされてき

たが、気象条件や栽培4のJî'{ß立によって北見地方の適績として選定したことは高く

評価される。

またアルフアルファとの輪作に用いられているトウモロコシの品種の選定には、

北見地方の天候に安定性のある85 日の平生品種を栽培し、数日告を多投することに

より 10 a あたり 5~6t の安定して生産をあげているO 生産したアルフアルファ

は、 3/4をサイレージ、 1/4を乾単:として利用しているが、サイレージも乾草も立

派に調製しであるO

(4) アルフアルファの栽培技術の確立

アルフアルファについて、 10年近く栽培法を研究し、アルフアルファの特性を

し、かした栽暗法を確立した。

①開場の排水を十分に行った(悶場にゆるやかな傾斜をつけ、降雨があっても

滞水しないようにしである)。
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②酸性の矯正のため造成時にはお氏を10 a り 1 t を施!日、 2 問 El からはO.

5 t を施用して、アルフアルファの生育に必要な石氏の多胞を実行している。

③アルフアルファ栽取で、最もr:\Jh':ÉÎになっている封{市の佼入に対しては、オーチ

ヤードグラスまたはチモシーをど混括し、 l~r~iを抑圧しており、アルフアルファ単

播の也で、は、 i徐草剤をうまく使用し、その防|捻をわーっている o i~n玄関訟の効果

で利用 6 年 I~l のアルフアルファ草地の株の?首!立ザも適!とで、あった。

④追Il~には家南のほを多投しているが、ぽの散布は、以やけを|坊ぐため討すの EI

tど選び、}~~j::10cm以下のときに行っているO

⑤収誌の安定性を図るため毎年1. 5~ 2 haの更新を行い、全草地iITî結の 7 割合

アルフアルファで、 1~1めるよう計画的にi~培している。

以上のような栽培技術の確立により、年 3~41立!の刈取りで\4~5;'rの利用

を行い、生草で10 a 当たり約 8 t の高し あげている。このように生jlg:され

たアルフアルファは、 i註i三i泌乳u、与の牛に、手El蛋 i土!の調態として給与され、 {rIJ泌乳

時の持続に大きく役点っている。

(5) 個体の飼盤管理

乳検事業において、毎月給与飼料の適性診断がコンビュータにより判定され、

そのデータを謀本にして適正給与を行っている。脊成牛については年令、発育に

応じ群おtl~ 、をし、喰い込みの競い台いをさせている。

(6)乳牛改良と受精卵移植

53年に2.4才クラス、 305 EI 検定で乳lH:1 0 ， 168lígの日本新記録を史新し、 59年に

は、体絡審査90点、乳設は 4 政305 1]検定で13 ， 7741<gを得ている。その乳牛改良

を推進させるため、 59年から受精卵移椀に取組んでおり、 3 鎮の二f!-j二を分娩して

し、る(うち 2 鎖はめす)。

(7)盤整機具の協同利用と共開作業について

41:年に離農家 4 戸、 ~IH作成家 3 1'ニfによる共同利用、共同作業を開始したが、 49

年離農家 4 戸のみ(現千五は 3 ):5・)で、河発足した。今までの利用方法を反省し、①

各戸の使用日が震なっても融通しやすい機械を共同利用する②デントコーンの収

臨時期のみ共同作業とし、無理なくJ!TI常されている。
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第 6表当期費用と生産原価

科 日 金額
経産牛 1 頭当 生乳 1 kg 当

摘 喜き
金額 金額

千円 ?二円 円
購入飼料費 9, 126 235 29.0 

自給飼料費 1, 330 34 4.2 

数 料 費 382 10 1.2 

労 震 用 600 15 1.9 880円 x (2 , 500 
liIl地 家 族 3, 960 102 12.6 ( +2 , 500 x O. 8) 
主雪

百十 4, 560 117 14.5 

素牛購入費 。 。 。

診療衛生費 292 8 0.9 

水道光熱望号 559 14 1.8 

動 カ 浮'Jlj 364 9 1.2 

f議 付 料 590 15 1.9 

手L 牛 2, 037 52 6.5 

償 建物，構築物 1, 394 36 4.4 

去n 機械車両 2, 830 73 9.0 

資
2十 6, 261 161 19.9 

修繕資 206 5 0.7 

小康兵費 56 1 0.2 
消耗資材費 162 4 0.5 

食料料金 903 23 2.9 
費用合計 24 , 791 637 78.7 ② 

期首育成正ドー子牛評{街額 5, 680 146 18.0 ③ 

ぷ口入 計 30 , 471 783 96.7 ④=②+③ 

期中経産牛繰入評価額 3, 129 80 9.9 ③ 
期末育成牛子牛評価額 5, 800 149 18.4 ⑥ 
育成件二子牛販売収入 4, 840 124 15.4 ⑦ 
部成物価終 。 。 。 ⑧ 
主主引生産原側 16 , 702 429 53.0 ⑨ニ④ー(⑤~③)
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第 7褒損益計算書
昭和58~ 1 月 ~58年12月

区 分 金 額 t向 要

牛乳収入 30, 595 
磁 育成正十二級売収入 4, 070 8頭ト
t是 子牛販売収入 770 17 jí長

焼肥販売収入 。

交換分叩
収

益
その他 。

35 , 435 ⑮ 

主色 販替手守成牛，子牛評価綴 5, 680 ③ 
産 当期費用 24 , 791 ② 
ま?を 期中経産牛繰入評側額 3, 129 ③ 
用 j総末育成牛，子牛評価額 5, 800 ⑥ 

主長引生産費用 21, 542 ⑬=③+②⑤一⑥
7世E よ 総 手リ 益 13 , 893 ⑫=⑮一⑬

JlIi 汎JG 経 望号 1, 203 
共 済 掛 金 952 

管後 穏 税 ノAベA 線 596 
理及
資び 計 2, 751 ⑬ 

等F 業 利 ナ1;it 11 , 142 ⑬口⑫…⑬

事 受入共済金 818 老廃初の廃ffl認定 3 頭
芸誌 配合飼料価格差補填金 184 

外 償却対象牛処分益 716 
i以 その他 。 受取利息，転作奨励金，組合還元金等
ナ心;rl:

計 ⑮ 1, 718 

事 支払利怠 1, 097 
業 支払地代 。

外 配合飼料安定基金積立金 50 
償却対象牛処分損 。

月3 その他 338 

百十 1, 485 ⑮ 

当 j切純利主主 11 , 375 ⑫=⑬+⑮⑬ 
所 得 15 , 335 ⑬口⑫+①
所 得 ヰ主 43.3 ⑮=⑬÷⑧ 
当 j認 償還 金 605 ⑫ 
償還金控除後所得 14 , 730 @口⑬ー⑫

q
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(8) 高収益経営の実現 第 8表校術及び絞済統括表

経産牛 1 頭当たり飼料面積

76 a を基礎としているため、

経産牛 1 頭当たり購入飼料費

23.5万円、乳飼比25.2%を実

現しているO この実績のもと

に牛乳 11沼当たりの生産費は

53円と極めて低減化されいて

る。(第 6 表)

経営収支の面では、損益計

算書(第 7 表)にみられるよ

うに、総収入3 ， 715万円、費

用合計が2 ， 578万円で、純利

益額は1 ， 138万円であるO

家族労働費を加算した所得

では、 1 ， 534万円、元金償還

後の所得でも 1 ， 473万円と高

く、所得率も 43.3% と非常に

高い。経産牛 1 頭当たりの所

得でも 39.4万円と高いが、こ

のような立派な経営成果を収

めていることは、生産コスト

の低廉化によって、高収益経

営が実現しているといえる。

(第 8 表)

(9) 婦人の労働と生活

労働時間は年間で、飼養管

.lC~l;Q~4 ， 698時間、飼料生産が1

047時間の合計5 ， 745時間であ

者日 道 係f 民L 名

氏 名

今主 令

経 験 主ド 数

経法 11ニ頭数

総 五唄 数

経産牛 1 頭う"íたり王子長[j労働H寺|潟

/f 年間産乳没

平均f象付阪l数

グ分娩間隔

f走用地耐ffl

うち借地部積

経産'1二 1 頭当り飼育然~延尚積

11 購入 長司 料 i'l

11 年間濃厚飼料消費な

ノγ 年間続l 飼料消費量

手し 自可 上七

経iìÎ2'ド lß災当り!劃定資産償却費

ノγ :<]". l1Jl fそ 月j 額

1 1沼当り生乳生産費

陥良部門年II;J総売と iお

防波経営年間1 所得額

統産牛 1 頭さ怒り f9f得額

戸斤 得 ヰ三

子牛販売高 (頭数)

合;成肥脊牛販売高 (か)

老廃止ド販売 r~ij (グ)

j切;jミ{合入金償還額

か 借入金残潟
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北海道

設11 子!付

渡辺守彦

43 

生ド 25 

長良 38.9 

具足 70 

時間 193 

lig 8, 101 

i夜l 1.9 

月 13.8 

a 3, 720 

a 。

a 76 

千円 234.6 

DMlig 2, 047 

ノツ 6, 192 

% 23.0 

千円 103.3 

千円 637.3 

円 53.0 

千円 35 , 435 

千円 15 , 335 

千円 394 

% 43.3 

千円 (17) 770 

千円 (8) 4, 070 

千円 (4) 1, 130 

千円 605 

千円 20 , 950 



り、 1 日 ~ljたたりでは15.8Ik'f問である。 渡辺氏と となり、婦人は通常

時で牛舎労働が 1 日当たり 3 時間iで、家事労働に5.5時f}fJをふり 111]けている。た

だし、錦料作物の収臨時には?刊誌jで1001時間程度、館料生成労働に従 '3;:する(第 9

第 3 関)。
第 9 表 飼 7守管JiH ， ~tl 飼料生産労働時間 (59 1 ['.)

作 3長 分 fド 日Jj 1 11 こり

Jキ 乳 1 , 533 4.2 

飼料給与(補乳) 1 , 927 5.3 

家 l~; ):[11 清 J古} 総党 876 2.4 

λiニ休手入れ運動 200 。 .6

極付，分娩看護 55 0.2 

乳機 fL 洗剤殺菌 107 0.3 

4 , 698 12.9 

がl 起 J滋稀 175 0.5 

)]巴 i古ー 乍7 耳目 88 0.2 

長tJ料
メIJ 立X 調 験 350 1.0 

収穫・運搬・誌込 314 0.9 

才y~宇 尿 散 ;{I� 120 0.3 

1 , 047 2.9 

IIA 3 5 , 745 15.8 

倒人思IJ労働時間区分

人 安 実習生

彦 多忠子 松本

家 洛 会モ~; xm 1 , 445 900 2 , 353 

館 や} 生 J~if 800 100 147 

経 I、山二~f; d三 l溢i 70 

会議(公職) 185 

2 , 500 1 , 000 2 , 500 

自 1111時間には、 i丞!芸を趣味として多品種のセントボーリアの~&J討をど楽しむなど、

余裕を持った El ~~.話'生活で、あり、家族全体が精争符神怜|ド似11的均にも段カか、な「午iドJ

(第1叩O炎)
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第3図婦人の臼程

午前 午後

時開
5.30 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 

夏
家 牛 家 自 家 自 牛 家

毒事 舎 事 由 毒事 由 舎 事

冬
家 牛 家 自 家 自 牛 家

6, 30 事 話ι=さ3と 害葬 Eﾈl 事 出 d広コEヱ 事

第 10表 家計費の明細
9 人家族(実習生 2 人含め)

年 額 1 ヶ月当たり
食 費 2 , 515 , 000 209 , 600 
住 活 費 115 , 000 9 , 580 
光 数 費 588 , 000 49 , 000 
被 ~R 費 450 , 000 37 , 500 
教 p討bミ 費 600 , 000 50 , 000 
耐久消費財購入費 148 , 000 12 , 330 
娯楽交際費 500 , 000 41 , 670 
文 イヒ 資 83 , 500 6 , 950 
保険共済掛金 2 , 253 , 660 187 , 800 
そ の 他 350 , 000 29 , 200 

i口L 5十 7 , 603 , 160 633 , 630 

騒受賞者の経営の分析及びその普及性と今後の発展方向

(1 )経営分析

7 

自

由

昭和58年度の貸借対照表、損益計算書をもとに経営分析を行うと第11表のよう

であるO

総資本利益率は14.8%、自己資本利益率が20.8%であり、一般企業の笑績と比

較しても劣らない立派な数値であるO 売上高に対する利益率も30.4% と高く、酪

農経営の一般的な所得率(純利益に家族労働費を加えた所得を売上高で、除した数
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資 産 の 5]) 金額 千円 負 11't 。〉 部 金額 下門

疑動資流 .g� 金 150 流動
金 2 , 750 

tヨ
2 , 900 

時i J本
。

悶 建物， Wf.築 31, 634 長期借入金 20 , 952 
定 機械ヰI I樹 12 , 018 }rL {災 20 , 952 
資 命4 義 斎 15 , 899 資 本 金 41 , 067 
波 土 地 9 , 340 当期総利益 10 , 770 

69 , 891 51 , 839 
メ仁bIh 72 , 791 メ仁〉1、 72 , 791 

Il沼手n 58:>'[三 12 月 3Hl資{昔対照炎第m受

14.8% 
20.8 
30.4 
48.7 
50.7 
96.0 
74.2 

千円

⑧ fl立 1+ 1 頭:1'í協定資産 1 , 705 (69 , 891/"41 
⑨ グ 借入金 511 (20 , 952/"41 
⑬ グ 支払利忠、 27 (1 , 097/"41 

五度)が30~35%であると比較するならば、その優秀性が理解で、きるO 全国の優秀

酪農経営でもトップクラスの水準といえよう。

総資本回転さ容が48.7%とやや抵いが、売上高に対して悶定資産額が大きいこと

(1 0 , 770/"72 , 79 1) 
(1 0 , 770/" 51, 839) 
(1 0 , 770/"35 , 485) 
(35 , 485/"72 , 97 1) 
(35 , 485/" 69 , 89 1) 
(69 , 891/"72 , 79 1) 
(51 , 839/"69 , 89 1) 

①総資本科主主ヰミ
②自己資本利益率
③売上高利 fJ 本
④総資本田転本
③限定資 JÆ [.ril 転率
⑥問主主資産E 構成本
⑦悶定比率

によるO これは成牛 1 鎖当たりの閤定資産額が170万円(乳牛を除いた場合は132

万円)であり、この数値の改善を図ることが要請されるO このため成牛 l 頭当た

りの借入金も 51万円と大きくなっているO 借入金の2 ， 095万円は、全て長期借入

金であるが、その大半は牛舎、サイロ及びその附宇野施設に充当されている。自

資本比率が71. 2%と高く、流動負債がないため経営の安全性は緩めて高い経営と

いえるが、今後の新規投資を見合わせて、資本効率をより i高度化させつつ、借入

金を減少させていくことが軍要である。

(2)ゲル…ブ活動と地域社会への覧献

渡辺氏は、麟設経営への取り組みを開始して以来，自己の経常発展に力を校い

できたが、酪農家の一段として地域の酪農発展に大いに武献してきている。牛乳

改良問志会の会長や乳検組合の副会長(検定員も兼ねる)など、地域の酪農生産

力の発展に寄与してしる。また、機械利用組合や共同作業や実施等でも、付近の
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離農家と連けいを取って、地域ぐるみでの酪農発展を図っている(第四表)。

第12表農機具共同利用者の概況

実習生 1\

iよ互工1
酪農実習生を毎年全国から受け入れている。酪農全体を勉強してもらうために、

期間 1 年以上を原則として、これまで30名近い実習生を養成・指導し、全国に優

秀な酪農後継者を送り出している。この実習生達を通じて、渡辺氏の保有する高

L 、経営技術が普及化されており、その意味でも、我が国酪農の発展に大きく貢献

しているといえる。

(3)普及性と今後の方向

我が国の酪農経営は急速な焼模拡大過程の中で、土地との結びつきを弱める方

向で、経営展開を行ってきた。こうした中で渡辺氏は、土地との結びつきを常に怠

ることなく経営を展開してきた。劣悪な土地条件合克服すベく闘場基盤の整備と

地力の維持向上に力を注ぎ、それと並行して土地を積極的に購入するなど、土地

基盤の拡大と整備を行ってきたO こうして築き上げた土地基盤に対して、アルフ

アルファの栽培技術を確立し、アルフアルファを中心とした地域に適応した合理

的な輪作体系を確立し、飼料生産及び給与面を中心とする省力管理システムを実

現しているO このことは、北見地方のみならず，我が国における土地利用を中心、

とした麟農経営について、土地利用面の改善に大きな示唆を提供するものである。

また、乳牛の改良を積極的に進め、高産乳能力を維持する牛群を創出している

が、それと併せて、コンビュータ利用による飼料の適正給与をきた施し、個体の錦

養管理を充実させてしる。このことが生産コストの低減に結びついてしる。土地

利用型酪農における生産コスト低減の一方向を示すものと評価される。
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徹底した土づくりで良質の粗飼料

渡辺守彦

私は開拓農家の 3 代目で 6 人兄弟の 3

番目， -災労が家を継ぐ予定でしたが，私

が小学 5 {I'-~主の時他界した。当時の父は

農民運動のリーダーとして奔走していた。

またその頃父が当時としては大金な掛け

導入したやが 1 郊のメスを残して鼓張疲

で殺すなど，我家はまを乏のどん!氏であっ

た。昭和28~40年・領主で我2誌の経営も当

時推奨していた多角経常で乳牛プラス水

l封，ハッカ，ビート，パレイショ，大豆，

小R，小変:;;c.ン茨等当地方のすべての

作物を作付していた。その結果，労働は

大変厳しかった。 ZE繁j切には夜10時頃ま

でのg~作業は普通で，それから夜の搾乳

をするなど，私はこんな農業から 1 おも

尽く脱出したく撚淡毛卒業計l習をたてた。

昭和40年頃，機役者跡を20haJ'Qい，経

営面積が僚になった。今になってみれば

当時の農地は安く入手tおう!E，誠にラッキ

ーで農地を鉱大した時は大変熔しかった。

淡地が拡大され機械も大型化し牛舎もよ曽

築するなど， 49年には総合施設資金を1 ，

20077円借りた。それで大体の生皮基盤

が出来 i二った。しかし，他から総入した

こと地』土地力が然、く，その飼料を給与して

牛に障害も出た。高能力牛の起立不能で

ある。一時期56iî兵の成牛をだめにした。

土づくりの大切さ女しみじみ感じた。北

海道には立派な酪淡の指導者がし、る，そ

の人迷の皆が酪伐の基本は土づくり，箪

づくり，やづくりだと説かれているO 私

も以来，徹底して土づくりを進めたo ごと

の良し悪しが牛の健康i;r"!:とおするからで

ある。そして今ではどこのほ場でもんー

サンがlüa 当り 8 t もとれるようになっ

た。

私は北海道酪換の進むべきJj向は，土

地利用裂酪換により生jIf，:伎を下げる以外

に遊はないと思う。私はご上から搾る設か

な経銭'をがI援に我家の牛乳の役立主原(阪も

58年度で531 う， 5百年度で55丹である。ま

た麟淡は飼料生産と乳i主i生産の二次生成

をしているため良質の飼料をやの)阪を過

して乳i勾生産に結びつかなければならな

し、。乳牛の改良も大切な仕事である。

私は今日まで，ずい分失敗もしたが約j

じ失敗は二度繰返さないよう務めて来た。

そして，私は何よりも大切な事は，淡

家といえども小さな会社の校長であり，

経営者としての寅任と長j'克，そして誇り

を持ちたし、。
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二二二日本農林漁業援興会会長賞受歯二二二

出品財肉用牛繁殖経営

受賞者沖野利政

(広島県比婆郡東城町大字子百釈始終79 1 ) 

翻受賞者の略歴

(1)域域の概況

東城町は，広島県の東北端に位置し，東は岡山県，北は鳥取県に接してし、る。

総面積は305kniを有し広島県で最大面積を有する町であるが，その84%を林地が

占める山村地帯であるO

第 1 図受賞者の所在地

-150-



Nl野氏の経営が存在する帝釈始終地区は，国定公開帝釈峡の 4角にあり，標高

530m，年平均気温11.5"C ， 年間降水最:1， 600脚，降雪日数60~70 白，

Ocmの気候で、ある。

東域防]ーの農用地面穣は2 ， 038ha，農家戸数1 ， 973戸で 1 戸王子均1. 03haである。同

UIJは伝統ある和牛の陵地として知られ，農家の多くは水悶と肉用牛の複合経営で

今日に至っているO 昭和60年センサスによれば，肉用牛飼養戸数859，餓養頭数4 ，

415Ii長，1)'ヨ王子均 5 頭で， 57年末の子牛館格下器時にも頭数が減ることなく， {.民

家ではあるが年率2.7%の伸びを示してし品。開Rげでは，酪農及び肉用牛生産近

代化方針で，肉用ベニを重点作目として投置づけ，餌料基盤の造成(山林，原野を

含め) ，転換出の活用等生産組織の強化を推進し，後継者の脊成がIZJ られているO

(2)沖野氏の略歴

現在32歳の沖野氏は，子供時代から祖父や父の影響をうけ牛が好きであったの

と長男でもあり，後継者として肉用牛繁殖経営を発燥させる目的で広島農業短期

大学畜産学科に学んだO ときあたかも農業i青勢が厳しくなる一方で，家族や友人

から他産業への就業をすすめられ決心しかけていたとき，父が不時の事故で;農業

の継続が閤難となったため，自立経営を再決意し，卒業と同時に後継者となり，

経営を発展させるため肉用牛部門の拡大計画を作成した。

後述するように，長期低利の制度資金を借りると共に自己資金の篠保に努めな

がら，過大投資を極力さけつつ計画の線に沿って規模拡大を進展し，昭和56年に

は繁嫡牛が整備され生産子牛が割高に販売できるようになった.しかし， 57年後

半からの子牛価格の大i幅下務に遭遇し経営が大きく動揺したとき， 48年より継続

している記帖に基づいて経営内容を検討した結果，低コスト生産と主主力化に徹す

ることにより再拡大による自立経営が確立する見通しを得， 59年から繁猫牛20頭

焼模への拡大に向っているO

沖野氏は，後継者となったときから地区，農協及び町の青壮年活動の仲間とな

り，現夜は肉用牛研究会の中核として，また稲作請負や堆肥交換等を通じ，夫人

も地区の15名ママさんクーループ員として肉用牛所得100万丹をめざして活動して

おり地域とのつながりは強い。
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関受3聖者の経営概況

沖野氏は，水田123 a +肉用繁殖牛 4 頭の経営から繁殖牛14頭に拡大し，肉用

牛繁殖を基幹とした自立経営の確立に着実に進んでし、る。以下，沖野氏の経営概

況を紹介してし、く。

(1)労働力の構成

家族は，経営主夫婦 (32歳， 27歳入両親(父60歳，母56歳入祖母体5歳) , 

子供 3 歳以下 2 名の計 7 人で，労働力は3.3人であるO

(2)経営畿地の概況

飼料作物園として転換田32 a (内借地10 a) と畑15 a ，里山開発による永年牧

草採草地300 a ，林地20haのうち 8 haを放牧地に，てい耕法による牧草導入放牧

地30a のほか水田 123 a ，野菜畑 5 a の計1 ， 305 a が経営農地である(第 2 関)。

第 2 留経営耕地の配置図
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務 1 表繁疑[Lドの概況

名 口ワ 生年月日 滋人月行 f王録点数
苦言l\f!l主綴 平均分

571]' 58if. 591ド 娩長II持活

111M いわなが 46. 1. 18 自家11[，' Z364V 4 77. 1 1. 26 2. 10 12. 2 
12. 27 

2"品幻もりはな 5 49. 7. 10 長i 宮支店主 手1 78. 5 1. 9 2. 25 4. 20 13. 6 

3 かみなかおきの I 50. 12. 27 FH支i定 rf 79. 0 1. 30 12. 4 12. 1 11. 3 
12. 10 

4 lli� 4 おきの 51. 2. 26 自家Eを Jjj( 78. 4 7. 28 6. 30 8. 20 12. 4 

5 せのはばの16 51. 12. 18 52. 8 了I 78. 9 1. 20 1. 19 11. 4 
12. 20 

6 まついなさかえ 2 52. 3. 12 54. 1 );j( (fr!:ff) 78. 8 11. 9 10. 21 9. 12 11. 0 
7 ひなとこあきゅの10 52. 3. 20 I'Bi,i'li 時l (全育) 78 ‘ 5 2. 1 1. 8 1. 10 11. 4 

12. 14 

8 かみおき 1 53. 1. 5 FJ家政 r� 78. 5 

m171J125U1i 129E E u 

9. 1 12. 7 
9 やましげなが 6 53. 5. 8 自家後 国{ 80. 0 9. 20 11. 6 
10 I 14 こがねだお 54. 3. 5 自家QR ff 79. 4 11. 10 11. 4 
11 おかもりはな11 56. 2. 10 59. 8 曻j( (念資 80. 7 

12 しげなが 7 の 1 56. 6. 8 Iヨ'ぷt長 出( (全1'1) 82. 0 5‘ 9 7. 3 13. 8 

13 I 14こがねだお 56. 7. 1 13~誌産 係(全脊 78. 4 9. 29 10. 14 12. 5 

14 lli� 7 いわた 9 57. 1. 26 自家QR !京 81. 0 1. 16 10. 8 
12. 1 

おおきもりの 7 58. 2. 25 I;H交政 ri目立ιf'

16 しげなが l 58. 5. 9 ピJ~主成 In成仁f'
17 やまさき 4 58. 8. 16 59. 好成rf"l

平均 12. 1 11. 5 12. 5 12. 0 

(3)肉照繁殖牛の餌盤状況

現在の飼養頭数は成牛14頭，離乳子牛 3 頭， 11泌乳牛10頭である。繁嫡牛の内容

は第 1 表に示すように脊穏登録系10頭，高等 l 頭で系統午ーで整備されていること

が推察でぎるn

(4)建物・施設及び機械の状況

建物及び施設の配置は第 2 閣のとおりであるO 牛舎は，増頭による省力管理と

æ. UIの放牧利用を困るため，自宅から800m離れた里山に接続して49年に軽量鉄

骨・スレート葺 (20頭収容可能)を新築し，宅地内の旧牛舎は分娩用にしてし品。

サイロ，堆肥盤並びに機械の保有状況は第 2 表のとおりであるO トラクター以外

の機械は自己資金である。
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第 2表選~í&用建物施設及び機械

員

名 称 1'Î奇 造 商積又は容積

~沼<; 会 鉄骨スレ ト 264m' 

グ 木造カワラ 48ぱ

ヰ主 日目 盤 フ守口ック 36m' 

斗ナ イ ロ フロック 85m' 

ノγ FRP 8m' 

牧 者推 800 a 

種 類 台数 取得年

トラクター 1 49 27P S クボタ

フロントローダー 1 48 スタ

ヘイメーカー 1 48 I! 

モアー 1 49 ノケ

マウントカッター 1 54 11 

パキュームカ l 49 I! 

ブロードキャスター 1 49 I! 

ダンプトラック 1 56 マツダ 2 t 

トップカー 1 54 

関受賞者の特色

(1 )計画的で義者実な規模拡大

沖野氏は，繁殖で自立経営するには過剰投資をさけ，未利用資源の活用を関り

自給飼料を主体に省力管理を旨とした低コスト生産に基づく規模拡大にあると決

意し，第 3 表に示すように計画期，拡大期，安定期と段階的計画合作成し，忠実

に計画を実行したO

計画期を準備期とし，飼料基雄主主びに収容施設を整備した。拡大期の51年~53

年には，高齢妊娠牛を導入しての自家保留方式による増強を集中的に行ったo 54 

4
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U
 ---



第 3表 肉 JWIニ繁孤給'3の規燦紘大の年次}JIJ綴過Jd

年次 IJIJ 始 JVJ P1, 大 JVJ '炎 z必 j羽 主主 大 JVI 

終I!J地図fll ~48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 65 

a 

氷lf- 牧阜地 150 " " " " 
グ

" " " ノ〆 " " 
林聖子 政牧i也 800 " " か " " " か 。

" 
ノア

" 
転換日1 (fIT地) 10 " F〆 fノ

" " グ " グ " " か

最再検EU 22 f〆 。

" " " " グ " " " " 
飼料白n 15 " " " " " 

か 。

" 
，ア

てい緋草地 30 グ " 
ノγ か fノ

" " " 
氷年牧Ì?:J世 150 ノγ

" グ " " " か

水問 123 " 
Jγ か か " 

汐

" " 
fノ グ グ

合計 1.105 1,105 1,120 1,150 1,300 ノ/

" 
ノノ

" 
〆/ ノγ

" 

繁'í/(lド rN: 4 4 4 日 8 12 12 12 13 13 14 14 14 20 I 

JVJ米減数 1す l 2 3 2 2 2 2 2 1 3 3 

1時五偵m 入 4 5 6 1 

i$l:入払削 t.B 4 6 4 3 2 l l 2 

年からの安定期には増頭牛の系統整理，省、力管理方式並びに自給総飼料の生産・

貯蔵の定着に専念しつつ，銅料基穣，サイロ等を追加整備しながら58年には繁殖

牛を14頭に計i溺ÎJID り実現した。

(2)肉用子牛の低コスト生競技術の確立

昭和59年の経常収支にみられる生産子牛14頭の一平均生産原悩iは241千円となっ

ているO この額は，農水省生産費調査59年度飼養規模 5 頭以上の費用合計額431

千円に対し大幅に低コスト化されていて，その技術水準は極めて高し、。次に，コ

スト低減に貢献している点を紹介する。

①自給粗飼料利用により必要盤分盤の85.9%密給率確保による飼料費の大幅節

減

繁殖Ljニ 1 頭、当り年間9.1 t の低コスト粗館料と 5.2 t の放牧草生産確保による銅

料費は子牛 1 頭当り 55千円で，これは農水省生産賛同階層の208千円に対しその

節減額は極めて大きい(第 4 表)。
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第 4表飼料生産と利用

IK 1 Õ百務 内ft1" 作物名巴 112 314 516 718 911 Illl 10a 総収 TDN '1'1)1 TDN DM収
a 地費百 さ当収 長 t 収盛岡 用給与鼓 最 kg

分 絞 a Eま t E事 kg 

% 

争五 トウモロコ 6.0 19.2 2438 3533 

換 32 10γ 781 3030 

閉 イタリアン トー 4.0 12.8 1446 2099 

ライグラス

鈎 トウモロコ 6.0 9.0 1143 1656 

料 15 ン 801 1457 

焔 イタリアン 4.0 6.0 678 984 

ライグラス

牧 オーチャー

草 300 ド 3.0 90.0 10260 751 7695 17820 

地 主体混播

聖子

草 800 ~ff.t 0.9 72.0 9720 651 6318 鈎448

地

壁F

草 30 野Nf. 2.0 6.0 810 80 648 2454 

地

1前

ワ 6.0 2280 75 1710 5262 

ラ 稲わら

A 口

;十 28775 20858 63256 

成牛換}l: l 頭当たり必'lliTD N 1618kg x 15政=24 ， 270同

淡!草飼料成牛‘宵成ヰ給与最(金設 3， 422kg 子ヰ配合 367持、フスマ766 kg、地成フスマ735 kg、

くろうL1， 092kg、任へン去437 kg、大:fJ.かす25kg)

例体1f(450 岡成牛

維持却IJ!H} 日 3.1kg* 365 日=1132kg 

分娩ìliJ Il1 0.9* 600= 54出

授乳中 乳最 lkg当たり 0.4 kg* 6.0kg* 1曲目= 432kg 

必望書長生 1618kg 

成14:'..1 頭当たり飼料費 54， 795内

2 成牛 1 頒当たり隠入飼料草壁 43 ， 971門

② 1 年 1 産，育成100%の確保

DM給 利m構成

与盛岡 (%) 

2826 生10サ90

1679 サ50乾50

1325 生10サ90

787 サ50乾50

生20サ60

14256 

乾却

2師14 生100

2086 生100

3947 乾100

47520 

14頭の最近 3 カ年間平均で分娩間かく 12カ月，事故 O により生産，育成率とも

100%に達しているO その要閣を紹介すると(ア)繁殖牛の飼養管理は日本飼養療

機を基準にし，外観的には中程度の栄養状態を保全するよう粗飼料主体で飼予干し

ているO 従って，濃厚館料の年間平均消費量は220kg程度で，主として分娩前後，

授乳前期に給与してしる。(イ)放牧又は1 ， 000ぱの広いパドックによって十分な

日光浴・運動を可能としてしる。(ウ)発情回帰予定や発情徴候と授精適期の判断

及び分娩時期の判断には， f間体の記録を重視して観察を行っている o (エ)分娩を

宅地内の!日式単房舎で、行い，観察・管理を徹底している。(オ)牛床の乾燥・保温
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に努め，子牛の下痢・肺炎の予防に役立てている。

③密給粗銅料の低コスト主主競技術

とうもろこし28.2 t ，イタリアンライグラス 18.8 t 及びオーチャド・トールフ

ェスク主体の混播牧草90 t の生産に要した経費は，第 5 表に示すとおりで1I<g

の生産原価は5.53円と低コストになっている。

第 5表 向給飼料生産費 1kg当たり佐渡際価 5主主主5.53内

資 自 金額(円) 構成比(弘) 自主 二イbヨc 

種子，肥料，農薬号事費 92 ,500 12.2 

小!箆JL消耗諮材料貸 38 ,000 5.0 

機熱械水資舟j燃料費， 治'Pi ， うも 32 ,000 4.2 

修 総 資 21, 300 2.8 

災{法及共悶矛IJß話料 。

路用労務費 。

家族労働後見総額 450 ,400 59.4 男348 h 、女196 h 

減仰償却費 123,800 16.4 

fを 用 メ口〉、 758 ,000 100.0 

その主な要調は， (ア)熟畑には飼料作物の 2 毛作を集約栽精し，基盤整備不十

分の開発地は永年牧草地とし，糞尿を多投，購入肥料を節減，土壌調査により ph

を6.5前後に保全するよう改良資材を施用している o (イ)生産組飼料を一部生利

用， j祭草及び乾車加工に農機具合効率的に共用すると共に良好な維持管理に努め

使用年眼の延長を国ることにより償却費を抵減しているO

@未利用盟山の放牧来IJ舟による銅料自給率の大騒改議

5 月 ~10月の間，午前10侍~午後 4 時の疑問，母子分離方法により繁殖牛及び、

離乳子牛の放牧(J受乳前期の母牛は展過ぎ下山させ授乳させる)により，年間必

要養分量の26%を自給しており，館料費節減に大きく貢献した点t工高く評僻される。

⑤省力管理方法の確立による労働畿の省力化

つなぎ様式の群銅し、により吏祷・給飽・観察等が大111話に効率化されている。
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里山開発による永年牧草地の一部 省力牛舎の内部構造

季放牧を合わせた成牛 1 頭当たり管理労働時間は89時間で，農水省生産費調査問

階層143.6時間に比し38%節減している(第 6 表)。

第 6表飼養管理・飼料生産労働 単位・時間

区 分 年 関 1 日当たり

飼料給与 548 1. 50 

済掃除ふん 421 1. 15 

家畜管箆 生体手入れ 183 0.50 

牛売却 100 0.27 

企ヌ乙又 録 4 0.11 

2十 1. 256 3.43 

耕期・播筏 54 0.15 

肥倍管狸 5 0.01 

飼料生産 収穫運搬 365 1. 00 

詰め込み調整 96 0.26 

ふん尿散布 24 0.06 

544 1. 48 

メIコ込 5十 1. 800 4.91 

⑥母牛{露却畿の軽減

高齢妊娠牛を格安に導入し，その産子保留による増頭(14頭中11頭が該当)に

より， 59年損益計算書償却費16千円は農水省生産費調査問階層45千円に比し大幅

に軽減されている。
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(3)創意工夫

①省力管理を可能にした擁設の盟議と構造

(ア)身近にある!日牛舎を分娩向けに利用することにより，遠隔地での繁殖牛
の飼養管理が省力的に行える見通しのもとに放牧利用予定の里山に接統して， 一

連の施設を設霞している

(イ)牛舎は，主柱も細い角型鉄柱造りで，内部は子牛を月齢階!関i洋構成を ilJ

能とするように縮い角パイプでおおまかな仕切りとし，中央に通路・飼槽を設霞，

つなぎ式としている。サイロは地形の段差を利用して池上式角型CB造りが主体

である。従って，建設単価!îは，牛舎がrrf舘か8 ， 300円， CB造りサイロがm'l1， 7邸

円で，ともに格段に抵コストといえる。

②系統牛の堅実な増額手法

増頭手段としては，初産任娠4二か，子停を購入するのが常道であるが，沖野氏

は資金繰りに悶ったこともあり，高齢妊娠牛導入による自家産保留方式が低コス

トと考え，地域肉用牛研究活動を通じて情報を入手し，念願の磁良系の高齢妊娠

牛の格安導入に成功した。更に，分娩した高齢牛は，若二子の栄養改善を施し販売

し，増頭資金の確保に役立てている。

③事故率。 Iこ寄与している工夫

tド床の乾操，保温，換気は子牛に多発し易い…ド檎，肺炎の予防に特に効果があ

るとされているが， Nl!frf氏の牛舎は換気は十分であり，乾燥，保温の方法として

牛床に，母牛はゴムマット，子守二は古タタミを 2 頭に 1 枚程度， 1 ~2 カ月更新

で敷き，そのとにそミ殻又は稲ワラを散布すると共に繁般午の排便の軟，下痢予

防に稲ワラ或いは乾草を給与し効果を挙げている。

④てい耕を利用して牧護力の増大

この技術は，試験研究機関等で係立されているが，殆ど行われていないのが実

態である.沖野氏は，放牧利用中の林地にてい$)fにより

に牧草を播種して放牧草の増産に成功しているO

⑤遊休乾繰施設の活用による良鐙乾草の確保

している場所

集中貯蔵施設の整備により不用となった水稲の火力乾燥設備を利用し，子静止ドi勾

け及び天候不/1領時の良資乾1/I鵠製に成果を挙げている。

-159-



放牧地のゲート付近

関受賞者の技術・経営の分析及びその普及性と今後の発展方向

(1)技術及び経済性の分析

3 カ年延42頭の平均分娩関かく 12カ月，平均授精回数1. 2 回，生産・育成率10

0%の技術は理想的水準にあるO

生産子牛の販売価格は，地域市場平均よりかなり高く評価されているO 子牛の

販売日令は副長が302 日，雄が262 EI でやや多し、。その発下ぎを日令体重で示すと雌が

0.871氾，維が1. 03kgであり，地域平均を上廻ってし、る。子守ニの販売までの濃厚飼

料の消費量は59年で‘368 1<gであり，本格的に摂取する生後 3 カ月白から販売まで

の摂取震を推算すると体重の 1%前後とみられ，平均的な給与量と思われる。市

場評備が高いのは系統も関与していようが， 十分な運動と良質乾草摂取による健

康体がf買っているものと思われる。また，今日までに生康雄子牛 3 頭が種雄牛候

補として広島県に購賀されている。

経営収支については，所得率が56%と高いにかかわらず所得額が3 ， 323千円と

やや低いのは，子牛価格ド落によるところ大と思われるO 水稲部門を含めると 4 ，

915千円になるO それは昭和59年農業白書中国地方の平均農業所得(農業十農外

所得) 4 ， 882千円，及び水田 1 ~1. 5ha規模農家の農業所得(農業+農外所得) 5, 

031千円に対してやや平均的といえよう。繁殖頭数が20頭規模に到達した時点で

はかなりの所得増が期待される。

成牛 1 頭当たり間定資産が1 ， 194千円と緩めて多いのは，放牧地，永年牧草地

の影響と思われ，また，成ヰニ l 頭当り借入金が208ニF-円と多いのは牛舎の建築に

先行投資していることによると思われる(第 7 ， 8 , 9 表)。
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第7表 肉用L1二経営損益計算諮
EI昭和58;r: 9 月 1 El~主総59'.ド 8 Jl3 1 日

'l~ fcl 手3金額(内) iT�li 

子牛際交収入

i奴|育成ヰ販売収入
肉牛販売収入

隊問j仮死(主主主主)収入
その他

益
『
十i

A
E
U
 

(A) 5, 938 , 092 

tを

締役飼言語牛1Þ1-側主立 (a) 

育成・ )JE脊もと省佼

購入飼料袋

自給館料佼
1. il'~場創建物
2. !.肥料焚
3. その他

56・l効後
l.1I重別労主主
2. 室長族労働波

数料後

診療後j食費

i 光然水資
!機械用燃料消防佼
|綴付焚
: 機械・ 252i主後

l… ~(料料金
成牛tlt却終
その他雑ï!i
計 (b)

j切内成牛繰入11寺詳側綴 (c) 
期末飽凝や言F側資自 (d) 

!波う吉原ii臨 (B) = 

(a)+(b)-(c)-(d) 

n
H
H
 

Z
F
 

4, 296 , 000 I メス 10ﾘJi オス OJ1
0 
0 

350 , 000 I 稿作吉f;門へ 150 ， OOOf弓，交換分 200 ， 000河
1, 292, 092 I 生成者補給金等 1 ， 267 ， 092内

同t11二処分益 25， 0001弓

1, 720, 013 I 子牛 9 玖(メス 6 ，オス 3 ) 
1 ， 057 ， 0001 育成 3 EJi (自家法 2 ，購入1)

775 ,600 I ì後民主飼料 615 ， 600内
i 交換干潟ワラ 160 ， 000円 (@20円 x 8 t) 

212 , 500 1 
120, 000 I ÊI淡波稲ワラ (@20門 x 6 i) 
70 ,000 1 
22 ， 5001 複すこ代、 &~~長

1, 490 , 400 
0 

1, 490 , 400 1 ljj 1 ， 15211時間 x900 門， 女 64811寺院J x700 FJ 
70 ， oooll~1家康@20門 x 1. 5 t ，交換稲ワラ @20円 x

2 t 

30 , 000 
9, 600 

40, 000 
82 , 000 

161 ,600 I 償却後 134 ， 100門
131 ,900 1 償却資 131 ， 900門
25 , 000 

227 , 400 
63 , 600 

4, 376 , 600 
767 , 0001 2 綴分

1, 946 , 398 I 子 '1二 9 j�Ji (メス 5 ， オス 4) , 予言 IjX; 1 j曻j 

3, 383, 315 

販売綴後
その共済凶金
{也の支払利子
奴m 組税公~~

J十 (C)
合計(D) = 

(B) 十 (C)

171 , 840 
190,000 
176,000 
184 ,000 
721 , 840 

4, 105, 155 

所得 (E) = (A) ー(D)

+家族労働後
3, 323,337 I 所得本 56.% 
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第 8表経営指標 58 ・ 9 ・ 1 ~59 ・ 8 ・ 31

項 自 経営分析数値
銅 区 分 E貝 数

成 牛 14 
規 育成牛 3 
模

王子均初産種付月齢 14~14. 5 
繁 平均初鹿月齢 24~25 

F後 平均産次数 5.5 
成 平均種付回数 1.2 
績 平均分娩間隔 12.0 

王子均子牛生産さ~ 100.0 

子
庶 分 めす 去勢

期間販売頭数 10 4 
牛

平均販売日齢 302 (295) 262 (278) 
販

平均販売時体重 262 (248) 271 (269) 7tKむ2 

平均日齢体重 0.87(0.83) 1. 03(0. 96) 
!災

平均販売価格 310.2(202.7) 298.5(230.3) 
績
市場平均価格比 153 130 
成牛 1 頭当たり飼養管理労働時 89 

労 間

f~;i] 成牛 1 頭当たり飼料作物栽培時 39 
間
成牛換算 1 頭当たり飼料作付延 79.6 (放牧地合)

飼 面積
本千 粗飼料の貯飼割合(D叫) 42. 7 
~t. 飼料養分自給率 (T DN) 85.9 
産 成牛換算 1 頭当たり粗飼料給与 3, 392 

:最 (DM)

収
肉用l{二部門所得 3, 323 , 337 
所家族得農業従事者一人当たり農業 830 , 834 

益
性 成牛 1 頭当たり肉用牛所得 237 , 381 

販売子牛 1 頭 iliたり肉用牛所得 237 , 381 
生 日 (8 時間)当たり肉用牛所 14 , 770 
産

得

販売子牛 1 頭当たり生産原価 241, 665 
原

販売子牛 1 頭当たり総原価 293 , 225 
h滴

成牛 1 顕当たり借入金残高 225 , 714 
{告 成laJ牛 1 頭当たり営農農場勘定残 9, 571 
入

等
成牛 1 頭当たり償還額 36 , 485 
売と対支払利息、率 4.09 

* ( )内は59年度!主原農林管内平均
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第 9表貸借対照i.)毛

流

動

資

産

I~司

定

資

illﾍ 

資 illﾍ 

科 自 金額

現 沼〈乙 27 ， 000門 流

7員 金 558 ， 215肉 動

子牛・育成牛 1 ， 916 ， 398門 魚

計

建 物

構築物

機械器具

土 地
成雌 tj二

3十

メEコL 

(2 , 531, 613) 円

1 ， 100 ， 000円

646 ， 100円

447 ， 800円

10 ， 260 ， 000内

4 ， 268 ， 800円

06 ， 722 ， 700) 円

19 ， 254 ， 313円

総資本利主主率

自己資本利益率

売上高純利益率

総資本閉転率

悶定資産構成率

隠定比率

流動比率

依

悶
r刈A二マ

{資

号変

本

成牛1Jl員当たり固定資illÍ

成牛 1 頭当たり借入金

(昭和59年 8 月 31 日現夜)

負 僚宇 資 本

科 日

J!!i 掛金

未払金

長期借入金

資本金

当期純利益

メ口》、 H 

10.4% 

11.2% 

30.9% 

30.8% 

86.9% 

97.7% 

1, 889.0 % 

金 額

134 ， 020 円

0 内

034 ， 020) 円

2 ， 790 ， 523 円

(2 ， 790 ， 523) 円

14 ， 496 ， 833 円

1 ， 832 ， 937 門

(16 ， 329 ， 770) 丹

19 ， 254 ， 313 円

成牛 1 政当たり支払い利窓、z

1 ， 194 ， 479 内

208 ， 896 門

12 ， 571 門
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(2)普及性と今後の発展方向

最近の肉用牛の繁殖経営は購入飼料依存度が高く，また過剰投資例もみられ，

唯一の果実である子牛価格は変動の影響を受け易く振興が進展しない現状にあるO

国内の未利用資源の活用，遊休地の有効利用等による肉用牛の低コスト生産は，

地域の撮輿上また対外的にも強く要望されているO 沖野氏の経営技術は，東城町

では中核農家育成の指標と位置づけており，地域振興に果す役割は大きく，また，

全国に普及する可能性をもっていると思われる。

沖野氏は，今後牧草地の館料畑転換，輪作体系による収量増並びに放牧地の牧

草導入等を進め自給率を向上してし、く計画である。更に， 20頭規模の経営結果を

みきわめた上，肥育部門の取り込みを長期的腹案としてもっており，将来望まし

し、経営形態として発展していくものと思われる。
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盤寵藍罷盟翻

肉用牛の低コスト生産をめざして

沖野京j 致

私が住む東城;IßJは，普から優秀な繁殖

素牛産地として知られています。

私も生まれつき牛が好きで，依j用牛の

自立経営を定、し短大の]j産学科に学びま

しTこ。

ところが農業情勢は厳しくなる一途で，

家族や友人から他産業への従事を勧めら

れ私もその気になりかけていた時，父が

突然、の交通事故にあい農作業が無理な状

況になり，自立経営の夢が再び燃え上が

ってきました。

私が就捜した時は，水田123 a と肉用

牛 4 頭の経営でしたが自立経営を確立す

る為，総合施設資金を借り，牛舎の新設

又粗飼料慕盤を確立する為に草地造成、

さらに得力化を図る為山林への放牧場の

造成をし肉用牛部門の拡大に取り組みま

した。

こうして増頭条件は整いましたが優良

系統牛の導入には多額の資金を必要とす

るので，安く購入できる系統牛の老令妊

娠牛を導入しよい子牛は保留して，綴牛

は先立期日巴資して付側価値を高めて販売す

る方法を取りましたO

幸いに54年頃から子牛価格も上昇し，

この時期の規模拡大は見合わせ，系統的

に良い予やだけを残して全部奴売する等，

子牛価格の推移さど見ながら土器援してきま

しTこ。

また規模拡大をするにしても，飼料義

援の確立が第 1 だと考え常に経営の中で

それを先行させる努力をしてきました。

また農業情勢の変化により，稲作の請

負耕作等により地域の皆さんのお役にた

てたことが稲ワラ交換，転作田の借り受

け等で協力をいただき現在の経営ができ

たと感謝しています。

これからは，国際化時代に対応するた

めにさらに皮肉能力の優れた牛を鍛育し

生産コストの低減を図りたし、と思います。

これからの課題が多くなかなか艮擦を

達成することは慰霊童なことと思いますが

地域あっての私です。肉用牛産地あって

の肉用牛経営です。これからも地域農業

と一体となって，一生懸命頑張りたし、と

思います。
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第24悶/藤林水産祭受歯者の諜鱗

印刷・発行/昭和61年 3 月初日

発行/財団法人自本盤林漁業振興会

東京都千代限区神田多町 2-9-6(問中ピル)

〈藤産・盟芸・審産部門〉



第24回・昭和60年度

農
林
水
産
祭
受
賞
者
の
業
績

蚕糸・地域特産部門







発刊の ラF

L. とば

農林水産祭は，全開民の農t，J\水底業に対する認識を深め，農林水産業者の技術

改普及び経営発展の意欲の高揚を閣るための罰民的な祭典として，昭和37年，農

林水産業者に天皇杯がご下賜になったのを機会に従米の新穀感謝祭を発展的に拡

充して始められたものです。

この農林水産祭は，農林水産省と日本農林漁業振興会との共{殺のもとに，各方

;留の協力を得て，毎年11月 238 ・勤労感謝の日を中心に開催され，農林水産業者

に天皇杯などの授与を行う式典や一般国民に農林氷産業を紹介する農林水産展な

ど，きわめて多彩な行事を行ってきております。

昭和60年度は，その24回目に当たりますが，本年度の天皇杯などの選賞審査の

結果は次のとおりです。

すなわち，従来からの農産等の 6 部門については，第24囲農林水産祭に参加し

た各種表彰行事 (390件)において農林水産大臣賞を受賞した出品取623点の中か

ら，天皇杯を授与されるもの 6 点(各部門ごとに 1 点) .内閣総理大臣賞を授与

されるもの 6 点(向). El 本農林漁業振興会会長賞を授与されるもの 7 点(圏

部門 2 点，その他の部門 1 点)が選考されましたO また，むらづくり部門につい

ては. 44都道府県から各 l 点推せんのあったむらづくり事例のιゃから，天皇杯，

内閣総県大臣賞を授与されたもの各 l 点，農林水産大臣賞を授与されたもの17点

がそれぞれ選考されました。

農林水産祭において表彰されたこれらの受賞者の優れた業績は，農林水産業の

近代化や豊かで、住みよい農山漁村づくりの生きた指標として，関係各)j耐の方々

に大いに抑益することと忠います。ここに，これらの業績の概要(むらづくり部

門は別冊)をとりまとめて発行することといたした次第で‘す。

終わりに. ~本書の編集にご協力をいただいた執築者その他の関係各位に対し，

深甚の謝意;を表します。

昭和61年 3 月

財団法人 日本農林漁業挺興会



||蚕糸@地域特産部門 l

ハ皇杯受賞/内田第三茶農業協同組合 7 

(農林水産省農蚕凶主主局対!]f'f-振興課/小林 美盛)

内鶴総理大震設受挺/宮崎 . 27 

(農林水産省蚕糸試験場殺培部長/北滞 澄)

民本農林漁業振興会会長提受賞/長谷養蚕小組合…・……………………・…… 43

(農林*i1主省益糸試験場義主主部長/鰯江 保宏)



天皇杯受閣

出品財 茶経営

受賞者 内田第三茶農業協同組合
(代表者山田儀作)

(静岡県小笠郡菊川町中内田626)

霊童受3費者の略歴等

(1 )菊川町の概況

本町は，燥のや西部に位置する。気候は温暖で，年平均気温15"( ，年間鋒水量

1 ， 900mmで、ある O 町の北部は，牧の原台地の一部で、海抜150~200mの丘陵地であ

り，南部は，同50m前後の平坦地となっているO このため，この町の農業は，北

部は茶を，南部は水田を中心に営まれている o 59年度における農家数は2 ， 300戸

で 1 戸当たり耕作面積は96a であるO 主な作自は，茶・水稲・温室メロン・豚・

第 1 周受賞者の所在地
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内田第三茶農業協同組合のメンバー

レタスであり，これら作目による複合経営が行われているO この町の茶は，明治

初期の牧の原開墾に始まり，現在では，栽培面積1 ， 326ha，糧生産額62億円で，

ともに町の 2/3 を占める基幹作物である。また，栽培面積及び粗生産額ともに

県内の 5 指に入り，県内有数の茶産地に数えられる(第 1 函)。

鶴受賞者の略鹿

本茶農協は，町内の南西部に位置する杉森部落全農家26戸(組合員52名)をも

って組織されてしる。杉森部落は，北側は牧の原台地につながる丘陵地，南側は

平坦な水田地帯の中にあり，従来から水稲と茶を中心とした経営が行われていた。

この地区における茶の組織化の歴史は古く，特に，木地区は，荒茶加工工場を持

たず生葉による出荷が一般的であったため，生葉の販売体制を整えることを目的

として昭和 3 年に集落を単位とした杉森生葉出荷組合が設立されたことに始まっ

ている。

昭和30年代に入り，農業と他産業との所得格差が拡大し，農業の維持が困難さ

を深める中にあって，この地底のある旧内田村地区においては， I日内田農協管内

関係者の協議の結果今後の農業，とりわけ茶業振興のためには，栽培から製造ま

で一貫して省力化された協業化荒茶加工場を中心とする近代化及び組織化が必要

であるとの方針のもとに，昭和36年に「内田地区三工場計画J が策定され，これ

を受けて， 37年に「内田第一茶農業協同組合J ， 38年に「内田第二茶農業協同組
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合J が設立された。

しかしながら，第 3 番目の茶農協となるべき杉森部落にあっては，経営が零細

で，しかも丘陵地の起伏の多い斜面に逐次開畑された茶園は，山林・池・古墳等

の中に小規模で散在し，農道もなく，生産効率の低い劣悪な状況にあり，前ニ農

協が着実に成果をあげているのを目の当たりにしながらも，引き続いて発足を見

ることはできなかった。

このため，集落全体で度重なる協議の結果，むらの活性化を図るには，茶業捺

興をおいて他にないこと，またそのためには，茶協の整備を行い生産基盤を確立

し，その後で茶農協を設立すべきであるとの結論に達した。これをもとに，既存

茶園の整備に伴う一時的な農業収入の減少を避けるため，昭和43年から計画的に

数次に分けて，共有林及び町有の池の払下げを受け，近代化資金を活用しながら，

茶園の造成改良を行い，規模の拡大を図るとともに，生産性の高い高能率の集団

第 1 表茶園の基盤整備事業の概要

う ち
起工年月 施 fi 了 主 体 面積 業費 近代化

資金

a 万円 万円
谷改共 昭和43. l 諏訪根谷開墾組合 150 165 100 

田良向 43. 12 奥谷田開懇組合 120 165 90 

山事施 45. 12 はi 田 開 墾総 i口〉、 404 800 640 

土業行 48. 9 谷田山開墾総合 730 3, 375 2, 200 
地 50. 9 辻の前開墾組合 200 1, 180 100 

57. 12 小笠原氏外 2 名共同 120 400 300 

原改共
山良向
土事施
地業行 52. 12 原山土地改良事業共同施行 200a 920 800 

(住) 50年辻の前開墾にあわせて工場用地を確保し，敷地の造成を行った。

茶闘を整備した(第 1 表)。また，整備に際しては，茶協!の交換分合をめぐる関

難もあったが，話し合いによって円満に解決したり，茶関所有の最小単位は少く
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ともlO a 以上とするなどにも配慮してきた。そして，これを待って， 51年に歪り，

農村施設等総合整備事業(国庫補助)によって共同荒茶加工場が設立され，ょう

やく待望の「内田第三茶農業協同組合」が発足した。

これらの結果， 59年には茶閤面積は整備前の 9 haから 16.9haにまで増加し，そ

の反面，筆数は350 筆から 152筆，囲地数は15団地から 4 団地にそれぞれ整備さ

れ，荒茶74tを生産する生葉・荒茶一貫した協業的茶業組織となっている(第 Z

表)。

第 2表茶園の基盤整備事業の成果

開 墾 前 開 墾 後 対比

筆 数 350筆 152筆 43% 

区 画 7 m'~ 1, 000m' 500 ぱ~ 5, 000m'. 

面 積 9 ha 16 ha 178 

農 道 300m 3, 500m 1, 167 

団 地 15 4 27 

10a 当たりの労働時間 170時間 103時間 61 

口D口 種 fヒ 12% 100% 

粗収入 ( 1 0 a ) 7 万円 60万円 857 

生 葉 収 最 700kg 2, 000kg 286 

lp当たりの平均茶圏面積 34 a 69 a 203 

この間，精神的つながりを重視する運営方針のもとに，非農業従事者・老人・

婦人・子供が，それぞれの特性・能力等に応じて参画し，地域ぐるみ・家族ぐる

みの活動を行うとともに，次代を担う子供たちに対して後継者育成のため茶を通

じた産業教育を行い，茶を基幹とした農業及びむらづくりを実現した。

また，本農協の運営においては，統一的な栽培管理を行い省資源・省力化を図

りながら良質生葉を生産するとともに，省力的で節約型の合理的な工場運営を行

っており，設立後，極めて短期間のうちに，荒茶単価，荒茶加工費，生葉還元率

等いずれも町及び;県平均より優れ，極めて健全かつ合理的で優秀な成果を得るま

でになっている。さらに，コンピューター及び性フェロモン等の新技術を他に先

ハ
リ
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駆けて導入し，着実な成果を上げるとともに，これら新技術の普及促進の面から

注自されているO

本茶農協のこれらの活動及び成果は，広く関係者の認めるところとなり，静岡

県が県内の荒茶生産量のほぼ50%を占める共開荒茶加工場の改善と今後における

協業化の指針に資することを毘的として実施している「昭平1159年度茶協間工場経

コンクール」において，農林水産大臣賞を受賞するとともに，各種茶品評会に

おし、ても上位入賞を果たしている(第 3 表)。

第 3表 各種茶品評会等における受賞実績

品評会等名 年 度 田 賞 名

昭和田年 第34回 全国茶生産開体連合会長賞

国茶品評会 昭和57年 第36@] 埼玉県知事賞

臼本茶業中央会長賞

関東ブロック 昭和54年 第 8 間 全国茶生産国体連合会長賞

茶 ノガ、二 進 ぷ~ 昭和55年 第 9 回 関東農政局長賞

昭和53年 第22四 関東農政局長賞

静岡県茶品評会
静岡県知事賞

日本茶業中央会長賞

昭和57年 第25回 静岡県知事賞

静岡県茶協同工場 昭和59年 第 6 間 ;農林水産大臣賞

経営コンクール 日本茶業中央会長賞

このような本茶農協の業績は，地域農業の発展に大きく貢献するとともに，茶

業は言うに及ばず他の農業生産における協同経営の模範として高く評価されるも

のであるO

関受費者の経営概況

(1 )組合員藤家の概況

組合員農家の概況は，第 4 表のとおりである。全体の耕地面積は，茶闘16.9ha ，

宅a
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第 4表組合員の概況

(1)専兼7JIJ農家数及び労働力磯保状況

(2) 経営主平均年令及び後継者の確保状況

後継者数

11人

41% 

(3 )経営面積 (4 )茶園の規模原i農家数

茶 水 回 計

iﾊ: 体 16.9ha 22.2ha 39.1ha 

(比率) 43% 57% 100% 

l 戸当たり 65 a 85 a 150 a 

(5 )差是業粗収入

茶 水 手話 百十

全 (比率ヂ lm39F 4同52円 148， 2849千6円
71 29 100 

1 戸当たり 4 ， 040千円 1 ， 663千円 5 ， 703千円

lOa 当たり 621千円 194千円

第 H立戸数 24戸 2 戸 26戸
L 

水田22.2haで， 1 戸当たりの経営面積は， 1. 50haで‘町平均を上回る。専業農家比

率は70%と高く，後継者の確保も進められてしる。組合員農家のほとんどが，茶

を基幹として，水田との複合経営を行っており 1 戸当たりの平均農業粗収入は

その70%を茶に依存しているO また，水稲は 1 番茶の摘採と田植えが競合する

ことがないなど経営上好適な補完作物であるが，特に後述のとおり本茶農協のほ

とんどの組合員農家が参加して，水稲採種組合を組織していることもあって，技

術水準が特に高L 、。

つ
ρ

噌
2

ム



(2)組織の概況

本茶農協の組織及び職務分担は，第 2 ・ 3 図のとおりであるO 本茶農協の組織

には，組合長・副組合長・理事・監事のもとに，生産部・荒茶製造部・絞売部・

庶務会計部・福祉研修部が置かれており，組合員が全員で参加し各職務を分担す

剖日

r~ 

組織図

人
数

造

北
汁
曲
附
議
従
事
者

壮
年

理基

(20) 

後
継
者

手在

第 2 国

るとともに，それぞれの部門は互いに連携をとりながら，栽培及び製造管理を統

一的に行し、うる体制がとられてし、る。

また，水稲採種組合とは一体的な活動が行われているとともに，町及び町農協

とは街接に連携しながら適切な指導を受け組織運営及び生産活動が推進されてい

るO

さらに，この水稲採種組合は，県の指定に基づき，県内に 2 ヶ所設置されてい

るもののひとつであり，現在ヌド茶農協の組合員農家の70% (栽培面積80%) が参

加してし、る。当初は，昭和28年から当集落の青年団の生産活動として始められ，

その後初年代中頃から集落全体で、取り組み，田植え・収穫・調整・出荷作業の共

同化など協業的体制のもとに実鈍されるまでに発展し，本茶農協組合員全農家が
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第 3 盟 職務分担と連携状況

役員会・福祉研修部等

L 
{組織主主豊富の強化・茶水稲経営補完・ t品開作業=田被，収穫，繍製，出荷)

/ 

f旨華客
水稲稜子生産組合

指導

参加していたが，極く最近に査り，県条例による種子検査等の厳しい制約があり，

全農家が参加して採種事業を実施して行くことが困難となったので， 56年から一

部については隣の月間部落の助力を得ることとして現在に至っているO このよう
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に，この採種組合は，茶と水稲の地域単位の複合経営を確立させるとともに，本

茶農協組織の結合のパックボーンとしての役割を果たしてきた(第 5 表)。

第 5表水稲採種組合の経緯

面 積 名 称 備 考

昭 28 0.2 ha 杉森青年間採種組合 杉森

35 5.0 杉森採種組合 ノγ

39 20.0 菊川町種子生産組合 I! 

56 22.0 菊川町水稲採種総合 !! (18ha , 18戸) ，月間 (4ha ， 8戸)

(3)荒茶加工場の施設と運営状況

荒茶加工場の規模は， 60キロ・ 120キロ各 1 ラインであるO 建物は，生葉管理

・機械室・配合室・事務室・研修室から成り， 804mである。

59年度における操業状況及び加工状況は，第 6 表のとおりであるO 操業日数42

日で， 304tの生葉から74tの荒茶を生産している。

第 6 霊祭 荒茶加工場の操業状況(昭手Ll59年)

一番手茶 二番茶 三番茶 間接茶 合計(平均)

f主主芝生産数 117,321kg 100,067kg 59,815kg 27,172kg 304 ,366kg 

?主 2喜 i紋 fi民L 27,461kg 21, 877kg 15,189kg 9,429kg 73,956kg 

t~を 主主 i怨 間
4 月 298~ 6JH58~ 7 Jj 25 日~ 10月 22 日~

5 月 198 7 刃 2 日 8 月 68 10月 25 日

実操業日数 208 11 日 7 日 4 日 42 日

実操業時間 28711寺|詰1 1941待問 132仕事f潟 88百寺再1] 70111寺山日

1 1時間~処理数 408kg 575kg 453kg 308kg 平均 436kg

1 8 è当平均操業11寺!日j 141時間 161待!日] 1911寺 fJJ1 22時間 平均17.7時間

1 ~l 当平均処波数 5,866kg 9,097kg 8,545kg 6,793kg 平均 7 ， 575kg

延労働 11寺院I] 2 ， 77511寺向 1 ， 41811幸I渇 1 ， 005時間 83011寺問 6 ， 028U寺tHJ

財務状況については，第 7 表のとおりであるO 総収入は， 136百万円であり，

そのうち91%の 124百万円が荒茶販売代金である。これに対して，支出は134百万
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第7表財務状況 (59年度)

(1)損益計算書

昭和59年 1月 1 日

昭和59年12JJ 31 臼

I.損失の部 円 l 収益の部 円

1.加工原材料費 105, 039 , 931 1 荒茶製品販売高 124 , 458, 798 
2. 燃料費 4, 404 , 020 2. 小売販売高 12, 021 , 200 

3. 電力費 2, 092, 282 3 その他 166.423 

4. 修繕費 2, 255 , 712 収益合計 136 , 646, 421 

5. 工場労務費 3,717 , 300 
6. 役員報酬 3, 916, 310 
7. 減価償却費 5, 204 , 401 
8. 借入金利息、 1, 345, 596 
9. その他 6, 380, 332 
損失合計 134 ,355 , 884 
当期利益金 2, 290, 537 

(2 )財産

内 訳 金 額

(資産の部) 千円 千円

預金 5, 336 
未収金 2, 964 
回定資産 26 , 730 (計) 35 , 030 
(負債の部)

借入金 14 , 630 
その他 387 

納税引当金 36 (言十) 15, 053 
(差引総財産) 19, 977 

(資本の部)

出資金 16 , 050 
法定準備金 1, 280 

特別積立金 300 

当期未処分利主主剰余金 2, 347 (計) 19 , 977 

円であり，約 2 百巧円の利益金(1. 7 %)を生じているO 各農家へは，荒茶販売

代金のうち105 百万円が生葉代金として還元(生葉還元率84.4%) されてし、る。

po 
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また，資産は35百万円，負債は20百万円で， !純財産は15百万円であるO 自己

資本については，将来の更新等に備え年々増資し16百万円となっているの

(4)その他の共同所有機械施設

現在，抜根機 3 台，深メIJ機・中メIJ機・揖刈機各 2 台を所有してし、る。

また，防霜対策を進めるため， 55年から近代化資金を活用して，共開で計画的

に数次に分けて防籍ファンを導入しており，現在13.5ha (80%) の茶顕に整備済

みであるO

翻受賞者の特色

(1 )地域ぐるみ・家族ぐるみの組織活動

ア.地域ぐるみ・家族ぐるみ

本茶農協の特色は，集落(全戸数32戸)を単位としており，全農家26戸が参加

することによって，生産活動とむらづくりとが一体的に行われているところにあ

るO

特に，茶農協への出資は，単に経営者のみにとどめず，親子あるいは夫婦で，

I 戸につきそれぞれ 2 人ずつ出資すること(組合員が52名)によって，各自が組

織の一員であることを自覚しながら家族ぐるみの参加体制をとっている。また，

例えば，常時農業に従事せず他産業に従事している人も，各人の休暇を利用して

製茶技術者として出役したり，婦人は会計補助・荷造，工場清掃等に，老人は生

葉管理・荷造等に，組合員全員が各自の特性・能力や事情に正、じて参加し，伺ら

かの職務を分担するとともに，子供たちも収穫や手もみ実習を行うなど，地域全

体で取り組んでいるO

イ.子弟への農業教育

本茶農協では，次代を担う子供たちに対して，農業とふるさとの理解を深めさ

せつつ後継者として育成できるよう手もみ実習等の体験学習を実施している。さ

らに，この活動が発展して地域内の小学校と一緒になって地域学留にふさわしい

授業書「お茶づくり J (第 4 図)を作成するまでになった。この授業書は，関係

者にその内容を高く評価されるところとなり，今では，町内のみならず，県下の

多くの小学校で活用されているO これらの活動は，特に現在の農村社会において
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農業が軽視され後継者の確保が課題となっている中で注目すべき事とも言えるハ

第 4 霞 授業審「お茶づくり」

改 小学校3年社会科用

訂授業書『
版

列、づくり』
き
料
び手
資斗

リ

,ns-

静岡県・小笠郡

ウ.組合の運営方針

また，組織活動を円滑'に行うためには，組織の運営方針を総合員に周知徹底さ

せる必要があるが，本茶農協においては， r運営を謙虚にj ， r時代の先取り j ，

f生きづくりのお茶j ， r良いお茶づくり j ， rおかげと感謝j 等 5 つの方針(第

8 表)を定め，単に営利の追求だけでなく常に精神性の高い自擦を掲げながら生

産活動を行うことにより，連帯意識と経営改善に対する意識の醸成を図ってし、る。

第 8 表 5 つの運営方針

1 運営は議IÎ主に fお茶づくり，天狗になるな，天狗たち」を 卵、下ーの主主薬還元率

五 合い言葉として良質茶生産に精進する。 各級品評会の上位入賞

ザコ 2. ßIj代の先取り 茶際協としての発足が退かったため， fI也をリ コンピューターによる生;僕等精算γス

ードするには，常にi時代の先取りを行う。 テムと経主主管理

の 11'フェロモンによる答虫の生物防徐

運 3 生きづくりのお茶 「お茶の業は生きてし、る。 j 総全かつ新鮮な 計滅的なJ街採，製造

生事Eを存在荷させず， llP製茶するよう努める。 計閥的な工場操業

?長
4 良いお茶づくり 常に消費者の喜霊祭を般握するよう努力をおこ 生事5格付け 5段階から 3段隊へ

方 たらず良質.均一な原料を確保し粉の少ない

味の良いお茶づくりにはげむ。

主十
5 おかげと感謝 「今日あるのは先視とお茶のおかげである」 集落における主主帯感の強化

と常に感謝の心を忘れないように 家族ぐるみのお茶づくり

(2)高能率集団茶圏の造成

ア.茶園の造成改良法

既存の茶園及び整備予定地は，丘陵斜面にあって溜池もあるなど複雑な地形で

。
。

噌
Z
A



造成改良後の茶園

と荒茶工場遠景

劣悪な条件にあったため，造成工法及び排水対策等については専門家の助言を得

ながら以下の点に配慮して実施した(第 5 関，写真)。

第 5 関 茶閣の造成改良

大

主l.l

(谷間山碁盤務儲断面路間一線現在の茶関( 6.5 ha) 10m 

(ア)対象地iまの土摺には茶の栽培に不向きなけつ岩層があったため，表 j. を

場!没させないよう一足別のところに般保し，造成後均一一の尽さにして民した。

(イ)畑面の勾配は，管理がしやすいように10~15度以内とした。

(ウ)大規模な地形修正の場合，崩壊や地滑り妨止のため明渠を設置した。ま

た，地は底泥を全部除去して埋めもどし最下層にそだ11奇渠，さらに中層にも 1償援

ぞ設けた。

(ェ・)農道は，幹線(幅 3~4 m) ・支線(幅 2~3m) を設け，必ずトラッ

クの荷台の高さで閤地に接するようにした。

(オ)底画は，おおむね10a以上とし， うねの長さは， i尚採に都合のよい25~30

mとして，中央に耕作道を設けた。

(カ)整地後，土壌改良用有機物として自家製地肥(椋プン・鶏フンと稲ワラ

による)を 3 t~ 5 t全曲施用するとともに，機構には 2 t施用したO

(キ)冬季に寒害を受け易い所には雑木林をそのまま残して防附本に活用した。

日
目
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さらに，茶顕の造成改良後においても，数次にわけて防霜ファンの設誼，圏内

幹線道路のほ装 (750m) を行うなど茶園地の整備水準の向上に努めているO

イ.成巣

このような茶園の整備の結果，生葉生産量は， 10a当たり 700kgから 2 ， 000kg と

ほぼ 3 倍となり，品質も向上してしかも均質化が図られ，労働時間も 170時間か

ら 103時間とほぼ60% も縮減された(前掲第 2 表)。また，本茶農協が行った製造

改良法は，すべてが基本的技術であるにもかかわらず，このように細心の注意を

払って励行された例は少なし、。

(3)統一的な栽培管理と良質茶生産

ア.統一的な栽培管理の推進

茶屈の栽培管理は個別農家の自主性を基礎としているが，生葉の品質を確保し

安定的な生産を図るために，茶園の巡回指導による改善方策の提言，仕立法及び

整枝・せん枝法の統一，適期摘採の励行，土づくり対策の徹底など極めて細やか

な指導を行っているO

イ.有畜農家と連携した土づくり

良質な生葉を確保することと気象災害に負けない樹体を作るため，自家産稲わ

らを近隣の有畜農家に供給して堆肥として還元し， 10a当たり1. 5t を白標に施用

して土づくりを行っているO

ウ.施肥の合理化

毎年茶関の土壌診断を行い，これに基づいて施肥設計ーをして施肥指導するとと

もに，必要な肥料は共同購入しているO また，施肥労力の節減と施肥効率を高め

るため，趨緩効性肥料を利用して，施肥回数を10回から S 田に減少させているO

また，これらの結果，従来施肥量 (N成分)は， 10a当たり 120~125kgであった

が， 95kgまで減少させることがで、きた。

エ.生物的訪除による防除の合理化

農薬の使用量を減らし防除の適正化と食品としての安全性を確保するため，町

農協と連携して指導を受けながら，妨除指導員を置き，茶の最も被害の大きし

虫であるハマキムだに対して，性フェロモンによる発生予察調査を毎日実施し，

その結果をもって適期防除を留っている。
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また，国及び県の茶業試験場の指導のもと県下に先駆けてハマキムシの性フェ

ロモンによる交信撹乱防除に58年から取り組み，現在 6 haで、実施し，防除回数を

従来の 4~5 回から 3 回に減少させているO

オ.防鶏ファンによる気象災審の防止

1 番茶の訪霜対策は，茶の栽培にとって最も重要な課題であるが，災害に強い

茶園づくりを基本としつつも，ほとんどの茶話立に防霜ファンを設置し(現在の整

備率80% ， 60年には100%~ど予定) ，生産の安定化に努めてしる。また，防箱ファ

ソの利用に当たっては，稼動を必要最小限にとどめるとともに，保守点検を行い，

維持費の節減に努めているO

カ.成果

以上の結果，省力的で省資源の生産活動が行われているとともに各農家ごとの

技術が高位王子準化し，従来は生葉格付も 5 段階制で実施していたところであるが，

現在では 3 段階に集中化できるなど，良質生葉宏安定的に確保できるようにな

り，荒茶師格の高さにも反映することとなっている。

(4)荒茶加工場の合理的運営

ア.計画楠採・計商操業

本茶農協の茶闘は，槌栽年次がほぼ同時期で，立地条件にも差がないので，摘

謀時期が集中しがちである。このため計画的に摘採することが重要であるので，

茶期前に茶閣の巡回をし全茶闘の生育状況をチェックして檎臨摺iをたててし、る。

また，整枝を秋又は春に分けてずらして行うことによって，茶園ごとの萌芽時期

を調整し，摘採期の延長を図ってしる。

また，町農協と連携したコンピューターシステムを導入し，各農家ごとの年間

及び茶期別・目別・午前午後別による生葉集荷量の割当と管理を行い，摘採の集

中を避けつつ円滑な工場操業を行っている。

イ.総合管理システムによる工場運営

後掲のコンビュ…ター(第 6 儲)は，菊川町農協が58年に県下で初めて導入し，

管内茶農協に端末が設置されているものであるが，本茶農協は，このシステムに

積極的に参加し有効に活用しているO

本茶農協では，生葉受入管理によって，計踊摘採のための生葉出荷割当，工場
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第 6 閤 コンピュータ一利用による茶農協総合管理システム

生態Jj\世ijlYI細舟

日目q 「ー一一→ H槻ぷ機 ド一一一一一一一『

ot ンライン， システム I 

の操業計画の設定，代金精算事務の省力化と迅速化等に活用しているO

また，町農協レベルでは，個別農家の営農診断，茶農協の経営診断，土嬢診断

に基づく施肥設計，病害虫発生予察に基づく防除時期の決定等に活用してし品。

ウ.予定茶加工技術の習得・向上

本茶農協が，荒茶加工場の操業を始めるに当たっては，製茶技術の経験者はひ

とりもおらなかったので，全くゼロから出発して荒茶加工を始めざるを得なかっ

た。このため，各種指導期間や優秀荒茶加工場からの技術指導を積極的に受け入

れたり，茶農協においても研究会を開催したりして技術の修得に努めてきた。こ

の結果，現在では，荒茶価格は町及び県王子均を上回って高水準にあるとともに，

各種茶品評会にも上位入賞するなど，極めて短期間のうちに俊良な品質の荒茶を

生産できるまでになり，この地域の産地銘柄高揚のためにも大いに貢献している

(第 7 関)。

さらに，日常の工場操業に当たっては，工場責任者が生葉の状況を見ながらそ

の日の加工方針を決定し統一的な加工を行うとともに，工場出役者も交替時には

注意事項を引き継ぐ、などの注意が払われてし、る。
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第 7 臨 荒茶倣絡の後移
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本茶農協では，加工機械の保守点検を励行し，設備投資を極力抑えることによ

り減価償却費の抑制と過剰投資を避けるとともに，計断的操業によって稼動率を

向とさせ，荒茶加工費の低減を囲っている(第 9 表)。

童書 9表荒茶 lkg当り力11工焚 第10表 1:薬還元率

オ.成果

以上の結果，良質茶生産と荒茶加工費の低減と相まって，農家の収益に蕗接関

係する生葉還元率は町及び県王子均を上回って緩めて高くなっている(第10表)。

さらに，収益性及び健全性について見ても，いずれの指標とも町及び県平均必

勝っており，緩めて優秀で安定度の高い経営が行われている(第11表)。

(5)労働作業の安全性確保

本茶農協では，各茶期の始まる前に，全農家総出で農機具の点検整備を実滅す

るとともに農業機械の講習会を行い，農作業の安全対策に万全を期している。ま

た，荒茶加工場についても日常の保守点検を行うとともに安全操業を心がけてい

るO この結果，町及び県内における茶農家の事故は多いところであるが，本茶農
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第11表収益性と健全性 (59年度)

l奴 益 1生

総資本自転率 総資本利益率 自己資本回転率 収支比率

内田第三 3.90 回 6.54 % 6.83 回 98.32 % 

町平均 2.19 2.71 4.95 98.76 

県平均 2.09 2.50 4.31 98.99 

健 全 性

負債比率 固定比率 回定資産回転率 自己資本比率

内田第三 75.35 % 74.73 % 5.11 田 57.03 % 

町平均 158.57 75.08 3.29 48.16 

県王子均 88.09 80.80 3.20 49.23 

協では無事故である。

また，万一の事故に備えて全員労働災害保険に加入するとともに，特に危険度

の高い工場出役者は法定外補償保険をかけてし品。

このような活動は，日頃みすごされやすい農業者の労働安全対策としてはユニ

ークなものであるO

(6)共販の推進と地場産業の育成

本茶農協は，荒茶を共駁しているが，販売先は70%を町内の製茶業者， 20%を

町農協， 10%は自らが消費拡大を図ることとして農家個々による直販としてしる。

特に，地元の製茶業者に販売している理由は，従来の生葉出荷の経緯，町の茶業

振興方策，町農協の取扱能力による制約等によるものであるが，この結果，地場

産業の育成にも寄与することとなっているO また，これら製茶業者とは，意見交

換会等の開催，販売時などにおける情報収集等によって，結びつきを良好にする

とともに，得られた情報は，消費ニーズに即した茶生産に的確に反映で、きるよう

にしている。
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関受費者の評価と今後の発展方向

今日の茶業においては，茶の生産性の向上と品賓の向上を関りながら経営改善

を殴ることが重要となってし、る。また，茶は，個々の農家による栽培加工の技術

水準が品質に直結し，経営に直接的な影響を与えやすい性格を有することから，

共同経営の推進に当たっては，組織ぐるみ・地域ぐるみの対応が重要である。

このため，本茶農協は，茶の先進的産地にありながらも，土地条件等恵まれな

い遅れた地域から出発して，緩めて短期間のうちに栽培から荒茶加工まで品質し

た協業体制を確立させ，今日では一級レベルの共同組織となることができた。

本茶農協が，このようなめざましい成功を得ることができたのは，昭和の始め

に設立された生葉出荷組合と戦後の水稲採積組合とし、う集落全体で取り組んでき

た 2 つの生産活動を基礎とし，組合員の参加意識と自主性を尊重しながら家族ぐ

るみ・地域ぐるみで進めてきた組織活動の成果によるものであるO また，営利の

追求よりも精神性を重視した生産活動を目標とした組合運営によって導びかれた

ものでもあろう。さらに，これまで， して指導してきた組合長及び役員のリ

ーダーシップと町及び町農協が一体となって行ってきた指導体制にも負うところ

が大きいと考えられる。

一方，今後については，農村社会を巡る変化に伴って組合員の個別事情が変化

することが予想され，これまでのような茶農協と組合員との良好な関係及び体制

を維持することについては非常な努力が必要となってくるものと考えられる。従

って，今後においては，地域ぐるみの活動を基本としながらも，農作業の労働力

確保，荒茶加工場の出役体制，農機具等の効率利用，農地の受委託，生葉集荷体

制，生葉の品質確保等の在り方について，栽培・加工の両面から検討して行く必

要があろう。また，個別農家の経営においても，経営の安定のためにはある程度

の規模拡大や他作物の導入等も必要となるであろうが，茶農協における生産活動

をベースとしてどのように克服して行くか課題でもある。

このような諮問題を抱えているとしても，これまで，本茶農協は，幾多の困難

を組合員全員が一丸となって乗り越えてきたところであり，今後においてもその

閤結力と英知をもって克服し，一層の発展を実現して行くことが期待されるO
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良い茶づくりイコール村づくり

内田第三茶農業協関組合

(代表者山田儀作)

当地区は，牧の原台地開拓百年の歴史

を持つ静F潟県JBH旨の茶産地菊川町にあっ

て，茶+水稲の経営を行っています。

経済成長時代に入り，周辺では次々と

近代的な製茶工場が設立されても，当地

区は小規模農家が多く 2英国は起伏の大き

な山地に散在しており，協同化の話が出

てもなかなかまとまりませんでした。

しかも，一方ではつり掘やゴノレフ場等

のレジャー施設の開発への誘いもあり，

将来の村のあり方について度重なる話し

合いを行L、ました。その結果，茶業の振

興による村づくりを進めることとし，基

盤の整備を先行させることにしました。

昭和43年の 1 次開墾にはじまり，数次

に主主る土地改良事業を行った結果，労働

時間は従来の60%と生産性が飛躍的に向

上いたしましたが， 17haの茶鼠造成には

7 ヶ年の歳月がかかりました。

また，開墾に合わせ茶工場敷地を確保

し，昭和51年間態の助成を受けて，集団

茶閣の中心部に茶工場を建設いたしまし

た。茶の主主主主にあたっては， 日進月歩の

時代を常に先取りするよう心掛け，コン

ピューターの活用や性フェロモンの利用

による害虫妨除をいち早く縫立させてお

り，今年は舷間深耕等による茶l遂の若返

りの実験も行っているところで、すO

地IRにはもう一つ県指定の水稲採種組

合もあり， 22haの水用から優良な種籾を

県下各地に供給しております。この水問

地帯には，県営のほ場整備事業が導入さ

れ，ここ 1~2 年の内に完了となる見込

みとなっていま。

今後は，茶業振興はもちろん，水田の

高度利用についても積械的に取り組み，

水稲+茶+冬やさいの複合経営を目指し，

より笠かな村づくりに努めてまいる所存

であります。
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二二二二二内閣総理大盟強受渡

出品財 養蚕経営

受賞者宮崎

(崎玉県秩父111\淀川村大宇上m野1061)
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地域に適した作目として古くから導入されてし、る。養蚕農家戸数は漸減気味であ

るが，昭和58年は94戸であり，上繭収量は約61 t (1 億 2 千万円)で，農業粗生

産額の約35%を占めている。

宮崎家は代々養蚕を営み，父定六氏の頃より養蚕専業経営を行っており，近年

では地底はもとより埼玉県内でも屈指の大規模養蚕農家として有名である。

宮崎氏は昭和27年に県蚕業講習所を卒業後，家業の養蚕に従事し，その後，地

庄の稚蚕共同飼育所の飼育主任として重責を立派に果たすと共に，飼1育技術の研

績につとめた。また地区蚕業青年活動に参加して養蚕経営や技術の知識取得に努

めた。氏は父定六氏より権利委譲を受けるに際し，従来の養蚕経営を吏に合理化\

し，高能率・低コスト養蚕の確立を図るため，昭和56年には養蚕機械化を毘標と

した地区の養蚕機械化総合を設立し，機械化に取組むとともに，遊休桑園を活用

して計画的に契約桑闘を導入し経営規模を拡大した。また全桑鴎350 a のうち約

1/3を密植速成薬関として造成し，条桑の機械収穫によって省力化を進めた。

第 1 表荒川村の農業粗生産.額の推移
(単位 100 万円)

昭和 56 年 昭和 5 7 年 昭和 58 年

農業総粗生産額 340 (100.0) 唱 334(100.0)弘 330(100.0)也
(1)耕種 合計 162( 47.6) 百 134 ( 40. 1)弘 151( 45.8) 首

米 5 4 4 
麦類 4 3 3 
雑穀・豆類 14 10 12 
いも類 17 19 18 
野菜 43 41 46 
果実 50 29 36 
花き
工芸農作物 13 16 23 
種箇. ~古木類その他 16 12 9 

(2)養 主主
(3)畜産 合計 120 ( 35.3) 覧 127( 38.6) 覧 115( 34.8)% 

肉用牛
手L 用牛 57 (16.8) 也 68( 20.4) 世 56 
豚 11 9 8 

36 45 47 
(4)加工農産物 10 14 1 

1 (0. 3) 弛 5 (1. 5) 唱 8(2.4) 覧
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また積極的な新技術の導入と創意工夫によって今日の大規模養蚕経営を築き上

げた。収繭最は昭和50年に約 4 t. 55年4.5 t. 58年および59年には5.5 t と着実

に成果を伸ばし，昭和58年および59年には埼玉県大規模養蚕農家の第 l 位にラン

クされるに歪っている。

同氏はまだ49才と働き盛りであり，誠実な明るい人柄と研究熱心な意欲とが地

域の人達から高く評価されており，養蚕中怒りーダーとして地域農家の技術向上

の霊長引力となっているO その結果，養蚕減少傾向のなかで，この地底は比較的安

定した繭生産量をあげている。

昭和59年からは大規模養蚕農家の間体である秩父市繭 1 t 会の副会長として地

域養蚕の規模拡大，技術の近代化に貢献しているO また奥さんも主人を助けつつ

熱心に養査を行っており，養蚕家として立派な実績をもっ父定六氏，母サイさん

との家族 4 名の一致協力があったことも今日の豊二氏の発践をもたらした。同氏

は既に数々の賞を受けられ，特に氏の省力機械化に関するアイディアについては，

県内外各地から見学に訪れる人も多く，その技術やアイディアの波及効果は高い

と忠われる。

優れた養蚕経営に関して，今日までに表彰されたものは次のとおりであるO

昭和52年 1 月 埼玉県知事ー賞 (埼玉県蚕業振興協議会)

昭和56年 4 月 埼玉県知事賞 (向上 ) 

昭和58年 3 月 埼玉県知事賞 (向上

昭和58年 5 月 大日本蚕糸会会頭賞

(関東地方繭生産性向上コンクール)

農蚕闘芸局長賞

昭和59年 3 月 農林水産大臣賞 I(関東地方繭生産性向上コンクール)

昭和60年 2 月 大日本蚕糸会養蚕アイディア奨励賞

関受賞者の経営概況

(1 )家族構成

家族は豊二氏49才，妻の治子さん46才，父の定六氏59才，母サイさん74才，長
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男浩之君19才，次男吉之君16才の 6 人であり，養蚕従事者は 4 人で，その労働能

力は3.0人となっているO

(2)経営耕地

宮崎氏の経営する桑園近辺の地形は崩積土型山麓傾斜地に属するものであり，

その土質は秩父古生層の崩積土の運積土であった。全層とも角牒が多し、。平均標

高は280mで‘ある。桑関経営面積は350 a であり，そのうち165 a (47%) が自作

地であって， 185 a が借入地であるO また350 a のうち成揺は287 a (82%) ，未成

屈は63a となっている(第 2 表)。桑僅lは借入地も含めて 9 筆に分かれているが

平坦地あるいはゆるい傾斜地であって，比較的面積がまとまっており，道路に画

した場所で、あるので(第 2 図) ，桑鴎管理および桑収穫の機動性には問題がなし、。

宮崎氏は今後賞桑よりも契約桑閣を増し自信のもてる肥培管盟によって桑の多収

穫をと意欲を燃やしているO

(3)資本装備

蚕舎としては稚蚕用，中蚕用各 H東，壮蚕用 1 棟からなっており，その他に上

蔵室 2 棟，貯桑室 I 棟を使用している(第 3 表)。

養蚕用機械装置は第 4 表のとおりで，中華飼育は同氏の創意工夫により自作し

た中蚕立体簡易飼脊台で，壮蚕飼脊は自動飼育機(10箱用 3 台)で、行ってし品。

中蚕および熟蚕自動運搬機も同氏の自作によるもので，省、力化に威力を発揮して

いる。

第 2表経銭'耕地面積(昭和 5 9 年)

区 分 部 積 害4 l仁k3 b信 華4子

桑 闘 350 a 9 8 ‘ 6% r E!己所有
耕 地 普通畑 5 1.4 桑 1165a

水 回 。 関借入地
1 8 5 a 

355 10 O. 0 

山 林 300 梅林

メ口為、 計 655 
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(4)経営収支

昭和59年度に年 7 回育で173箱を銅育し，上繭5 ， 46臼1k同gをあげ

018乃.円)のほぽ1叩O∞0%は繭収入でで、あり養蚕専業でで、ある O 養蚕所得は499万円で所

得率は49% と高く， 1 日当たり家族労働報酬は9 ， 256円となっている (第 5 表)。
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関受瞥財の特色

(1)着実な規模拡大と優れた生産性

昭和45年以降の規模拡大の過程は第 6 表のとおりで， 55年に契約桑園 130 a を

増し，また， 57年には壮査飼育機械を導入し，着実な経営規模の拡大を続けた。

昭和59年には上繭収量5 ， 461kgを得てし、る。
第 6褒養蚕経営の推移

締立状況 収 綴 :゚I: 
年 度 桑国関fJi 上繭数量 倣 考

(a) 関数 箱数 (K g) 箱当たり 1 0 a 当たり
(K g) (Kg) 

昭和 45年 150 5 74.5 2.815 37.8 187.7 

50 180 5 83.0 3.980 47.9 210.0 

55 310 7 140.0 4.490 32.1 144.8 桑園借入

56 330 7 132.0 4.130 31. 3 125.2 

57 350 7 165.0 5.253 31. 8 150.1 壮3長自動
飼育機

58 350 7 175.5 5.557 31. 7 158.8 導入

59 350 7 173.0 5.461 31. 5 156.0 

60 350 7 160.0 5.312 33.2 151. 8 見込み

養蚕経営費および上離 1kg当たり生産費を算出すると第 7 表のようになる。

第 7表繭生産費および養蚕経営費

区 分
繭 生 産 費 養笈経営費

」ニ繭 1 K g 当たり 総 額
主主 稜 費 114 円 625 千円
目巴 料 費 1 84 1.005 
農業薬剤費 43 237 
光熱・動力費 4 2 230 
買 桑 費 59 320 
共同飼脊費 114 622 
桑園賃借料金 2 7 1 4 8 
桑樹成国費 50 272 
蚕 コ自rて 費 4 7 256 
労 !動 費 6 1 0 雇傭 241 
共済掛金・組合費 49 267 
建物等減価償却費 1 83 1 , 000 
費 用 i口h 計 1 , 5 2 2 5 , 223 
副産物価額 5 
第 I 次生産費 1 , 5 1 7 
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密様桑園〈極付

当年の繁茂状況〉

すなわち第 1 次生産費は1 ， 517円であり，因みに生産費調査の全国平均値 (30

箱以上養蚕農家)が2 ， 714円であるので，宮崎氏の生産費はその56%にすぎない。

まさに低コスト養蚕のモデルになるものと考えられるO

また10 a 当たり上繭収量(第 6 表)は昭和57年以降，安定して150kgの水燃を

保っており，上臨 1kg当たり労働時間 (0.85時間)と相侠って，現在の養蚕の技

術水準の最高限度に達していると云うことができるO

(2)密植桑髄造成と多収穣肥培管理

桑は秩父地方に適していると云われる改良鼠返で‘あり，桑園は年々街植桑留を

造成し，現在100 a となっており，全桑闘の30%に達しているO 条桑メIJ取機(パ

インダ一刻K35) を導入しているため，~開は1. 0m となっている(第 8 表)。

第 B表桑i溺の状況

薬関番号 自宅からの距離 函 桜 樹 臨告 納付距離
(m) (a) (年) (m) 

l 50 44 7 1.8xl.O 

2 200 34 1 , 2 l.OxO.4 

3 200 47 1 0 1.8xl.O 

4 400 5 1 2 l.OxO.4 

5 300 20 1 7 1.8xl.O 

6 400 48 3 l.OxO.4 

7 600 35 1 3 1.8x1.0 

8 500 44 7 1.8x1.0 

9 1. 0 0 0 2 7 1 2 1.8xl.O 
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樹齢は 2 年以下24.3% ， 3~13年70.0% ， 17年が5.7%の構成であり，今後の目

標としては密植比率を現夜の 2 倍まで高めると語っていた。年 7 聞の飼育に対応

するため春秋兼用桑闘135 a ，夏秋専用桑園195 a 当てており， 20 a を 3 齢専用桑

園としているO 買薬最は年間8 ， 000kgであるO

桑閣の土質が肥沃でははないので，肥培管現には特に配慮が払われており，こ

の配慮、が桑の生産性を高めている最大の理由であると推定される。すなわち無機

貿肥料は10a当たり丸桑特 2 を420kg ， Ei灰窒素40kgを施用し成分量として窒素50

kg，燐酸17kg，カリ 17kg となっている(第 9 表)。また，有機質肥料としては廃条

を残条カッターで処理し，蚕糞を混合して堆積，完熟させた蚕沙を1l~12月に10

第 9 表 1r-mlの施Il巴状況(Jl[{平j15 9 11'、 1 0 a 当たり)

Iﾁ': Jノ、J 1t 
資材名 U主 Il巴fI年 JUJ 施川主i

N P , 05 ](, 0 

メL桑特-2 2~3 月. 4~5 月 120kg 4 2 ‘ Okg 16.8kg 16.8kg 
訂版繁栄 11~12n 40 8.4 
I民党 . i民主L、 11~12 J1 2.300 3 3. 1 5.8 5.5 
ノt~-、1 83.5 22. 6 2 2. 3 

Cltl ほかに汚泥JjtH巴を桑l必に全ÍtÌとして 3.000kg施Jllしている o

ョ当たり 2.3 t ずつ施肥しているO 有機資材としてさらに汚泥土佐績を投入して心

るが，この資材は糞尿処理場の乾燥粒状汚泥であって無償で得られる点が有利で

ある。これら有機資材の投入により肥料費を低く押えつつ，十分な最の肥料成}分

を投入している点が特徴であり，桑多収穫の最大の理由もここにあるとおもわれ

る O

(3)年 7 店等壌育と作柄安定

宮崎氏は年 7 回育を続けており，蚕期の重複にもかかわらず安定した作柄をあ

げてしる。第10表はここ 2 年間の蚕期'JJ1jの実績である O 初冬蚕期を除いてほぼ等

量育となっているO 稚蚕飼育は共同飼育所(人工飼料脊又は桑葉育)で、行ってい

るが，春蚕期に限って買桑により飼育をしているO

これはこの時期には比較的労力をさき易いためで、あり，同氏の稚蚕飼育の腕前の

見せどころでもあるO 作柄の安定は養蚕技術の大前提であるが，その点，宮崎氏

の査舎の配震は合理的であり，中蚕用蚕舎，壮蚕用蚕舎および上藤室が完全に分
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第 1 0 表 Z盛期J]1j養蚕実績

主存 昭和58年 I昭和591f 5911' 

号 術îL}i 羽 締3ZZ設 J:語調収 � JIj( 総立月日 総îLt立 上謀議収数 総収 制H霊長司 rf

月日 � 五g 抗g 月 I~ 箱 Kg Kg 

5 7 1 30.25 1,224.5 40.5 12 30.25 1,103.0 36.5 俗人、桑

2 31 30.25 1. 099. 5 36.3 6 61 30.25 923.5 30.5 共問、数

3 6 25 27.75 797.1 28.7 27 26.50 711. 7 26.9 共i司、人工飼料

4 18 25.25 658.8 26.1 18 22.75 564.8 24.8 共IilJ、人工飼料

5 10 23.00 609. 。 26.5 10 25.25 766.3 30.3 共問、桑

6 9 11 29.00 874.9 30.2 9 1125.25 920.6 36.5 J島問、人工飼料

7 9 7 1 10.00 293.9 29.4 12 12.75 471.0 36.9 共同、桑

175.50 5,557.4 31. 7 173. 00 5,460.9 31.6 

~í:されて散夜しており，しかもこれら施設開の蚕運搬が機械化され，あたかも工

場における流れ作業工程のように，生産システムの流れに十分な考慮、が払われて

いる(第 3 図)。このような配置は各施設の分離消毒の徹氏や，作業分担などと

相{突って蚕期の重複による病原汚染の危険性を能rrち切)1るという点でメリットがあ

る。

回

回

第 3 翻 自白]資家・ 1.: }j楽室ーなどのf!iGf~'じ候1匂

中主主飼育室

(母鐙 2 階)

自
稚主主飼育察

(主主) 1: や畿自動巡級機

2 :熱3産自動査室綴機

壮3霊飯干年室 日
自動飼育機

自動飼育機

I3 JザJ飼育機

い1 上霊長君主!

2 

上族主主 E
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壮蚕自勤続育機械による飼育 熱蚕i遂搬機による無人運搬

蚕室および上競輩の洗浄・消毒は蚕期毎に徹底して行っており，飼育機械はス

チームクリーナーで洗浄したのち，フォルマリン，アリパンドにサピノンを添加

して消毒しているO

(4)議Ij意工夫による合理的な省力護蚕

宮崎氏は養蚕省、力化のため創意工夫により自分で熔接して製作あるいは改造し

た機械を利用して能率向上を図っているO 例えば中蚕用の立体簡易餌育台(大日

本蚕糸会養蚕アイディア奨励賞受賞)によって 3 齢蚕の飼育を行っているが，こ

の鯨育台は査の収容能力が大きく，作業の能率もよし、。また中蚕飼育後，壮査飼

育室へ別棟 2 階の中蚕飼育室からの査の運搬にも，同氏の製作した運搬車を利用

し，さらに壮蚕錦育室から上族室までの熟蚕の運搬には，手作りの自動運搬機も

使用するなど，運搬作業の主主力による能率向上効果は著しいものがある。これら

の運搬機はし、ずれも中古農機具の再科用によるものである点が特に素晴らしいこ

とであるO

壮蚕飼育は蚕種10箱用の飼育機械 3 連により 1 蚕期約30箱行っているが，これ

ら機械導入により餌育の労働時間，労働強度を従来の飼育台車の場合よりも 4 割

方減らすことができた。条桑収穫は毎朝家族 3 名で、行っているが，軽トラックで

運搬した条桑刈取機を能率よく利用してし、る。桑園の契約に際しでも道に面した

桑闘を選び，条桑運搬用のトラックの乗入れ可能である桑闘を契約している点な

ども，機動力を十分に生かして作業段取りを全体的なシステムの中で考えている

あらわれであることを示している。
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大規模餌育の場合にはとくに上競作業に労働が集中化するため，規模拡大の制

隈要悶となっているが，宮崎氏はよ記の運搬機の利用とともに，作業分扱，人員

配i萱，作業の段取りを緩めて計画的，合理化に行っている点，一般養蚕農家の範

となるものと考えられた。すなわち作業に先立ち，上族室は床をビニール張りと

し，その上を新関紙ロールで、張ってあり，消毒済みの総立てられた回転族が整然

と準備，整頓されており，上藤準備の体制が見事に整っているO

作業は麗傭 3 名を含め 7 名で、行っているが，壮蚕飼育室の条払いや片づけに 6

名，上族室の払込みに l 名を配分し，熟査の運搬は無人の運搬機で喝行っているた

め 3 時開の短時間に30籍の上族作業を終了していることは全く驚異的能率であ

ると云えるO これは適切な人員配置，時間の割当，手11領・段取りなど総合された

作業システムとして生産の流れが作られていることに依っており流石と感心させ

られる。また上族室床面の新聞は片付時に総て:焼却し汚染源を校rrっているO

(5)卓越した労働生産性

上記のような簸れた省力養蚕技術を中心に，宮崎氏は年間を通じて素晴らしい

労働生産性を上げているO すなわち，同氏は家族労働 4 人のほか雇傭労力を最小

限(年間344時間)に止めており，しかも毎年間一人を雇傭することにより作業

に精通した労働力を確保しているO

また麗備は上族・収繭作業に限っており，各査期とも 3 人ずつ 2 臼を基準とし

て麗傭労働費を節減しており，蚕期が重複しでも奴繭作業を麗傭労力により切離

して行っている点，蚕作安定上からも合理的で・あると高く評価される。桑栽培・

管理作業と育蚕作業の重複も僅かであり，労働配分が適切である(第 4 国)。

売の結果年間総労働時間は4 ， 654時間であり，上離 1 同当たり労働時間は0.85時

間という高い労働生産性を得ている。繭生産費調査における労働生産性は30箱以

上，農家の全国平均においても1. 83時間であり，実にその46%に過ぎなし、。また

繭 lkg当たり労働費は610円であって全国平均の1， 957円のわずか31% ， 30箱以上

農家の平均労働費1， 590内の38%に過ぎない(第 7 表)。
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第 4 関 年間の作業期間と月7J1j労働時間

月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 lO 11 12 言十

紡除
一 一

栽 施肥・耕うん 施ßE ・緋うん

桑
株盤耳里 春切り

除幕 事長箪
一

IJ、言十 38 63 81 113 55 32 32 78 62 554 

春 1

春 2

~ 
育

初秋

蚤 晩秋

晩々秋

初冬

一

小計 542 
(128) (48) (64) (64) (40) (344) 
888 654 818 844 354 4，1∞ 

合計 38 63 81 113 597 920 686 818 844 354 78 62 4,654 

時間

時間

時間

{注) ( )は麗繍労働待問

関受賞者の技術経営の分析およびその普及性と今後の発展方向

(1)栽桑技術

栽築技術の基本となるのは「土作り J であり，し、かに桑園土壌に適した肥培管

理がなされてし、るかが，業の単収増加の決め手となるO 宮崎氏の菜園肥培管理の

詳細は前述のとおりだが，窒素，燐椴，カりのいわゆる 3 要素が十分施肥されて

いると同時に，廃条と蚕糞を混合し，熟成させた有機資材が多量に投入されてお

り，しかも無償で入手しうる汚泥堆肥も投入し，行届いた肥培管理による土作り

を意欲的に行っているO 有機資材の投入は桑閤肥培管理上，技術指導において常

に強調されているが，同氏はこのことを着実に行っている点が高く評価されるO

この事実は廃条，蚕糞の堆積場所が壮蚕飼育室に隣接しており，後片付けと残条

カッターによる処理作業が，場所的に連続して行える点も堆肥作りを容易にして

O
D
 

司
d



おり，有機資材多用の速器となっていると考えられるO 有機資材の多用は桑収穫

量の増加とともに，肥料代の節約となっている。宮崎氏における肥料代は上隣 1

kg当たり 184円であるが，繭生産費調査における30箱以上の養護農家平均におけ

る肥料代238円に比べると 54丹も少し年間にして全部で，約29万 5 千円も少く

て済むことは注自に価するO

また桑国管理作業のうち 6~7 月の除草を捺いて， 11月から 5 月前半に集中し

て行っており，脊査時期との重複をさけていることも，労働の集中化をやわらげ

る点からも見逃せなし、。

宮崎氏は機械収穫に適した密植桑閣改造を積極的に進めてしる。街植桑~Iはま

た土地生産性合高める上からも有利であることから，年次計画で改造を行ってゆ

くことは，今後の高能率養査を進めるよで適切な方針と評価される。

宮崎氏は契約桑閣を増すことにより経営規模の拡大を関っているO 桑i還が散在

することは桑収穫や管理と不便であるので，契約すべき桑闘の選定には非常に慎

重であり，単に近い所を選ぶのではなく，少々遠距離であっても広い道路に面し，

出積のまとまった桑閣を選定し契約している点は非常な卓見であるO このことは

今後，遊休桑関利活用による経営規模拡大について重要な示唆を与えているO つ

まり農機具の移動，条桑の積出しなどを如何に効率的に行えるかを念頭におくこ

とが大切であるということである。換言すれば綿々の技術の優れたj去を総合して，

生産システムとして纏めて戦i絡を考えることこそが今後の養蚕には必要であり，

宮崎氏は既にこのような考えを先取りしておられることが立派であるO

(2)養蚕技術

同様のことが宮崎氏の養蚕についても当てはまるO 養蚕において最も重要なの

は蚕作の安定である。つまり主主病防除を効果的に行うことであるO 宮崎氏の飼育

施設，上族室がそれぞれ踊離して存在し，しかも施設関の運搬作業が創意工夫に

よって機械化されていることで，査期毎の消毒が施設ごとに徹底して行える利点

がある。蚕期が重複する場合でも，収縮作業を雇仏苦労働に任し，中査飼育は同氏

自身で行うことにより，中蚕銅育室の病原汚染の危険性は避けている点も賢明な

方法であり，蚕作安定に役立ってし品。

養蚕作業のうち運搬作業の占める割合は非常に大きし、。この作業を機械化によ
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って省力することは，養蚕作業全体を合理的に省力化し，労働強度を減少するた

めに重要である。宮崎氏は中古農機具や材料を巧みに利用して運搬機を製作し，

運搬作業の省力化を関り，上鶴 1 足当たり労働時間0.85時間という高い労働j生産

性を上げている(第11表)。その飽，個々の養蚕作業についても，常にアイディ

アを生かし，袋、力化を考え，実行に移しているO

第 1 1 表生産性諸指数

区 分 2十 算 基 礎 指 数

上繭 1Kg 当たり労働時間 4 ， 654 時間/5 ， 461Kg 0.85時間

1 時間当たり繭生産量 5 ， 461Kg/4 ， 654 時間 1.17 託g

1 時間当たり労働報酬1 4 ， 988 千円/4 ， 654時間 1 ， 072 円

1 時間当たり家族労働報酬 4 ， 988 千円/4 ， 310時間 1 ， 157 円

l 臼当たり家族労働報酬 1, 157 I弓 x 8時間 9 ， 256 円

毎年の箱当たり収繭量平均はそれ稜多くないが常に31~33ほと安定しているこ

と，それに対し土地生産性すなわち10 a 当たり収繭量が150~160kg と安定して高

水準を確実に保っていることは，桑の土地生産性の高いこと，収穫された桑葉を

給桑経済の観点から無駄なく蚕の飼料に利用している卓越した間氏の飼育の結果

であると高く評価される。

(3)今後の発展方向

宮崎氏は桑園の土地生産性と労働生産性とを高めるため年次計画で密櫛桑閣の

拡大を目指しており，明年は密植桑留を30 a増すとのことであり，将来的には契

約桑園を増し現在の桑屈面積350 a を550 a とする予定である。また掃立箱数や各

蚕期30箱の均等とし，年間210箱を飼育することによって，年間収繭量を 7 t に

まで上げることを考えているとし、う。

技術的な諜題としては，当面，最低 3 日程度の条桑の貯蔵技術の開発と能率的

な族器の改良とがあるO

経営目標としては繭の第 1 次生産量を上繭 1kg当たり 1 ， 480円まで下げること

であるO 宮崎氏は生産費の低減には省力化をさらに進めることによって達成する

計画を考えており，そのためには密植桑爵の拡大，機械収穫を中心として養蚕作
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業の機械化省力を積極的に推進するとのことであるO

最後に宮崎託は，居住する秩父郡荒川村が桑以外に耕作できる作目が少なく，

計画生産の厳しい状況下でも，低コスト養蚕に務め，専業養蚕農家として所得の

安定を関りたいと決意、を述べられた。宮崎氏の養蚕技術をもってすれば，この目

標達成は可能であると期待される。
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離議離議離騒震関

高能率，低コスト経営の確立めざし

宮崎豊二

私は，昭和27年県蚕業講習所を卒業と

同時にわが家の経営に参加し，養蚕音ß門

を担当して参りました。当i時のわが家の

経営は，戦lド・戦後の食糧難から淡地の

ほとんどが食糧生産にl句けられ，桑国も

抜摂されて収縮f設も年間400~500kg程度

のものでした。

その後食糧事情も好転し，社会・経済

情勢の変化に伴L 、経営の見直しを区|り，

土嬢条件・労働力等を考慮した結果，当

地としては最も適作である養蚕での自立

経営を目指すこととしました。以来，徐

々に桑図への切り換えと借地による増反，

更に飼育施設の拡充・買桑利用等による

規模鉱大を図り，養蚕専業経営へと移行

して参りました。

しかし，こうした経営も，オイノレショ

ック以降の国内長気の長期低迷とそれに

伴う養蚕不況による機価の低迷，無理な

掃立や施設の不備等による進作の繰り返

し，更に貿桑・雇用に額った不安定な経

営等に行き詰まりを感じ，再度見直しを

迫られて参りました。

そして昭和57年，経蛍'機の委談を機に

経営の合理化を検討し，壮蚤飼育室並び

に自動飼脊装置の導入，更に密槌桑煽の

造成による桑収穫の機械化等，養蚕機械

化一貫体系による経常改善へと努めて参

りま Lt::. o それとともに土作りにも意を
注ぎ，廃条のすべてを堆IJ巴化して桑閣に

還元しているほか，自らのアイデアによ

る中蚕立体飼育合・熟蚕運搬機の利用に

よる省力化を図り，経営改蕩を進めて 4

ヶ年を経過しまし t::. o
今ではこl'主主・壮盗飼育室・上放窓の

完全分離により年間約5.5 t を安定的に

生産し， 1 kg当たり労働時間も 0.85時間

と生産性も飛躍的に向上して，経苦言の安

定化が図られました。

こうした私の経営に，地区内のf史家か

ら機械化養蚕を，志向する仲間が消えてき

て，何よりもカ強く感じております。厳

しい現状下ではありますが，今後もこう

した仲間と共に，創意と工夫による高能

率・低コスト養主張経営'の雄:立を目指し，

精進する所存です。
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毘本農林漁業振興会会長毅受繋

出品財盤蚕経営

受賞者長谷養蚕小組合
(代表者野本字)

(鹿児Ji-治日姶良郡栗野!IlJ木場2682)

関受賞者の略麗等

(1)粟野町の擁況

鹿児島県の北部，議島えびの高原の西に栗野町があるO 間鉄IlE薩線と IU野紛!との

分岐点に当たり中心街のすく台東には九州、i縦貫道の栗野インターチェンジが設けら

れ，鹿児島空港から 15分程度で行くことができるO 本町は北薩の中心地として栄

え，昭和 7 年に町制が施かれ，現夜，断積88.2kni，人口は9 ， 500人であるO

農業人口は6 ， 087人，総人口の65%を占め，臼本楽器!11!:児島工場(I. C. 工場)等

第 1 図 受賞者の所在地
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長谷養蚕小組合

のメンバー

があるが，農業中心の町といえよう。町の中心街から東へ約 2 kmのところに長谷

集落(戸数186戸)があり，長谷養蚕小組合はこの長谷集落にある(第 l 関)。

標高は約200m，町の東北から西北へ)11内ハ iが貫流し，栗野盆地が形成されてい

る O 年間降水量2 ， 100mm程度，年平均気詰iI.l4. 60 C の典型的な暖地気候であり，全

般にシラス土壌で，桜島火山灰地帯で、あるが，近年における降灰の影響は比較的

少ないところとし、ぅ。盆地中央の平たん地には水田地帯が聞け，東部の栗野岳中

腹は広大な牧野が広がり，すそ野は桑園を含む畑作地帯となってし、る。

本町の農業は，経営耕地面積1 ， 323haの約半分を水田が点め，畑地・牧草地・

樹j覇地の/1震である O 農家戸数は近年，徐々に減少傾向が認められ，特に専業農家

の減少が著しく，近年は麦・甘しょの生産が顕著に減少したが，たばこ・茶・家

畜の増加が目立っている(第 1 表)。

第 1 表 粟野町の主聖書燦苦言産物の生産状況

作 自 名 作付面積 1収Oa当量り 生産量 生産額

ha kg t 百万円
7J¥: 平話 556 463 2, 620 789 
茶(荒茶) 122 142 135 236 
Tこ lí こ 55 242 143 252 
養 蚕 80 103 82 159 
肉用牛 262 
手L 用牛 227 
豚 702 

本町の繭生産は，昭和45年頃まで急、速に伸び，昭和50年以隆，減少傾向を示し

たが，最近では比較的安定した生産が続けられている。なお昭和50年には，鹿児

島県では姶良郡が最高の収繭量を挙げ，郡内では栗野町が最高となっているO
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第 2 罰 粟野lIlJにおける養護の推移
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最近の養蚕実績は，第 2 区iに見られるとおり，養蚕戸数は昭和56年度まで急、速

な減少が認められたが、その後の減少はわずかであり，最近では比較的安定して

きた。戸数の減少傾向に対して， りの薬園面積及び収繭量は増大し，その

結果，町としての収麟量は近年85t前後に落ちついているO

(2) 組合の略歴

鹿党島県の養査は，明治中期に導入され，姶良郡でもその頃から養蚕が農家で

行われるようになった。その後昭和30年代前半までは比較的小規模な養査が行わ

れ，栗野町養蚕振興会に各農家が属していた。昭和30年代の後半になって，第 l

次構造改善事業により農協稚益共同飼育所，壮査飼育施設及び集団薬盟造成等が

行われたため，組織の改革が急務となり，振興会は昭和41年に架野町農業協同組

合養蚕部と名称を改め，農協下部組織として発足し，養蚕振興に関して企画，

産指導，関係機関との連携等を行う統一した機構が成立した。

農協養蚕部の設立と向時に，その下部組織として各集落単位に養蚕小組合 (22
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小組合)が発足した。組合員は，農協稚蚕共同館育所に全員参加するとともに生

産資材の購入，繭販売の一括化等の体制が整えられた。すなわち，生産資材，特

に肥料については県の施肥基準によって桑専用肥料を県経済農業協同組合連合会

の発注により，栗野町農業協同組合を通じて直接農家に配達される。また生産さ

れた繭については，毎年，関体契約により栗野町農協，県経済連を通じて製糸工

場へ一括売渡されることなど，共販供給体制が確立された(第 3 図)。

第 3 歯 長谷養蚕小組合の系統図

県経済連ー→粟野町農協ー蓄を議部一→長谷養蚕小組合←一集落の養蚕農家

•| 

↓:←繭，←繭←繭;十
L一一一一一一一一一一一一肥料一一一一一一一一一一一一一一一一j

長谷養蚕小組合も昭和41年に発足し，長谷集落の養蚕農家によって構成され，

50年には38戸であったが，その後毎年 1~2 戸ずつ減少してきたが，昭和58年以

降は30戸によって組織されているO

長谷養蚕小組合の養蚕実績は後述するが，近年，桑関並びに養蚕設係等を逐次

整備し，養蚕戸数の減少にもかかわらず，桑閤面積及び収繭量を向上させてきた。

昭和59年には， 31. 8haの桑関から34.8 t の収繭;最を挙げ， 10 a 当たり収繭量109

kg , 1 戸当たり収繭量[1， 160kgの優秀な成績により第18@jLHli也方繭生産性向上

コンクールにおいて農林水産大臣賞を受賞した。更に，組合員のうちにも個別養

蚕経営について昭和59年度胞児島県蚕糸業共進会において農林水産大臣賞を受賞

された者もあるO

閤受賞者の経営概要

(1)長谷盤整小組合の組織と活動

長谷養蚕小組合は30戸の養蚕農家が参加し，そのJ組織は，小組合長・副小組合

長・支部長及び散事の役員と婦人部によって構成されてし、る。昭和41年 3 月 1 日

に規約を定め，栗野町の他の小組合と問時に発足した。総合長宅に事務所を置き，

養蚕振興と研修親睦を留ることを目的とし，組合員は長谷地区で養護を始める

と同時に資格ができ，廃止した年の総会で資格を失う定めとなっている。ここで
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支部というのは斑組織のことであり，数戸ずつで組織されているO 支部長は通常，

班長と呼ばれ，主として連絡に当たっているO 婦人部は，昭和57年に設立され，

加入脱退は自由で，部長・班長で構成され，養蚕の学留と相互のおーl艇を臼的とし

ている。このほか，組織としては確立していないが，後継者クゃループがあり，小

組合の事業を卒先して実施してし、る。なお，栗野町農協には，各部会のほか作闘

を越えた組合員相互の親睦と技術の向上を民的とした農友会と若手ク守ループの幼

心会とがあり，この長谷養蚕小組合員も参加しているO

長谷養蚕小組合の活動は，組合長をl十九心として養蚕の実行計画，共向作業等を

協議し，班長を通じて組合員によく徹Eまされ，毎年 3 月に総会を開催するほか，

月 3 凶の養蚕臨談会，主主j弱íJlj集合指導を実行しているO

婦人部では年 2@研修会を開き，養蚕成績に対する反省と生活改善について意

見の交換や指導を受けているO また，後継者クゃループは年 2@研修会合開縦し，

現地見学も実施してし、るc

〔稚蚕共同飼育所〕は，農協によって i直接運営されている。本11げでは， 34年か

ら土室育による稚蚕委託飼育所 6 ヵ所，農協共同飼育所 1 ，カ}所(土室育)が設霞

されていたが，第 1 次農業構造により 43年に冷暖房式天竜育へ移行し，栗野町全

体の稚蚕共同飼育が行われるようになった。その後，活動火山周辺地域防災営農

対策事業により稚益人工銅料育施設が農協に建設され (700$0規模，中央式ラセ

ン自動飼育装置及び自動説湿度調整装置)，管理運営も一切農協で行われ現在に

奈ってし、る。稚蚕人工飼脊の実施状況は，年間 7 回掃立， II庁内全員がこれによっ

ており首;盟運常は農協に之るが，農協総会の議決を経て，飼育料金，施設に対

する特別出資金を繭代金から徴収している。

以上が長谷養蚕小組合の組織と活動状況の概要であるが，栗野町では最大の養

蚕小組合であり，養査を主業とする農家がよくまとまり，蚕業指導所等の関係機

関からの指導を適切に受けつつ，自らの主体性をもって運営を行い，生産性の向

上と現行の繭僻に対応する低コスト養蚕に取り組んでいるO

(2) 組合員組見IJの経営概要

組合員各戸の労働力，経営耕地，桑閤・館脊概況及び収繭量を調べた結果，次

のことが認められた。
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① ほとんどが養査を主体とする複合経営であり，米・たばこさど耕作するほか，

和牛が30戸中23戸で飼養されており 2 頭飼養が多し、。

② 戸主の王子均年齢は50.3才であり，養蚕従事数はほとんど 2 名で，堅実な養

蚕が行われているとみられているO

③掃立箱数は， 31箱から 40箱の階層が多く，飼育回数の最大は 7 闘で，大多

数が S 回以上の多聞育であるO

④ 各戸とも 10 a 当たり及び箱当たりの収繭量が非常に高L 、。

農家収入のうち，全ての偲別経営において養蚕収入がトップを占め，この点から

も養蚕にかける期待の大きいことを知ることができる o 30戸の平均農業収入は3 ，

078千円であり，その66% ， 2 ， 026千円が養蚕収入であるO また，農外収入は，農

家収入3 ， 897千円の26.6% ， 819千円に過ぎなし、。

襲撃受賞財の特色

(1)養蚕実繍

長谷養蚕小組合の養蚕実績は，第 2 表のとおりであり，最近になって著しい向

上を示しているO

第 2表長谷養蚕小組合の養蚕実績

重量蚕 桑腿 収 繭 掻 (kg) 10.当り 総当り l 戸当たり
年度 備 考

戸数 面積 審議期 初秋蚕期 晩秋蚕湖 年間1 ，十 収翰最 収縦盤 桑凶 収磁盤

年 h. 国 岡 kg kg kg kg a kg 

50 38 29.7 6,726 5,120 8，お0 20,196 68 30.7 78 531 

51 幻 29.5 5,245 4,450 7,710 17,405 59 28.5 79 470 E草総書台風

52 37 29.5 6 ， 5初 5,986 9,609 22,125 75 32.7 79 598 

53 35 28.0 8,946 7,104 10,050 26 ， 1∞ 93 お.0 80 746 

54 35 28.0 8,781 7,250 11,119 幻， 150 97 38ι 80 775 

55 35 27.9 9,826 6,716 9,840 26,382 95 39.4 的 753 台風

56 33 ぬ 9 9,475 8,113 12,604 30,192 97 39.6 93 914 

57 32 初.0 9,303 7,527 10,974 27，剖4 93 38.0 94 間9 己主総答 台車正

58 30 31.6 9，師7 8,410 14,103 32,370 102 39.4 105 1,079 

59 30 31.8 11,492 8,839 14,474 34,805 109 41.1 1出 1 ， 1曲

回 30 32.0 10 ， 9お 9,289 ( 11,500) ( 31,712) (帥) (39、 5) ( 107) ( 1,057) 1JI!詰~'ìfÆ .台風

注 ( )は見込み。

第 2 表に見られるとおり，養蚕農家数は57年まで徐々に減少したが，この 3 か

年は30戸を維持している。これは養蚕を主業とする農家の純化傾向とみられよう。

そして，桑盟国積， 10 a 当たり及び箱当たり収繭量，並びに I 戸当たり収離量は
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着実に伸びてきている。その理由は，桑萎縮病による改植が一段落し，成陸!の[面

積が多くなったことによるようであるO しかし「しんいちのせJ を導入してから，

単収・箱収の向上が顕著であるとし、う。しかし，蘇生産はこの11か年においてか

なり不安定なことがみられる。その要因としては，第 1 に気象災害の多いことが

挙げられよう。 10か年に凍霜 3 問，台風4 聞が記録されているが，それらを克服

して優秀な養蚕実績を挙げたことは，組合員の意欲の表れとみられる。

(2) 各種病災審の対策

この地は凍霜害の常習地で，本年も 4 月 1 日と 4 月 28 日の 2 間晩霜が発生し，春

蚕期に減収をみている。晩秋蚕拐には台風の害が， 10年間に 4 聞も発生しているO

このほか，桜島の降灰による影響もあり，更に桑萎縮病の多発地でもあるO

<凍霜害対策> 凍霜害に対しては，薬開面積がかなり広く，数館所に分かれ

ているため，燃焼法などを実施できないということである。そのため，被害程度

に応じて，重症の場合には夏秋盛期へまわすため伐採し，中症又は軽症の場合に

は，そのまま立通して，回復状況によって第 l 春査か又は第 2 春査に収穫するよ

うにしているとしづ。このような措置は，常習地の経験から行われるもので，減

収をかなり軽減できる利点をもち，適切なものと忠われた。

<桑蕃縮病対策> 桑萎縮病の対策は，発病した株を基部伐採し，肥料袋をか

ぶせて再発芽を抑制し，冬期に抜株のうえ焼却するとし、う。抜株のあとに補植す

るが，被害が著しいときには改植を行うとし、ぅ。補・改植の品種は「しんいちの

せ」としているO その理由は，従来の一ノ瀬に比べ，収量・葉質がまさり， J氏害

に強く，萎縮病にも強いためのようである。更に，わし、小枝が少なく，ポリマル

チや除草剤散布等の畦間の管理，あるいは冬期間の飼料作物の間作に好都合とい

うことであった。ここの薬品種は，しんいちのせが165 a で一ノ瀬の153 a より多

L 、面積になっており，植付け 3 年以下の新植が多いことも，萎縮病対策の現われ

とみられよう。

台風及び降灰の害はほとんど防ぎょうがなく，緯灰をかぶった桑を水洗して使

用するとし、う。

以上のような対策が講じられているが，これら繭生産の阻害となる要因を排除

しつつ，高い生産性をあげたことはこの組合の第 1 の特徴といえるであろう。
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晩々秋用の桑園(畦問の

白いのはポリマルチ，春

に敷いても破れていない)

(3) 高能率桑園と機械収穫

この小組合の薬関は5~8haずつの 5 団地に分かれており，長谷集落の 2 km以内

にあるO 組合員の多くは集務に居住し，そこで、飼育ーを行っているが，経常規模の

比軽的大きな 10戸は集団桑闘の近くに住居を持っか又は飼育施設を置いている

(第 4 図)。

第 4 歯 組合員の住居分布と桑闘問地

⑧ れ税附州t山ω什川l川lり巾制州:'1川川1け刈す巧I

① 長剥制制州H附附州4刊州d引州州|川H削川j地忠

桑萎縮病の対策もあって，各戸ごとに改植を進め，新植桑園が非常に多く，力

のある若い桑鴎で繭生産が行われているO 新しい桑関は，畦間1. 8m，株間0.45

~0.35mのいわゆる多植桑闘であった(1， 234~1 ， 587株/10a)。株閤の狭いこ
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中蚕室(晩々蓋 3 齢期，箱

飼い，箱は引出し式で支え

台により 1 人で給桑できる)

とは機械収穫を前提とし，また，しんいちのせの校条数の少ないことにもよって

いた。畦間を1. 8m としたのは，冬期間に有機物の投入と畦間を利用して家畜の

飼料作物を作ることによっていた。

畦間には春季にポリマルチ(現在ではハイデンをJflい，安価なことと絞れない

ごととによっている)を励行し，全桑閣で実施されていたO 肥料の流亡を防ぎ，

雑草の防除になるものであるO そのため，ここでは標準の施肥設であり，年 l 回

マルチ前に施すとし、ぅ。追肥は株間に夏期に行われる稜度で、あった。

この地域の農業経営は，養護とたばこが多く，桑闘に比較的接近して、 1たばこ畑

が存在していた。その間の話し合は県経済連レベル，郡レベルで毎年行われ，お

互に協調し合っているのでえ問題はないということであったが，同じ農協内での

ことであり，組織が確閣としたもので，よく統制がとれているとみられた。

(4) 騒地における商能率の盤蚕

養護の基盤となる桑闘に力点を置いて生産の向上に努めた結果は以上のとおり

であるが，飼育施設についても着実に整備されているO

〔中蚕鯛宵〕 農協の稚華人工飼料脊施設で 2 齢まで飼育され，その後，配蚕

されるが各戸に中査室が設けられ 3 齢飼育が行われているO 稚蚕人工飼料育に

よる問題は全然ないということであり，中華飼育を特別に設け，消毒を徹践的に

行うため，近年，違作は全くないとし、う。中蚕室は各戸によって異なるが，棚飼
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し、方式で，以前農協の稚蚕共同飼宵所で用いていた天竜用の大きな蚕箔を貰い受

け，引き出し方式で架台等を考案して 1 人で給桑ができるよう工夫されているO

広さは40ぱ程度で，暖房の効率もよく， 10箱は飼えるとし、う。このような配蚕後

の準備と共同銅脊費のこともあり 3 齢配蚕は希望されていなかった。

〔壮蚕飼育と上藤〕 壮蚕室には給桑台車が備えられ，省力的な飼育が行われ

ているO また，上藤室は別に設けられており，両室ともコンクリートが敷かれ，

特に問題となる点は見当たらなかった。中蚕室を含め，これらの育蚕施設を桑閣

の近くに設けている農家もあり， 1~2km離れた自宅から通勤して銅育が行われ，

桑の運搬労力を極度に節減している点は一つの特色とみられた。

〔機械等〕 収繭機は各戸に備えられ，掃立量の多い農家では自動を，少ない

農家では手動のものであった。暖房機も全ての農家にあり，マスターヒーター，

石油ストーブ等であり，通常の装備とみられた。

以上の装備のなかで特筆されるのは，中蚕室であり，これによって完全な消毒

と省エネが図られ，全戸に普及していることは，この組合の研修活動の成果とみ

てよいと思われる。

(4) 小組合の結束と活動

長谷小組合における個別の経営内容を見ると，桑園規模は比較的大きく，横付

3 年未満の新植桑圏が約20%を占め，今後吏に生産を伸ばす要素があるとみられ

る。 10 a 当たり収繭量は全国平均よりはるかに高く，栗野町の平均を越える経営

が 6 割を占め，すべてが成園になれば，土地生産性は更に高まると推定されよう。

前にも述べたとおり，この小組合は養蚕主業の農家集団で，経営規模が比較的

揃っているO 小組合内の共同作業は，桑園及び蚕室の防除に集約されるO

〔桑園共開紡除〕 毎年 4 月に桑留の一斎防除を行う。春蚕終了後及び夏秋蚕

期 7 月と 9 月に班単位で桑間団地ごとに薬剤散布を実施している O 購入薬剤費に

ついては町農協の補助を受けているO

〔蚕室共間前除〕 春・初秋・晩々秋の 3 大蚕期には，一斉防除を実施する O

他の蚕期には後継者グループが共同作業で蚕室・蚕具の完全消毒を行うが，薬剤

費は桑閣と同様にllIJ農協の補助を受けている O

以上の共同作業を通じて，組合員の結束は非常に聞く，作業には全戸が出役し，
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欠けるものはないとし、う。

関受費者の技街・経営の分析及びその普及性と今後の発展方向

(1)盤蚕技術と経営について

長谷養蚕小組合が重点を置いている技術は次のとおりである。

① 桑関のポリマルチ栽培による年 1 由施慌の実施及び除幕前の使用による

理の省力化と単収の向上。

② 共同作業による桑闘病虫害の防除と主主病発生防止。

③ 桑閣改植の計倒的実施による老朽桑園の解消と薬品種の更新。

④ 有機物の増投のためのトレンチャーによる深耕と有機質資材の収集。

⑤ 有吉養蚕のための冬期間桑国間作の実施。

⑥ 条桑メIJ取機の導入による機械収穫の実施。

⑦ 君主蚕人工飼料脊と蚕作安定に対応した中蚕飼育施設の整備と箱当たり収繭

最の増加。

⑧ 霞良繭の生産と鱗質改善のための査室・蚕具の整備。

これらの重点技術は毎年，欠かさず実施され，今後も継続するとし、う。高能率の

有畜養蚕を進めるためには，必要な事項ばかりであり，優秀な実績を挙げた背景

には，しっかりした技術が根さ守しているのが浬解される。

和牛飼養により有機物を得るとともに，婦人部の共間作業のーっとして牧草を

秋末にメIJ り集め，有機物の確保に努めているが、この刈取り作業は、養蚕作業に

比べてかなりつらいものとし、ぅ。しかし，桑l到の生産性を高めるには重要な作業

であり，そのことを全員がよく自覚していることもこの小組合の大きな特徴とい

えよう。病虫害ばかりでなく，自然災害の多い暖地において適切な技術が適用さ

れている点はこの小組合の成果として高く評価されるO これらの技術の中で、特

に注目されるのは，桑新品種の「しんいちのせ」安積極的に導入している点であ

り，その地に合った品種を自ら選ぶ盗勢は敬服に価しよう。

(2) 今後の発麗方向について

臨の生産調整，繭簡の低落等の悪条件があるが，長谷養蚕小組合の人々の意欲

は旺盛で，現在の繭価でも十分にやっていける養査を続けることが，組合員の各

q
J
 

zd 



人から開かれ，そのことがここの一番の強味と考えられたO 組合員の平均年齢は

比較的高いが，高齢者のところでは後継者がしっかりしており，新しい技術を常

に取り入れ，今後も生産性の高い養蚕を行う基礎が確立しているとみられた。

この小組合で実施されている技術は，暖地における高能率養蚕の一つの型を示

すものであり，台風及び凍霜害等の災害を克服するとともに，桜島の活動にによ

る降灰にもめげず，近隣の養蚕地帯の模範として波及効果も著しいとみられる。

更に，組合組織の団結は聞く，これからも低コスト養蚕の好例として推奨される

ものがあるO

必
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互いに励まし合い知恵を出し合って

長谷議蚕小組合

(代表者野本字)

今回の受賞に対し関係各位や指将機関

の皆様に心から感謝の立を表します。

こまれで，指導者と 30名の組合員が一

体となって絞みmねて参りました汗の結

晶だと思います。

私共の;長谷養蚕小組合の膝史をたどる

と，我が地減は:tfIH'r':=J::要地，;持のため，先

fjiの方々と共に基機数世fÌや農道等の整備，

そして新しい養蚕技術の潟得に努めてい

るうちに， 20年が喜多のように過ぎ去って

し、きました。間体や共同，協業と1'tのつ

くもので，農業に関しては，これらがチ

ームワークの乱れから解散や崩壊に繋が

った例も近くに多く Qて参りました。そ

の点から見ますと，私共の小組合は突に

まとまりも良く持に共同作業の聞にそ

の気持ちがよミく現われています。不況の

時ほど，お互いに励まし合l \'.知惑を出

しあって省力化と低コストを釘指して参

りました。不思議なもので経営の苦しい

時ほど，より良いアイデアも生まれてお

り，相互聞の技術交換に役立っておりま

す。

特に私共の地域では，従来より養蚕と

競合する茶，主主たばこも盛んで，これ号事

の協調にもお互いに笑顔で、接し満作の喜

びにひたっておりますO

今は桑!遂!の管理作業等もより阜く確実

に突行し，近隣地域への PRにも役立っ

ております。言受巡業も滋{t不況が統L 、て

おりますが，今がドン!氏で‘これ以と務ち

込むことはないでしょう。 今後，変に小

組合員の皆さんとカを合わせ 5 月から 10

月までは養蚕経常で， 11月から 4 月まで

の農関j拐を利用して副収入の道を考える

べく検討中です。また級会経営の滋を安

定させることこそ，養蚕の;長期安定が今

後図れるものと，忠います。伝統な誇る臼

本の養蚕が滅びることは考えられません。

その分私共が関係者と一体になって頑張

ります。

明るいあしたの夜明けを信じつつO

に
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発刊の
万戸
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農林水産:祭は，全国民の農林水産業に対する認識を深め，農林水産業者の技術

改普及び経営発展の意欲の高揚を国るための国民的な祭典として，昭和37年，農

林水産業者に天皇杯がごド賜になったのを機会に従来の新穀感謝祭を発展的に肱

充して始められたもので、す。

この農林水産祭は，農林水産省と臼本農林漁業撮照会との共催のもとに，各方

屈の協力を得て，毎年11月 23 臼・勤労感謝の臼を中心に開催され，農林水産業者

に天皇杯などの授与を行う式典や一般国民に農林水産業を紹介する農林水産展な

ど，きわめて多彩な行事を行ってきております。

昭和60年度は，その24回目に当たりますが，本年度の天皇杯などの選賞審査の

結果は次のとおりです。

すなわち，従来からの農産等の 6 部門については，第24回農林水産祭に参加し

た各種表彰行事 (390件)において農林水産大臣賞を受賞した出品財623点の中か

ら，天皇杯を授与されるもの 6 点(各部門ごとに 1 点) ，内閣総理大陸賞を授与

されるもの 6 点(同) ，日本農林漁業指興会会長賞を授与されるもの 7 点(閤

部門 2 点，その他の部門 1 点)が選考されました。また，むらづくり部門につい

ては， 44都道府県から各 1 点推せんのあったむらづくり事例の付3から，天皇杯，

内閣総理大臣賞を授与されたもの各 1 点，農林水産大間賞を授与されたもの17点

がそれぞれ選考されました。

農林水産祭において表彰されたこれらの受賞者の優れた業績は，農林水産業の

近代化や豊かで唱住みよい農山漁村づくりの生きた指標として，関係各方面の方々

に大いに枠益することと思います。ここに，これらの業績の概要(むらづくり部

門は別冊)をとりまとめて発行することといたした次第て、す。

終わりに，本書の編集にご協力をいただいた執筆者その他の関係各位に対し，

深甚の誠意を表します。

昭和61年 3 月

財団法人 日本農林漁業振興会
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治…-……………ー…………H ・ H ・...…一・ 20

(東京幾工大学名誉教授/中村 克哉)
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z、関総理大臣寓受賞/成安

(林野庁林業試験場土じよう部長/原間 洗)



第 1 間受賞者の所在地

天豊杯受賞

出品財林業経堂

受賞者狩野安彦

G浄岡県静岡ilï西主主深町29-5)

-7 ー

関受賞者の略歴

(1 )受強者の業繰

狩野安彦氏は大正 7

年生れで，~年67:ナーで

ある O 昭和11 年， I日制

静岡中学を本えて家業

に従事した後，昭和13

年から 19年まで約 6 年

間静問県庁経済部商工

課に勤務した。退職後

家業の林業経営に従事

し，以来40年間育林技

術の向上と林業経営の

改善等に精励し収誌性

の高い林業経営を確立

し 7こ。

特に，主業的林業経

としては中規模であ



ることを考慮し，一定面積の林地から高収益を得るため，林分環境条件を考慮し

ながら，本数筏度管理等，育林技術体系のー環としての枝打ち技術を研究，加えて

製品市場情僚の収集・分析に努め，生産， j][j工，協通を関連づけた供給体制の擁立

に取り組み. I安倍姶」ブランドの定着イヒと主産地化のための地域体制作りの基)

礎を築いた功績は大きし、。

(2)森林所有者への技術指導普及啓蒙

氏は，指導林家制度創設以来，県認定の指導林家として林業研究グループはも

とより県内外の森林所有者を対象に，枝打ち技術などの普及指導に当っている。

昭和159年度中に指導を行ったのは，延16回，県l有者289名，県外者ー75名の多きに

及んでいる。

また，氏は良質材生産，安{剖舎の産地化の定着を図るため，昭和40年代より，

地域内の森林所有者を対象に良質材生産に不可欠な間伐の実行促進に併せ，間伐

材の利用商品化に努めた。昭和54年玉)11 ~持殊林産物協業組合を59名の会員で設立

し，校打ち技術，際丸太生産技術の指導を行うとともに，販路の開拓，販売指導

などに努力しているO

(3)森林組合理事としての貢献

昭和41年から57年度末まで安倍森林組合理事 組合合併ー後は静岡市森林組合理

として活発な活動をしているO

また，昭和51年に静岡市森林組合に森林施業計画認定者協議会を設立し，地域

の森林施業の一層の計画化・合理化に努めている。

(4)その他の林業関係への貢献

(社)静岡県林業会議所理事を昭和46年から 48年まで勤め，昭和48年以降常任

理事に就任し，現在に至ってしる。(社)日本林業経営者協会理事に昭和46年に

就任し，現在に至る。

(5)教育関係への貢献

昭和45年以来，静岡県教育振興会の常任理事，副会長を経て，昭手1157年以米会

長を勤めてし、る。静岡市立児童会館運営審議会委員に昭和48年に就任し，現在に

至っているO 静j函j市立図書館協議会委員に昭和54年に就任し，現在に至る。

(6)その他

-8 一



24年生の枝打林

校打i匂5. 5~7. 5m 

枝打@J数 5 @J

残存*=数2000*=/ha

静岡県国民健康保険審査会委員に昭和49年に就任し，現夜に至るo

~;'f野安彦氏は誠実で円満な人格と相まって，県内外の林業関係への長献にとど

まらず，県内教育関係への貢献も大きく，社会的にも高い評価な待てし、る。

璽受賞者の経営概要

(1 )出品財の所在地と所有土地謡繍

氏の所有山林は，個人有林92ha ci'縁側市桂llj，落合他) ，共有林158ha (持分1/

2) , 79ha (静岡市大沢，奥1111俣他) ，合計171haの他，水rfJ30 a , ~H20 a である。
(2)経営の系譜

狩野家は代々安倍) 11 の ιj:1流・!日玉川村桂lLiに}設住し，養蚕，茶園，伐木業など

を家業としてきた。

この地域のをドヂ均気温は16"C前後で比較的楓i援で、ある O 年IfiJ降水肢は2 ， 500mm

で多雨であるO 地震は，安倍) 11右岸の流域は台第 3 紀閣に臨し，基岩は主として

砂岩，頁岩の:瓦層から成ってし、る。中心部及び安倍JII 左洋ì'JíEiïJZにかけて「糸魚川・

静岡構造線」が走り，玄武岩，安山岩がみられる。

民有林のJ:駿t5~は， BC 型， BD (d) 型およびA層の浅い BD型土壌が大部

分を占めているO 現在，地域の人工林率は45%，土壊条件から人一工材の樹種別で、

はヒノキ67%，スギ28%，その他 5%の構成となっているO この地域の鮪林の展

開は，金原明善が天竜JII流域の造林を始めた明治20年代とほぼ軌をーにするとみ

られ，安彦氏の曽祖父の代からであるO

上述した土壌条件のjtU約から，当時から造林樹種はヒノキであった。現在1/2

の所有持分をもっ共有林は，日清戦争鹿後に村内の有志、 7~8 名で雑木111を購入

-9-



し，林道を拓き， 111小屋を建て，明治30年から 5 カ年をかけて 100haの植林を行

ったものといわれる。その後補備も継続された模様で，昭和12年から伐採が開始

されたものの，採算上の理由から本格的な伐採が行われたのは，朝鮮動乱が始ま

った昭和20年代後半のようであるO 当初の共有林の持分所有者は逐次持分を譲渡

したため，現在は従弟と 2 名の，それぞれ1/2宛の所街持分となっているO

曽親父は明治年間，造林作業の片手間に，手の届く程度のところまで

たといわれ，後年，間太(1. 3m材)に無節材が発見され，その効果が舷認され

ている。

枝打ちによる良質材の生産が開始されたのは父の代，大正末期からで昭和10年

頃にはかなりの樹積の校打ちが行われていたO 当時の楠栽密度は，作業に便利な

ところはha当たり 6 ， 000本，不便なところは3 ， 000本績であった。

太平洋戦争の前後は労務不足や社会的混乱もあって枝打ちを中断せざるを得な

い時期もあったが，昭和23~4 年頃から全面的な枝打ちを再開した。

当主が経営を継承した30年代以降は，技打ちのみで、なく高品質材生産，高価格

販売の研究を重ね，今日の発展をみたものであるO

(3)出品財の経営基盤

①山林の構造

所街区分別の人工林樹語別齢級機成を第 1 表に示した。人工林率は，個人有林

第 1 表森林の紛級機成表

踊
所有区分闘 紐 1 E E N v 、1 w 溜 E E J十 鱒 考

掴 U上

スギ (ha) 0.1 。.1 0.2 位打尚鴎 70 ha 
位打比本由珂

ヒ J キ <ha) 8.0 6.1 2.3 13.2 13‘5 8.4 14.0 4.2 3.7 ... 77.8 
国人有

計{抽} 8.0 6.1 2.3 13.2 13.5 8.5 14.0 u 3.7 '.5 78.0 

齢級比率(克) 10 8 3 17 17 11 18 s 5 6 1叩

スギ (h.) 1.1 0.7 1.2 1.7 0.1 4.8 

ヒ J キ (ha) 2.9 0.8 4.0 5.7 10.4 11.1 12.3 8.7 '.3 曲 2

共 1I 
計 (ha) '.0 1.5 5.2 5.7 10.' 12.8 12.3 8.7 ... 65.0 

{持分のみ]
同級比率{見} 6 2 s 9 16 却 19 13 7 1田

スギ (ha) 1.1 。‘ 7 1.2 1.8 0.2 5.0 

ヒノキ (h叫 10.9 6.9 6.3 18.9 国.9 19.5 由。 3 4.2 12.4 8.7 138.0 
2十

針 (ha) 12.0 7.6 7.5 18.9 国 9 21.3 26.3 1.2 12.4 8.9 113.0 

齢紐比本(有) 8 s s 13 17 15 18 3 9 7 1師

{世罰則徳雄:ザツ臨<>

nu 

噌
E
i



が84.6%，共有林82.3%で，いずれも植栽適地はすべて憾栽が終了している。

この表にみられる第 1 の特徴は，ヒノキの比率が高いことで，倒人有林では99.

7%，共有林で92.6%であるO 次に齢級構成では， f隠人有林ではN~ì高齢級の比

率がやや高く，共有林でも類似の傾向がみられるが， IX齢級の比率がlおく羽齢級

を欠いているのは，太平洋戦争中の事業の'+1断を現わしているのであろう。この

ような傾向はみられるものの，概して齢級構成は繋っているO

伐期は個人有林で42~45年，共有林で55年程度を採用しているが，個人有林の

うち70ha (90%) は高品質材生産林として整備され，高師格販売が安定的に継続

できる基盤ができている。

②施設・装備の整備

林道1，800 m (利用区域内 1 ， 200m) の利用が可能なことに加えて，自力作業

道600mの開設によって，集約な施業が可能となり， {:支出経費の低減に役立.つ効

果は緩めて大きし、。 I日玉JII地内と狩野氏の道路から人工林まで、の距離を対比した

のが第 2 表であるO

第 2衰退路 (rね員 2m以上)から人~[林までの距離

道 路 泊込 ら の 劉5 認t

o ~200m米満 200~500m米満 500m以 lニ

在百綴 (ha) % 百nfl'I(ha) % 立証絞 (ha) % 

18 :f JII 
7,017 1,001 1 4 2,429 3 5 3,587 5 1 

i也 主主

N~f氏山林 92.2 60.2 67 2 1 2 3 9 1 0 

この表によれば，旧玉川地域内では林道から200m以内の人工林は14% ， 500m 

以内までを含めても49%を市めるに過ぎなし、。これに対して狩野氏の個人有林の

場合には， 200m以内にあるもの67% ， 500m以内までの山林を含めれば90%を占

めるO ここに高品質材生産と高収益の実現を可能にする優れた経営基盤の整備の

効果が認められるといえよう。

その他の資本装備にトラック 1 台，築材機 a式，常設索道 a式，メIJ払機 3 台，

チェンソー 3 台があるO
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手前のヒノキ林

27年生，現在2000

本/ha ，

後方のヒノキ林

校打高5. 5~7. 5m 

15年生，現夜3500

本/ha，校打開数

5 由，校打高5.5m ，

施肥 2~3 閉

③経営の産出と投入

昭和56~59年間の 5 カ年の王子均で，個人有林の主伐材積は234m' ，立木販売額

で2 ， 273万円，間伐材立木販売額245万円，共有林の主伐材積320m' ，立木販売額

で974万円， これら 3 者を合わせ大IB各組収主主は3 ， 500万円程度ーであるO

一方，この 5 カ年間の育林費の年平均投入額は628万円，王子均植栽面積は27ha ，

保育97haとなっているO 差し引きは約2 ， 900万円となるO

④管理と雇用

経営主が，主として管理に年間150 日従事する他，男子専従労務者が年間400~

450 臼鹿用され，他は女子の臨時雇用で補っているO

第 3 表にここ 5 カ年聞の作業5J1j，男女別年平均労働投入量とその比率を示した。

第 3 表 作業別・男女JjIJ 5 カ年平伺均労働投入最と比率

悩離 F 州j 臨 E己 防伐 絞打 宵体作聾 謄丸太
伐採・調査

その飽合 lt 
村・倹尺など

開{人) 31.2 87.2 6.6 26.0 157.0 310.0 17.8 47.8 54.2 4盟‘8

立(人) 42.4 21.8 2.2 。 37.0 103.4 18.4 0.8 5.6 126.2 

計(人) 73.6 109.0 8.8 26.0 194.0 413.4 出 2 48.6 59.8 日8.0

宵投 開 10.1 26.1 2.1 9.0 50.6 2曲。

成入

作比 女 41.0 21.0 2.2 。 35.8 1曲。

聾克

lt 17.8 26.4 2.1 6.8 46.9 1冊。

全作軍司
74.1 8.7 10.7 2曲。13.2 19.5 1.6 5.0 34.8 6.5 

位入比克
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脊林作業が全作業の約75%を占め 脊林作業の中で最も投入殺の多いのが枝打

ち (46.9%) ，次いでドメIJ (26.4%) ，植栽(17.8%) ，間伐 (6.8%) ，施肥 (2.1%)

の 11僚となっているO

関経営の特急

狩野氏の経営の特色は，林業不況下において高収益を実現している集約・中規

模経営と言えるO

昭和56年に主伐した校打ち材の立木価格は， ha~たり約3 ， 000万円， m' :'t3たり

約12万円であったが，同年に伐採した普通に施業した高齢 (70年生)のスギ・ヒ

ノキの混交林の立木価格は， ha当たり約1 ， 500万円，ぱ当たり約 3 万円で，これ

を対比すると，枝打ち材はha当たりで 2 倍， ITf当たり 4 倍も高くなっているO

さらに，間伐材の磨丸太の加工・販売を行うなど，材の高度利用を閣り，収益

の増大に努めている。

(1 )経営の目標

①高品関材生産技術体系の確立

ヒノキの高品質材生産のための脊林技術，とくに高度の枝打ち技術を中心とし

た独自の育林技術体系の確立を留ってしる。狩野氏が白標とする高品質材という

のは，単なる無節材ではなく， r完満・通臨・本来i河大・無節・真円輸幅の

斉一一・色沢良好j なヒノキ柱材 (3.5寸， 4 す角中心)を意味しているO

このような材の生産技術体系を図示したのが第お阪である(地位 l 等地，ヒノ

キ伐期401:pを標準とする場合)。

上述した高品質材を生産するために，その過程を次の 3 つの時期に分け，それ

ぞれの作業を細心に行っているO

第 1 は，植栽からドメIJ終了まで

a 密櫛 (5 ， 000本/ha) にして，なるべく校が紛!\，、うちに打つようにするO

b 下刈を適期に行い， 6 年間継続し，雑草や翠に{努められない真直ぐな木を

育てる。

c 下刈りの終り頃，裾枝の校払い(紐打ち)を必ず行うこと( 5 年生:樹高

2mに対し校ド高 1 m) 。

-13-



安倍檎生産施業体系(地位 1 等地:ヒノキ40年生伐期標準)

10m 樹
高
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第 2 は，枝打ち開始から終了まで

枝打ち，除間伐等により筏t度管理ーに翻意、し，目標に合った林分を造成する。 7

年生頃になり，樹高が 4m くらいの林木に対し，枝下高 2mまで枝打ちする。以

後 2~3 年の間賠で，およそ15~16年生頃までに 4~5 田の枝打ちを行い， 4m 

材 1 玉取りの場合は根曲り等を考慮して，地上 5~5.5m まで‘校を打つO なお，

長尺材や 2 玉取りの場合はさらに 2 回の枝打をし， 22~23年生までに枝打作業を

完了する。

枝打ちにさ当っては切り口の巻込みを阜くするために，幹のf交を一部削る位にな

るべく低く打って，残枝長を短くする。

このような校打ちをするために薄刃の詑(普通700 g の詑を500 g に改良)紅特

-14-

注し使用しているO

第 3 は，校打ち完了後の施業



枝打鈴の比較

左:静岡の県営林で一般

に使用してし、る詑，

約700 g 

布:狩野山林で使用して

いる詑，重量約500 g 

(直径10cm以下の細枝を打つ

ため軽量化を図り製品は特注)

枝打ちが終了するまでは幹が太くなり過ぎないように管埋していたのを，完了

後は除伐・間伐を適期に行い，肥大生長を促し，林水が順調に生育するように努

める。

以上の施業が順調に行われた場合には，安倍) 11流域の地味z十:以上の林地では，

枝打ち完了後およそ20年経過すれば無節の高品質材林分となるO

②棄材生産過程の麓視

ヒノキ高品賞材の適正な立木備格を実現するため地元製材所と特約関係を結び，

素材-生産を委託実行しているO この素材の委託生産の内容は次の通りである。

a 素材生産を委託実絡する理由は，高品質材の役物生産を目標とし，素材生

産は加工の流れの一環として位置づけて行っているのである。

b 採材は，当主が直接現場で指示し，積込トラック毎に材種別の検尺を行っ

ているO

c 元玉の根出り部分は検尺外とし，切断せすーに採材するO この部分から根杢

が出ることもあるO

d 枝打ち部分が曲っていて 4mあるし、は 3mに採材で‘きない場合は，造作材

，uJけに1. 82mで、採材している O

③ f安倍ヒノキj ブランドの確立を自指す

a 地元製材所で加工した製品は，市場性の高い東京の特定市場に集中出荷し

ているo

b I安倍ヒノキj ブランドの確立を目指し，その際役物に「安倍槍」のマー

-15-



東京丸字市場での

f安部桧材J

キングをして出荷している。

c 常に製品市場情報の収集，分析に努めてしる。

(2)経営形態

氏の個人有林の経営形態は，本来的には育林主業経営であるが，素材生産過程

を委託実施しているほか，加工・販売過程にまで目配りができるようにしており，

一貫経営と類似の機能を持った，きわめて特色のある経営である。

狩野氏がこのような経営を行っている意図は，最終製品である製材品の品質と

価格を確認することによって素材の採材の仕方などの伐出技術，節，偏心，尚り，

変色などの欠点を除く育林技術体系の確立を図り， r安倍ヒノキ」の銘柄化を達成

しようとするところにあるO

共有林の作業については，作業委託会社に委託，実行している。

(3)経営の管理・運営

①昭和44年から個人有林・共有林を一括した施業計画を樹立，認定を受け，指

定の枠内で施業を行っている。

②第 4 ， 5 表に例示した，林小班ごとの施業沿革が記録・ファイルされており，

施業経過と現況が容易に把握できるなど，管理に努力が注がれている。

③小班内の標準木と目される材木数本の胸高部位にペンキを巻き、簡易な生長

経過の記録を継続している。

④労災保険，生命保険への加入など，労務管理の充実，諸帳簿，記録の完備を

図り，税務関係も明瞭であるO

-16-



第 4褒林地(林小斑) 7J IJ施業記録簿

3
 i
 

E
 

沢 ん
チ

大 TI 地
1 林班十こ 1 

f必 林 11協和1 8
'
J� 檎 2 ， 850 水

路 JJ巴 1 461f.. 481f占

校 打 1 2お桝8終…冬

i問凶 伐 13幻1{年ド円12月 約5ωG∞0~6ω00 本
40年12月 333本
45年10月 397本

1正木調主t 1 46{ド 3 月 30 日

境界;;tq納付 ll50JH 月

988本夜筏6. 65~，J・ (20.4c財閥測2. 13R. (65. 3c冊) 38年生

絵 100本 総林

f証木級王ま 1 481f12f] 5 ~l 979本 i直径21. 8c踊 (7.19寸) 問問69. 76cm (2 ‘ 30J~) 
境界木 2 代;，}: 85本 28. 8cm (9. 50寸) 周期92. 2cm (3.14尺)

伐 採 150似1月 344本 2 代木境;，}: 13 本 門 0.45ha 
561f10月 313本 2 代*1Jl:* 22 本 円 0.40ha 
57年 8 月 325本 2 代木噴水 38 本 内 0.25ha 

合計 982本 73本 P� 1. 30ha 

第 5褒 i休i也(林小F圧) 5)IJ施業記録簿

経ILI字長/\;J810の 2 (î打太郎切り)
I 林fll第一39

j筑 林 昭平ij33{fé 桧 3 ， 330 本

施 E巴 44"f , 45f Jö, 48"Jö, 50{Jö, 51年

校 打 ①39 ②42秋③道上 45.4 ④48. 3 jﾎ�: 1 {jfl'jn 回③50 日了日
③道下 46.12 ④48.3

除 伐 48年 3 刃 110 本
52"ド 7 月 313 * 滋上 178牛;

道下 135本

I}号 伐 56"ド 9 月 445本 隆警き ffl 225本 220本

*Jミ枝打 体道上 55 秋 林道下 56本

巨23fJöI 巨日
B極 JJ~ 59年金立iî 60{f返上
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霊童狩野安彦氏の林業経営に対する評価

氏のすぐれた経営は，単に「安倍地域」の脊林技術の向上や地域林業の振興に

対する寄与にとどまるものではなし、。

製材製品市場での販売実績まで把握し，その結果を枝打ちをはじめとする集約

的な森林施業に反映させ，高品質材生産，高価絡販売を実現している代表として，

不況下にあえぐ林業界に対し，ひとつの進路を提供しており，高く評価される。

今後一層の経営の発展を通して，林業界への貢献を期待するものである。
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「まっすぐな木を育てる J ことが基本

狩野安彦

私の所有する山林のあるところは，的

岡市f;fiの問を流れる安倍)111二流約20k冊の

ところで，気候は冬は初氷点下になる臼

が多いが，笠宮は殆どなく年!日jの降雨宿

はが") 2 ， 500脚{立であります。地ll4とはl県内

の天龍)1 1流域，大井)11流域に較べるとや

や劣りますが，検の~lミ予まにはÆ!i.l也が多い

と忠、いますO

校打をして1ftüì['iの j込質材をつくるとい

いましても，なにぶん人間の寿命より主主

L 、木を育てることですので，その歴史は

当然父の代にまで湖らねばなりませんO

大正の末1tJJ，当時30代前半だった父は，

学者のされ、た本から， t舎を校打して無節

の良資材をつくることを学び，非常に関

，心をもって， こ;hに耳X りカミカ込りました。

そして地域の人々にも将米製品ができた

ときの有利さを説き，校打することをす

すめましたが，人々からの反応は「あれ

はI:!那の遊楽仕事だ」とか「尽1J[1のそヤ

取り仕事だ，ヨミ校を切り務したりすれば

木は大きくならなしづでした。そのよう

な環境のなかを父は中断することなく，

校打と取り組んで参りました。太平洋戦

争の末期と終戦直後の 3 ， 4 年を除いて

。

fl~務130年代のなかばになると，間伐材

の一音11 より無節の良資材がlJ=.gEされまし

て，校trの効果がわかりました。その頃

は，ちょうど父から弘に絞I@;がパトンタ

ッチされた墳でした。私も父の;主主ど継い

で一熔校打に励みました。

昭和40"f.，校打をした林をはじめて皆

伐し， 1!\~ífIjの良質材が生産されました。

このときの父の姦びょうは今でも|援に浮

かびます。この成果が判ると，今迄笑っ

ていた応郎の人々も校打をはじめまし 1::'0

以後，毎年伐擬した校打ちの林は，製材

で丸太を挽くの宏見ながら校打技術の改

良と取り総んできております。

:gL夜までの約羽生i三111Jの研究で判ったこ

とは，校打は幹が調II\，、うちにしなければ

効果が薄いこと，校打をした後の除・間

伐を適j切に行わないと，効果が出るのが

非協'におくれること，そして一茶大切な

ことは，緩めて築本的なことですが，ま

っすぐな*を育てるということにつきる

ということです。
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内閣総理大臣賞受賞

出品財乾しいたけ

受賞者成安貞治

(大分県直入郡久住町大字有氏3812 ) 

関受賞者の略歴

成安氏の賠住する久住町は，第 1 図でみるように大分市の西北西の県境で熊本

県に隣接し，ほぼ九州の中央部に位置する。

第|国 受賞者の所在地

ハ
り

つ
ん

大分市から陸路65

km，約 1 時間半の距離

にあり，九州本島の最

高峰，九住山(標高1 ，

787m) の南麓の標高4

90~900m の緩かな斜

面にあるO

北は九重町・庄内町

に東は直入町に，南は

竹田市にかこまれ，間

道442号線が竹田市よ

り入り町の西端を北上

し，熊本県にぬけてい

る O



IItfの総面積は14 ， 300ha余で，その28%が森林で林野率は大きくなし、。気候は九

州地方としては寒冷で冬期の最低気温は零 F 4 'C まで降り，最高気温は28'C ， 王子

均気温は12'Cである。年、F均降雨量は約2 ， 000rnmで、湿度は高L 、。

二上質は火山灰に起i巡する黒色土(通称黒ぼく)で湿気を含みやすし、。気j誌が低

いので完熟ほだ木になりにくく，湿気の多いことで， Iほだ木の黒腕病J ， f-ハラ

アカコブカミキリ」などの菌得や害虫が発生しやすく，しいたけ‘栽培には必ずし

も良い環境条例=とは言えなし、。

同町の人口は5 ， 538名(昭和55年現復)で就業人!こl は3 ， 117名であるO このうち

63%の 1 ， 972名が農林業に従事している o 11IJ民の所得の総額は57能 3 千 4 百万円

(昭和54年度)で，農林業の所得はこのうちの38%を l!:lめ，稲作・しいたけ・高

冷地野菜(トマト・ピーマン・キュウリ等) ，牧者，林業となっている。また，

久住高原の名で観光地としても知られている。

しいたけ生産者についてみると，全農林家戸数1 ， 037戸の46%にあたる 478戸が

栽培している。乾しいたけの年生産額は90 t ，金額にして約 5 億円(昭和56年)

で米に次ぐ重要な作目となっているO また，農産物販売で100万円以上の収入を

得ている農家は709戸で，そのうちの 3 割の農家は乾しいたけのみで100万円以上

の収入をあげている。以上のように同町にとって，しいたけ栽培は大きな意、味を

持っているO

氏は大正 5 年 4 月 1 臼に現住所で農家の10人兄弟の長男として生れ，当王子69才

である。

昭和10年背年学校卒業後，農業に従事，兵役，終戦後再度農業に従事，昭和23

年伐採を兼ねた製材業を開始した。 購入立木の中のしいたけ栽培に利用できる樹

種を使って，自家用にしいたけ栽府を試みていたが，昭和30年頃より，しいたけ

栽培を専業とする決心をし現在に至っているO 大分県は，すでに江戸時代よりし

いたけ栽培がなされ，先祖伝米しいたけ栽培を生業としている人遣も多い中で，

氏は農業より転向した，いわば素人であったが，約30年にわたり，しいたけ一筋

に情熱を打ちこんで、きた。

氏の推奨に値するところは，自己所有の原木林が少なく，原木のほとんどを購

入にたより，ほだ場も大部分が借地とし、う悪条件を持ち前の旺盛な研究心による
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久住町・七盟国

の集落の様子

技術向上と従来型の農山村民の勤勉さにより，地域社会の信用を得て，小規模な

がら，しいたけ専業として自家労働力にみあった経営を実行し，燥が推進する銘

柄翌日産地づくりの先導役を努めているO

氏は久住町において， Ht茸生産組合の結成に尽力し，品評会，研修会を行い，

しいたけ生産技術の向上と組合の強化に努め，昭和39年大分県椎茸農業協同組合

(略称: o. S. K.) の七里田小組合長， 53年同組合竹田地豆生産者連合会副

会長， 60年間組合監事に就任した。

この間にも技術の向上に努力し， O. S. K. より， 55年に優秀生産技術土に

認定され，昭和57年以降全国規模の乾しいたけ品評会で農林水産大臣賞を 3 間，

林野長長官賞を 5 回受賞してしる。

以上のように，大分県の乾しいたけ産業の発展に寄与しているO 特に，地元で

は自己の優れた技術を地域の後継者に普及することに努め， í作るしいたけJ 栽

培ということで，ほだ木単位当たりの収量を大分県平均の1. 5倍にあげ，価格の

高い冬茄・香茄を多く生産し小規模しいたけ栽培者の励みとなっているO

盤整受賞者の経営概況

(1)家族

氏の経営は，乾しいたけが専業で，稲作は自家用銀米程度の作付けであり，家

族構成と::tな作業分担は第 1 表のとおりであるO

乾しいたけの栽培は氏と妻ハツヨさんによってしる。長男は，現在は会社員で

作業の忙しい11月から 2 月頃までの聞に有給休暇を利用して手助をする程度であ
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第 1 表家族構成

氏名 i 統

成安貞治|本
庁 ハツヨ|妻
庁章二|長

柄|生年月 u 主な仕事

人!大正 5. 4. 1 I しいたけ生産

庁 13. 1O. 181 庁
別函石 30. 9. 21 I 会社員

ノγ

マ リ i 長男の妻

良一|孫

I! 34. 10. 17 

庁 58. 11. 8 

ノγ

るが，しいたけ栽培技術は少年時代より氏の指導を受け昭手1155::干の第23閤O. S. 

K. 主催の品評会で、「茶7E冬部の部j で援)}券している O 将来は氏の跡を継ぐ意向

であるという。

(2)土地

経常の基紘になる土地は第 2 表のとおりで水田35 a ，畑 5 a , 111林は2.80haで，

ほだ場として1. Ohaを借地としているO

第 2表経常一上地
Ur.!立・ h a) 

凶
地

経 '8' 土地

所有地

111林構成は第 3 表のとおりで，原水林は1.8haで‘/J真木の自給はできなし、。しか

し，氏が立本で購入して伐採跡地のr\Îj芽， ドメIJ の管理をするかわりに，伐j切には

第 3表山林構成
4百lL: ha) 

6元 7t 悼I 穐 I 令級 E 令級 E 令級 lV令級 V 令級 百合級 司令級 W令綴 十

ス ~， 1.00 1.00 2 曲

ヒノキ

針葉樹

マ ~ 

小 :1

クヌギ 0.50 1.30 1.80 

f五葉悼i " 
(分収背林) (2.50) 付加) (目。 50) (7ω) 

1. 5日 1.30 1.00 3.80 

fr (2.50) (4. 開) (0.50) (7. 叩)

}分以ff件{均株分
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氏に優先的に譲渡してくれる約束の分収育林的な原木林が7.0haある。なお，氏

はしいたけ栽培経営の安定を図るため自己所有の原木林を将来計画として10ha{.il.

に拡大する意向であるO

(3)ほだ木

しいたけ経営の基になる原木は，近隣からすべてくぬぎの立木購入としてしる。

埋由は，一般的にはこの地区も原水供給難となっているが， 30年以来の氏の原木

林購入後の林の取り扱いが丁寧なので，伐採適期の林があると優先的に氏に連絡

をしてくれるようになり価格も県内の平均よりやや安くなっているO

第 4 表でみるように，最近 5 年王子均で 1 m'当り 15 ， 917円(立木処分価格) ，伏

せ込み量は36m'である O またほだ木の長さは運搬車の荷台の幅に合せて1. 3mで

あるO

第 4衰年次531]ほだ木伏込:設
(( )は本数，千本)

、思芝 立 木 i礎 入 所有ほだオミ 用役ほだ木
材 fl'1 購入金額 m'当たり金額 材 1立 材 I古

(4.1) 千円 門 (21. 9) (14.0) 

5 5 42 m' 400 宮， 524 223 m' 143 m' 
(3.6) (22.2) (14.5) 

5 6 36 418 11 ,611 226 148 
(3.2) (22.0) (15.2) 

5 7 33 560 16,970 224 155 
(3.7) (21. 9) (14.9) 

5 8 38 893 23,500 223 152 

(3 ‘1) (21. 5) (14.6) 

5 9 32 610 19,063 219 149 
(3.5) (21. 9) (14.6) 

玉F 均 36.2 576 15,917 223 149 

(校) 0 r材絞，本数」はラウンドした数値による。
0ほだ木 1 本口径 1 0 cm x 長さ1. 3 m =0. 0 1 0 2 m' として計算した。

(4)作業工程

氏の乾しいたけ生産の月5]IJの作業工程をみると第 2 図のようになるO 立木を 9

月頃に購入し，伐採時期は初冬の黄葉から落葉が始まる頃で，他の生産者と同じ

であるが，その後の伏せ込みは立木伐採をした林地に棟地伏せでクヌギの萌芽の

障害にならないように，株間に伏込む。種菌は 2 月前半に接種し 6 月 ~9 月に

下刈を 3 回実施し，風通しを良くして湿度を下げて，害菌・害虫対策としてし、る。

このことが問時に萌芽したクヌギの生育に良い影響を与えることとなっているO
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クヌギの列間

に本伏せ

ほだ*は11月 ~12月の間十こ l 年で、起し，ほだ場に移動する。移動にあたっては，

太いほだ木からは肉厚の冬茄用に最適なしいたけが発生することと，運搬の効率

をあげるために自宅の抵の人工ほだ場に入れる。次に太いものから順次近くのほ

だ場に入れてし品。

第 2 摺 乾しいたけ生産作業工程

色) 1まだ木遣を成

沿ご1 1 年開 2 年目

l~ 213141 f 161 d sl911OIul12 1 12131415161 d 819 hollljI2 
伐 主菜 j...司 。守 目 ・・‘: ・ ・

察結し 噛aー同

玉初り，然材 申..;.

銭 重量 :ー・ ・ -i-! 
仮伏せ :ι ・。ι ・:φ ;.....;一白・・ 匂

本伏せ 邑i AH'!Pw;..  

術品み管王璽 白一 白一 ・一l --t- : 白 ・ 守: 

11 だ起し 邑:・・ i・・ 骨内

包)きのこ生産

蒋奇襲工程-岡崎『月 1 I 2 I 3 4L5I6ni?'ln~_L9L~11 L}~ 
ほだ織管理 . 守: 

l --. 1 闘 l

ほだ木君聖書署
, e 

: e l 昭動開咽担・

』まだ立て . 
採 取 ー: 倒砂・叫‘削帽齢 l 咽四ヤ叫a・ i 

事記 静喜 : 咽』守聞4・ φ 1 時十四曲 i 

遺書 lJIJ -.咽 吋-・:

事事総め出荷 “持問問叫a・: ' 宇田一咽{

に
u

ヮ
“



冬茄・香茄の向きのしいたけのために秋子を多く出すように努め10月 ~11月に

数聞分けて発生させ集中発生をを避けるように，しけ打ち，浸水打木を行ってい

るO

冬期にほだ偶しするだけで，土壌が湿気を多く含む自然条件から，散水しなく

ても充分の水分を補うことができると言う。

(5)機械・施設

氏の機械・施設に対する考え方は無駄な投資は極力おさえ，農業と共用できる

ものは共用し，古い機械でも細かし、工夫をして使用するとし、う方法をとっている

たとえば乾燥室は自家製であり，運搬手段も農耕用の耕転機を利用，乾燥機の重

油専用機種については急激な放熱を避け，余熱利用するために炉内にレンガや石

を詰めて利用する等である。機械・施設は第 5 表のとおりであるO

第 5表施設及び林業機械機具の現況

種 昆 数 王li立L 購入年月 購入価格 者J 

耕転機 1 53. 12 820 千円

1 49.8 450 4 5 枚エピラ

乾燥機 1 52.8 480 6 0 枚工ヒラ

1 58.1 750 3 0 枚エビラ

1 57.12 160 
チェンソ

1 58. 1 150 

主主 メIj 機 1 56. 12 6 0 

噴霧機 1 54.6 5 5 筈虫・裳溺防除用

穿孔機 1 48.11 120 

林内作業主事 1 51. 1 200 

発電機 1 48.11 120 千円

乾燥案 1 48. 10 300 自家製20坪

ブレ ム 2 46. 10 160 人工ほだ場

浸 水機 1 46.10 300 

散水施設 1 57.9 2 0 

単 E事 1 59.5 200 

(6)労働力配分

昭和59年の所要労働力は第 6 表にみるように全体で470 人であるO 農業を含め

-26-



第 6表作業別自家総汗j労働配分(隅和591f.)
Ujt(立:人1Il

苅-----、、 131『~~i豆¥-----¥ 分 自室長労働力 前Ifl労働力 合

男 立 フj 女 ヲj 女 五i

伐 採 4 4 4 4 
tま

ヨ2 切 1I~ 材 1 5 1 0 25 8 8 23 10 33 
だ

M i有 8 7 15 5 15 20 13 22 35 
オ〈

し 伏込(しばかけを合む) 8 5 1 3 6 6 1 4 5 19 
造
{人込・校現 16 10 26 16 10 26 

成
し、 5 1 3 2 

叫ニ;
15 34 70 4 7 1 17 

ほだおろし 20 6 26 26 

き
Tょ 』まだ埠'fì'現i 25 20 4 5 25 20 45 

の

採取 Gill搬を合む) 20 20 4 0 5 25 30 25 4 5 70 
、、戸

け 乾 !!�; 25 1 5 4 0 25 15 40 

選別，包装. W {i占 18 18 36 18 18 36 
g[ 

108 7 3 18 1 11 25 3 6 1 1 9 98 2 1 7 

VMltî平協I司総合1*1係 20 20 20 20 

そ
Eま 研修議f係，見学':-1;\案内等 20 20 20 20 

の

分収資林的林分の F!IJ り 20 20 20 20 

{也
60 60 60 60 

2 1 9 105 324 30 4 0 70 24 9 1 4 5 394 

1協 :1& 
'ff 

保ー 'fﾍ 10 6 16 10 6 16 
林

10 6 16 10 6 16 

Ilik 3長 30 30 60 30 30 60 

ノ{?; 259 1 4 1 400 30 4 0 70 289 181 4 7 0 

た自家労働力の総数は400人で，本人が234人，妻が120人で，長男夫婦は忙しい

時に手助けをするのみで46人である。採用労働力は70人であるO

しいたけ生産関係における総数は394人で，最も労働力を饗した作業は運搬を

含む採取で70人であり，価格の高い，冬茄・呑茄を多く生産するため採集をこま

めに実行するためであるO 次いで多いのがほだ場管理で45人である o 4!iに伐採・
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玉切・集材が合せて37人であるのに植菌が35人と比較すると多し、。氏は肉厚の冬

茄・香茄用のしいたけを発生させるため，できる限り径級が太く(径30~20cm) , 

樹皮の荒い原水を使用しているO このような原木はほだ化が難しいのであるが，

氏はこの問題を極駒を打つ部分宏事前に手斧て、削りとることにより，解決してい

る O 普通は 4 人一組で槌菌作業をするが，太い原木の場合はこれが 5 人一組とな

るので全体として 2 割位の掛り増となっているO

農業については60人で自家用飯米程度を収穫するためで，白畑の一部は他人に

貸地しているO

(7)生産・販売

氏の経営において，最近 5 カ年間の乾しいたけ生産量および生産額は第 7 表の

とおりであり，生産量は670~1 ， 070kg，生産額は320~510万円で年平均で約410

万円であるO

第 7 表乾しいたけ生産実績

|》く
生産 主主 飯 ヲじ 協 日家消費

|販売盤械消費
生成額

;十 売上尚 平均価絡 {耐格 金額

kg kg kg 千円 行/kg 円/陥 子円 千円

55 667 5 672 3,236 4,852 3,800 19 3,255 

56 930 5 935 3,181 3,420 2,700 13.5 3,195 

57 815 5 820 3,993 4,899 3,800 19 4,012 

58 672 5 677 4,814 7,164 5，問。 25 4,839 

59 1,070 5 1,075 5,100 4,766 4,000 20 5,120 

大分県の昭和59年の乾しいたけ生産量は，第 8 表にみるとおり 4 ， 040 t で全国

第 1 位であり，昭和24年以来この鹿を堅持してしる。これには，氏の所属する O

第 8表生産実績の地域比較
Uìi!、L: t) 

ご一山~分ー~年----\九 m 時一町 5 5 5 6 5 7 5 8 59 

大 分 県 2,914.7 3,288.9 2,610.0 2,431. 5 4 ， 040.0 ※ 

うち竹図事務所管内 322.4 382.3 334.5 298.8 406.5 

うち久 {主 町I 74.9 90.1 76.5 70.3 92.8 

うち成 安 氏 0.7 0.9 0.8 0.7 1.1 

(注)※ 全国第11'立
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S. K. の活駿に負うところが大きし、。

次に，ほだ本単位当たりの生産量をみると第 9 表のとおりで，最近 S カ 1rl誌の

第 9表 ほだオミ単位当たり't.ì!iitl:

ミ;ミミ }見役ほだオミ 生成Jit (吃換算) iìí佼%たり生成i仕

m 1二本 kg kg/ぱ ほ/1.000本
5 5 1 4 3 (14.0) 6 7 2 4. 7 0 (47.9) 

5 6 1 48 (14. 5) 9 3 5 6. 3 2 (64.4) 

57 1 5 5 (15. 2) 820 5.29 (54.0) 

58 1 5 2 (14.9) 67 7 4.4 5 (45.4) 

59 1 49 (14.6) 1. 07 5 7. 2 1 (73.6) 

'fZ 均 1 49 (14.6) 836 5.5 9 (57. 1) 

(従) r材faz，本数J f主ラウンドした数li在による。

平均は 1 m'~り 5.6kgで、県平均の3.5kgを 5 割以上うわまわっているO

氏の乾しいたけの銘柄をみると第10表のように館段の高い冬必・番高iの割合が

第 1 0表銘柄5}IJ生産比率

成 '.!i: 氏

斗三E
96 。/

/0 

1 00 

53%で地区平均の35%より，約 5 割も多し、。このことが第11表の販売単価にも表

われていて， 5 カ年平均で 1kg当り 4 ， 893円で地域の平均より 8%高くなっているO

第 1 1 表乾しいたけ販売価絡の比較 (!ìl.依: r 守/kg)

大分県総:惇f及協(竹創)

成宏氏

Q
d
 

q
L
 



，ここで氏の部門別収入をみると，第四表のように 5 カ年間の平均が423 万

3 千円で， うち96%の408万 2 千円が乾しいたけとなっているO

第 1 2表部門別収入
(単位:千円)

コよそ 乾しいたけ 業 材 i廷 '* その他

5 5 3, 2 5 5 1 26 20 3, 4 0 1 

5 6 3, 1 9 5 1 30 20 3, 34 5 

5 7 4, 0 1 2 1 20 3 0 4, 1 62 

58 4, 83 9 1 20 3 0 4, 9 8 9 

5 9 5, 1 20 1 20 30 5, 2 7 0 

'V- 均 4, 08 2 1 2 3 26 4, 2 3 3 

圏受賞財の特色

出品財の乾しいたけは，全国乾椎王手品評会審査基準による冬茄であるO

本年の春のしいたけの作柄については昨年の夏に降雨が少く，逆に採取時期に

雨が続くとし、う悪条件が重なったので全般的には，品質， f乍柄とも不作であった。

しかし，出品財については冬茄の形態としての第一の条件である厚肉で菌傘は

全開せず半球形又は丸形であることを十分満たしているだけでなく色沢・形態・

・香気ともにきわめて優れたもので，出品数200 点の Iゃから選ばれたもので

あるO

(1 )技術的特色

氏の技術的特色を一言で言えば，昔からの栽培方法にとらわれることなく，自

らの30年間の経営より体得した経験的研究により，高寒冷地の火山灰性土壌の環

境に合った集約的な管理を前提とした単位当たりの収量の増大と単価の高い品柄

の冬茄・香茄をいかに多く作るかとし、う技術を確立したことであり，その内容は

次のようになっているO

① 原木はクヌギのみを使用し，様力大径木を利用する。

② 原木はすべて，近隣で立木購入して適期に伐採・葉枯し等を自ら丁寧に行
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う。

受賞した

乾しいたけ

③ ほだ*の王切りの長さは自己所有の運搬手段の荷台の幅(1. 3m) に合わ

せて，運搬の効率を上げる。

④ しいたけ磁の品種については，冬茄・香茄に適する厚肉で，菌糸のまわり

が早く，秋子の収穫量が多い一品種を使用する。

⑤ 大筏木(直筏20~30cm) については楠蔚する部分の荒皮を手斧で事前に削

り nx り，その後に植闘して， Iまだ化を早める手段としているO

⑥ 伏せ込みは裸地伏せて、，購入原木林の伐採跡地に行い，高めに伏せてし、る。

さらに，次代の原木林となる萌嘉宏保護脊成するために株rb，に伏せ込んで、し、る。

⑦ 伏せ込み地の下メIjりは 9 月までに 3 回行う。このことが，高瓶多憾の防止

と原木林の萌芽発生等に良い結果をど与えているO

⑧ 伏せ込み期間は10カ月と短く，秋子を 1 年で収穫開始しているO

⑨ ほだJ易は 3 カ所あり，自宅の践の人工ほだ場， 200mlîlftれた竹林とスギ10

年生の林床， 1. 2km離れたスギ20年生林床に大径木から順次入れ移動の労働力を

節約している o Vまだ場の陽光調節のために校打ち，間伐予定木の樹高 4mの所か

らの切断(間伐時の用材利用も考慮に入れている。)等の工夫をこらし，枝打ち

後の校は雨による土ばかま訪11:のためにほだ場に敷き込んで、いる。

⑮ ほだ場に「傘っ子」とし、う簡易な雨よけを採用して，品質の向上に努めて

いるO これは氏の考案で、ないが良いものは何んでも取り入れる態度である。

⑪ 乾燥作業に積極的に天臼を利用し，裂を整えるとともに燃料の節約に努め

ている。

⑫ 人工乾操については，途中 8~9 割方乾燥時点で 2~3 時間加熱を止め，
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策皮郁りの作業

再度乾燥することによって品質の向とを図っている。また必要に吃;じて，エビラ

の金網の自の跡が傘につかないように金網の上に寒冷紗を敷くこともある。

これ以外にも，細い工夫を種々取り入れてしる。

(2)経営的特色

夫婦 2 人の労働力に見合った小規模経営で，極力現金出費をおさえ，少量でも

単価の高い冬描・番茄の生産を主体に考えているO

具体的には次のようになっているO

① 集約的作業により，ほだ木の単位当りの生産量をあげ，かつ原木も極力長

くもたすことを考えているO

② 単価の高い品質の良いものを心がけているO しいたけが同じ所から出て型

が崩れそうな場合は間引きもするし，乾燥が激しい場合はしいたけ l つ I つにビ

ニールの袋かけもするO

③ 乾しいたけの出荷先はすべて， O. S. K. である。

④ 原木林も自給できるだけのものがなく，ほとんどのほだ場も借地であるの

で，信用される了寧な林の取り扱いをする。

⑤ 氏は作業日誌，出納簿，気象データーを丹念に記録して，経営の改善に役

立てている。

塁審普及性と今後の発展方向

大分県の乾しいたけはすで、に述べたようにO. S. K. のプラントnで海外にも

知られている県産品であり，この名声と生産量を維持してし、くために，県は「乾
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庭先の人工lまだ場 杉林内のiまだ場と傘っ子

しいたけ生産振興基本構想j をもっている。この中で， LU間高冷地帯は冬草lîを主

体とし，山地と王子担地の中間地情は喬茄を主体とするとしているO 氏の経営方針

は県の政策と合致している。

氏は地域では冬茄の成安として有名であり o. S. K. の役員もやり，技術研

修の講師にも招かれている。最近はクヌギの大径木を使用し，荒皮を削って植歯

する者も出てき，氏の冬茄の品質に近い優良1誌を生産する者も多くなってきてい

る O

自己所有の原木林も不足，ほだ場も{昔地がほとんどというような不利な条件で

も努力しだいでは，乾しいたけ専業で、行けるという手本となっているO
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椎茸産業の発展をめざして

成安

大分県は椎茸栽培では全悶的な評価を

うけておりますが，私の住む久住町は，

九州、i本土で一番高い久住山の南山麓で標

高 550m以上の高冷地で、夏期は涼しいが

冬期には零下10'C位まで下がる気象条件

のきびしい火山灰土地様であります。

椎葺栽培では，昭和52~可三頃から黒腐れ

病が大発生し，また，椎茸原水害虫ハラ

アカコブカミキリの被察があり二重のパ

ンチに見舞われ，がiかと悪条件の中での

栽培どなっている訳です。

栽培厨では寒さがきびしいという 4fで，

当地Jjでの低蹴菌4の椎茸はどうしても傘

の表面が荒っぽくなり品質国で市場価格

が恕、わしくないようでした。

そこで，経済性につながる維持:栽指は

品質の向上と単位当り生産量の駒大にあ

ると考え地域の気象の実態を抱擁するた

め，年間を通じて椅場の気温を記録し，

品種別の栽培試験を行い，それらにより

得た資料を参考に，中低温菌が高冷地裁

第に適していると判断し栽結品種の選択

をしました。その結果は非7如こよくて，

秋には自然、条件でも厚い呑信が採れ，空事

くなるに従って高品質の冬茄，香茄が採

れました。要さに品種のみでなく!京木も大

径木を効率的に使用し栂場環境の改善と

貞治

乾燥技術の研究をし品質のよいものが採

れ，単位当り l奴量も大阪に増加し経営も

安定してきました。

このような私の栽培体験を組合の講習

会や集会に行って，極力その普及に努め

ているところです。

現在の椎茸成業は色々と難問をかかえ

ており，原木問題をはじめ後継者，流通

価格の安定，税金等ありますが，農林業

全体からみた椎:茸産業は価格の低迷等あ

るものの山村においては安定した産業で

あると思っています。

椎1\:産業にたずさわる皆さんに明るい

芸与を持たせていただくような今出の受賞

でありまして，これを契機といたしまし

て，微力ではありますが，惟王平殺与まの技

術，経営面についての指導をし，推尊厳

主主の振興に寄与していきたいと考えてい

ます。
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二二二二呂本農林漁業振興会会長賞受慨二二二二

出品財苗{ま

受賞者天野忠昭

(広島ー県庄原市Jl lggIßJ567-2)

関受賞者の略歴

天野氏の居住する庄原市は第 1 図にみられるように，法;島県の北東部で中間山

地の一部を形成する比婆山連峰の南側に位寵し，標高約300mの山間の盆地情で、

ある。年平均気槌12"( ，年降水量1， 600酬で、気候は概して冷涼である。 議岩は中

性または場基性の半深成岩で、あるが，表層は火山灰に由来する黒色土撲で被われ

ている。

第 1 函受賞者の所在地

日

終
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庄原市は人口わずか

2 万 2 千人程で農林業

が主幹産業であり，庄

原農林事務所の管内で

みると突に面積の85%

が森林で占められ，し

たがって山林府筋木生

産も盛んな所であるO

受賞者の父親天野重

人氏は苗木生産35年の

ベテランで県の指導林



家として活躍され，さらに県樹苗農業協同組合理事や庄原地区樹苗生産組合長の

要職を勤める高名な方であるO

受貰者天野忠昭氏は重人氏の長男で，昭和38年， 19才の時から父親に育菌技術

を学び，その後苗畑の一部約0.8haを父親から譲りうけ，昭和45年から独立して

苗畑経営を始めた。その後，昭和54年， 55年， 59年に休耕田を借り入れ， 41才の

現時点で山林用苗畑が 4 団地で1. 2ha，水田40 a ，作物畑 3 a ，山林 5 haを所有し

ている o 5 haの山林は茅などの堆肥材料を集めるのに使用する一方，自分で生産

した苗木を試植して活着や生長を調べるための実験林としても使用しているO

天野氏は火山灰土壌の特性を十分理解して適正な肥培管理による土作りを励行

し，健苗作りの技術を磨き，製品を作るのではなく商品を作るのだと言いきれる

力を備えてしる。たとえば造林公社から来年の造林予定地は立地条件が悪いので，

それに合った苗木を作れと指示されると，その希望の形質を備えた苗木を作る技

術を持っている。

わずか1. 2haとし、う小面積荷畑ではあるが生産性が高く，苗畑経営面からも育

荷技術面からも際だった特色がみられる。

天野氏は昭和48年以来県内で知事賞 9 回，林務部長賞 1 田を受賞し，全国山林

品評会でも大臣賞 1 囲，林野庁長官賞 2 回，種苗組合連合会賞 3 田の栄誉に輝き，

苗畑は県の「優良苗木生産渓示苗畑」に指定されているO 現在既に多くの講習会，

研修会の講師としても活躍しているが，今後この地域の中心的な指導者として一

層の活躍が期待される。

霊童受賞者の経営概要

(1)家族構成と就労状況

天野氏の家族は第 1 表に示すとおり本人夫妻と幼児 2 人の計 4 人である。この

第 1 表家族様成

氏 名 本人との続柄 年齢 摘 要

天野忠昭 本 人 4 1 苗*生産に従事
ノア 京子 妻 40 家事

" 明裕 長 男 5 
グ 絵里 長 女 3 
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うち苗畑作業に従事しているのは本人のみで，妻は子供が小さい事もあり家事に

専念しているO

(2)苗畑の取得状況

昭和45年父親から独立して前畑経営を始めた際，水田0.42ha ， 1:lI1O .40ha及ひ:lLi

林O.lhaが贈与された。その後休耕聞を借り入れ，期限がくれば返却してまた別

の休耕回を借り入れるなど，年により面積に変動があるが，昭和60年現在で昭和

45年贈与地， 54年借入地， 55年借入地， 59年{普入地あわせて山林用苗畑は 4 田地

1. 2ha，水田40 a ，作物畑 3 a ，山林 5 haで、ある。

(3)施設・機械

氏の高畑関係の施設は第 2 表，機械は第 3 表に示すとおりであるO

氏は苗畑経営の合理化につとめ，機械の効率的な箆用で作業能率の向上をはか

第2表高畑生産施設

稜 類 規模 施設数 。前 革Jチ

建 物 類
機械倉庫 5x10m l 木造王子屋トタン王子

ノツ 6 x 6 l 鉄骨・王子屋トタン主主

潅水施設
スプリンクラー

ぽ1 l ボタ式 5 t 1 4 人で共用
水機 10x 10x 1 l 1 t 

第 3表部畑機械

機械の種類 能力 数 311怠 導入年月 出品 主号

トラクター 1 5 sp I 昭 49 年 12 月 クボタ式，天皇f重人と共用
ノア 30 l 54 . 8 11 ノγ

耕転機 7. 5 I 50 . 4 ヤンマー式 11 

11 6 1 46 . 4 クボタ式 ノア

アーブー 2 1 56 . 4 ホンダ式 ノア

動 2貨車 1 1 53 . 8 Jγ ノア

!噴緩機 1 1 46 . 7 丸山式 11 

床替機 1 53 . 8 北原式(北海道)グ
線切機 I 49 . 7 高森式 11 

ノア I 59 8 関東燥機 /IEEj京樹萄共E用~g[)
組合と

トップカー l 52. 10 ホンタ式，天野君主人と共用
カッター I 47 . 10 山本式 ノγ

-37-



っているO しかし小面積の苗畑で，高額な施設や機械を独自で装備するわけにも

いかず，潅水施設は 4 人共用であり，機械類の多くは父親と共用で、あるO

(4)労務

天野苗畑の作業別労働配分は第 4 表，月別労働配分は第 5 表のとおりで苗畑作

業の約75%を自家労力(本人)でまかない，床替時の多|亡な時にのみ作業員(女

第 4表作業別労働配分

自主主む
回 山林用

普通畑 箇畑

自家労力 15 290 

雇用労力 98 

言十 15 388 

性 3 人)を雇用しているO

(5)苗木の生産

山林 その他

305 

98 

403 

最近 3 カ年の苗木生産状況は第 6 表のとおりであるO

備 考

山林での雑草刈払い等は

i部巴源の関係で箇畑労働

の中にいれであるO

この前畑は毎年約20万本のヒノキ山行商を生産してしる。 ~U行苗の半数以上は

l 間床替 2 年生苗で，とくに59年度は山行商の75%が 2 年生前で占められているO

苗木はし、ずれも下校の十分に張った根系の充実した優良苗である。

(6)経営収支

天野氏は作業記録を整備して経営分析を詳細に行い，さらに機械化と除草剤の

効率的な使用で作業能率の向上をはかり，小面積苗畑からの収益増に努めている。

最近 5 年間五JZ均及び昭和59年度の苗畑収支概要は第 7 表のとおりであるO

これによると収入の最近 5 年間の平均は， 1 ， 314万円であったが，生産鵠製な

どで昭和59年度は多少減り1， 166万円であった。支出は労務費，資材費その他で

約390~450万円であり，地代公租公課及び資本利子を加えた支出総額は約430~4

90万円となるO

その差引収益は最近 5 年間平均で823万円，昭和59年度は731万円であった。
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第 5表月5JIJ労働配分

〕;にと 自家労力 雇用労カ 立三 な る 作 業

l 22 22 幼茂選前 ， þ枚目巴切後

2 18 18 ノア , ノゲ

3 27 4 31 ノア ，床欝準備

4 26 44 70 F衣替

5 25 46 71 グ , ~爵穏

6 23 23 除主主

7 27 27 ノア ，病2冬虫防除，間引， J怠!J巴

8 29 29 ノア 1/ 

9 24 24 根切

10 23 23 推肥{乍り，綴切

11 26 4 30 搬取，選前

12 20 20 ノY ノY ，出荷

290 98 388 

第 6表絞近 3 カ年(昭57~59年)の l滋木生産状況

極j 5711' 581f. 59年

前齢

面積 床答 1時前 111 行 商談 床鈴 f専務 111 行 語資 時:欝 111 荷 1I1 行

綴 本数 本数 本数 本数 本数 ヌド 数 本数 本数 本数

a 千本 千本 千本 a 千本 千本 千本 a 千本 千本 千本

ヒ まきつけ 3 270 3 幻0 4 3叩

l 閲時ミ静 開 358 254 136 62 部。 167 113 56 233 201 150 

ノ 2 年生

210床鍔 32 114 98 98 39 118 92 92 17 54 52 52 

キ 3 lr: ~ló 

!t 125 472 622 お4 104 368 529 205 77 287 553 202 
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第 7表最近 5 年間及び昭務]59年度の苗畑収支

長E 分 費 目
絞近 5 年間

昭和59年度 備 考
の平均

千円 千円
AJ以入 荷オミ売;J:-_げ金額 13, 142 11. 663 

i宣緩生産資

労務費 2, 344 2, 149 雇用賃金女， 4 ， 200 内
自家賃金男， 6 ， 000 円

B支出 資材費 1, 076 939 資材愛子l待紀子代，農薬代代)
料代，資材

その他 1, 092 811 その他(梱包材料代資)
組合資，償却

4, 512 3, 899 

地代公租公課
403 450 

及び資本利子

l仁h3、 4, 915 4, 349 

差引収益 A B 8, 227 7, 314 

わずか1. 2haの苗畑で，自家労務費を差ヲ I \，、た収益が700万円を越えているとい

う事は，生産性が非常に高いことを意味し，本苗畑の大きな特徴といえる。この

苗畑の生産性が高い原因として山行苗の大部分が形質良好な 2 年生苗であること，

当地方は秋植えが多いので冬季間空いた苗床を耕転するなど作業の周年化が図ら

れること，機械や農薬の合理的使用により効率良い作業をしていること，資材や、

機械の共同鱗入と共同使用により経費が節減されることなどがあげられるO

属議受賞財の特色

出品財は1. 2haの山林苗畑のうちO.lhaのヒノキ 2 回床替 3 年生苗35 ， 000本であ

る。苗木はし、ずれも下枝の十分に張った根系の充実した優良苗で，第 2 図に示す

とおり林野庁の笛木標準規格に比べ苗長の割に根元径が太く，がっちりした苗

木で気象条件の厳しい地域にもよく耐えて生長する形質を備えてしる。

n
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今回の出品財であるヒノキ 2 回床替 3 年生首

天野前畑ヒノキ 2 床 3 年生務の苗長

と線元径(100本測定)

第 2 図
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苗木100本測定の王子均値でみると，沼尚60cm，恨元筏8.3醐，生重量120g ， H/  

D7.2 , T/R2.0とし、う簡が得られているO

この筒畑は昭和59年度全関山林前倒品評会において，中国四国地区の最優秀前

畑として選出され，農林水産大臣賞を受賞したものであるO さらに同様に選ばれ

た全国 6 地底の最優秀高畑の中から60年度の全国代表として選ばれたものであるO

以下に天野苗畑の特色を技術と経営の両面から考察するO
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(1 )技術の特色

①合理的な土作り

土作りには完熟した優良堆肥の投入と初冬の深耕を行うほか， 3 年に 1 田土木

業者に依頼してフールトーザで天地返しを行っているO

堆肥は 5 haの所有山林から茅を主体にした山草を刈り集めて製造しているが，

10月頃から 3~4 間程度切り返し， 5 カ月積んで発醇させ使用しているO 饗土質

の火山灰土壌に珪酸質の茅を主体にした堆肥を投入している事が，土嬢の性質を

良好に保っとで大きな効果を発揮しているものと思われる。

堆肥施用量はlO a 当り 2 ， 500~3 ， OOOkgである O 深耕は秋植の関係で冬期間苗床 μ

が空くので，その間に大型トラクターを使用して深耕し，耕起した土壌を寒風に

さらし風化促進してし、る。

②適正な肥培管理

土壌検定結果を参考にしながら合理的な施肥を行っているO 昭和59年度の施肥

設計は第 8 表のとおりであり，窒素を控え尽にし燐酸に重点をおいた施肥最にな

っている。

第8表 59年度の施肥量 g/ぱ

ヒノキまきつけ床 ヒノキ床替床

モ質 自 要 議き 昼日王 要 素 盈

施用量 施周縁

N p,O, K,O Mgo N p,O, K,O 国go

堆 目巴 2,500 2,500 

基 尿素燐安加盟主 30 4.80 4.80 4.80 40 6.40 6.40 6.40 

16-16-16 

f容 燐 70 9.45 3.85 70 9.45 3.85 

自在 鶏 主主今 100 2.57 3. 40 1.16 100 2.57 3. 40 1. 16 

エスサン化成 50 2.50 0.50 0.50 60 3.00 0.60 0.60 
5 -1 -1 

追
硫 安 20 4.20 40 8.40 

HE 

肥料要素合計 14.07 18.15 6.46 3.85 20.37 19.85 8. 16 3.85 

つ
白

A

告



根
切
り
作
業

注入器を使った根切虫紡徐

③根切り(根揚げ)

優良部*の生産に根切りが必要であるとし、ぅ事は，父親天野重人氏の信条でも

あるが，自らの経験の中でも組織と根系の充実した援良直木生産には適期に根切

りを行う事が最も大きな効果があると確信しているO そのため全苗畑について 8

月下旬~9 月下旬に完全な板切りを実施しているO 根切りには根切機及び狼切用

ホークを使用し，側根及び:20~25cmの深さで下部に伸びる誼根を切断しているO

したがって造林地の活着率が高く槌栽後の生育が良く，造林者の評価は極めて

高い。

④保護管理の万全化対策

病害防除にはボルドー液を 6~10丹の関に 4 回以上散布，根切虫防除には床作

り時にダイアジノン粒剤15kg/10 a を散布し，さらに 7~8 月の関にパイジット

乳剤100倍液を 2 田散布しているO

除草剤は苗床にはゲザミルと Mo乳剤を混合して 5~7 月の間に適宣散布し，側

溝には 6~8 月に必要に応じグラモキソンを散布している。散布作業は薬害の発

生を防止し，あわせて作業能率を向上させるために背負式噴霧機を使用しているO

⑤育苗技術の向上対策

ï'E床の標示板は樹種，高齢，床替月日程度が記入されているのが一般的である

が，優良苗脊成技術の向上に努める天野高畑では，それらの記入の他に床替時の

苗木の大きさ，土壌の州側，農薬散布回数なども記入されていて，苗畑の合理的
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芸5畑表示板

管理や生産性向上のための参考にしてしる。

また生産した苗木を 5 haの所有山林に訟;植して活着生長を謂ベ，さらに当苗畑

産の苗木が植えられている造林地へ足を運び生長状態を検討し，その結果をと管部

技術の向上に反映させてし、る。

このような熱心な技術錬隆により，たとえば造林公社から来年の造林地は立地

条件が悪いので，それに合った形質の苗木を作れと指示されると，本人はその希

望形質を備えた苗木を作る技術を持ち，製品を作るのではなく商品を作るのだと

言いきれる力を備えているO

(2)経営の特色

①施設の整備と効率的活用

苗畑は住居から約100mの天神山苗畑約50 a と住居に隣綾する転作水田約60 a 

及び播種用転作水田約14a の計1. 24haで、ある O また山林は約 5 haを保有していて，

堆肥資材としての山草採取に活用のほか生産苗木を試値して活着生長を調べる

験林としても利用しているO

潅水施設としては共用の水槽，ポンプ，約300mの配管施設，スプリンクラー

さど備えており，潅水や薬剤散布が効率的に実施できるよう整備してしる。

作業用のトラクタ一等機械器具類は，父親天野重人氏と共同購入して共用し，

作業の省力化や経営の合理化に成果をあげているO

②労務の確保

氏の家族構成は既に第 l 表で記したように本人夫妻と幼児 2 人の計 4 人であるO

妻は育児と家事に専念し，苗畑作業には本人 l 人で月 20~30 日間従事している。

床替その他多忙な時期には父天野重人氏と共同雇用している作業員で必要労務
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を確保している。

③資材の共同購入，苗木の共間販売

肥料や農薬等の生産資材は近隣の 4 人の生産者で共同購入し， 111行部の出荷に

ついても必要に応じ共同で出荷するなど協業的な経常を行って合理化につとめて

し、る。

③記録簿の整備とその活用状況

氏は経営を合理化し収益性を高めるためには，機械化及び除草剤等の効率的な

使用による苗畑作業の合既化と日々の記録の整備による経営の分析が重要である

ことに着目して，自分で書式を考案して次の記録簿を整備し，分析検討しているO

作業日程，選出，槌付，掘取，仮植，出荷等作業7JIJの )1 別，日7JIJ作業工程

記録

8 年間作業記録帳

凶 年度7J1j経営記録簿，年度別活灼!経営の記録

盤技街，経営の分析およびその普及性と今後の発展方向

天野忠11自氏は昭和38年当時19才の時から父親について育苗技術を学び，昭和45

年から独立して苗:J:Ill専業者となった。その技術上の特色は合理的なj二作り，土境

検定結果をふまえた適正な肥府管理，徹底した根切り，保護管理の万全化対策今季

を通しての優良高生産であり，さらに自分で生産した積水を 5 haの所有LLI林に試

槌して活着生長を確かめ，また天野苗畑i&の筒木が植えられている造林地へ足をど

運んでその生長状態を観察し，その結果を育苗技術向上の参考にするなど熱心な

技術錬磨の態度であるO

経常的な特色としては，施設の効率的活用，資材の共同購入，大部分自家労力

による能率のよい作業，記録簿の整備とその活用等を通して非常に生産性の高い

苗対日経営をしている事であるO

広島県の高木審査基準は非常に厳絡であるが，その厳しい審査の中で氏は昭和

48年以来県内で知事賞 9 @]，林務部長賞 1 四受賞し，全関山林品評会でも大臣賞

l 囲，林野庁長官賞 2 由，種苗組合連合会賞 3 閤の栄誉に輝き，まさに全障の最

高水準の技術を身につけていて，多くの講習会，研修会の講倒としても活躍して

し、る。
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天野苗畑は県の「優良苗木生産展示苗畑J ìこ指定され，研修会の場としても活

用されていて見学者は多L 、。

氏は，現在庄原地域の苗木生産業者の中核として活躍しているが，県の指導林

家でもある父親天野重人氏の理念を引きつぎ，今後指導者としてより大きく発展

する事を期待するものであるO
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韓議議議離鰯

地域林業の一員として発展に努力

天野忠昭

山林種荷に取り組んで22年，親から独

立してお年，ひのき献をー焚して伎産し

てきた。親から譲り請けた市焔は， 30数

年間の連作焔であるO 当地区は， 300m

前後の隙々が速なり，焔が少なく総{乍形

態が関紙な所で準作をすると，やはり

他の作物同様，連11際?与が問題になり，

これを打開すべく，私なりに取り組んで

L 、る。

。有機質取)J巴は，カヤを中心とした山

車を材料にZ玉沢窓素他を投入し，数悶切

返し，完熟敢!J巴を製造して 10 a 怒り 2 ， 50

Okg~3 ， OOOkg会:前;:mに施府している O

。議機械使用による閣総!替の生成には

2~3 年に 1 間ァソレトーザ…で深耕天地

返しを行う。

。肥料薬剤使用には，適用際議の危険

性があるので， r可類のj準用は極力避けて

し、る。

。施!JB設討すま，毎年各市;:m5]1jにま-壌検

定を行う。特にこk撲が来一士火IUW(土なの

で元!胞の燐酸分と追肥の祭素分に十分注

怒して施!J巴設計ーな立てている O

さらに，豚~!IJとして，晩秋の筒;f王者ピ拘j

取， IU荷，仮楠後，大型トラクターを使

用して深耕し，士嬢を冬期間寒風にさら

して風化させることとしているO

以上，逮í'f[lfíÏt容を克服しつつ優良衛水

生産につとめている。今後の発展方向は，

社会情勢の変化による造林事業の低迷で，

E古木需要f訟の減少の上に労働力不足，高

齢化，労賃，諸資材の闘機と， -W;;j�1:.JJE 
者にはかつてない難問であるが， lj芸，県

樹街差是協のご努力で， ~I雨生漆， !児務改

正等のE記念:と当地主主が県下有数の造林地

域である恵まれた条件の上に立って経営

改穫し， ì栃次士見撲を拡大して，地区役ÆÎÍ

~と共に造林立若サイドの姿求に託、じた優

良I'ä;;jç't産を行い，地峡林業の一員とし

て，発肢に努力したし、と思う。
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第24回/農林水産祭受歯者の議繍

印別・発行/昭和61年 3 月20B

発行/財団法人民本藤林漁業振興会

lR京都千代的区神田多町 2 - 9 6 (問中ピル)

〈林産部門〉



第24回・昭和60年度

農
林
水
産
祭
受
賞
者
の
業
績

水産部門







発刊の
ラp

」伊 と tま

農林水産祭は，全国民の農林水産業に対する認識を深め，農林水産業滋の技術

改普及び経営発展の意欲の高揚を関るための国民的な祭典として，昭和37年，

林水産業者に天皇杯がごド賜になったのを機会に従米の新穀感謝祭を発展的に拡

充して始められたものです。

この農林水産祭は，農林水産省と日本農林漁業振興会との共{援のもとに，各方

面の協力を得て，毎年11月 23 日・勤労感謝の [1 を中心に開催され，農林水産業者

に天皇杯などの控与を行う式典や一般国民に農林水成業を紹介する農林水産展な

ど，きわめて多彩な行事を行ってきております。

昭和60年度は，その24回目に当たりますが，本年度の天皇杯などの選賞審査の

結果は次のとおりです。

すなわち，従来からの農産等の 6 部門については，第24問農林/1'(産祭に参加し

た各種表彰行事 (390件)において農林水産大臣賞を受賞した出品財623点の中か

ら，天皇杯を授与されるもの 6 点(令部門ごとに 1 点) ，内閣総E里大臣賞を授与

されるもの 6 点(問)， EI 本農林漁業振興会会長賞を授与されるもの 7 点(園芸

部門 2 点，その他の部門 1 点)が選考されましたO また，むらづくり部門につい

ては， 44都道府県から各 1 点Hiせんのあったむらづくり事例の中から，天史tf ，

内閣総理大!な賞を授与されたもの各 l 点，農林水産大臣賞を授与ーされたもの17点

がそれぞれ選考されました。

農林水産祭において表彰されたこれらの受賞者の優れた業績は，農林水産業の

近代化や設かで住みよい農山漁村づくりの生きた指標として，関係各方闘の方々

に大いに枠益することと，1.!，t\，、ます。ここに，これらの業績の概要(むらづくり部

門は別問)をとりまとめて発行することといたした次第で、すO

終わりに，ヌt;:誕の編集にご協力をいただいた執筆者その他の関係各伎に対し，

深甚の謝意を表します。

f1B和61年 3 月

財閥法人 日本農林漁業振興会
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〈皐杯受讃/厳原町漁業協同組合久根浜支所青年部 7 

( (財)温水養魚開発協会参与/黒田 竹弥)

内閣総理大豆麓受繋/焼津鰹節伝統技術研鎖会・……・……-…-…………… 19

(水産庁東海区水産研究所利用部長/徳永 俊夫)

民本農林漁業振興会会長寅受繋/(剖総本家貝新……・・…………一 -…...…・. 30 

(日本大学教授/露木 英男)



天麗杯受繋

出品財とジキの増殖

受賞者厳原町漁業協同組合
久根浜支所青年部

(代表者ー 熊本晴彦)

c長l崎然下県郡厳!反IllJ久板浜197)

第 1 図受賞者の所在地
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関受費者の略罷

出品者の所在する厳

原町久根浜は対応の街

時，朝鮮海111}:に出した

ところにあるO

対馬は揺i潟市から 13

2kmの日本海の南西部

にあり，その面積は約

710kniあり，その大き

さは臼本で 3 番目に数

えらnているO

また，韓関の釜山ま

ではわずかに53km しか

ない。したがって，古

くから大睦との接点と

して重要な役割合果し

てきたが，本土から離

れているため，離島的



漁協膏年部のメンバー 漁協久根浜支所

色彩の強い地域であるO

久根浜漁業協同組合は昭和43年に厳原町内の 8 漁協の 1 つとして，厳原町漁業

協同組合に合併し，現在は久根浜支所となってし品。

厳原町漁業協同組合久根浜支所青年部は厳原町漁協青年部に属しているが，昭

和47年に15名で発足したが現在は，青年部員の年令制限は特にないが，おおむね

40才までとしているので 2 名減って 13名となっているO

発足後は久根浜支所の中心となって次の項目について幅広く活動しているO

① 新技術の導入(篭漁業，タイ釣漁業，マグロ曳縄漁業等)

② 増殖事業の実地(アワビの放流，磯掃除， ヒジキの増殖等)

③ 学習会(藻場造成，青色申告の普及，漁家経営の安定等)

④ 先進地視察(イカ釣漁業，ウニ加工法等)

これ等の活動は久根浜支所組合員の指導的役割りを果してし、る。昭和60年 2 月

には，これらの活動の中から， Iポリザル利用によるヒジキの増殖」について全

国漁業協同組合連合会主催の「全国漁村青壮年婦人活動実績発表大会」において

発表し農林水産大臣賞を受賞した。

同青年部会長熊本一彦氏は34年にこの地に生まれ，厳原町立大綱中学校を卒業

後，直ちに漁業に従事しており，信望}享く 59年以来，会長として卒先活動してい

る O

なお，長崎県対馬支庁内に厳原水産業改良普及所があり，水産業改良普及員が

2 名配属されているが，山下継可所長及び高屋稚生技師はこのヒジキの増殖につ

いて，青年部員と共に献身的に努力するとともに，県水産試験場島原支所(海藻
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専門家のïffiJII博技師)とのノミイプ役を;架し，今日の成果を見るにをったO この影

の功労を忘れることはできなし、。

塁審受賞財の特色

厳原町漁業協悶組合はイカ，ブリ，ヨコワ(マグロの幼魚)等を漁獲する漁船

漁業と採貝藻漁業を主とする大型漁協であるが，ご二百海盟時代に入り，斡悶との

漁業協定に基づく漁業規制もあり，漁船漁業は制約を受けているO したがって，

最近は治岸の機根資源の依存度は主主々高くなってしる。

これに対して，厳原町漁協はアワビ，サザ、エ，ヒジキ，テングサ等磯般資源の

増殖に努めているが，最近，ヒジキは海況変化と乱獲のため減少して米た。特に，

久恨浜地先は防波廃設霞によりìî'1JJ流変化があったことと JIIの汚染も加わって，ピ

ジキはほとんど皆無に近くなってしまった。

青年部は，ヒジキを何とかして増殖したいと，厳原水成業改良普及所に相談し

た。普及所では県水産試験場島原支所の海藻専門家出)11 t~l-技師の意見を開き，

年部員とも協議の上「ポリザル利用による増殖法」を実絡することにした。封建

性が残っている離島の漁村で、は新しいことを実施することは容易で、なかったが，

婦人部を始め部務の人々の協力を得ることができて，昭和58年 6 月にこの噌殖を

実施したところ，予想以との成果をあげることができた。主な特色は次のとおり

であるO

(1 )母藻の盟定

ヒジキの発生については須藤俊造博士の次の研究があるO

卵の成熟，精子の放出時期は 5 月下旬~6 月中旬頃で， J)JIìは粘質のがjで母体に

ついていて，受精後仮根形成の始まる頃母体から離れ，この幼l距は近くの岩i認に

付着ーする O 一般の海諜のように胞子が波によって遠くに運ばれることは少ないと

し、う特殊な発芽方法であるO

この生態に適合した哨殖方法としてポリザノレを利用したのである。炊事用に使

用するポリザル(鹿径約25cm) にヒジキの母藻約500 g を入れ，急、結剤をまぜた

コンクリ…トで岩国に悶定した。

幼粧は半箆10m範囲に付着するとの報告があるが，安全度を見て 5m間備と
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ヒジキの増殖場 ;teリザ)!.-に入れたヒジキの母藻

ポリザ)!.-をコンクリートで霞定 施肥

し，海岸100mの岩場に50掘設置した。

(2)磯掃除と施肥

新しい付着面を造成するため青年部，婦人部を中心にし部落総出で，岩場を念

入りに磯J掃除をした。

また，成長を助長するために59年 1 月から尿素による施肥を行った。施肥の方

法は尿素と赤土を 1 1 でねり合せ穴をあけたビニール袋に入れ，エンビ管(約

25crn) に入れて岩の間にセメントで固定したが，波のため壊れるものが多かった

ので，ビニール袋を岩の割れ目に臨定する方法とした。収獲が終る 5 月中旬まで，

半月ごとにこの方法で施肥を繰り返したO

(3)部落の協力による採取

個人の採取にすると競争して根こそぎ取ってしまって資源が無くなるので，こ

こでは，部落刈りとしている。支所で毎年「口開け日」を決めて，この日は 1
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見事に伸びたとジキ 部落総凶で刈取り

第 1 表 ヒシキJ1ì'lJì在地域PT-メリり結果(昭和59"ド)

2m 
1
1
4
 

FJ . f�! il& :l立 tiE (K g) 平均長 (cm) 

3/ 6 16.5 55. 5 

3/23 29.0 65. 4 

4/16 30. 5 98. 3 

5/ 2 44.0 87.9 

5/16 47. 5 1 23. 4 

必ず l 人は出て部落協同で‘採取する。採

取したヒジキは，協同で子燥の上，組合

本部に出荷するのである。

成長の形態は第 1 表のとおり緩めて良

く 5 月 16 日の部落総出の刈取りの擦は

1 m'当り 47.5kg ，王子均長 123.4cmの繁茂

で 施JJ巴の効果は予想以 tであった。

なお，メIj取りは全員必ず鎌切りを励行

した。ヒジキは多年it.で根と幼駐による

繁殖をするので，根を残すことと，母藻

を残すことも必要であるのでこの鎌切りとしたのである。「ポリザル増殖J を行う

とともに10m開嬬にひとつかみ程度の母藻をメIjり残すようにした。

第 2 図久根浜湾内図

ん止

守
E

ム
4
S
A
 



(4)経費が安い

岩場約100mの増殖費はポリザル，セメント代で約 2 万円，施肥代を含めても

合計約 4 万円足らずであるO 労賃は勤労奉仕のため，この中には含まれていない

が，経費は極めて安L 、。

(5)販売代金の使用方法

59年の久根浜支所のヒジキの販売代金は398万円である。この販売代金は青年

部の研修費，婦人部の活動費，部落民の教養娯楽費，道路の補修費等広く部落共

益費として活用されている。なお， 100mの岩場で、収獲されたヒジキは約10 t , ' 

20万円であった。

属議受賞者の経営

久根浜支所の組合員は116人で，漁船は主に 5 t 未満で，ブリ， ヨコワの沿

漁業とアワビ，ササ、エ， ヒジキ等の採貝，採藻業で年間約 Z 億 5 千万円の水揚げ

がある o 1 人当りの単純平均にすれば年開生産額は200万円余であるが，組合員

の中には農業を主とする者もあり，半農半漁の形態で，漁業者も農地を持ち，米，

野菜等は自給しているので，第 2 表の例示のように所得はそれ程高くはないが，

安定した生活を営んでいるO

第 2 表青年部員の所得仔u (昭和59年)

A B 備 影J 

家 族 数 5 3 

(うち扶養者) (2) (2) 

漁 船 数 2 1 
(4.7t 3.8t) (4.7t) 

生産額 (万円) 1 , 2 0 1 454 ( )内はその他
(0 ) (3 0) の金額

所得額 (万円) 713 227 
(0 ) (I 8) 

一一一一
L一一一 』一一一一一ー←一一一一 ー一一一一 ー一一一一

長崎県の昭和58年の漁業生産量は802千 t で全国の 4 位にあるが，対馬はその1
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厳原漁協本所

1%を占め特にイカの生産量は約50%~ど占める漁業を主とする島である。

し，最近はイカ漁業の不娠があるばかりでなく，二百海里時代になっての漁業規

しか

制によって，漁船漁業は伸び悩んでいる。離島娠興のためもあって，漁港は見違

えるように整備され，他県船の利用も見られるが，対島としては次の 8 項目によ

って漁業振興に務めているO

対馬近海における漁業生産力の拡大と漁業振興

生産基盤の拡充と生産手段の近代化及び生活環境の整備

漁場環境の保全と災害補償制度の確立

近隣諸国との漁業調態

流通，加工対策の充実

漁業経営の健全化，近代化対策と金融共済制度の改善

漁業協同組合の経済基盤の拡充強化と漁協合併の推進

漁業技術の導入普及と後継者対策

さて，対馬は上県郡と下県郡とに分れ，その中に26漁協があるが，厳原町漁協

は43年に 8 漁協が合併し組合員は1 ， 090人を擁し，水揚高は約33億円に達し，対

馬第一の漁協である。漁協の概要は第 3 表及び第 3 閣の通りであるが，合併の効

果を上げ大型組合として発展しているO

漁協としては指導事業にも力を入れ，営漁改善，教育情報，生活改善，遭難救

助関係等幅広い活動をしているが，魚類養殖業の発展に努める。特に繁殖保護関

係には力を入れているO

59年度の主要事業は次の通りであるO

。
J

1
E
ム

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
 



第 3表漁協の概況
(1) 組合の状況 (合併 1 年前昭和43年度・合併後昭和58年度)

医分 組合1'1数 Hl 資金 役 11 Eま Jl 
年 正終政組有日f数合z 

li: 'li 
I 口の J~: >> 現3 '1, 

)立支所~II 11: Ht 金額 出資金 m立金 J十 監 fi フj �; 

f"l 千ドl 千i弓 千円 出勤 非常勤

久間 168 129 却7 90 1,500 705 977 1 ，田2 。 7 3 10 2 3 5 

浅玉率 80 72 152 90 3，加。 3,624 305 3,929 6 3 10 3 。 3 
ム同

'4. I目立 309 55 364 90 10,000 9,840 687 10,527 1 6 3 10 11 3 14 

久恨浜 105 15 120 叩 5，叩O 905 。 905 8 3 12 。 。 。

{持
佐須 113 10 123 90 1,000 3,542 1,838 5,380 3 4 3 10 1 2 3 

阿述 98 。 981 90 5,000 925 789 1,714 5 3 9 1 。 1 

師i
出1 71 10 811 120 5,000 288 4,674 4,962 。 7 3 10 2 3 

合計 944 291 1,235 19,829 9,270 29 ,099 7 43 21 71 初 9 却

千ドI 千1'1 千円

本 1苛 44 10 54 開 3，冊。 11 ,760 0\11 ,760 3 19 6 25 

久間 141 43 184 90 3，叩O 44 ,361 o 144 ,361 。 3 。 3 4 。 4 

合浅務 58 38 部開 3,000 20 ,562 o 120,562 。 2 3 3 。 3 

立罰主 263 70 333 90 3，曲。 77 ,646 o 177,646 4 1 6 9 。 9 

併久恨浜 50 66 116 叩 3.000 30,948 o ¥ 30,948 。 2 。 2 2 3 

佐須 88 44 132 90 3,000 28 , 407 0128.407 。 2 。 2 3 4 

後 /'4 連 70 29 991 90 3,000 25 ， 5幻 o ¥ 25 ， 5幻 。 2 。 2 2 1 3 

出: 58 18 761 90 3,000 14, 235 o 114 ，幻5 。 2 2 3 。 3 

合計 772 318 1090 253 , 446 o 1253, 44 2 18 4 24 45 9 54 

(2) 漁船漁業 (3) 漁船勢力

漁業鮪虹i f.(l 締
総 数

MJflj勀 介{件後

機
屯数日IJ

1立 数

!均 匀"fJtlﾌﾎi 合併後

t持4に;r. IWi さざえ・あわび 9 先生 0.0-0.9 屯 287 

かづら網 車}曳・ j世1軒 \.さき・たい 7 jIJ 1.0-2.9 16 

延納 総長E制 たい・あら・ひらめ 15 )J 303 8 

j世・蕗}曳網 きびな きびな 7 5 

s且躍u よニ i-， よこわ・かつお 98 53 
0.0、0.9 564 

小引定例網 雑 f!.l小母j .-1:り・ひらす・たい 2 11 0.0、0.9 29 50 
レ〆

線~tt しも、>> しいら・ひらす 2 3 1. 0、2.9 257 271 

剣IJ 鈴剣H ぶり・ひらす・たい 4 7 3.0-4.9 47 246 

中'11網
W.ff.l織がi やず・ひらす・くろ

66 112 
きぴな中，1 きぴな

5.0-9.9 2 42 
ゼ

10.0-19.9 4 23 

保ltt車
L 、b ‘$'~ するめいか・けんさき t 、か

351 626 
その他 ぶり・ひらす・たい

Jレ 20.0 以 i 2 

Jt 339 634 

本$'-J
lll�'i ささえ・あわび・うに

347 357 
品百l i'，iJ・め・ひじき・てんぐさ・ふのり

ノgL3 d十 642 1,206 

J'、t 908 
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'1、口資金
4.1 % 35， 451千

第 3 国 昭和58年度事業主設

貸付

住宅資金 13.69も
112， 636千

除外水i鵠
4.4% 113，445千

J盟議一

根は資源の栽培及びその管理と保護について，啓蒙う指導したo

5I離崎南121\訟の沖合に大型魚、礁を投入したO

久和沖に並型魚礁112侶， ;1在根沖に N取魚、礁560個を投入した。

アワビ稚只約11万個，稚ウニ約 6 千倒を地先に放流した。

稚ダイ (9 cm) 35千尾を放流した。

ナマコの採卵を試験したO

アワビの種苗は昭和55年度の地域沿岸構造改善事業で豆離に約11千万円で建設

した積出センターで毎年生産して放流しているO 昭和59年度は約11万制の積荷を

生産しているが，事業決算は第 4 表のとおりであるO

最近の厳原IBJ漁協の漁業環境は厳しいものがあるが，役職員一体となって組合

活動に当り，第 5 差是の通り健全な運営をしているO

zd 
1
i
 

①
②
③
④
⑤
⑥
 



種首センター 養成中のアワビ稚員

第 4表事業決算(自昭和159年 4 月 1 日~至昭和60年 3 月 31 B) 

(単位円)

科 自 予算額 決算額 主主引上自滅

(収入)
稚貝売上高 4, 000 , 000 3, 580 , 000 ム 420 ， 000

収入合計 4, 000 , 000 3, 580, 000 ム 420 ， 000

(支出)
飼料費 50 , 000 36 , 110 ム 13.890 
動力費 3, 000 , 000 3, 296 , 231 296 , 231 
種苗労務費 2, 776 , 000 3, 060 , 839 284 , 839 
積一的経費 150, 000 198, 784 48 , 784 
種tî:i雑費 100, 000 61 , 932 ム 38, 068 

支出合計 6, 076 , 000 6, 653 , 896 577 , 896 

第5表総合の運営

58年度 59年度

組合員数 1. 090 1. 090 
正組合員数 772 729 
准組合員数 318 361 

職員数 52 53 
貯金 (百万円) 1, 535 1, 919 
購買事業 (か) 485 439 
販売事業 ( ・グ ) 2, 582 3, 248 
出資金 (グ) 253 273 
指導事業 (千円 ) 19 , 779 20 , 096 
利益金 (グ) 11 , 628 37, 908 

FhU 

唱
え



カジメの饗殖

関普及性と今後の発展方向

前記のように市販のポリザルを利用した安価な経費で，場所，時期さえ誤らな

ければ極めてやさしい方法で、あるO 久根浜支所で，この方法でヒジキを増殖して

良い成果を得たので，第 4 関の通り厳原町漁協の各適地においてこの方法で増殖

している。

第 4 密 ポリザルの利用場所
また，この増殖方法は対馬ばかりでなく，

長崎県下はもちろん， 和歌山，高知，

鹿児島等各県に普及しつつある。なお，この

方法は今後，テングサ，フノリその他の藻類

の増殖に芯用できる可能性があるが，久根浜

支所ではカジメの養殖には写真のような延縄

方法を実施しているO

ヒジキは日本沿岸tこ広く分布し，健康食品

として評価されているので，沿岸の岩礁地帯;

を利用して，この方法で高く増産されること

を期待するが，今までヒジキの繁茂し難かっ

た波の荒い海域まで増殖できるよう研究を進

められたし、。
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韓関騒騒

地域総ぐるみの地道な活動が実る

厳原町漁業協同組合久根浜支所青年部

(代表者熊本一彦)

私達青年部は，最近目立って減少する

ヒジキを何とか我々の手で元通りのi磯に

取り戻すことが出来ないだろうかと，厳

原水産業改良苦手及所に相談したところ，

心よく引き受けられヒジキの学習会を何

度も実施していただきました。最初はポ

リザノレを利用しての増殖法に部員一同

「こんな方法で本当に場殖出来るのだろ

うかj と不安でした。しかし，務及所の

熱心な説明を聞くうち「やってみよう」

ということになりましたO この方法なら，

経費も僅かで済むこと，入手さえあれば

できるとの決断で，脊年部が先頭に立ち，

婦人部をはじめ，地区の全戸から応援を

いただき実施しました。

増殖方法は，成熟前のヒシキをポリザ

ノレに 3 分の l 程度入れ，そのザノレを磯に

伏せてサ、ノレの@りを波で流れないように

コンクリートで倒定します。やがて成熟

受精したヒ、ンキの種はザノレの自を通り主主

けて周聞に散らばり，岩聞に付着して発

芽するという，簡単なものですO

あえて苦心談と言言えば，部員各自が通

常の漁船漁業に従事するなかで，ザノレの

設置後，当番制で施肥を行ったり，定期

的に磯そうじを行ってきたことで‘す。雨

の日や空襲い日には磯に出るのがおっくう

に思えることもありましたが，皆がまじ

めに良くやったと思います。

そして， 1 年後には驚く裂の好成績を

収めたのです。手千年部が中心となり婦人

部や一般の漁業者の方の協力も得て，つ

まり地域総ぐるみで取り組んで、きた地道

な活動がおく評鰍され第24回農林水産祭

において天息杯受賞の光栄に浴しました

ことは，たいへん婚しいことです。

対馬においては，まだまだヒジキが減

少してしまった地先が多くありますので，

今回の天皇杯受賞を契機に，今後は対馬

全烏の漁協青年部と一体;になり対馬のヒ

ジキ，さらには全開のヒシキ増産普及に

貢献したし、と考えています。

また，青年部が団結すれば，どんなこ

とでも道は聞けるという自信を深めてお

り，これからも，いろんな課題に挑戦し

て行きたいと考えております。

。
。
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内閣総理大臣繋受繋

出品財節類(かつお本節)

受賞者焼津鰹節伝統技術研鍛会
(代表者鈴木通元)

第 1 囲受賞者の所i:E :i'也

(静[iiíI~己焼津r/i焼(ll!:5 -16-16) 

一 19-

機受賞者の略歴

本研鍛会のある焼津市は、

i如潟県のほぼ中央にあり、級

河湾に面した県ド最大の水産

者15djで、ある O かつお、まぐろ

などをはじめとした水揚量が

最も多いばかりでなく、ねり

製品や節類を中心とした水産

加工の生産量も最大である。

昭和59年における静間際の節

類の生産最は116千 t であり、

そのうち鰹節は25千 t で、各

々の我が悶総生産最に占める

割合は節類にあっては31. 4% , 

鰹節にあっては47.0% となっ

ているO そして、その大部分



焼津鰹節伝統

技術研鏑会のメンバ…

が焼津市で生産されているO

焼津鰹節伝統技術研鎖会は、焼津鰹節水産加工業協同組合の指導事業を推進す

るための組織として、昭和58年夏に設立された。会の目的とするところは、古く

から伝統として引き継がれて米た焼津節の製法及び技術の保存と振興を通じ、食

生活の向上と業界の発展に資することにある。この目的達成のために、焼津節製

造技術の向上・保存、後継者の育成にかかわる多くの事業を行っているO

会員は、この会の目的や事業の趣旨に賛同する焼津鰹節水産加工業協同組合組

合員及び一青年会員からなっており、現在の会員数は72名、会長、副会長の下に指

導部として事務局と企画・計画、技術指導、実行の各委員会があり、会則に従っ

て民主的に運営されているO

本会の母体である焼津鰹節水産加工業協同組合では、戦後間もない昭和24年頃

から、毎年、焼津鰹節を伝統ある製法により謹製し、新嘗祭の献撰品として奉持

し、賢所、天皇陛下、皇太子股下に献上の栄に浴してきてし、る。また、明治神宮

並び、に伊勢神宮への奉納も続けてきているO

しかしながら、時代の変遷の中で、日本古来の伝統食品である鰹節製造におい

ても、①他産業と同様、製造工程の機械化等の合理化が進んできていること、②

後継者の大部分が大学に進学し、かつての後継者達が鰹節製造の基本を学んだ15

~22歳の年代を学業に専念するため、鰹節製造の原点を知らずに生産、経営に携

わる者が増加していること等により、伝統技術の存続、保存と後継者への伝承が

歴史的にも重要な課題となっている。

nu 
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研鎖会は、このような状況を憂う人達の訴えが組合員多数の賛同を得て発足す

るに査った。

この研鎖会では、風味と姿のよさで‘知られる焼津節の伝統的製造技術を守り、

現代の鰹節の生産に役立てようと、住持の技法を取得するための研修会を開いて

きているO 研修会では、かつおの身切り、かご立て、小骨抜き、成形など明治時

代からの方法の伝授がなされているが、これら伝統的な製造技法は焼津節生産の

基礎を築くため最も肝要なことで‘あるO

}青年会の若手40数名は、いずれも焼津鰹節水産加工業協同組合員の子弟て、ある

が、この研修会においては、詩j.vこ技術を学ぶのみでなく、古き宏学んで新しきを

知る新製品開発意欲の向上、あるいは製品に対する愛情と心の結びつきを大切に

することの重要性をはだをもって感じとり、将来に向けての努力を約束しているO

璽出品財の特色

鰹節はわが国で最も古い伝統的水産加工品の一つで、あるO 最近使用形態は異な

ってきているが、今なお日本人の食生活の中で広く利用されている重要な産物で

あるO 鰹節類の生産のなかで、昭和40年代までは節が主力であった。しかし40年

代末期頃からは削り節が消費者ーニーズとマッチして著しく進展し、 50年代に入っ

てパック製品が急、激に伸びたことから、節と削り節の生産量が逆転したO しかし

パックものの削り節も最近はやや頭打の傾向にあるO 一方、削り節粉末を利用し

た夕、、シノミック、っゅの素向けなどの生産が増大しているO このように消費ニーズ

の多様化に対応するため節類製品の形態も変ってきているが、節類が食生活の中

で変わらぬ人気を保持しているのは、ひとつは古くからの技法によって作り出さ

れた素晴らしい盟味とプレーパー、いまひとつは高い栄養価をかねそなえた自然、

食品としての健全性にあるといえる。

原料から最終製品の本節とするまでには生切り、煮熱、賠乾、かび付けなど複

雑で、かっ時間のかかる工程を要し、最低 4 ヵ月はかかるO この開に鰹節特有の

風味が醸し出されるので、ある。

前述のとおり、最近、生産性の向上を回るため、製造工程における機械化と省

力化が進められて来ているが、ややもすると手抜き製造になりかねない恐れもあ
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る O 工程の合理化は必要であるにしても、もう‘度基本に立ち帰り、製造方法を

見直すべきことが強く指摘されているO

このような背景から、鰹節の伝統的製造技術を学ぶ研修会がもたれるようにな

り、若手後継者を中心にして過去 2 年間にわたり約10閤の会合が開かれてきてい

る O そこで、は、伝統の製造技術を学ぶとともに、先人の心を受け継ぎ後世に伝え

るという役目を果そうと真剣な取り組みがなされた。

研修会の指導には、伝統的手法を受け継ぐ技術指導委員会のベテラン 12名が当

たり、業界の若手約50人がかつおの切り方から、かび付け、仕上げまでの技法を

学んだ。

研修会は、企画・計画委員会と実行委員会によって会員の意向を踏まえながら

民主的に運営されているO また技術指導委員会のメンパーのマンツーマンによる

熱心な指導と、若手会員の真剣さとが柏まって、その教育効果は極めて大きいも

のとなっている。

このようにして取得された技術により仕上げられた本節製品が、全国品評会に

おし、て 1 ， 000点以上の出品財の中で、最高の評価を得たので、ある。

本受賞財の出来上りは、焼津節独特の形状、色沢ともに優れ、香味も優秀であ

り、それを作り上げた技術力はきわめて高し、。また原料の選択から生切り、煮熟、

賠乾などの処理工程を丁寧に、しかも基本に忠実に行うことの大切さを改めて認

識させた点も高く評価でき、選賞対象の出品財としての価値を過分に有するもの

と思われるO

属議出品財の製法

まず原料魚の選択が重要であるが、一般には春から夏にかけて近海で漁獲され

る脂肪の少い (2 ~ 4 %)ものが適しているO 鮮度がよすぎてもまた鮮度が低下

したものも、身割れを起こしたり、香I床・色沢に変化がみられるなど好ましくな

く、死後硬直中のものがよいとされている。

本受賞者財の製法の概要は次図に示したとおりであるO

|原料(解凍) I~I 頭、内臓除去 I~ [!E司→ I ~1t~U訂→
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調理の段階!こ応じて 3種類の包

丁が使いわけられている

年盤技術指導員の若手に対する

研修風景

|三枚おろし|→ I ~*lj l) I • 一一一一歩b 一一一一歩酔

己→ 一回目一 ωω…門9・島

(1 000C前後で 3-4 時間)

(又は100
0

C前後 1 2 時間)

~~吉田豆日記→ I **Î5~ì'î I 

(7 ~10 1J) (2 ~ 3 日)

冷凍されたかつおは、作業の前日または早朝から作業の進行に合せて解凍する。

調理に|捺しては、先ず頭部と腹部の一部を切りとり、内臓を除いたのち水洗いす

る O 最近ではこの工程に自動調理機が導入され、頭部はヘッドカッターで唱切断さ

れているが、この研修会においては、すべて包丁を用いた手作業で‘行われているO

次に、背びれと背部の皮の一部を剥ぎ、中骨に沿って 3 枚におろす。フィレーを

さらに側線に沿って背側(雄節)と腹側(雌節)に切断する。(この調理にはそ

れぞれの段階に応じて 3 種類の包丁が使い分けられているO

これらの前処理作業は、最終製品の形状を決定する重姿な工程であり、熟練を
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要するところで、ある o (年輩技術指導員の若手に対する研修風景、写真)

この工程を身割りとし、う。身割りした原料は鉄製の煮かごに頭部を外側に向け、

尾部を交互にし、魚、体の型を崩さないように丁寧に並べるO この煮かごを 6~7

段に積み重ね、チェーンブロックで煮釜に入れる。煮釜は鉄製の角釜で、熱源は

重油パーナーであるO 煮熟条件は魚、肉の収縮度、身割れなどに大きく影響するの

で、原料の鮮度、魚、体の大小、脂肪含量などによって慎重に調節する必要があるO

鮮度のよい場合の煮、熱温度は75~800C、やや鮮度が低下したものでは80~85 "C位

であり、煮熟時間は小型のもので50~60分、大型のものでは60~90分程度として

し、る。

煮熱後、煮かごのまま水中へ浸し、うろこ、小骨、皮の一部を取除く。これは

賠乾中に筋肉は収縮するが、骨は収縮しないため、骨抜きを行うことにより、形

状態化や身割れの発生を防くナこめの工程で、ある。更に、形を整えるため、頭部や

中骨に残っていた肉を集めて煮熟したすり身を用いて補修を行う。

ついで

せいろに並ベ、ナラ、クヌギ、カシなどの堅木を燃して賠乾する。賠乾により、

初めに魚体表面で水分の蒸発がおこり、ついで、これを補うために内部の水分が表

面に移動するO このようにして、乾燥は水分の蒸発と内部拡散によって進行する

が、一度に高温で長時間加熱をすると、表面蒸発が先行し均一な節とならなし、。

従って、最初は85~1000Cで 3~4 時間賠乾した後、 1 晩放冷し、内部の水分を

表菌に拡散させるためのあん蒸を行う。

この研修会では、古くからの手火山式による賠乾方式がとられているが、これ

は角形のせいろに合わせた炉の横に薪の投入口をつけたタイプであるO この賠乾、

方式では、せいろを数段重ねて賠乾するので、上下に髄度差があるため、せいろ

の位監を時々変えるなどの配慮、が必要であるO 最初の賠乾を l 番火、以後11原に 2

番火、 3 番火・・…・番火と称している O 乾燥が進むにつれ、賠乾温度を低く、かっ

I 聞の時間を短くする。惜乾条件の適否は鰹節製品の品質を決める重要な要素で

あり、倍乾不足はもちろんよくないが、過度の倍乾も節はだを傷める原罰となるO

従って、この工程中、適宜とり出して熔乾の程度を確め、最良の状態に仕上げる

ことが求められる。

A
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数種類の小刀を使い分け

ながら 1 本ずつ高IJって美

しく仕上げる

この賠乾・あん蒸の操作を繰り返し、中心と内部との水分を均一にしながら 3

~4週間で、賠乾を終るO

倍乾を終えた荒節は、表面に付着した黒褐色の部分を削りとることにより、形

状を整えるとともにかびがつきやすいようにする。最近では、この削り工程は省

力化されグラインダーによる方式が用いられているが、研修会では伝統的な技術

を習得した若手が、数種類の小刀を使い分けながら l 本ずつ削って美しく仕上げ

ている o (写真)

削り終った節は 2~3 日間日乾した後、*箱または地下室に密封貯蔵し、かび

付けを行う。

かび付け庫に入れられた節は、 10~15 日間で‘全面が緑色のかひ‘で、覆われる O こ

れを一番かびと言う。次に天気の良い日に 2 日間日乾し、青かびをブラシなどで

こすり落し、再び倉庫に入れる o 2 週間ほどたっと茶灰色の 2 番かびが発生するO

この操作を繰り返し、 4 回目{立で灰色の擾良かびができ、それ移行はかびが生え

にくくなるO

鰹節製造においては、このかび付けが最も時間がかかり 60~70 臼とされているO

このかび付け操作を十分に行うことにより、内部からの水分が理想的な形で除か

れ、硬く均一に乾燥した製品が得られるのであるO また、かびのもつリパーゼ作

用によって節の脂肪が分解されるので、脂質の酸化による品質の劣化が防止され

る。更に、かびのプロテアーゼ作用によって各種の遊離アミノ酸が生産され、イ

ノシン酸と相乗して鰹節特有のうま味を話するようになる。また同時に節表面の

R
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木地割れをi坊いだり、だし汁を透明にする効果もあるといわれているO

このように、従来の伝統的技法による工程をすべて忠実に守るならば、ひとつ

の製品を作り上げるまでに最低 4 ヵ月を嬰するが、いずれの工程も、形状・色沢・

香味の優れた製品を作るための基本操作として重要であり、このような伝統的技

法を現代的な鰹節製造工程の中に生かして行く方向を採る事も本研修会での一つ

の課題であった。

本受賞財は、香味と盗のよさで知られる焼津安íJの伝統的製造方法の蒸本に従い、

しかも丹念に作りよけーられた優秀製品で、あり、出来上りには群を抜いた美しさd

あるO

また、原料魚の選択は、肉質、鮮度の面から適切であり、生切り、荒節の削り

などの技術水準の高さによってもたらされる製品の盗、形状もきわめて美しし、。

更に、適度な煮熟と倍乾、 4 番かびまでのじっくりした工程で、っくり出される黄

金色に近い色沢、均一で適当な乾燥度並びに、すばらしい香味など、いずれの面

からみても高く評価できる優秀産物であるO

塁審研鍍舎の事業の概要

本研鎖会は、その事務局を焼津鰹鮪水産加工業協同組合内においているO そし

て、古くからの伝統として受け継がれてきている焼津節の製法及び技術を中断す

ることなく、後世へ伝えて行くために必要な事業を推進している。それらは

①焼津鰹節製造技術の向ヒを図る。

② 焼津，鰹節製造技術の保存と後継者の育成を区!る。

③ 会員は前条目的達成のため、常に連絡を密にして意見の交換を行う。

を主要な柱としており、研鍛会の組織づくりも非常にしっかりしたものとなって

しる。すなわち、本会の最高機関は総会であり、そこでは会期の改廃や会費など

重嬰事項が決められる。長老格の顧問は村松直衛氏(焼津鰹節水産加工業協同組

合組合長理事)ら 3 名が当たり、会長及び副会長は鈴木通元氏(焼津鰹節水産加

工業協同総合理事)と増田一郎氏が務めてし、る。事務局は鰹節組合総務部・事業

部が担当し、企画・計画委員会、技術指導委員会及び実行委員会の委員長は、そ

れぞれ望月欽太氏、増田重次氏、中野新之助氏が務めてしる。各委員会には 2 名

-26-



の副委員長が配置されているO

具体的な事業の計踊立案、スケジュール作成、実行などすべて各委員会の協議

によって決定されているO

これらの組織からみてわかるように、本研鍛会は、焼津鰹節水球加工業協同総

合の総力を kげて取り組んでいる大事業であり、多くの組合員の熱意、が集仁1_1 され

ているので、ある。従って、この事業は短期的なものでなく、これから以降も継続

的にあるいは反復して、伝統技術の伝承のために力を尽そうという意、気込みが感

じとられる。

ヱド研鍛会の競史はまだ浅く、わずか 2 年であるが、そのf1，'1に 10回にわたり研修

会制謂き技術を鰐いてきているO これらの成果は、今後の業界の発展に対して多

面的に寄与していくことが期待されるO

盤整受質者の技術、その普及性と今後の発展の方向

近年、我が国における食生活は飽食の時代といわれ、かつて経験したことがな

い程の豊かな状況に恵まれており、市場には種々の食品があふれているO 間民の

食に対する欲求も従米の量的なものから質的なものへと転換してきており、その

一端としていわゆる日本製食生活が見憶されている。

こうした情勢のもと、鰹節は伝統的食品あるいは自然食品として変らぬ人気を

{決っているO

鰹節が、わが国で最も言干し、伝統的水産食品として、今なお広く日常の食生活に

利用されているのは、そこに先代が考え出したすばらしい知恵が織り込まれてお

り、にじみ出てくる味と祷りに、速いふる黒の郷怒を感じさせるものがあるから

である。

このような鰹節のもつ数多くの特徴は、組父たちが営々として築き上げてきた
曜争

身割り、煮熱、水抜き、修繕、賠乾、削り、かび付けなどの微妙な加工技術を忠

実に実行してのみなし得ることができるO

しかし、最近ではパック商品が主流を占め、節の製造工程にも機械導入による

省力化が進む中で、手間iをかける従来からの手作業のよさはつい忘れられがちと

なってしる。このような傾向は、ややもすれば手抜き製造につながりかねない危
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険もあり、もしそのようなことがあれば、製品に対するイメージダウンはもちろ

んのこと、消費者から見捨てられることにもなりかねなし、。このような時代にあ

ってこそ、基本線に立ち帰って製造技術を見直し、そのよさを学ぶことが大切で

あるO

焼津鰹節i去統技術研鏡会では、伝統的な製造技術を身につけようと、市内のベ

テランを指導者として研鎖に励み、派な技術を取得しつつあるO しかし、改善

すべき点は少なからず残されており、技術の完成は今後の一層の努力にまたれる

が、若手会員の熱心さからみて実現は遠くないと思われる。

技術が高いレベルに到達しつつあることは、;本研:鎖会による出品財が、全国鰹

節品評会において、当初から注尽を集め、原料の選択、生切り、削りの技術によ

ってもたらされる形状技巧、適度な煮熟、結乾、かび付けによって生み出される

色沢と乾燥度、更に味と香りについての食味審査などの各基準に高得点が付けら

れている点からも伺い知ることが出来るO また、技術力が水準を抜いているとと

もに、常に優良品を生産する技術の安定性も高く評価されている。

このように培われた技術が消滅することなく次の世代に引き継がれてゆくであ

ろうことは、この研鐙会が主として若手後継者の熱意と努力によって始められた

とし、う事実によって保証されているO

今後、節類の生産工程には、種々の機械の導入とともに合理化と省力化が進む

ものと思われるが、原料の選択から最終製品に至るまでの全工程が優良品を生み

だすための必要不可欠の条件であることを常に念頭におき、価値ある伝統食品の

技術を現代の生産工程の中に生かす方策を採る努力を期待したし、。
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伝統技術からの出発

焼津鰹節伝統技衛研鍍会

(代表者鈴木通元)

私達の焼津線節伝統技術研鈴会は，焼

津鰹節水産加工業協同組合の指導事業の

一環として昭平fl58年に鰹節製造に関する

伝統技術の修得と伝承を目的として会員

75名で、組織したものでありますO

近年，終漁業は季節的操業から周年操

業に移行するとともに，原魚も鮮1良から

冷凍;知こ移行するなど時代の流れととも

に大きく変ったことから，鰹節製造方法

が機~JX.1導入による大量生産方式へと変化

し，先人が心血をtt~ 、で築き上げ，長い

伝統合持った大いなる遺産の鰹節製造技

術は次第に忘れ去られようとしています。

この様相札 4部組合員が製造してきた

宮内庁神奈に奉持する従来の鰐節が姿も

美しく魚肉を段も有効に利用する等から

死蔵され，伝統的な焼津線節製造技術の

伝法と研畿を目的とする研鎖会発足の気

運が，事業主を始め若手後継者の開に沸

き起こり希望者を主主り結成の運びとなっ

たわけであります。

元米，鰹節は日本風土になじんだ手造

りの秀れた食品でありますが，妓近は近

代経営の名のもとに大量生産方式がとら

れ，製品にかつての良さが失われていく

様になったことを憂い，こうした傾向に

街止めをかけ，今一度原理原則を大切に

学び，加えて近代科学の裂f-l けのある新

製品の開発に努めることが研鈴会の主主本

的な考え方であります。

こうした目的以外に泳会の活動による

副次的効果は，明治，大1E， I昭和Iの三役

代が問じ目的に向って研鈴する共同意識

の荷揚でありました。鰹節の製造期間は

原;制如来，生切，煮立1\，結乾，表面削り，

カピ付けと基本は 6 行程でありますが，

完成迄には約 4 ヶ月を要します。この|詩l.

長老よりそれぞれの中間工程に於ける袋

点の説明を聞き，それを若手は科学的に

データーで表付けをする等，各々の立場

で研鍛を積み，予期以上の成果をあげ，

製品にも潟い評価を得ています。

今回の受賞'は研鈴会にとって望外の栄

雲寺と感じ，今後とも会員一向，尚一ÞZ:liIf

鍛に努め，単に伝統技術のみに頼るので

なく，時代に適した新しい鰐銀、iの製造に

頑張りたし、と考えております。
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日本農林漁業振興会会長賞受賞

出品財 時雨蛤

受賞者 (有)総本家貝新
(代表者水谷新左衛門)

(三重県桑名市大字小兵須1555)

璽受賞者の略歴

有限会社総本家貝新は三重県桑名市大字小兵須1555にあり，主として水産保存

食料品(時雨蛤，白魚主1:梅煮.佃煮等)の製造販売を行っている。当社は約285

第 l 図受賞者の所在地 年前の元禄年間に初代
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』貝壁新会:衛門により創

業された伝統ある老補

であるが，!日出荷]41年に

資本金 1 ， 000万円の有

担会社となった。その

間，嘉永 3 年には桑名

藩より苗字御寛の特典

を賜:わり，明治16年に

は第 1 間水産博覧会で

褒状を受けている。降

って，昭和41年には，

有限会社総本家貝新と

改組し，翌42年には当

主が10代目新左衛門を

襲名しているO 昭和60



総本家貝新

の役員

年の第34回全閣水産加工たべもの展では，時雨蛤が農林水産大臣賞を受賞した。

受賞者の所tE地桑名は，徳川時代に東j修道53次が賑わったころ，熱田の宮から

海上 7 思の渡しさど船でたどり着いた治緒ある土地であるO したがって伊勢路への

j二階地であり，参宮道中の起点として伊勢神宮のーの鳥間がある。松平家の域ド

JIJ] として，また街場町として繁栄したJllJでもあるO なお，桑名は良質のハマグり

(貝殻が薄く，肉が厚くておいしし、)の産地としても有名で、ある。

時間蛤は，安土桃山時代の末期に，水谷喜兵衛が尾張から一族郎党と共に桑名

城下に移住し，関ヶ販の合戦の時，大阪城で館、)11家康にハマグワを献 kしたのが

起こりだとし、う。このような由緒ある土地で，総本家只新は元禄年間に創設され

たわけで、ある O

当主にあたる代表取締役水谷新左衛門氏(10代目)は大疋14年 8 月 17 臼桑名で

生まれ，昭和22年 3 月広島高等師範学校文科を卒業された。昭和22年 4 月より問

39年 3 月まで、公立高等学校教諭に在職したが， 39年 4 月に総本家貝新に入社して

家業を継承した。昭和41年 1 月に奈り，制限会社総本家只新に組織を改め，代表

取締役に就任，現在に及んでしる。

代表取締役就任以来， 20年余の長きにわったいるが，その間，地域社会に多大

の貰献をしてし、る。すなわち，昭和33年10月には桑名市文化財調査会委員に委i属

され，現在も在任中(現在の名称は桑名市文化財保護審議会)である。昭和41年

4 月には桑名市納税貯蓄組合連合会煙率:に選在され，間46年まで、在任した。昭和

42年 4 月には桑名商工会議所議員に選出され 3 期歴任，さらに昭和42年10月に
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は桑名市社会教育委員に委蝿され，特に45年より 55年まで委員長の重責にあったO

昭和43年 5 月には桑名市観光協会副会長に選任され， 47年まで在任，昭和46年 4

月には桑名駅前市街地再開発審査会委員に委l属され，事業終了まで在任した。昭

和47年 1 月には桑名時雨蛤商協同組合理事長に選任され， 49年まで在任，さらに

昭和51年 4 月には桑名商工会議所常議員に選出され，現在も在任中であるO 昭和

53年 5 月には桑名法人会理事に選出され，昭和59年まで常任理事として在任したO

昭和55年 7 月には桑名市教育委員会委員に就任， 59年 7 丹には問委員会委員長に

就任され，現在もその重責にある。昭和57年 4 月には桑名商業活動調整協議会委

員に委瞬され， 59年まで在任，さらに昭和59年10月には社団法人桑名法人会常任\

理事に就任，現在も在任中であるO

このように長年の間，地域社会の発援に貢献してきたので，水谷新左衛門氏は

数々の表彰状，感謝状を受けているO すなわち，昭和46年10月 18 臼には，

納税貯蓄組合連合会長より，多年にわたる納税貯蓄組合の指導育成に寄与した功

績をもって，表彰状を授与された。昭和57年 3 月 18 日には， 日本閥工会議所会頭

より，桑名商工会議所常議員として 15年余にわたる商工会議所事業への尽力によ

り感謝状を受け，さらに昭和57年 4 月 1 日には，桑名市長より，多年にわたり文

化財調査委員として在任し市勢の発展に寄与した功績をもって，感謝状(市制45

周年表彰)を受けてし品。

このように水谷新左衛門氏は地域社会に多大の貢献をしてきたが，人格・識見

ともにすぐれ，桑名地域の住民の尊敬を集めていることは論をまたなし、。

関受賞者の経堂概況

惰)総本家貝新は生産関係15名，営業関係15名，計30名の従業員を擁している。

工場の広さは660m'，機械設備としては，回転式蒸気釜 7 基，ボイラ- 1 台，真

空包装機 2 台，冷凍庫などを保有する資本金1， 000万円の有限会社である。主な

取引先は近鉄観光側，長島観光開発(樹，名古屋空港ピル，三重県下有名ホテル

(志摩観光ホテル他) ，玉重県下高速道路売店・ドライブイン，三三重県下主要ゴ

ルフ場(桑名カンツリー倶楽部他)などであり，主原料の仕入先は三三重県，千葉

県，福岡県の貝類業者で、あるO 営業所としては，パル店(桑名駅前) ，メイト店

〆(桑名駅前) ，サンリバー店(桑名市)，津高，名古屋店，長島温泉店がある。取
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ヲ i金融機関は百五銀行桑名駅前支商と東海銀行桑名支店である。現在の役員陣容

は，代表取締役水谷新左衛門氏，専務取締役水谷敏也氏，常務取締役水谷秀ニ氏，

E主査役伊藤摩郡j雄氏であり，本社は桑名市大字小貝須1555番地にある。事業内容

は保存食料品(時前蛤，白魚、紅梅煮，館設など)の製造販売および前記に付帯す

る一切の業務であるO

代表取締役水谷新左衛門氏は大正14年生まれの60歳であるが，今なお壮健であ

り，出品財の時前蛤をはじめ各種製品の生産と販売に熱意を燃やしてし、る。温厚

篤実，誠実円満な人柄であり，極めてすぐれた経営者である。第四期(昭和59年

1 月 1 臼~同年12月 31 臼)の決算をみると，総売上高 3 f;意4 ， 500万円，売上原価

1 億6 ， 600万円，売上総利議 1 億7 ， 900万円，販売費および一般管理費 1 億4 ， 300

万円，営業利益3 ， 600万円，営業外収益合計1 ， 000万円，営業外費用合計 2 万円，

経常利益4 ， 600万円であり.健全な経営が行われてしるの

受賞'財(時雨蛤)の生産高は7.8 t , 8 ， 500万円であり，その他の商品の生産高

は20 t , 1 億2， 000万円である。なお，時雨蛤は三重県 Fはもちろん，東京，大

阪，神戸，名古患など全国的に販売されているハ

総本家貝新は前記のように約285年も続いた企業であり，蛤資源の不足に基づ

く原料高と営業経費の高騰に苦労しているものの，健全経営の企業といえるO な

お，排水処理設備は完備しており，食品衛生学的にも微生物管理の行き届いた模

範的な工場である。さらに，受賞財の時雨蛤は，保存料・殺菌料・着色料・化学

調味料をはじめ一切の食品添加物衣使用せず，ポリエチレン袋に真空包装した保

存性の高い加工食品である。

襲撃受盤財の特急

(1 )桑名の時雨蛤

「桑名の殿さん時雨で茶々演j の民謡で有名な桑名は，その昔「十楽の津J とし

て大阪の境と共に港町としてその名を知られ，江戸時代には本多忠勝候が桑名城

となり，以後松平11万石の城下町として栄えると共に，東甑道53次の要衝であ

った。また熱田から海上 7 虫，桑名の宿は古来より蛤の名所でもある。名高い焼

姶は松かさの火で蛤を即席に焼き，街道の茶店で東梅道を往来する旅人の旅情を
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なぐさめたものであるO 一方，時間蛤は，はじめ煮蛤と称した蛤の煮付けで、あり，

遠方まで土産として持帰るために蛤をよく煮しめて製したもので，広く各地へ贈

ったものであるO

何故，桑名は蛤で有名になったので、あろうか。この地方は木曾，揖斐，長良三

大川の河口にあたっているので，淡水と塩水とのまざり具合や，海底の砂土の質

などが蛤の成長に適していると考えられる。また外洋に面せず，伊勢湾に位置し

ているとし、う地理的条件も蛤の肉質が柔かい原因であるO

桑名近海の蛤が有名になったのはかなり古く，奈良朝以前にさかのぼるO 桑名\

の蛤は肉質がよいのみでなく，貝殻の形がよいので具合わせの貝として最良であ

り，冬から春にかけて味がよし、。

時雨蛤は桑名城下魚町今一色で多くつくられ，味がよいので飽悶まで賞味され

た。宮中をはじめ将軍にも毎年献上され，美濃大垣へも毎日鵜銅舟 3 隻で、送って

いたようであるO これは関ヶ原合戦の時，桑名の漁夫が蛤を船tこ満載して美濃へ

送ったが，ちょうど徳川方の大勝利となった。家康は大担域に入ったが，この蛤

が勝利憲にとって最初の陣中見舞品だったので，家康はたいへん喜び，桑名蛤の

吸物で、祝杯をあけ。た。それ以来，蛤を売る者だけは大垣城中を自由に往米できる

ようになり，また桑名域主が毎年蛤を家康に献とする例となったのである。

宮中へは貝新の祖，水谷九郎兵衛が献上したO

(2)受賞理由

前記のような由緒ある桑名で，元諒年間に創設された総本家貝新が，先桂代々

より伝わる古式の方法により，緩めて品質のすぐれた時雨始を製造し，第34間全

国水産加工たべもの展において，総出品数3575点のにいから第 1 次・第一 2 次の厳し

い審査を経て，農林水産大臣賞を受賞した。審査記録によれば，本出品財は桑名

名産の蛤の美味を存分に生かした佃煮の逸品であり，風味，色沢，煮込みとも申

し分なし、。特に伝統に裏打ちされた味付けが優秀で、あり，独特な風味を具備して

いるとし、ぅ。実地調査でも，すぐれた製品であることが判明し，受賞も当然であ

ると痛感した。

以上の理由により，本出品財は第24田農林水産祭において，日本農林漁業振興

長賞を受賞した。

-34-



(3)受賞財の製造工程

製造工程の概要は次のとおりである。

1 ，*r4~ 1 →|手剥き処理|→国自→匡亙~(時空気によ

棚)→匿霊~(蒸気釜で生菱とボイル) --17j(tJ] 1) 1 (旅の上)

,.. 1 ~iJ'L百 (蒸気釜 ， t留り醤油)→|釜上げ作業 i →巨tJ]1) 1-ｭ

E亙到(冷却台)→庄司(真空包装機)→陸自

原料の蛤は，埋立て事業と水質汚染による資源激減のため，閣内産だけでなく，

輸入原料も使用しているO 輸入品には中国産，韓国産，北鮮産があるが，特に北

鮮産の原料は肉が厚く，良質である。まず，原料の蛤は生のまま「カナガイ j と

呼ばれる器具を用いて貝肉を取り出す。この剥き身は，砂やごみなどの爽雑物を

完全に除去するため水洗するO その方法は剥き身を篭に入れて水槽中に置き，

搾空気で撹狩しつつ，爽雑物を除去する。所要時間は長すぎてもよくなし、。約10

分であるO

次にボイル工程で、あるが，刻んだ生菱を適量加えた沸騰湯中に剥き身を入れ，

再沸騰した時に引き上げる。この際，剥き身の形状のくずれを防ぐため，なるべ

く動かさないように注意するO 然;に引きとげて湯を切り，しばらく放冷した後，

煮込み(浮かし煮)の工程に入るO

煮込み液(調味液)は極上の瀦り醤油だけを使用する。この溜り鵠油は，小麦

を用いず，大豆だけで作った独特の醤油であり，東海地方が主産地であるO 漏り

の品質によって製品の良否が決まるが，受賞者が使用している漏り醤油は食品添

加物を全く使用していない地元の特注品であるO 元溜り(従来から使用していた

溜り)に新しい生溜りを容量で20~30%ほど追加する。

沸騰してきた漏り液にボイルした剥き身(生菱混じり)を粗く入れ，再沸騰して

から約20分間浮かし煮を行う。したがって全煮込み時間は30分ぐらいであるO 引

き上げる少し前に少量の水飴を加える。焦げを防ぐため，使用する釜はステンレ

-35-



カナガイと呼ばれる

手剥舟の器具

ス製，三重ジャケットの蒸気釜であるO

姶を水槽の中で圧縮空気で

撹持し洗浄，砂を落とす

次の冷却工程では，煮込んだ剥き身を冷却台の上に広げ，扇風機で乾燥空気を

送り短時間で・完全に冷却するO 急冷した製品はポリエチレン袋に入れ，真空包装

したのち， -5~5 "Cぐらいの冷蔵庫で保管する。

歩留まりは，殻付き蛤16.0kg (100%) に対して，剥き身2. 3~3. Okg (14~19 

%)，ボイル後の剥き身1. 2~ 1. 5kg (8~9%) ，製品1. 0~1. 1kg (6~7 %)で

あり，そう高くはなし、。ポりエチレン袋に真空包装された製品は各種の容器に入

れて販売されてし、る。

保存性を検討してみると，店頭に出してから風味を損なわない日数は，冬期が

約 1 ヵ月，梅雨期から夏期にかけて1O~14 日，秋期は20~25 日ぐらいであり，梅

雨期が最もいたみやすし、。

原料の蛤は全国の生息漁場がかなり埋め立てられ，さらに水質汚染等によって

荒廃しているので，国産原料を確保することは量的にも経済的にもますます困難

になるであろう。輸入原料の併用は資掠，価格の両面から，やむを得ないと考え

られる。

盤受賞者の技術

一般に食生活の変化から，味の濃いものは好まれなくなったが，時雨蛤は特殊

な伝統食品として根強い需要がある。

本受賞財は蛤特有の旨味を十分に生かした製品であり，蛤 . t留り醤油・生菱の
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蛤を綱味液の中で25~30

分の冊浮かし煮する

味が調和したすばらしい風味を有しており，更に煮込みが適切なので，製品の色

沢，散ざわりなどの物性もすぐれているO このような立派な製品が長い年月の間

存続してきたのは，受賞者のすぐれた技術と創意工夫によるといえよう。本受賞

財ーは食品添加物を全く使用していないが，ポリエチレン袋に真空包装することに

よって，日持ちを良くしているO また，浮かし煮の工程における焦げを防止する

ため，三三重ジャケットの蒸気釜(ステンレス製)を使用しているが，これらも受

賞者の創意工夫に基づくすぐれた技術を証明するものである。工場は微生物管理

の行き届いた衛生的な作業場であり，排水処理施設も十分であった。従業員の衛

生教育も頻繁に行われてしる。

包装作業

関経営の分析およびその普及性と今後の発展方向

総本家貝新は資本金1， 000万円の小規模な有限会社であるが，第19期決算報告

(昭和59年 l 月 1 日~同年12月 31 日)によると，総売上高(概算)3 億4 ， 500万

円に対して，売上原価 1 龍6， 600万円であり，売上総利誌は 1 億7 ， 900万円となっ

ている。その内訳をみると，販売費および一般管理費 I 億4 ， 300万円，営業利益

3 ， 600万円，営業外収益合計1 ， 000万円，営業外費用合計 2 万円なので，経常利益

は約4 ， 600万円であって，健全な経営状況を示しているといえよう。

受賞財となった時雨給の生産量は約 8 t ，生産額は約8 ， 500万円であるのに対

し，その他の商品の生産量は約20 t ，生産額は約 1 億2 ， 000万円である。したが

って時雨蛤の全商品に対する生産額比率は約40%であり，かなりの比重を占めて
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し、る。

本受賞財は三重県下は申すに及ばず，京浜地区，阪神地区，中京地症など全国

的に販売され，数少ない伝統食品のーっとして，消費者から絶大の人気を得てい

る。近年，海水汚染と石油コンビナートなど埋立て工事による漁場縮限のため，

霞産の原料蛤は急減しており，逆に価格は高騰しているO 受賞者は，農林水産省

など関係官庁の援助・指導の下，他の開業者たちとともに，三重県下とくに桑名

地区の蛤資源の復活に努力を傾注しているが，国産原料の回復はきわめてむずか

しい状況下にある。そのため，韓国，北鮮，中国などの輸入原料を国産原料に直

合して時雨蛤の生産を続行，維持するとともに，南米チリーなど全世界的に原料

蛤の探索を行っているO このように，受賞者をはじめ関係業者の涙ぐましい努力

があるので，時雨蛤は今後も末永く，日本古来の伝統食品のーっとして，普及・

発展していくであろう。

oo 
q
J
 



騒騒騒鵠

伝統食品の存続をめざして

倒総本家貝新

(代表者水谷新左衛門)

弊社は元禄年間に初代ft屋新左衛門が

創業して以米現住まで 1-代続いている老

舗でございます。

この度受'立致しました11寺雨蛤をはじめ

として，あさり，定、じみなどの只類の忘

ぐれ殺と áf~l，紅梅煮、号事を製造販売致して

おります。 江戸持代には桑名務の御用商

人となり宮中及び幕府への献上も行われ，

また東海道の名度として全鴎に広まりま

した。

この地方に産する良質の姶を伝統的な

志ぐれ煮の製法で仕上げる時雨蛤は，日

本人の味覚のi瞥好に合致した食品として

今日まで時代を餓えて綴しまれてまいり

ました。しかし乱獲，公言ぎに加え地盤沈

下，環境の変化等によって伊勢湾におけ

ると質な蛤が激減しましたことは大きな

痛手となりました。地元漁協では稚貝の

養殖放流号事を目下研究中ですがまだ実績

を上げるところまでは奈っておりませんO

そこで全国の蛤産地からの集荷や海外

からの輸入蛤も涼料としておりますが，

従来の製法宏改良しつつ地元産の始以上

の味を民指して鋭意工夫致しております。

また製品の味は金引j留によって大きく左

右されますので，地元の餓造業者のご協

力を得まして密な連絡を取りながら時間

始mに上質な生引I留の製造をお願L 、して

おります。

蛤資源の不足に2まく!ポ料商や;営業経焚

のおJli訟の rj:tで消波者のみーに少しで‘も安く

良質な製品を提供するため経営の合理化

および施設の改善に努めております。

最近の食生活の変化にみられる減嵐志

向につきましても今後の大きな研究課題

として残されておりますが，弊社の第一

の基本方針としましてはあくまで伝統の

味を守り， 11寺代な越えた日本人の1米を後

t!tに伝えたく考えております。流行に追

われ，時代に流されたi米ではなく，美味

しいものは持代右越えて生き主主るという

信念のもとに，どなたにも美味しいとぎ

っていただける味を民援して努力してお

ります。
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昭和60年度農林水産祭(第24回)

「 むらづくり」受賞者の業績|
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農林水産祭は，会国民の農林水産業に対ーする認識を深め，農林水産業者の

技術改善及び経営発展の意欲の高揚を臨るための国民的な祭典として，昭和

37 年，農林水産業者に天皇杯がご下賜なったのを機会に，従来の新穀感謝祭

を発展的に拡充して始められたものです。

この農林水産祭は，農林水産省と日本農林漁業振興会との共催のもとに，

L方聞の協力を得て，毎年 11 月 23 日・勤労感謝の日を中心に開催され，農

林水産業者に天皇杯などの授与を行う式典や一般国民に農林水産業を紹介す

る農林水産展など，きわめて多彩な行事を行ってきております。

昭和 60 年度は，その 24 回告に当たりますが，本年度の天皇杯などの選賞

審査の結果は次のとおりです。

すなわち，従来からの農産等の 6 部門については，第 24 問農林水産祭に参

加した各種表彰行事(390 件)において農林水産大臣震を受賞した出品財

623 点の中から，天皇杯を授与されるもの 6 点(各部門ごとに 1 点) ，内閣総

理大臣賞を授与されるもの 6 点(問) , 日本農林漁業振興会会長賞を授与され

るもの 7 点(闘諜部門 2 点，その他部門 1 点)が選考されました。また，む

らづくり部門については， 44 都道府県から各 l 点推せんのあったむらづくり

事例の中から，天皇杯，内閣総理大臣賞を授与されたもの各 1 点，農林水産

大臣賞を授与されるもの 17 点がそれぞれ選考されました。

幾林水産祭において表彰されたこれらの受賞者の優れた業績は，農林水産

業の近代化や豊かで住みよい農山漁村づくりの生きた指標として，関{系各方

面の方々に大いに袴益することと思います。ここに，これらの業績の概要(農

産等の 6 部門は別冊)をとりまとめて発行することといたした次第です。

なお，本年度の農林水産祭むらづくり表彰式典の;場において，むらづくり

における天皇杯，内閣総理大間賞等受賞者の業績発表が行われましたので，

併せてここにその内容を紹介し，関係各方面の方々の御参考に供することと



した次第です。

終わりに，本書の編集にご協力をいただいた執筆者その他の関係各位に対

し，深甚の謝意を表します。

昭和 61 年 3 月

財団法人 日本農林漁業振興会
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天嘉杯受

(島根県益田市飯田町)

陣地箆の概況

今回天皇杯を受賞した飯田集落は、島根県の西端、山口県と境を接する主主

田市の市街地から南西に約 4 kmのところに位議している。本地区は、東側と

南側を一級河川高津)1 1、北側を自上JII に囲まれた中洲状の沖積地に開けた集

落で、平均気温 14.6'C、年間降水量 1683 mm と比較的温暖な地域である。

本地臣は市街地から近く、高津川の対岸まで市街化区域がせまってきて

おり、交通の使もそこを通る国道 9 号線と銀問吊橋で、また、白上川の対岸

の県道 14 号線と飯図橋で結ぼれており、主主沼市街や山陽道、中国縦貫道路と

の交通に支障はない(図-1 参照)。

本地区の人口は、総人口 632 人、総戸数 136 戸とここ数年わずかながら減

表-1 人口の動向
(単位:人)

出〈 6 5 歳以上
農(林，漁)家人口

総人口
人 人

fl(林，漁)業 備考
口 口

就業人口

昭和 45 年 580(317) 83 ( 46) 518(283) 262(163) 

50 年 627(335) 95( 57) 473(253) 218(132) 

55 年 640(315) 103( 56) 487( 240) 217(131) 

59 年 632(313) 110( 61) 488(241) 215(132) 

芳二 109.0 96 132.5 予診 94.2 ~ぢ 82.1 ~ぢ

( 98.7) (132.6 ) ( 85.2) ( 81.0) 

(注) ( )内はe 女性人口



少しているが、農家人口及び戸数は、横ばいかやや増加傾向にある。しかし、

専業農家や第 1 種兼業農家は減少しており、兼業化が進んで、いる。また、高

齢化も顕著になってきている(表 1 、表-2 参照)。

表-2 世帯数の推移
(単位:戸)

誌と
農(林，漁)家数

総世帯数
うち専業 1 種兼業 2 種主査業

昭和 45 年 144 112 42 38 32 

50 年 146 99 27 39 33 

55 年 143 100 22 35 43 

59 年 136 108 24 38 46 

24 94.4 
% 96.4 % 57.1

9i ζ 100.0 % 143.3 % 

本地区は、古くから畑作地帯として発展してきており、地底内の耕地約 62

haのうち 77%が普通知であり、水田は 16 %にすぎず、地区の農業粗生産

額、約 2 億 2 千万円のうち、水稲の占める割合は l 割に満たない。また、過

去数年の耕地面積の推移を見ても、全耕地面積はわずかに減少しているが、

表-3 耕地面積等の推移
(単位: ha) 

誌と
耕 地 採車 《山工h 呼林 総土地

その他
田 普通畑樹園地牧草地 放牧地 面す

昭和45年 67. 4 20. 1 0.5 29. 1 172.8 

50年 65.2 11. 2 43.7 10.3 31. 0 172.8 

55年 63.2 10. 5 47. 7 5.0 33.1 172.8 

59年 61. 9 10.2 47. 7 4.0 (7267.) 6 34.3 172.8 

594勾5し年/ % 9ぢ ヲ多 9ぢ ヲ多 9弱 予ち % 100 ヲ?ちí
91. 8 91. 1 132. 1 19. 9 。 。 113.8 117.9 

い……
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その大部分は桑匿を中心とする樹園地であり、普通畑は逆に増加の傾向にあ

る(表-3 参照)。

主要農作物は、本地区が古くから畑作地帯であったことから、稲作のウェ

イトは軽かったが、前述のように近年その傾向は増々強くなり、それに代わ

って白菜、キャベ、ソ等の露路野菜や、施設野菜に力が入れられてきている。

とりわけメロンを中心作物とする施設野菜栽培では、 200棟以上のパイプハ

ウスを建てるなど、積極的な取り組みがなされその生産には著しい増加がみ

られる(表… 4 参照)。

表-4 農業組生産額にみる主要農作物の変遷
(単位.百万円)

ML 
農林

1 佼 2 位 8 位 4 位 5 位 漁業
計

昭和45年
白菜 水稲 人参 大根 キャベツ

59.9 
15.8 12.0 9.0 8.8 5.5 

白 菜 水稲 人参 大綬 キャベツ
50年 126.5 

33.2 20.6 14.1 11.7 10.0 

55年
白菜 キ(施ュ設ワ)リ キャベツ L ト施マ設ト) 水稲

170.1 
51.5 23.5 21.0 17.1 16.8 
メロン

ホーレンソウ 臼 菜 水稲
抑制メロン

59年 (施設) (施設) 222.8 
50.9 32.0 21.6 20.6 6.7 
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関-1 地荏の概要罰
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爆撃 むらづくりの内容

1.むらづくりに取り組むまでの経緯

(1) むらづくり以前の飯間集落

一「嫁殺し」からの脱却

飯悶集落は、中洲状の土地にあるという地形の特質から、河川i改修の行わ

れるまで、は水害の常襲地帯で、あり、毎年 1- 2 回の冠水によって農作物や人

家等に被害を受けていた。

このため戦前は、水害に比較的強〈、また換金作物でもある桑の栽培を中

心に農業を行っていたが、その生産性は低〈集落民の暮らしは楽なものでは

なかった。

戦中から戦後にかけて、食料増産の要請から桑閣は畑地に切り替えられ、

イモ、麦などが一時中心作物になったが、戦後の混乱期が過ぎ、社会・経済

の安定が得られるようになり、また、河川改修がなされてからは、露地野菜

が作られるようになった。しかし、当時は、野菜が一般家庭の食生活に浸透

しておらず、その価格も安かったうえ、販売方法も戦後のヤミ市から転化し

た朝市にたよっており、不安定なものであった。

そこで、当時の農家の生活をふり返ってみると、朝は午前 2 - 3 時に起き

て、野菜を朝市の開かれる益田駅前の広場にリヤカーで運び、少しでも良い

場所を取ろうと隣同志で場所の奪い合いをすることから始まり、露天販売に

午前中を費やし、畳からは出や畑での栽培管理を行い、夜は遅くまで収穫や

調製作業とまさに朝星、夜星の連続であった。この貧閣の中での過重な労f訟

のしわ寄せは、特に婦人に重くのしかかり、届辺地域からは「飯田に嫁をや

るな。」とか、「嫁泣かせ集落」とか酷評され、まさに「嫁殺し」と言うにふ

さわしい状況であり、今日風の「農業経営」からは程遠い、時代の波に長さ

れる一小集落であった。

(2) 自主活動によるむらづくりへの芽

住みよい飯田をめざす活動

-6 一



社会・経済状態が戦後の混乱期から脱してきた昭和 30 年頃から、自治会を

発足させ衛生斑を結成したり、老人会の結成、農協婦人会への参加とむらづ

くりへの試みがなされるようになってきた。また、事業面でも飯田吊橋が竣

功したり、高津川の河川改修が行われたりして交通の便が良くなり、洪水の

心配も少なくなってきた。一方、農業関でも農業生産が安定してきたことに

伴って、先見的な農家が、大型ハウスを建設するなど農業を中心とする生活

改善の芽が見られるようになった。

昭和 40 年代に入札集落内部からも安定した生活と、本来の集落機能をと

りもどし、{主み良い飯田集落をつくろうとする動きが増々強くなってきた。

そこで自治会が中心となって生産、生活関酷から将来を展望したむらづくり

を行おうとする話し合いがもたれるようになった。しかし、時期悪しく、

度経済成長による都市化の波は集落内の農家の考え方までも揺り動かし、

倍々の農家で考え方に様々な違いが生じるようになっており、このような中

で、集落のアイデンティティを決めるような話し合いを行うことは相当な困

難を余儀なくされた。

2. 生産基盤の確立に対する取り組み

(1) 野菜の振興

一飯田集落の「顔」アムスメロン

40 年代の初頭、自治会の話し合いの中から、新しい分野での操業経営で

は、お互いの技術の議み取りでは発展性に乏しいので、集落全員が結集して

1 つの産地を形成すべきだという意見が出された。集落では、それに基づい

て、地区でとれる野菜の作目、品種、作製の統一を回り、広島市場に向けて

共河出荷をすることとなった。これによって、朝市の場所の取り合いなどに

象徴される農家陪志の閉鎖性が徐々に解消され、集落内農家の共通の利読の

確保にむけて、集落が歩調を同じくするようになった。

この話し合いを契機に、偲々の経営から集落全体で組織された営農へと

識の変換がなされ、共販体制も確立することができた。また、昭和 42 年に農

協や普及所の協力のもとに「そ莱研究会」を自治会産業部に発足させ、各農

一 7



家の歯場巡回研究を行い、また、集荷場に土壌分析室を設けるなど技術の改

善に取り組んだ。さらに、昭和 55 年には、独自に主要野菜の施肥処方謹をつ

くるなど野菜栽培で最も重要で、困難なことの 1 つである「土作り」に対しで

も、積機的に取り組み始めた。また、「土作り jで重要な有機質の補給につい

ても、地区内に家畜がいなくなった現在では、近くの益田牧場からの生牛フ

ンを引きとり、それを土佐把イちして利用するほか、地区内農家も参加するブロ

イラー団地より、鶏フンを入れるなど日常的な努力を続けている。

写真 1 そ莱研究会を中心とする技儒研究会

ところで、本地区の共販体制は、主主田市農協でも中心的な存在で、白菜、

ホーレン革、 トマト、キュウリなどは瀬戸内市場へ、アムスメロンは大阪市

場へ出荷されている。とりわけアムスメロンは県の振興方策とも相まって、

現在、栽培面積も 72haに広がり島根県の特産となっているが、昭和 48 年、

県下でアムスメロンの栽培を最初に始めたのが飯田集落であり、また、毎年

県下で最初に出荷するのも飯田集落であることから、アムスメロンは飯田の

「顔」ともいわれている。
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写真 2 飯母の「践j アムス

メロンの芽かき作業

(2) 閤場整備と熔地かんがい

集落のアイデンティティの確立一

し合いによる野菜の振興と棺まって、生産基盤の整備についても、自治

会が中心になって真剣に検討が続けられた。昭和 40 年噴から野菜の安定生産

をめざして、集落内に施設野菜を試みる幾家が出てきたが、その頃の画場は

毘画が狭〈、その枚数も多く、方々に分散していた。農道も昔ながらの巾員

で、荷車が入るかどうかの広さであって、経トラック等の機械の利用には支

孝をきたしていた。また、ハウス栽域に欠くことのできない、かんがい施設

もなく、近代的な農業を行える状態ではなかった。

農家自身も臨場整備や畑かん施設の必要性はわかっており、その導入が時

代の趨勢であり、農業で生計をたてていくには不可欠で、あることもわかって

いたが、借金をしてまでそのょっな事業を行っか、また借金の返済ができる

かなどの不安が多く、加えて減歩や換地に関しでも、他の地i玄で色々な問題

が生じていることも十分知っていたので、事業の導入にはなかなか踏み込め

Q
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なかった。自治会を中心とする話し合いは、集落の将来を決めかねない重要

な内容であり、また各戸の将来にもかかわることなので、農家間のエゴが相

互に対立し合い、何度も何度も繰り返して関かれたが幾度となく暗礁に乗り

あげた。その問、自治会の会長が 2 田も交代するなど集落機能の崩壊寸前ま

でいったが、「衣食足りて礼節を知る」の合言葉のもと、自治会のリーダーが

中心となり話し合いによる調整の努力が続けられた。例えば、返済金に関し

ては、 r 1 日 I 来のホーレン草の代金で返すことができる。j とかいう風に、

きめ細かで、具体的な議論を続けた結果、ょうやく同意が形成された。

このことによって、昭和 44 年に、県営の高津川左岸畑地かんがい事業、昭

和 46 年に、高津川左岸畑地総合整備事業を導入し、地匿の幹線排水路、排水

施設、揚水機場、圏場整備、農道等が整備され、近代的野菜産地への基盤が

確立されたのである。これを基礎に、昭和 48 年の大型ビニールハウス団地(1

ha) の建設をかわきりに、集団的ハウスの増設が行われた。そして、現在 6.

4ha、 220-230 棟のガラスハウス、パイプノ\ウスが建てられているが、その

建設は全て自力でまかなうなど、集落独自の取り組みが行われてきている。

これは、困難な話し合いの中から生まれた、集落のアイデンティティとして

の「集落内部が一丸となった、農業所得の向上を目ざした先見性のある農業

生産」に取り組んで来たことの成果にはかならない。

写真 3 6.4 ha のハウス団地を誇る飯田集落の密場
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2. 集落の融和をめざした取り結み

(1) 地域ぐるみの健康活動

「病気を治すj から「病気を出さないJ 集落へー

これまで述べてきたように農業生産を中心に据え、野菜の振興、生産基盤

の整備とむらづくりは藩笑に成果をあげており、それに伴なって、農家障の

心の統一も次第に強くなってきた。ハウス団地の増設や、崩年栽培技術の確

立による野菜の増産は、農家の収入を年々増加させてきた。しかし、ハウス

内の作業等の重労働に加え、ハウス建設資金の早期返済のための長時間労働

が農民の健康を著しく害し、病人が相次いだ。有病率は、昭和 52 年に 80 % 

にも達し、ほとんどの農家が病気持ちという状況に至った。特に、婦人の健

康が開題視され、このままでは「嫁殺し」の昔に逆戻りかという危機的状態

にまで陥っていた。

そこで、昭和 52 年度より農業者健康モデル地区育成事業を導入し、自治

会、婦人会が中心となって、健康管理活動を積極的に推進した。これは、健

康診断をはじめ、震労働な農作業の解消のための工夫、農薬の安全使用の指

導、健康な生活習慣をつけるため、 1 日 2 問、地区のスピーカーから流れる

に合わせての農民体操、また、「心の健康Jをめざし、体力づくりと地区の

親睦を兼ねて、家族総出での健康まつりなどが行われており、健康の大切さ

に対する集落内の意識を高め、健康増進に大きく貢献している。

写真 4 撤回の一大イベント〈健藤まつり〉

句
-
4

1
1
 



写真 5 農作業の手を休めて農民体操

(l箆業復帰〕

図-3 飯田健康管理システム罰
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事業終了後も、自主的組識として「飯田地底健康モデル協議会j を発足さ

せ、その活動を受けついで、いるが、新たに鳥取大学、島根医大、県厚生連、

農協等とタイアップした「健康管理システム」を発足させ、また、月 1 ， 000円

の健康貯金を始めた。

「健康管理システム」は、飯田地区の健康・状況から、高風1庄症が最も多い

事に自をつけ、脳卒中でたおれた場合、医大のコンピュ…ターに入力されて

いる過去の検診テ、ータ…と、発病症時の状況輯査により、よりよい対策を樹

て、患者が少しでも早〈間後し、農業復婦できるようにしたいものである。

(国一 3 をソウ入)

これらの活動は、地匿の野菜幾家のみに止まらず、集落内の全戸に健康診

断を受けるよう呼びかけ成果をあげている。また、地区外へも影響を与え、

昭和 57 年から、国営農地開発地営農者健康管理事業が笑摘されたほか、昭和

59 年から、虫追、河成地区、昭和 60 年から、中 白地匿の野菜農家でも

健康管理活動が実施されており、その波及効果からも市内のモデル的集落と

なっている。

本地IRでは、それらの成果として、昭和 59 年の有病率も 32% と激減し、

100~診

80 79 

50 

。

52年 54年 昨年 58年 59年

図-4 有病率の変化
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図 -5 農夫症々候群の変化

高血圧症も 15 % (近傍 41 %)、腰痛、肩こりなどの農夫症々候群も当初の約

半分、農薬被害の指標となるコ 1) ンエステラーゼ値も異常となる者が、 35 % 

から 0%へと全体を通じて著しい成果をあげており、まさに「病気を出さな

い集落J へと歩み続けている(図-4 、国一 5 参照)。

(2) ぽんぽら会の結成

一農家・非農家をこえた地域の活性化一

農業生産を中心とするむらづくり活動は活発に行われてきたが、農業に従

事しない者の増加は飯間集落でも例外ではなく、農業経営に熱心になればな

る程、農家と非農家との交流は途絶えがちとなった。この事態を敏感に感じ

取ったのは地震の若者達で、これからは、農業を業としない者との混住化人

さけることができず、集落機能をより一層充実したものにし、むらづくりを

進めていくには、農家・非農家の底別なく交流することが大切だと考えた。

そこで、「住み良い飯田を育てよう」を合言葉に、若者達が中心となり、農

家・非農家の芭別なく、いつまでも飯田の基本である百姓の心を忘れないむ

らづくりをしようと「ぽんぽら会J (かぼちゃの意味)を結成した。

「ぽんは、ら会J は、非農家 14 入、専業農家 15 人、それに現在農業を中心

-14-



に行っていない 41 人の青壮年 70 人で構成され、夏の盆踊り、秋の運動会、

子供の日の行事など親睦活動を行うなか、地区内施設の補修、年 3 罰の献血

などの奉仕活動も活発で、地域の活性化と融和に果たす役割は臼増しに大き

くなっている。また、会の結束を強めるため、益田市内の各種スポーツ大会

にも積極的に参加し、今年も益田市の締引き大会で優勝するなど、「ぽんぽら

会J のハッピ姿で活寵する若者逮の姿は、主主尽市でも広く知られるようにな

っており、地域住民に誇りと将来への希望を与えている。

今日、「ぽんぽら会」は、結成 13 年をむかえ初期の若者グループから、 40

オを過ぎても会の世話や活動を続ける人を含み、また婦人j曹との連帯を深め

つつ、地域全体の親睦、奉仕活動組職へとその活動の輸を広げている。

6 tまんぽら会は市内の体育活動では有名

(3) コミュニティ…活動の活性化

飯田集落のへソ、八幡宮の新築を過して

飯田集落では、 40 年代前半は生産基盤の確立に主力を注ぎ、後半には、生

j古田の改善を重視したむらづくりが行われてきた。むらづくりが徐々に軌道

に乗るにつれ、その活動のや心となる、いわばへソのようなものが望まれる

ようになってきた。そこで、昭和 54 年に河川改修が行われた i務、戦前、飯回

集落が内務省、より払い下げられた土地が質収され、集落にその代金が入るこ

とになった。そこで買収代金の一部をもって、集落のへソとも雷える八幡宮

戸
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の本殿と神楽殿の新築を行った。このことは、住民の地域への帰属意識の高

揚とコミュニティー活動の活性化を回るのみならず、その遵JÆ祭が立派に挙

行される経過は、地域住民の融和と一体感をこの上なく深めた。

なお、八幡宮の運営に当たっては、集落の中から交代で総代を選ぴ年 7 屈

の例祭を行うほか、石見神楽の伝承や奉楽会、坐女会の運営を自らの手で行

ってきている。この石見神楽は、近くの集落に招かれ奉納するなど活発な活

動を行っており、その伝統は、ぽんほ、ら会の若者達の手によって子供達に引

き継がれている。

8 1:云統芸能

写真 7 飯田のへソ

〈新築なった八幡宮〉

この、八幡宮の清掃には老人会(福寿会)が当っているが、福寿会は、健

康を第ーとし、各自が自標を持った生活を送る事をモットーに益田市内の朝

市に参加したり、時期的に大変忙しくなる野菜農家の補助的な労働力となっ
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ており、農家で重要な役割を来たしている。また、ゲートボールや土曜日の

民謡会など老人間志のコミュニティ…活動も活発に行われており、高齢者も、

生きがいと楽しみの両方を持った日々を過ごしている。

このように地域の活動は活発に行われているが、それを支える女性のカを

見のがすことはできない。飯田集落には、自治会婦人部、農協婦人部と

会という組織があり、健康活動ではその中心的な存在で、健康診断の手怯い

から料理実習を通して、日々の食生活の改善に対する取り組みまで多面的な

活動を行っている。特に若奏会は非農家も含み、その構成員の殆どが飯田以

外の地区出身であることから心のよりどころとして、農業に対する勉強会か

ら子育てに査るまで、色々な事を日常的に相談し合い、助け合っている。

(4) 後継者の定策

一将来の飯田を抱う確かな力

このようなむらづくり活動を後世に缶える

まず子供達は、家庭で農業の手伝いを通

も ってきている。

しむことから始まり、続

やまわりの人達から色々な専門的な知識を得て、徐々

になる。こうして、現在集落内に 14 名

を理解するよう

まれている。彼ら

は、益回市農協青年連絡協議会 32 人の中心的な寄在となって、市の操業祭を

内
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はじめとする活動を行う原動力となっている。

このような青年農業後継者の定着こそが、飯田集落の将来に対する一貫性

を持った確かなむらづくりの現れであり、これまで続けられてきた努力の成

果であるといえよう。

関 むらづくりの成果と今後の展望

1.先見牲をもったむらづくり

飯田集落のむらづくりは、生産基盤の確立から生活への波及、そして集落

の人づくり、活動の核づくりへと発展してきている。この各段階で特筆され\ノ

ることは、むらづくりに対する先見性である。

初期の生産基盤に対する取り組み段階では集落内の反発があり、また高度

経済成長期には都市佑、兼業化の荒波が押し寄せはしたものの f飯田は農業

で生きるしかない」という信念のもと、少ない土地をいかに有効に生かすか

を考え、早くから施設野菜に取り組み、自力でハウス田地を建設してきてい

る。そして、島根県で最初にアムスメロンの栽培を始め、島根県の特産品の

1 つを作ってきた。また、生活に対する取り組みの中でも、「集落内での住民

の店主的な意志の結集により…(中略)…集落を再成し、さらに新しい廃村

社会を創造する J という、新島根方式のむらづくりの原点ともなる集落活動

を行っていることなど、島根県のむらづくりの基本を築いたことがあげられ

る。とりわけ、この集落での健康に対する取り組みは、ひとり飯田集落に止

まることなく、発足当時、 68 人の健康診断受診者だったものが昨今の高齢者

を含む健康問題への関心の高まりもあり、 5 年後の昭和 60 年には、周辺集克

を含め 460 人にふくれあがっている。

このことは、飯悶集落の健康への取り組みが、いかに時代の趨勢をとらえ

た先見性のあるものであったかを示す良い例といえよう。

2. 患の長い一覧性をもったむらづくり

飯田集落は、古くはその時代時代の要請に強〈引張られ、戦前は養蚕、戦

中はイモ、麦とその農業生産の路線を変えてきた。しかし、昭和 40 年代、集

。
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落内で繰り返し行われた飯沼の将来像に関する血の出る様な話し合いの末、

飯田は「農業を中心に生きていく J という点で同意がなされた。その後、そ

の信念は守られ、施設野菜が発展し、瀬戸内、大阪市場に確臨たる地位を築

くに至っているが、その道は険〈、震労働による有病率の増加や非農家との

遊離などの危機もあった。

前者は、健康増進活動により「病気を出さない集落J へと著しい好転が見

られた。また、後者も、自治会、ぽんぽら会、福券会、婦人層らの活曜によ

って地域のコミュニティー活動の活性佑を閤るほか、地域の核である八幡宮

の新築などによる地域への帰属意識の高揚などの結果乗り切ってきているが、

これらの活動の基本は、昭和 40 年代以来の話し合いによる農業中心の集落建

設という信念に発している。

このことは後継者に受け継がれ、青年農業後継者の中に、非農家との融和

やスプロールに対する問題意識などが早くから持たれ、農業者間の横のつな

がりのみならず、ぽんぽら を通した非農家との融合が強められてきてい

る。

3. 地域が一丸となったむらづくり

これまで述べて来た、「先見性のあるむらづくり j、「一貫ー性を持ったむらづ

くり」という、この集務のすぐれている点を根底から支えているのは、話し

合いを中心に据えた、地域が一丸となったむらづくりへの取り組みである。

集落内の各人が、おのおの自らの役毘を十分に理解し、自治会を中心とし

て、 を対象とする様になった健康モデル協議会、若者中心のほんほ‘ら

会、老人の福寿会、婦人の若妻会や婦人部会、青年農業後継者の諸国市農協

青年連絡会等々と、それぞれのグループが集落の機能を分担し合い活動を続

けている。

このような、決してスタンドプレーに走ることなく、日々の努力をたゆま

ず続けるむらづくり活動の実践の中に、将来にむかつての着実な歩みと、我

が国農村のむらづくりのモデルにふさわしい資格が感じられるのである。
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明日からはヤングパワーを機関車に

益田市飯田集落代表桐田富雄

このたび、第 24 囲農林水産祭むらづくり部門において天皇杯受賞の栄

に浴し、東京での種々の受賞行事を終え、羽田空港より帰路に向いまし

た。機内から山間の村々を見下ろし、飯田集落を想像した時、手の平よ

り小さく感じられる我が集落で、必要にせまられて実施してきたことが、

全国で何十万とある集落の中から選ばれ日本ーになったのかと思った時、

賞の偉大さと集落民の努力の程を思い感激を新たにいたしました。

受賞行事の中で、特に天皐陛下拝謁の時、陛下より「水害、基盤整備

は大変であったろう、むずかしいことはあろうが健康に留意し今後も頑

張るように」との激励の御言葉を賜り、この栄誉は一生忘れることがで

きない思い出となりました。その陰には集落民一人一人の努力は元より、

色々な方々の御支接の賜ものと、厚く感謝の意を表したいと思います。

去る 11 H 30 B に開催した天皇杯受賞祝賀会には、平素集落を支えて

下さった方々をお招きすると共に、集落民総出のもと 330 名で受賞の喜

びを分ち合いました。特に若者、婦人等を中心に餅まきや多彩な仁翰加

を繰出したり、高齢者と功労者への花束贈呈、これからの飯田を引継ぐ

若者遠の明日に向つてのむらづくり宣言があり意を強くいたしました。

私達の集落は、以前は、不便な耕地や朝星干支星の厳しい農業など難題

が多かった訳ですが、もめにもめ抜いた末に実施した畑地かんがいと圃

場整備事業が鍵となり、集落内農業が一変いたしました。各農家が底力

で 7haのハウスを建設し、集落単位としては県内第一の施設野菜の産地

となりました。生産基盤が確立し、各農家に後継者が定着していること

は、今後集落として最も希望が持てることです。「自分の体は自分で守る j
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という信念のもとに、健康管理活動にも取り組んで、います。肉体的、精

神的又社会的にも長好な状態が真の{健康」であるとの認識に立ち、今

後も活動していきたいと患います。

これからは、 i昆{主化が進む中で生活と生産が調和し、集落内の連帯と

融和を保ちながら、賞に恥じることのないむらづくりに取り組む所存で

す。私たち集務の誇りである後継者たちが機関車となって、更に魅力あ

るむらづくり活動を、今後一層捻進する覚悟であります。
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内閣総理大臣繋受盤

(岩手県九戸郡山形村大字荷軽部)

麟地震の概況

山形村荷軽部集落は、岩手県の東北部、北上山系の北端にあって寒冷な気

象条件の山村地帯にあり、 30 km'の広がりをもっている 6 集落 (14 の!日部落を

6 班に編成)の集落集合体で、荷軽部小学校の学校区を形成し、古くから培

われた連帯意識の強いところである。

気象条件は、年平均気温が 7 "C、年間降水量が 1 ， 136 mm、標高 600 mにあ

って、夏期はヤマセ(偏東風)の影響を受け、冬季は残雪量 180-200 cm、

根雪期間 110 白陪に及ぶ自然立地の条件下にある。

総戸数 104 戸(農家 87 戸)、総人口 477 人(農家人口 410 人)、専業農家

21 戸(専業農家率 24 %)、農家 1 戸当たり家族構成は、 4.7 人、また、農家

1 戸当たり農業就業者は、 1. 9 人となっており、全農家の 91 % (79 戸)に

後継者がおり、殆どが農業に従事している。

耕地面積は、 324 haで、農家 1 戸当たりの平均耕地面積は、 3.7haで、あ

り、そこでの営農は、富産を基幹として、しいたけ、野菜、稲作等を組み合

せた複合経営が殆どであるが、最近においては、ブロイラ一、酪農、肉用牛

の単一作自の専業農家が出現してきている一方、高i令地という立地条件を活

用したほうれん革、みつば栽培といった新しい分野に取り組むなど、高冷地

野菜の生産の伸び、が著しい状況にある。
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岩手県山形村の位置
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表-1 人口の動向
(単位:人)

区分 65歳以上
箆(林，漁)家人口

総人口
人 人

農(林，漁)業 備 手考
年次 口 口 就業人口

昭和45年 589(310) 43 ( 20) 541(276) 228(109 ) 

50年 498(242) 46 ( 22) 456(210) 192(105) 

55年 492(229) 57( 28) 430(205) 173 ( 70) 

(最近)年 477(216) 58 ( 38) 410(191) 162( 67) 

(J最1近5)年2F 9ぢ ヲち 9話 ヲぢ

81( 70) 135(190) 76( 69) 71( 62) 

(注( )内は，女性人口

・昭和58年 8 月 31 日中学校の統廃合により，教職員 7 戸と，その家族

18人が減少したものである。

表-2 世帯数の推移
(単位:戸)

誌と
段(林 ， 1魚)家数

総償待;数
2 種兼業 | うち主事業 1 種兼業

昭和45年 111 89 8 66 15 

50年 111 86 7 38 41 

55年 111 87 8 37 42 

(最近)年 104 87 21 24 42 

(Jìi最寸近梓)筑 % ヲぢ ヲぢ 予診 9ぢ

94 98 263 36 280 
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表-3 耕地面積等の推移
(単位: ha ) 

誌と
耕地 採草 (人山う工ち林林) 

総土地
その他

田 普通畑樹園地牧草地 放牧地 面積

昭和初年 185 51 78 2 54 107 
2, 678 

30 3, 000 (595) 

50年 175 43 60 2 70 25 
2, 777 

32 3, 000 (284) 

55年 183 42 78 1 62 18 33 3, 000 

(最近)年 324 42 74 2 206 77 35 3, 000 

(f!最1近5距年 9ぢ % 予診 9ぢ 9ち % 96 % % % 
175 82 95 100 382 72 (93) 117 100 

表-4 主要農作物の作付面積等の推移

誌と
水稲 青刈とうもろ乙し 牧草

作付面積生産量 作付面積生産量 作付面積生産量

昭和初年 46 ha 187 t 17 ha 57 t 54 ha 194 t 

50 年 30 1'23 21 82 70 270 

55年 22 。 47 157 62 166 

(最近)年 15 60 77 329 206 659 

(最------4近5)年年4 

9ち 9ぢ 予話 % % % 
33 32 453 577 382 340 
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関 むらづくりの内容

しむらづくりの動機

(1) 荷軽部集務は、岩手県の東北部、北上山系の北端にあって寒冷な自然

条件のもと、昭和 20 年代までは、ひえ、あわ、大豆など自給用作物を中心と

した農業形態で、限られた地主が所有する山林内の採草地を活用した肉用子

牛の生産をしていたほか、!日来からの製炭、日雇い、出稼ぎ等により生計を

幣持し、陸の孤島とまでいわれた寒村であった。

(2) このような状況のもとで、農業で生きるためには、恵まれた地域資源

の活用に着目して、生まれ育った自分のむらを豊かにすることを顧い、昭和

25 年に県立六涼農場で研修してきた青年が中心となり、「青年新生会j を組織

して、①農産物の 1 割増産運動、②むらの農林業振興に車結した事業の導入

の 2 本の柱を内容とした活動目標を立てた。

(3) この活動自標の実現こそがむらを豊かにする道であるとした青年新生

会(現在の青年会)は、各生産組識、グループとの話し合いを進め、さらに、

部落会としての活動にまでに発展させた。

(4) この結果、集落全体に f農林業の振興こそがむらの発展につながる」

という共通の認識が生まれ、内用牛、乳用牛の経営改善のための先進地(北

海道等)への研修派遣、飼養技術等の講習会の計画的開催、草地造成等の飼

料基盤の整備、また、しいたけ栽培の生産規模拡大のための近代化施設の整

備など、皆んなが一体的に、まさにむらぐるみによる活動と実践が展開され

ことになった。

2. むらづくりの主要点

(1) むらづくりの推進体制

荷軽部集落のむらづくりは、「荷軽部部落会j を中心に進められている。こ

の部落会には、農家・非農家を間わず集落の 104 戸全戸カf加入しており、そ

の組織は役員会のほかに、①畜産、畑作、転作営農、野菜、しいたけなど各

作目別の機能集出を統括し、連絡調整を行う農事実行組合、②青年会、婦人

勺
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組織図

-28 



会など各種の研究会・グループを統括し、地域コミュニティ活動を推進する

地区集落センター運営協議会、③部落有の分収造林を進め、その保育管理に

当たる分収林組合の 3 本柱で構成されている。また、これらの組織はそれぞ

れ自主的に年間行動計画を立て、部落会活動として有機的な連係のもとに、

集落全員参加によって明るく強い連帯意識をもととして、極めてはつらつと

した活動をたゆみなく続けている。

(2) 地域資源活用による農林業の一体的援備

ア 農林業の掠輿に強い意欲を持った集落の人達に動かされた山林地主は、

古くからの利用者に山林 300 haを個別配分する一方、 47 年以降第 2 次林構

事業の導入で入合い林野の整備(148 ha )、団体営草地開発事業による草地造

成(152 ha )を実施した結果、牧草地を含む耕地面積 (328 ha )は倍増とな

り、平均経営規模も 3.7 haで、県平均を上回る経営基盤が確立されてきた。

基幹作自の蓄産は、牧草地の拡大、新農構事業による糞尿処理施設、乳牛

舎の設置、転作白及ぴ遊休農地での飼料作物の作付増加等基盤が袈備されて

きたことに伴い、 50 年に比較して、現在では 1 戸当たり肉用牛 4 頭→ 11 頭

(県平均 4 頭)、乳用 8 頭→ 19 頭(関 10 頭)と規模拡大を実現するととも

に、粗生産額においても村内第 1 伎となるに至った。

畿日本一のしいたけづくり会めざして -tまだ場一
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図水田と鶏舎

表-5 主要家畜の飼養頭羽数の推移

l忌ξと 肉用 4ニ 肉用牛 乳用牛 ブロイラー 豚

(繁殖) (肥育)

頭 頭 頭 3J5l 頭

昭和 45年 94 254 164 950 222 

50 年 142 40 212 38,000 439 

55年 144 142 169 81 ,550 318 

(最近)年 282 164 174 380,500 347 

ウ22 9ち 9話 % 予ぢ % 

300 65 106 40,053 156 
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表-6 主要作目別農(林、漁)業粗生産額の推移

(単位:百万円)

訟患と 1 位 2 佼 3 位 4 位 5 位 農(林，漁)業
(フbイラー) (肉用牛) (l)，、たけ) (乳用牛) (米) 計ー

昭和初年 O. 9 25.3 0.05 27.2 19. 8 87. 8 

50 年 3. 7 19.0 3.7 51. 4 32.8 215.2 

55 年 195. 1 82.5 20. 1 35.8 。 358.4 

(最近)年 910. 2 76.8 60. 3 55.6 20 1, 148.9 

(最---4近5)年年r 

9ぢ ヲ多 ヲち % 。% 96 
100,348 304 1, 311 205 105 1, 308 

1 ，003倍) ( 3倍) (13倍) (2ft'!; ) ( 13 傍)

イ 個別記分を受けた林野は、しいたけのはだ場として整備される一方、

乾燥施設の導入等も進み、しいたけ栽培については(栽培農家 12 戸)、有効

はだ木が 40 万本となり、組生産額は 6 千万円と 50 年の 4 百万円を著しく上

田った。

木炭(黒切炭)も庭先製炭の方式で生産が行われ、近県や東京方面で良質

な「荷軽部の黒炭j として貯評を得、次第に取引き最も増加する等、地域資

源を活用した活性化が図られている。

@合理的な庭先製炭
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酪農の専作農家と並んで、、援合経営の農家では、①フゃロイラー+肉用牛、

②肉用牛+しいたけ十野菜、③酪農+しいたけ÷野菜等、農業経営及び農林

一体経営が地域資源の有効利用と立地条件を活かして意欲的に行われている。

(3) 新規作自の導入と地域農業の活性化

ア 地域農業に活性化を求めて、 27 年に耐冷品種の大豆を北海道から導入

して増産対策を、また、近年においては転作大豆の定着化を図り、 42 年に導

入されたブロイラー(生産農家戸数 7 戸)は、 1 戸当たり 1 万羽単位の規模

にまで成長を遂げ、現在では集落第 1 位の作目となっている。さらに、 56 年

には野菜生産に着目して、県北地域始めての雨よけ施設を導入し、夏はほう

れんそう、冬はみつばの栽培に成功して、京浜市場で f平産高原やさいJ の

名声を拍すなど、畜産としいたけ栽培の地域に、新規作自の開拓の意欲と経

営の改善を自ざす先導的役割を果たしている。

⑧県北地域初めての雨よけ施設

イ 畜産経営の安定と拡大を推進するため、他集落の転作も引き受けなが

ら、作付協定に基づく銅料作物の集団転作を実施し(水田の 64 %)、畜産農

家 (42 戸)と無家畜農家 (15 戸)との間で飼料作物と堆把交換供給の取り決

めが行われ、その定着化が図られている。こうした中で、農地の流動化も進

み、利用権の設定率が 15 %にも達しており、飼料作物を中心に農地の有効利
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用がくまなく推進され、山間沢田と蓄えども、不作付地など遊休化している

農地は全く見当たらない状況にある。

ウ 地域特産の日本短角牛の生産振興のため、肉牛部会を中心として低コ

スト経営、繁殖・肥育一貫経営、人工受精の実施等の課題に取り組んでいる

が、その経営技術研修や他県との研究交流(年間 50 人)への青年連の参加を

容易にするため、集落内各班のゆいを活用した体制が整備されている。これ

ら研修等の成果により、人工受精率が 37% と県下のトップを行き、困難視さ

れていた肉用牛の周年出碕が可能となっている。

エ 56 年に、秋出県下で開催された短角牛研究会で、消費者出体の「大地

を守る会J (東京都調布市等 2 ， 200 世智)との出合いを契機として、サシから

赤肉への晴好変fむをとらえ、消費者に肉質の良さを理解してもらう産地直送

の体制を作り上げ、荷鞍部から年間 100 頭の短角牛が出荷されている。ま

た、大地を守る会の人々が、集落の幾家に泊り込み(毎年 8 月、 50 人程度)

家畜の世話から農作業を実際に体験する他、農家の生活や集落の行事に参加

するなど、物心両面にわたる実質的な交流を通じて、新しい農業を着実に進

めている。

⑧放牧中の呂本短角牛
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(3) 新しい経営の取り組みと後継者の確保

ア 昭和 40 年、若い農業後継者と経営者である親との「毅子鹿談会」が部

落会主催で初めて持たれ、その結果、親は従来からの肉用午、酪農、しいた

け部門を主体に、後継者は野菜、ブロイラーなど新しい作自に、それぞれ力

を入れることとし、後継者が経営の一部を分担する方式で生産に意欲的に取

り*Jìんでいる。

イ このことが若い後継者に、農業経営に対する自覚と「荷軽部に生まれ、

育ち、ここに生活する」ことの自信と誇りを持たせた一方、各生産組織やサ

ークル活動を刺激し、自主性に富み、魅力に満ちているとの評価を高〈得てγ

嫁不足問題などは開かれない明るいふん回気の集落となっている。

(4) 各世代全員参加の活動

ア 集落全戸加入の部落会の役員は、毎年度交替制で運営されており、す

でに全戸が役員経験者でもあり、一人一人が、むらづくりの主体であるとい

う意識が自ずから形成されている。定期的に行う道路や用排水路の清掃にも

殆どが参加し、さらに、自分達の住む集落の景観をよくするため、桜の植樹

を行うなど郷土愛にもえた新たな動きも出てきている。

イ 婦人会では為転作大豆による特有の味噌作りやとうふの独特な料理な

ど手づくり食品の開発、酪農家との連係による小学校の学校給食への協力、

定期健康診断活動の実施等「むらづくりは健康づくり」を合言葉に、幅広い

活動を展開している。この関、小学校が 45 年に全日本健康鑓良特選校に、 46

年には学校給食寵良校として文部大臣賞を受賞するなど、むらづくりの基礎

となる健康管理面で、活発な活動を行っている。

一方、若妻を中心とした生活改善グループも、幼児教育、冠婚葬祭の簡素

化、家計簿の記帳など身近かな課題の解決に取り組んで、いる。
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⑬道路沿いの白樺花壊

@荷軽部の味ーマメブー

(めでたい時は丸くっくり、悲しい持は卵形にっくり

ます。)

ウ 郷土芸能、文化の伝ゑ活動が盛んで、老人から子供達まで集落がひと

つになって、 8 月の盆踊り大会、 11 月 23 日の収穫祭、スポーツ大会等を通じ

ての心のふれあい、集落に住む喜びと活力を生み出している。

くから伝わる荷鞍部踊りの伝承、松の枝等を利用した民芸品の製作、LlJ

の知識の普及など老人会の活動に加えて、近年、青年会の田植踊りとともに、
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子供会による荷軽部太鼓(創作曲)の集団演奏は新しい郷土芸能として定着

化してきている。

⑧荷軽部のリズムー荷軽部太鼓一

臨 むらづくりの成畏と今後の展望

1.むらづくりの成果

(1) 地域農業の見直しと活動目標の実践

県立六原農場で研修を受けた青年達が中心となって、生まれ育ったむらを

豊かにするため、農林業の振興をむらづくりの柱にすえた活動百棟を立て、

それを部落会としての活動にまで発展させたこと、また、入合い林野の個別

配分を実現して畜産経営の基盤を確立したことやしいたけ栽培農家の生産基

を整備するなど、地域の立地条件と資源の活用に着目した農林業一体的振

興を実践し、皆んなが定めた活動目擦を着実に達成してきている。

(2) 新しい農業振興の取り組みと経営の改善

ア 日本短角牛を基幹作目として、草地造成等の飼料基盤を整備して低コ

スト化を閤るとともに、繁殖・肥育の一貫体系の確立、周年出荷を可能にす

るなどの成果をあげた。
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イ 京葉地域の消費者屈体との産直、交流の実施、冷諒な気候を逆に利用

した雨よけ施設による新たな野菜生産の取り組み、さらに、経営の一部を後

継者に委譲して、農業に意欲を持たせるなど農業生産と経営に新基軸を打ち

出している。

ウ 協定による飼料作物の集団転作、高い利用権の設定 (15 %)と遊休農

地の皆無、 fゆいJ による研修活動への参加、さらに、観光サクランボ閣の

開設等、多面的な活動の成果が着実に上っている。

これらにより、農業粗生産額は増大し、出様ぎが解消できたことに併せて、

専業農家も、 50 年の 8 戸から現在の 21 戸に増加するなど、農業振興の活動自

標を成し遂げている。

(3) 健康づくりと環境の授備

ア 婦人会活動では、むらづくりは健康づくりからと定期診断の励行、転

作大豆による味噌作りととうふの独特な手づくり料理、酪農家との提携によ

る学校給食を村内初めて確立するなど幅広い活動が定着している。

特に、とうふの製造、加工の方法はおばあちゃんから若奏会、婦人会へ、

さらに娘達まで伝えられ、地域の伝統の味はとだえることなく引きつがれ、

風土の料理が現在の生活の中にあり、荷軽部の心の味として生きている。

イ 集落全戸が参加して定期的に行う用排水路、道路の清掃と整備、バス

停や道路ぞいの花壌の設置、景観をよくし名所を造りたいとして、子供会と

青年会が共同てい行っている桜の植樹など、それらが集落内を流れるJl I沿いの

トチの木や榔などに映えて、落ちついた農村景観を形成している。

(4) 後継者の育成と地域活動

ア 部落会主催の親子の対話を契機に、経営の一部を後継者に委譲し、

任と自覚を持たせ、共同労力扶助による研修に出易い条件を作り、各種の研

修活動に参加させる一方、広い視野からの地域農業の担い手を育てるため、

青年の船等による海外経験など、後継者の定着と嬢不足の解泊を実現してい

る。

イ 子供から老人まで参加できるスポーツ大会、収穫祭における不用品交
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換会と畜産農家の提供による短角牛の試食会の開催、各作目ごとの代表農家

による「営農 5 カ年計画」にのっとった当該年度の実績と今後の目標を内容

とする経営の実績発表及びこれによる総合検討の実施、青年会の「にかるべ

タイムスJ の発行による情報の提供、荷軽部太鼓の創作、荷軽部盆踊りの伝

承、老人会による民芸品の製作などの文佑活動、生きがい対策にも積極的に

取り組み、活動が定着化している。

ウ また、集落には7l haの分収林があり、 35 年以降共同出役によって造林

や撫育管理が行われ、現在、 20-25 年の美林に成長し、 3-5 年ごとに除間

伐材による収益を生み出し、部落会を通じて生活環境の整備や農林業振興の

活動の一部に充てられ、むらづくりに貢献している。

荷軽部部落毘懇牽

わたくしたち荷軽部部落畏は、

1. 人の和と連帯で、明るい部務をつくります。

1 ，自然を生かし、豊かで健全な暮しを築きます。

1.1H:史と伝統を基に、新しい生活文化をつくります。

1. 自然を守り、きれいな部落環境をつくります。

1. 教育を振興し、文化の香り高い部落をつくります。

2. 今後の展裂

(1) 東北で最も開発の運れている池域にあって、常に向上しようとする進

取の気性をもとに、農林業の生産面、生活面にわたって全ての住民が協力し、

「知恵、を出し、汗を出し、心を結ぶむらづくり j を原点として、 8 月に制定

された「荷軽部部落民憲章j の精神にのっとり、住民自らの創意と工夫によ

り明るく住みよい集器、若者が定着し、誰れもが住みたいと願うむらづくり

を目指して、たゆみない努力と活動が世代をこえて続けられている。

(2) これらの活動を通じて、この集落では、他の集落に比較して 20 歳代の

若い男女が確保きれており、さらに、 40 歳代の中年層においても一般的な婦

女子労働力型でなく、男女とも定住しているなどの特色のもと、過疎化を食

いとめたことは、永年にわたるむらづくりの成果として表われている。
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7 山形村荷軽部年令別農家人口構成

割合
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(3) このように、山村の厳しい自然条件の下で、集落全体の話し合いを進

める中で、肉用牛を基幹作目として地域資源を活用した繁殖・肥育の一貫体

制による産地を形成し、さらに、冷涼な気候を利用した野菜生産を実現する

とともに、山林資源を活用したしいたけ栽培の生産増大など、立地条件に適

合した農林業一体的な経営を確立している。

特に、京葉地域の消費者との産夜と交流会の定期的な実施、農業経営の毅

子分担や共同労働扶助などのほか、生活改善、地域活動においても、創造性

と活力に富んだ明るいむらづくりに成功していることから、今後とも、経済・

社会環境の情勢に対応し得るむらづくり活動の展開が期待されるものと思わ

れる。

織分担造林の植林の地ごしらえ
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皆んなで取組んだむらづくり

岩手県山形村荷軽部部落会

会長韮沢彦蔵

荷軽部集落は、北上山地の山'践に在り、昔は、沢筋のわずかな水聞を

耕作しながら、野葱を利用して 1- 2 頭の包本短角牛を飼い、また、

深い山奥に入つての製炭や日麗いの山林人夫、あるいは出稼ぎに頼った

細々とした生活の毎日でした。

このようなむら(集落)が、今日では、畜産を主体に粗生産額が 11 億

円を起すまでになり、出様ぎ、後継者、嫁不足問題に悩まされることが

なくなりました。ここに到達するまでには、みんなの長い間の労苦と努

力の積重ねがありました。

私どものむらづくり活動が始まったのは、昭和 25 年頃からでありま

す。その発端となったのは、青年連が、「生まれ育ったむらを豊かにしよ

う」との共通の願いを当時の経営者達に強〈働きかけ、農産物の 1 割増

産運動の名の下に、大豆や穀作物の増産、病害虫の共同防除作業等に真

剣に取組んだことでした。

このことにより、むらづくりの推進母体である部落会の活動も次第に

活発になり、昭和 32 年には、部落公民館を建設しました。そこをむらづ

くりの拠点とし、「自然を生かし、、むらに合った農林業の振興j を連夜に

わたって話合い、その柱として、畜産掠輿と部落分収造林に取組むこと

としました。昭和 40 年代に入った頃は、肉用牛(日本短角穂)が 1 戸当

たり平均 4 頭 (30 年代は 1 頭)に、また乳清牛では平均 8 頭 (30 年代は

2 頭)に増頭ができました。

昭和 45 年頃になって、入会林野の活用を真剣に話合い、地主さんの理

解と多大な協力の下に、約 300 訟の個人配分を受け、 152 haを牧草地等
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に開発する等により今日では、肉用牛の I 戸平均飼養頭数 11 頭、乳用牛

では 19 頭になっております。また、新作自の導入に取組み「雨よけはう

れんそう J や「みつば」等の野菜やブロイラーのほか、山林の原木の活

用によるしいたけ及び鹿先での製炭等により、この閣での粗生産額を著

しく伸ばしております。他に、僅かで、はありますが、分収林からの収益

金をむらづくりに充てることができるまでになりました。

さらには、自分達のむらと農産物を正当に評価していただくために、

昭和 56 年からは、東京に本部を置く京葉地区の措費者団体「大地の会J

との交流を通して、「消費者に喜ばれ、理解を得られる活動」を行ってお

り、年々活発になっております。

私どもは、このたびの内閣総理大臣賞受賞のよろこびを励みとし、今

後とも、こうした活動の根嵐に一貫しである:常に徹底した話合いによ

り共通課題に取組む姿勢"を一層発展させ、知恵を出し、汗を出して働

くことにより、相互に理解しあって，心を結ぶむらづくりに遇進してま

いります。
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藤林水産大臣陸受繋

(山梨県東山梨郡牧丘町)

基地区の概況

(1) 牧丘町は、中央線塩山駅からパスで約 15 分のところ し、笛吹川i

の支流に沿って、小高い山間に人家が点在している山阜の町であり、狭い山

の斜面に沿ってぶどう畑が続いている。

この町は、昭和 29 年に諏訪町、中牧村、西保村が合併してできた町で、「果

樹のとして生まれ変わってからまだ 10 数年しかたっていないが、以前は

養歪とコンニャクの山間農業を行う過疎地域の町であった。

(2) 坂上地区は、標高 550-700 mの南面傾斜地に拓かれた地縁的なまと

まりのある 4 集落から成っている。

13 年ぐらい前から消防分屈の部活動を一緒に行っている等の一体的な地

底であり、総世帯数 128 声のうち約 9 割が農家で、さらに、この農家の半数

は専業農家で占められている。

坂上集落全景
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総土地面積 135 haのうち 55%が耕地で、耕地の中約 9 害jが樹園地である

が、 1 戸当たり経営規模は 67 a と小規模である。

昭和 40 年代前半までは、養蚕を主体とした零細な農業経営が行われていた

が、牧丘町の中では、果樹経営、特に、巨峰を中心とした農業経営の転換が、

キ

表-1 世帯数の推移 (単位:戸)

kξと 農(林，漁)家数
総t世帯数

うち専業 l 種兼業 2 種兼業

昭和 45 年 135 126 72 36 18 

50 年 135 125 61 33 31 

55 年 133 118 59 38 21 

(最近)年 128 111 56 30 25 

(~最/近1)年5/年 % タ話 タぢ 予ぢ ヲち
94.8 88.1 77.8 83.3 138.9 
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表-2 耕地面積等の推移 (単位: ha) 

誌と
耕地 採草 山林 総土地

(人っ工ち林) 
その他

出 普通畑鶴間地牧草地 放牧地 面積

昭和45年 80.5 13.5 13. 1 49. 5 4.4 134.9 

50年 77. 7 7.2 13.4 52.7 ~r7~ 4.4 134. 9 

55年 74.7 6. 7 14.3 50. 2 ~~8~ 3.5 134. 9 

(最近)年 74.2 3.2 4.6 66.4 3. 1 134.9 

i (総-----4丘5)年年 9ぢ ヲち 9ち % タ診 。96 予ぢ % 予診

92.2 23.7 35. 1 134.1 一
115.2 70.5 100.0 (223.0) 

むらづくりの内容

(1) むらづくりへの取組み

昭和 40 年代に入札過諌化が進むとともに農業生産活動の停滞佑がみられ

る中で、 7 名の中核農家が在峰に挑戦したが、養蚕経営では虫を育て、ぶど

う経営では、ぶどうに付く虫を退治しなければならないということで、養蚕

地帯での農薬散布をめぐる問題等により、農業経営のぶどうへの転換は困難

を認めていた。

しかし、その後、中核的専業農家、特に後継者グループが中心になって、

このままでは農村として生き残ることはできないという認識の下に話し合い

を続け、また、技術研修も行いつつ養蚕から県樹への転換を進めていた。

このような中で、昭和 52 年に、坂上地区は、山梨県の単独補助事業である

「新しいむらづくり挙業j のモデル地区として活動することを申し入れてこ

れに指定された。

(2) むらづくりの具体的な内容

ア 村づくり振興協議会と集落振興計画

振興協議会には、 5 つの部が設けられ、各集落から出てきた問題は、この

部を単位にして、合意形成、意見調整が行われる等部の活動が盛んで、ある。
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これらの部の下に組織されている生産組織、係、研究会、サークル

等が活動の実践単位となっている。

住民からのアンケートと話し合いの中から「新しい村づくりモデル集落振

さらに、

5 ヶ年で 11意円の事業費で、集落ごとこれに基づき、興計間J が作成され、

の集会所 4 か所、 モノレール設カ、、ードレール施設、防火貯水槽、農道改良、

トラクタ一等の事業を実施した。置、防除用機械、

図織

牧丘町新しい村づくり推進会議
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地域活動をささえる

多間的集会施設
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イ 農業振興活動

⑦各種補助事業の活用あるいは底力により、園地獲備、かんがい排水の

整備、農道の整備等を進めている。

イ トラクター、スピードスプレア等の導入により、あるいはゆいの制度

も活用しながら作業の共同化、作業単位の拡大が行われ生産向上が閤られて

いる。

@農地銀行の設立、地域農業集団の育成等により、遊休農地の活用、農

地の流動佑が圏られ、経営規模の拡大が進められている。

@畜産農家とワラと堆肥との交換、客土等により土づくりが行われてい

る。

②産地問競争に耐え、市場での評価とブランドを確立していくため、品

質の向上と品質管理、販売技術と市場開発等についても常に研究を行ってい

る。

ウ 生活、環境整備、文化活動

⑦ 集落ごとに集会施設が獲備されて、ここを拠点にして営農、生活両面

でのむらづくりが行われている。

④ レクリエーション活動、花いっぱい運動、纂なぎ等の環境美化活動等

も盛んに行われている。

@ 食生活の改善、農作業中の街易トイレ等健康面にも意を注いで、いる。
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表一 3 主要作目別農(林、漁)業粗生産額の推移

》ぞ〔 (1佼) ( 2 佼)

果樹 養蚕

昭和45 年 58,500 5 1,300 

50 年 175,000 42,000 

55 年 261 ,000 1 1,400 

(艇丘)年 418,500 

(最/近/1)年5年 96 9ぢ

715.4 

(3) むらづくりのすぐれている点

( 3 位)

コンニャク

46,800 

41 ,860 

21 ,000 

13,000 

ヲぢ

27.8 

(単位:千円)

その他
農(林，漁)業

26,000 182,600 

17,000 275 ,860 

10,800 304,200 

9,500 44 1,000 

96 % 
36.5 24 1.5 一一一一J

地域の風土に根ざした

食生活の改善

恵まれない自然的、杜会的条件下で、義蚕とコンニャクの山間廃業を幾多

の困難を克服しながら、荒廃化の恐れのあった桑園を大胆に果樹園(主に巨

峰)に転換し、高収益農業を確立する中でむらづくりが行われている。また、

集会施設を拠点にして、自主的な運営の下に、農家、非農家を含め、また、

U ターン青年も加えて、生産、生活文化の幅広い活動が行われ、地域連帯感

が醸成されているとともに、むらの変化、 をビデオに記録し、むらづ
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くりについて再確認し合う等地域の人々の終が強屈なものとなっている。

さらに、農業生産、農家生活に追われる生活から脱皮して、むらづくりに

より、英しい自然環境の中で、若者も定着し、物、心両面でのゆとりある生

活づくりが行われている。

具体的な内容としては、

① 芭峰の経営規模は、 45 年には 7.5 haであったが、現在 57.2 ha と約 7 倍

になっており、生産所得は、 36 ， 900 千円が 360 ， 000 千円と約 10 倍になって

いる。また、農家一戸当たり農家所得は、昭和 59 年には 4 ， 791 千円になって

いる。これらのことが、 U ターン青年を始め、後継者が確保される結果を生

み出しており、嫁不足もみられない。

その理由は、新しい作物の経営であるため、若い人達が積極的に経営に参

加でき、生産技術を研究したり、工夫する余地があることから、働き甲斐が

あり、希望がある安定した経営が確立されていることによるものである。

② 集落全体が経営転換を図ることに心を合わせており、樹園地ではむずか

しいとされている農地流動化、交換分合が進み、桑闘であった時代には、ど

この家も平均 8 -10 カ所にも農地が分散していたのに対し、今では専業農家

は、 3-4 カ所に果樹閣をまとめることに成功している。また、農地流動佑

面積は、昭和 51 年からみると 406 a で、この集落の全耕地面積 7 ， 420 a の

5.5 %に過ぎないが、実i警には、高齢者世帯農家では、利用権設定は行わない

ものの、使用貸借により 10 年間無料で貸し、成菌にして返済してもらうとい

うこと等が行われ、むらぐるみで経営転換が図られている。

③ 若者が中心となって、 21 世紀に向けて巨峰で生き残り、さらに発展する

ために地場特産品の開発(百峰ジャム等)、市場調査ぶどう作り技術の研鏡、

観光農国の開設、他作物等の導入(キウイフルーツ)等に取り組んで、おり、

地区に活気がみられる。

④ 婦人も地区代表として 9 名参加しており、集会場中心に婦人による生活

語、文化面での村づくりが進められている。特に、若妻会、嬬人会等を中心

に老人との対話集会、大正琴愛好会(1月 2 屈、老人に聴かせる。)、料理講

nu 
r
D
 



習会を行っており、各家庭の健康管理、食生活の改善、郷土芸能の怯承の大

きなカとなっている。また、若者との協調により、納涼会、運動会、巨峰ま

つり等が行われ、特産品の開発にも熱心で、あり、「入の和」が形成されてい

る。

⑤ 23 年前に、まゅの出荷所を兼ねた集会所をどの位置に作るかで、ある

落で 6 戸と 27 戸に分裂しての争いとなり、その結果(当時荷物は人の背で運

ばれていたが、傾斜地のため労働上深刻な問題であった。)、 1 つの集落が 2

つに分離したままであったが、むらづくり活動の中での話し合いにより、両

集落の中間に新しい集会所を作ることで、両集落は再ぴ統合して 1 つとなり

むらづくり活動を行っている。
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村造り事業を振興して

山梨県牧丘町坂上集落掠興協議会

大村繁久

私達の坂上集落は、山梨県の東北部で牧丘町の中央部にあり、秩父

山系を背にした急傾斜地で、海抜 600 m前後に拓かれた中間地農業地帯

で、昔は養蚕を主体とした零細農家が多く、平均 60 a の耕地をもってお

ります。

昭和 40 年前半迄は、養蚕を主力としておりましたが、一部農家は果樹

の転換を試みられた処、虫を育てる産業と虫を駆除する産業との混住に

トラブルが絶える事が無く、若者の農業離れに町の活力はすっかり失わ

れつつありました。そこで中核的農家が中心となって、このままでは、

将来農業として生残る事は出来ないという認識のもとに、農村振興、農

村のあり方、或は、地域ぐるみの活動のあり方等について真剣に討議が

続けられて参りました。

この頃、昭和52年、新しい村づくり事業のモデル集落としての指定を頂

き、これを契機に村づくり振興協議会を設立し、農家非農家が一体とな

って、明日を拓く豊かな村づくり事業に取組むことになりました。

転作当時は、コンニャク、野菜等の間作や土木工事の人夫等にと苦難

を乗り越え、徐々に芭峰図へと変る時、振興会の稼働により農地の交換

分合基盤整備受委託等遊休農地の活用も盛んになりました。なお、 53 年

からは、常習干害地の解浩のため、国営による畑地かんがい施設も着工

となり今日すっかり巨峰の里が完成され、県下ーの巨峰産地として市場

でのブランドの確立のため、品質高上に努めております。

また、機械化貧乏解沼のためと品質向上、統一のため大型農機具の共

同利用と非農家をまじえた fゆい」の相互扶助組織で労働力の調整も行
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われております。

4 地底には、それぞれの集会施設と大型機械の格納庫が併設され生産、

生活、文化、老人の生産活動等農家、非農家との交流の本拠地として連日

利用されて居ります。

かつては、集会所の設置場所をめぐる争いから、 23 年間も地域活動が

分断されていた集落も、 57 年には村づくり活動の成果で円満に解決し、

行事の変化はビデオに記録し、村づくりについて再確認し合う等人々の

終が強固なものとなっております。

恵まれない自然的社会的条件下で、地域の全員が一体となって幾多の

苦難をもとに、問題をその都度解決し、今は立派な白峰産地として高収

益農業を確立いたしましたが、今後、追われる生活からゆとりある生活へ

の追求と、生産、生活、文化等がバランスのとれ、また、幅広い自主的

な活動が展開される事を心に念じてやみません。

最後にこの度の受賞に際し、御指導頂きました方々に心から御礼申し

上げます。
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農林水産大臣薗受繁

(富山県東砺波郡庄)11 町種田)

翻地区の概況

庄川町種田地症は、庄 )1 1扇状地の扇頂部にあり、昨の中心から西北へ約 2

kmに位置し、砺波平野特有の散居村である。昭和 27 年、種白地毘他 3 カ村が

合体して庄JII町になったものであり、このうちの旧種田村が当地区である。

地涯は、天正(てんしょう)、五ヶ(ごか)、高儀新(たかぎしん)、筏(い

かだ)及ぴ古上野(ふるうえの)の五集落からなっている。昭和 59 年現在、

総戸数 212 戸、総人口 1.044 人であり、このうち農家戸数 193 戸、農家人口

972 人で、 45 年以降多少の増減はあるもののわずかな変化に止まっている。

図- 1 ~富山県庄)11町位罷図

庄)11 ll!J
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図-2 礎部地区位盤毘

地区内農家の平均耕作面積は、 1.2 ha であるが、兼業農家は、 96%に達して

おり、極めて高い率を占めている。

t忠臣は、自然条件を有効利吊した種子産地として援史は古〈、 230 年余の

伝統を有しているが、現在では 60 余品種の7kfffi種子の生産が行われている。

また、近年、大麦、大豆種子の生産も行われているが、いずれも質、量とも

に富山県下で一位を占め、県内外への良質な種子の供給の場として貢献して

きている。

表-1 i立 ii替数の惟移 (単位:戸)

みぞと 農 家 数
総凶:熔数

1 穆兼業 2 醸兼業うち専業

昭和 45 年 208 201 6 107 88 

50 年 198 198 8 36 154 

55 年 209 193 12 24 154 

59 年 212 195 8 16 171 

5/94年5;年 96 ヲぢ % % 。/乙〆ノ

101.9 97.0 133.8 15.0 194.3 

「
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表-2 人口の動向
(単位:人)

kF( 6 5 歳以上
農(林，漁)家人口

総人口
人 口 人

農(林，漁)業 備 考
口 就業人口

昭和45年 1, 033(539) 161( 92) 970(507) 787(416) 

関年 1, 025(526) 91( 55) 968(499) 752(391) 

55年 1, 037(546) 154( 89) 956(511) 280(192) 

59年 1, 044(547) 167( 94) 972(510) 275(87) 

59/年~年 % 安5 % 9ぢ

101.1( 101.5) 103.7( 102.2) 100.2000.6) 34.9(45.0 ) 

(注) ( )内は，女性人口

圏 むらづくりの内容

1 むらづくりの背景

当地区は、近年に宝り、土地基盤整備の完了による土壌条件の変化、水田

利用再編による導入作自の多様化、種子の需要動向に即した作付品種の多種

類化、農業後継者の不足、兼業{むの進行、学校の統廃合等の諸問題が顕著に

なってきた。この事態に対処して、農業生産体制と生活環境の改善を図るこ

とが、地区の重要な課題となった。

この課題に直面し、地誌では、昭和 55 年、各集落の代表による「種団地区

活力あるむらづくり協議会」を結成し、この協議会が中心となって、「農業・

生活に関する意向鵠査」の実施や各ぜグルーフ。との意見交換等を行うことに

よって、地区全体の意向の把握と相宜理解を深めることに努めた。この結果、

23 項目にわたる今後の課題を設定し、さらに、これを、①これからの農業を

考える、②美しく住みよい環境を考える、③心のふれあいを考える、の 3 項

目に大別し、協議会に 3 分科会を設けて具体的な方策を検討することとし、

その結果を各組織、グループで実行していくという体制がつくられた。また、

これらの活動内容を地区住民に知らせる方法として、機関紙むらだより「種

ρ
h
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回 J が発行された。

昭和 59 年には、地区住民の総意により協議会は再編成された。この協議会

の下に、①社会生活(明るい近隣づくり) ②農業改良(農業の改善)、③生

活環境(住みよい環境づくり)、@保健碕生(健康な体力づくり)の 4 つの

専門部会を設けた。この専門部会が主力となって、心のふれあいを高め、住

よい地域づくりをめざした各種事業を推進していくこととなった。

全推進委員による打合色村づくり会議

部港5.llJ検討会村づくり会議

-57-



@店長会

@機械和 III 組合

@生産組合

⑪~認蚤白金

@地"選出町会議u

@ 。 陸炎委員

@ 。 陸協役H

@公民釦長

@ むらっくり協議会の偶成長関等

。 むらづくりによって設立された祭出零

体制図

結隔-35伎器準会

36-59絞 @納入会@箆協同人部
41-59歳 壮年金O上野クラブ(吉上野}

4l昆落設立田予定
同級以上 @若人会

2 むらづくりの内容と特徴

(1) 農業生産面

り教室 i

}在意1"入
909ち

4人(商儀新〉
15人{五ヶ〉
8人(天正}
11人(高賠訴，控)
15人(古上野}

ア ほ場整備完了後の土壌条件の変化と兼業化に伴う栽培管理の手抜き等に

より単収が伸び悩んだことから、水稲種子生産に対する基本的な認識の見直

しと基本技術の徹底を国るため、①集落の生産組合ごとには場巡回の回数の

増加、②婦人米作グルーフ。の育成と青年会、農協青年部を対象とした講習会

の開催、③稲ワラの全量還元、土壌改良材の施局、客土や秋耕しの施行等の

措置を推進することによって、良質、多牧を関ることとなった。

イ 水田利用再編による転作作物として、大麦、小麦、大豆、ハトムギ等の

種子生産が行われているが、種子生産という特殊性から個別対応が主体であ

った。しかしながら、転作菌積の増大と生産性の向上の面から、団地化の有

利性が認識され、①フゃロックローテーションによる転作作物の作付けの集団

化の推進、②各機械利用組合を中核として、集団化による農作業の計画と実
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施等が行われ、生産性の向上と生産コストの低減が図られている。

ウ 兼業fじの進行に伴い、若年層の農業後継者が減少したことから、若い活

力を魁らせるため、青年層と積極的な話合いを行い、青年会等の活動の活発

化を図り、採種産地の継承と発展に努めている。

(2) 生活環境薗

ア 従来、主として家事と農作業に従事していた主嬬までが、農業以外に就

労するようになり、食事の既成食品化の進行等により、 53 年の検診の結果、

一要注意者が 32% と多くいたことから、嬬人グループ、農協青年部が端境期の

品黄色野菜の共同育苗を行い、その苗を各農家に配布し、栽培を推進すると

ともに、卵の共同購入とー臼一個摂取運動を展開している。また、集落単位

に夏場の 3 ヶ月間、毎日曜日に集落総出で、予奪回の中を走る早朝マラソンを

行い体力づくりに励んでいる。

イ 各農家の生ゴミは衛生的に問題があったので、農協婦人部が中心となっ

て、生ゴミの処理蓋の整備や集積所の設置など環境衛生の改善に努めている。

また、相互扶助活動の関難佑等に対応して集落ごとに道路、用排水路の革

刈りなどをはじめ、主草花の植裁運動等の環境美fむに関する標語を記した標柱

を設置し、地域住民の意識の高楊を留っている。

各戸設盤のゴミ

ウ 従来からこの地域一帯で、は冠婚葬祭について必要以上に華美に行われて

きており、そのための費用が相当な額に達していた。このような状況の下で、
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婦人グループが中心となって生活積習全般にわたって見直しを行った。この

結果、各種の事項について申し合わせを行い徹底を国っている。

むらづくり標柱
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エ 学校の統廃合によって、地区住民のよりどころであった学校がなくなる

とともに、住民の連帯感も薄れがちであった。このため、集落内全戸でむら

づくり記念樹(温州みかん)の植裁や各犠の行事の開催等集落ぐるみの行事

を実施し、地域住民の棺互理解と心のふれあいを深めるよう努めている。

むらづくり逮動会

3 むらづくりの成果と今後の展望

ア 農業生産も含めた全般的な成果と

(対農業生産とそれを支える各種の活動が相互に連携して上手に進められて

いる。特に、地区の人達には気負いかみられず、むらづくりの諸活動が日常

生活に中にとけ込んで、地道に行われており、着々と成果をあげてきている。

(イ) 当地区の兼業農家主幹は 96% と高い率を示しているが、農業生産閣で手抜

きをしての兼業ではなく、農業生産面で十分な成果をあげた上でのものであ

る。これには若い人達(グループとしては、 T.F.C …テンショウ・ファーマ

ズ・クラブ、 G.T.C. ーゴカ・タンボ・クラブ、等の受託組織)の力が大き

く寄与している。また、この若い人達のカは、水回転作にも十分に発揮され

ており、ブロックローテーションによる大麦、大豆の種子生産が大規模に行

われている。単収も全町王子均より高くなっている。これは、水稲種子生産の

生産技術を基礎にして、大麦や大豆生産についても付加価値を高めるよう、
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各種の努力が行われてきているためであるが、種子場地帯としての伝統を生

かした農業生産の積極的な展開として注目すべきである。

表-3 転作作物種子の単収の推移 n 
(単位:ア ) 

lOa 

よそ1
種団地 IX 庄 }l1 町

大 変 大 豆 大 麦 大 E丑

5 7 292 116 298 118 

5 8 370 262 359 261 

※ 5 9 212 377 187 333 ※ 59豪雪年

(イ) 当地匿のむらづくりが本格的に始められてからはぽ 5 年を経過している

が、これまでの成果を踏まえ、地区の人達の地道な活動状況からみれば、今

後とも着々と成楽をあげていくことが期待される。

イ その他の農業生産菌での成果

(ア) 水稲種子生産に対する基本的な技術の徹底等の結果、平均単収 500 kg以

上の収量と品質向上が関られている。

(イ)農家と機械利用組合の密接な連携の下で、の転作作物の作付けの集団佑と

農作業の計画的実施に向けての努力の結果、大麦、大豆は全集落で全面積が

集出作付されている。また、大麦の後作の大豆も、その 95%で作付されてい

る。

(労農業後継者の育成については、青年会や若奏会で研究会等が行われるよ

うになっている。また、 56 年に組織された庄}II町青年部に参加した地区内の

40 名のうち、 34 名が各機械利用組合のオペレーターとして活躍する

関心を持つ若者が増加してきている。このほか、天正集落では、 56 年に採種

専門の作業の受託組織がつくられ、年々受託面積を増加させ、水回転作部門

を拡大させている。

イ 生活環境面

(ア)健康増進運動の結果、貧血者は 17 %から 3%に、要注意者は 32 %から

19 %に減少する等大きな効果を上げている。
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(イ) 環境衛生閣では、生ゴミ処理処理蓋が全戸に整備され、 3 集落にゴミ

積所が設置された。また、環境美化運動の推進によって、道路沿いには花が

植えられ、フラワーロードと呼ばれて地区の人達に親しまれている。

(ウ) 生活慣習の見直し面では、まず、見舞金の一律化と見舞返しの廃止が実

践されている。また、これが契機となって、現在では、申し合わせ事項は生

活全般に及んで、いるが、この動向は、庄JI!町全域に広がりつつある。

糾住民のふれあいの面では、 56 年、 20 年ぶりに「むらづくり運動会J が住

…民総参加によって実施され、これを契機として運動広場が設霊された。その

ほか、獅子舞の復活、各種の趣味を楽しむグループの結成、不用品交換会の

売上げ金を基にした社会奉仕などさまざまな活動が行われている。
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むらづくり運動を実施して

富山県庄川町種田地臨むらづくり推進協議会

会長朝倉桂一

私達の村は富山県の西部、庄)11扇状地の扇頂部、庄)1 1町市街地より北

西 2 kmに位置し、砺平野特有の散居村形態の純農村である。

店)11嵐等自然条件を活用した稲種産地として 200 年の伝統と

850 t、販売先 25 府県を誇っているが、土地基盤整備事業の実施、兼業農

家の増加、機械利用組合の設立等、生産条件は変化した。水田利用再編

対策事業の推進による作付作自の多様化等により、農業生産労働力の量

的質的向上が望まれている。

昭和 40 年 9 月に、学校の統廃合等により村としての行事は少なくな

り、また、農外就労機会の増加により近隣関係が薄れた。しかし、村の

各種団体グループの活動は活発で、あるが、農業生産、農村環境等の諸問

題に即応出来る体制ではなかった

昭和 50 年代初め頃より、砺波農業改良普及所の呼び掛けに呼応して

「種田地区活力あるむらづくり推進協議会j を設立し、各集落区長、各

種団体グループ、推進委員が中心となり地域住民総ぐるみ活動を展開し

た。

その結果、単収の向上、転作の集由化、扱い手の育成、'慣習の見直し、

農業者の健康増進、伝承芸能の援活、環境の美化等コミニケーションの

豊かな活力あるむらづくりへの芽ばえと発掘がおこなわれた。

これらの成果を定着させさらに発展させるために、今までの組織を見

直し、昭和 60 年に紐織がえを行った。新組織の名称は今まで通りとし「心

のふれあいを高め、住みよい地域づくり j を居擦に、社会生活委員会(明

るい近隣づくり)農業改良委員会(稲種場の発展)生活環境委員会(住
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みよい環境づくり)保健厚生委員会(健康な体づくり)の 4 つの委員会

を設置し、それぞれの専門分野で活動し、活動内容がむら全般にわたる

場合は、全体会議により検討する等さらにきめ細かく開題に即応できる

体制づくりを行った。

今回の受賞を機に、益々地区内各種団体、住民一致団結協力して呂標

達成に進んで、行かねばと心を新たにしております。今後共一層の御鞭

と御協力をお願い申し上げます。
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農林水産大臣賞受賞

(京都府中郡峰山町字新治)

盤整 地区の概況

(1)新治区は、京都府の北端、丹後半島中央部の峰山町の西部に位寵して

いる。

気象は、うらにしと呼ばれる丹後地方特有の多雨(年降水量約 1800 祖国)、

多湿 (58 年平均湿度 78 %)で、降雨、降雪期間は、年間約 150 臼に及んで、

いる。

この気象条件等を背景として、江戸時代から、丹後ちりめんで有名な織物

業が、賃機を中心とした家内工業として盛んに行われており、農家の兼業と

してもとり入れられている。(国 1 新治匿概要図)

(2) 町内外の過疎地域からの転入者の増加により、総戸数は、昭和 45 年の

153 戸から、昭和 59 年には 184 戸へと 31 戸増加する一方、農家戸数は、 103

戸から 89 戸へと 14 戸減少したため、半数以上が非農家という混住化が進ん

だ地域である。また、農家戸数 89 戸のうち、専業農家は 4 戸 (4.5 %)に過ぎ

ず、 13 戸 (14.6 %)が第 1 種兼業農家であり、第 2 種兼業農家が 72 戸 (80

9 %)を占めている。

町内に、識物業、機械金属工業等の企業が立地していることから、若夫婦

がサラリーマン、老夫婦が農業専従というのが、新治区の典型的農家である。
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表-1 人口の動向
(単位:人)

!みて 6 5 歳以上
~(林 ， Iff.¥ ) 家人口

総人口
人 人

~(林，持);\)業 軒占 手号
日 口

就業人口

昭和45年 711 (369) 69( 39) 512(263) 195(121) 

50年 729(386) 85( 47) 488(255) 140( 78) 

55年 707(365) 92( 55) 429(216) 135( 75) 

60年 740(380) 108( 69) 415(205) 128( 71) 

/切4符5年/ 
予診 ヲ話 96 予話

104.1 003.0) 156.5076.9 ) 81.1 (77.8) 65.4(58.7 ) 

(段) (内は，1;:.投入口

表一 2 世帯数の推移
(単位:戸)

よごi
段(林 ， Ift.¥ ) 家数

総 lftm数
2 積議業うち得業 1 糧萩業

昭和 45 年 153 103 4 31 68 

50 年 165 100 25 74 

55 "T' 185 92 4 15 73 

60'下 184 89 4 13 72 

60子手5EJドJ 

予多 タ話 。96 予話 96 
120.3 89.3 100.0 48.4 107.4 

L 

表-3 耕地面積等の推移
(単伐 : ha ) 

道〈
耕 地 採号車 ，LJ 林 総土地

(店d そのf也
EB ?if 通知i 粒j闘地牧草地 放牧I也 反i 磁

昭和45年 64.8 56.1 8.6 O. 1 
52 -1116.8 
( 8) 

50fT' 54.5 48.8 5.7 
45 99. 5 ( 8) 

55年 53.7 49.8 3.9 
43 96. 7 ( 8) 

59'ì三 69. 5 59.8 9. 7 
48 -1117.5 
(10) 

ザ
96 空語 予話 % 予話 ヲち 9ち 予話 予話

107.3 106.6 112.8 _192.3 -1 100.6 
(125) 
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表-4 主要作目別農業組生産額の推移
(単位:千円)

i誌と (1位) ( 2 位) ( 3 佼) (4 位) ( 5 位) 態(林，漁)業

水稲 採種 葉たば ζ 自大豆 小豆 計

昭和45 年 39, 529 4, 521 255 155 44, 460 

50 年 56, 760 4, 927 468 269 62, 424 

55 年 41 , 183 2, 526 451 256 44, 416 

59 年 71 , 994 5, 177 2, 384 2, 380 1, 169 83 , 104 

59/主1瓦5年/ 
9ぢ 9ぢ 予ち 9ち ヲち % 

182. 1 52. 7 933.3 754.2 186.9 

関むらづくりの内容

(1)むらづくりの背景と動機

昭和 30 年代中学頃から、織物業、サラリーマンへの転業による兼業化が進

行し、これに対応して機械の導入が進められたが、圏場が狭少、不整形かっ

温回であったため、機械利用による省力化が思うにまかせず、闇場整備の必

要性が叫ばれるようになった。また、兼業化、 j昆{主化の進行により、臣民の

連帯感、が希薄化するとともに、生活面においても、子供の非行をはじめとし

て、多くの開題が発生するようになった。

このような中で、“みんなの力で和のあるむらづくり"をモットーに、“豊

かなくらしと農業"を目標として、毘民の連帯を深めようとする取り組みと、

農業経営の合理化をめざす取り組みが併行して進められることとなった。

(2) むらづくりの推進体制

むらづくりのための組織として、医段階では、「区会j、「公民館運営委員会」

及び「農会j が設置されるとともに、集落段階では、 lH症の隣組斑が設寵さ

れている。

「臣会」は、区の最高議決機関であり、また、執行機関であって、lZi乏を

中心に、公民館長、展会長、各班長等で組織されている。
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「公民館運営委員会j は、 IRの生活、文化、教育活動等コミュニティづく

りの中心的な機関で、各斑代表委員及び宵友会、嬬人会、青年間等各種組織

の代表委員により組織されている。

「藤会」は、転作を中心とする農業関係についての最高意思決定機関で、

藤会長を中心として、各班代表の農班長等で組識されている。

このように、コミュニティ活動の聞からむらづくりを進める「公民館運営

委員会」及び農業掠輿の聞からむらづくりを進める「農会j が両輪となり、

さらに、これらが「区会」を中心に有機的に結合されて、区民の連帯感の醸

成が関られている。

これら、各機関での意思決定に当っては、協議結果を各班に持ち滑ったう

えで検討し、再度、各機関で協議するフィードパック方式をとっており、極

力区民全員の意向が反映できるような民主的な運営を行っている。

(3) むらづくりの内容

①農業生産面

ア 地区内の水田は、湿田が多く、狭少かつ未整備であったため、昭和 20 年

代から、イ可度か翻場整備の話が持ち上がったが、意見がまとまらず、実現に

は韮らなかった。

その後、生産調援により、混回の荒廃化が目立つようになったため、昭和

47 年噴から、再び、闇場整備の話が持ち上がり、 49 年には土地改良準備委員

会を発足させて合意形成に努めたが、農家だけでは話がまとまらず難航した。

このため、公民館活動の中で、芭民全体で協議した結果、医の総合開発と

して、題場整備と併せて、常襲床下浸水被害地域の解消、広域圏道路の開設

等をも実施することで、ょうやく合意が形成された。

開場霊華僑は、昭和 52 年に着工し、 56 年に完了して、区内全水田の約 60 % 

(平地水田の全域)に当たる 33 haが整備されたが、これを契機として、農地

の有効利用を留るとともに、農業商からのむらづくりを推進するため、「農会」

に農地の利用調整機能をもたせるとともに、構成員として、各班代表の農班

長を参加させる等組織の拡充強化が国られた。

ヴi



イ 「農会J に転作推進委員会を設置して、集落全員の合意の下に、集団転

作に取り組むことを決定し、区内に 3 ヶ所の連担団地を設定して、区内全水

田を対象に、計画的なブロックローテーション方式の転作に取り組んで、いる。

ウ 転作作物については、特産作物の育成を目標として、町農協の重点作物

ともなっている採種大棋を導入し、種苗会社との契約栽培により取り組んで、

いる。また、作業は全てを共同作業で行い、所得配分は、必要経費を差し引

いた純益を、出役包数で配分する完全共同経営方式をとっている。

エ 転作田地内の一部に、共陪家庭菜闘用地を確保し、農家・非農家を問わ

ず、全区民を対象として、入国料無料(非農家が耕起・うね立作業を依頼す

る場合には、 1 a 当り 1000 円の負担)で開放しており、非農家を含む集落ぐ

るみの転作営農を展開している。

共向家庭茶圏

共同作業休憩のひと時
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② 生活、文佑面

ア 昭和 52 年、区有地の一部と寺の畑を借りて、毘毘の手作りによる遊臨地

が完成し、これを契機として、公民館主催による運動会が潤始され、年に一

度の区民総顔合わせの日が実現するとともに、ゲ…トボール場、子供の遊び

場、ママさんソフトの練習場等として、区誌の健康づくりとコミュニテイづ

くりの場として、多目的に利用されている。

イ 郡内唯一の“かわそっさん"として有名であった「水無月まつり J が、

青年団の再結団を契機に、 20 数年振りに復活し、集落ぐるみの事業として定

してきている。

ウ 子供たちのふるさと意識の高揚等のため、廃品開収等による資金により、

区民の手作りにより完成した子供たるみこしを、秋まつりの行事として定藩

させるとともに、盆踊りを仮装盆踊り大会に衣替えして、町内の名物行事と

して定着させる等集落ぐるみの各種行事を活発に行っている。

エ 区内清掃活動、料理・手芸・生花講習会等生活環境整備活動、生活改善

活動等を活発に行っている。

「水無月祭j みこし巡行

区民総出の水路清掃

仮装食おどり大会

-73-



盤整 むらづくりの成果と今後の展望

(1)むらづくりの成果

① 農業生産面

ア 画場整備の実施に伴い、大型機械の導入が可能となり、遊休地、荒し作

り等が解消し、農地の高度利用が進むとともに、生産性が向上している。

さらに、利用権の設定による農地の流動佑が進み、意欲のある青壮年を中

心とした中核的担い手農家が育ってきている。

イ 集出転作の取り組みにおいて、作目毎に生産グループが生まれ、白日完

結型農業から、完全共同栽培農業へと移行し、生産性の向上が図られるとと

もに、老人の農業参加機会が確保され、生きがい的農業が定着してきている。

ウ 共同栽培の実施、労働の提供、共同家震莱閣の実施等を通じて、非農家

を含む集落ぐるみの営農が展開されるとともに、地域の連帯感が醸成されて

きている。

エ 集落ぐるみの営農が定着したことにより、中核的農家、生産グループを

中心として、農業に対する将来慶望が広がり、集落ミニライスセンター及び

農機具銀行構想の検討が開始されている。

② 生活・文化面

ア 各種行事を区民全体で取り組むことにより、世代問、団体関の相互理解

が深まり、包民の連帯感が醸成されてきている。

イ 集落ぐるみの活動の中で、青年図、婦人会、老友会等各種団体の活動が

活発佑するとともに、青壮年麗を中心とするむらづくり集団が育ちつつあるυ

ウ 各種行事が日常生活の中に定着化するとともに、名物行事として、地域

外への広がりを見せるなど活発化してきている。

エ 公民館活動が活発化し、区民の店主管理による、施錠なしの開放公民館

が定着するとともに、区民の機関誌としての「公民館だより」が継続的に発

行されている。
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(2) 今後の展開

新治区は、“まとまりの悪い、むずかしいむら"というのが定評となってい

るような集務であったが、闘場整備の取り組みを契機として、「農会J及び「公

民館運営委員会」が繭輪となって、集落ぐるみの話し合いが活発に行われ、

園場整備を成功させ、特産作物の導入による完全共同経営方式の集団転作に

取り組むとともに、区民運動会の開始、祭の復活、各種行事の活発化等によ

り、地域コミュニティとして活性fじしたことは、近隣の驚きであり、また、

模範となっている。

特に、転作団地の一部を共同家庭菜園として、農家、非農家を関わず、集

落全員に無料開放し、集落ぐるみの営農活動を震関するとともに、コミュニ

ケーションの場、生活改善の場としても活用され、農業生産と生活が一体と

なった活動として行われている事は、極めて興味深〈、また、独特のむらづ

くり活動として評価できるものと思われる。

このような新治底のむらづくり活動は、兼業化、混住化地域における一つ

の代表的、先導的事例として、周辺地域をはじめ、全国的にも巣すべき役割

は大きいものと思われ、今後一層の発展が期待される。
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非農家をまきこんでむらづくり

京都府峰山町新治区

産長田中朝男

私たちの新治庄は、京都府の北端、丹後ちりめんの産地、丹後半島の

中心に位置する 184 戸の集落です。総戸数の半数が非農家という浪住化

が進んだ地域で、しかも農家のほとんどが織物業かサラリーマンとの兼

業農家という地域です。

こうした混住化地域であっても、むらづくりのきっかけは、やはりは

場整備事業の取り組みでした。どこの地域におけるほ場楚備事業でも同

様ですが、これをまとめるには、このことがむらづくりへの展望につな

がるんだという確信と各農家の連帯感、共同意識、そして役員の筆舌に

つくしがたいエネルギーが必要です。我が新治監でも、昭和 35 年、ほ場

繋傍の話がもち上がった頃、兼業の丹後ちりめんは急、成長期、ガチャ万

景気(織機の音がガチャと鳴るたびに 1 万円もうかる。)に入らんとする

時代でした。そういう時代であっただけに、たとえ盟国であっても、そ

の必要性を感じていても、陽の自はみませんでした。

しかし、昭和 49 年からの丹後機業の長期不振のなかで、むらの将来

は、やはり農業振興しかないという点で、ほ場整備の話がまとまったも

のでした。もちろん、農家自身の学昔、役員の日夜を分たぬ奮鵠があっ

たことは、申し上げるまでもないことです。

しかも、このほ場整僚を単に農家だけのものにせず、むらの懸案で、あ

った常時床下浸水という水害常襲地帯の解消、共悶減歩による広域国道

路の開設で、交通事故から区民を守るなど、むら全体の取り組みをした

ことで、した。

こうした、農家と農家、農家と非農家の坂根をとり徐いたほ場整備は、
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区民を常に“むら全体のことを考える住民"に変えてゆきました。そし

て、“まとまりの悪い集落"とい昔定評のあった新治改を、子供から老人

に至るまで活気をとりもどした集落に変えたのです。

このことは、水稲単作の農業から、採種夕、イコン、大豆、ノト豆のフゃロ

ックローテーションによる転作の集団化、生産クゃル…フ。の共同栽培へと

発展させました。

さらに、共同家庭菜留を開設し、非農家を含めた希望者に無償開放し

たり、子供の遊び場設置、仮装盆おどり、区民運動会の開催、みこしの

復活、青年聞の再結団等々、次から次へと、むらぴと遠の郷土愛に支え

られた創意工夫ある取り組みを実現させました。

この受賞を機に、更にむらびとが一丸となって、子供に夢のある、

婦人が生き生きとしている、老人にとって生きがいのあるより豊かなむ

らづくりを百指してがんばりたいと思います。
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農林水産大臣歯受盤

(熊本県山鹿市大字小坂)

地区の概況

山鹿市は、熊本県の北部にあり、東西に山岳が連なり、南に開けた盆地に

位置している。気候は比較的温暖で、、夏は猛暑型、冬は大陸型となり、月平

均雨量は 138.5 mmで、特に 4 丹から 7 月に集中している。

小坂地区は山鹿市の北部に位置し、三方を山に菌まれた農山村で、 3 つの

集落から成り、東西 4 km、南北 4 km、総土地面積 7.5 km'の広さを有してい

る。

図 -1 熊本県山鹿市の位罷
山鹿市

!
ト、
「

熊本県全図
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国一 2 小坂地区の概要図
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総戸数 164 戸のうち農家戸数は 131 声(農家率 80 %)で、このうち、

業農家は 32 戸 (24 %)、第 I 種兼業農家 41 戸 (31 %)、第 II種兼業農家 58 戸

(44 %)となっている。

耕地は、標高 80-120 mの河川沿いに階段状に開けた水田と、山腹をひらい

た樹閤地から成り、耕地面積は 133ha で、回 52%、焔 7%、樹国地 41 %で

あり、 1 戸当り平均1. 02 haとなっている。

小坂地区の全景

表-1 人口の動向
(単位:人)

!X 6 5 歳以上 農家人 口

総人口
人 人

農 業 備考
口 口 就業人口

昭和45年 755(380) 114( 58) 718(353) 422(214) 

50 年 693(349) 112( 57) 613(306) 376(182) 

55年 667(336) 117( 58) 587(299) 356( 177) 

59年 667(337 ) 117( 59) 570(290 ) 345(171) 

59/1年5:年 ヲぢ ヲぢ % タ6

88.3(88.7) 102.6(101.7) 79.4(82.2) 81.8(79.9) 

(注) ( )内は，女性人口である。
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表-2 世帯数の推移
(単位:戸)

同と
農家数

総!立帯数
う〉専業 1 積兼業 2 積査長業

昭和45 年 172 151 41 86 24 

50 年 166 140 35 63 42 

55 164 135 43 59 33 

59 年 164 131 32 41 58 

5/94年5;年 9ぢ 96 % 96 ヲぢ

95.3 86.8 78.0 47.7 241.7 

袋一 3 耕地街穣等の推移
(単位: ha ) 

lX 
耕地 採草 山林 総土地

(人っ工ち林) 
その他

出 普通畑樹潟地牧鞠 放牧池 部位

昭和45年 153 75 12 66 
455 142 750 ( 79) 

50年 140 69 11 60 
454 

156 7印( 78) 

55年 134 69 9 56 
455 

161 750 ( 78) 

59:1:1= 133 69 9 55 
455 

162 750 ( 78) 

59/初年;年 9ぢ タ6 % % ヲぢ ヲ話

(l9o8o-7-必o ) 
% 96 

86. 9 92.0 75.0 83.3 114.1 100 

盤整 むらづくりの内容

1 むらづくりの動機と背景

当地区は、谷会いの農山村的な地区であり、戦後に至るまで米、麦、

中心の農業と木炭、薪等の生産が基幹産業であった。時代の推移に伴う薪炭

業、養蚕の衰退により次第に農家の生産意欲が低下し、むらの活力が薄れて

いく中で、この試練をのりこえなければならないという危機感がむらづくり
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への導火線となっていった。このような中で農業を守り、むらを守っていく

ために「農業の振興」、「地域づくり J、「人づくり」を、地臣民全員の参加と

協力による創意工夫と自己努力によって進めることとなった。新しい収入の

道を新作物の導入に求めることをむらぐるみで決定し、スイカ、ミカンの振

興を中心とし、更に、様々な活動を接関する中で、むらに活力と助け合う精

神がよみがえり今日に至っている。

2 むらづくりの内容

当地区のむらづくりは、区会を中心として、地域農業の振興を中心に、手

づくりによる環境づくりと、心豊かな人づくりのための多様な活動が長期間

にわたって積み上げられ、推められてきた。

(1) 地域農業の振興

ア新作物の導入

養蚕業、薪炭業の衰退に対処し、新しい収入の道を新作物の導入に求める

ことを決定し、

① スイカについては、昭和 35 年に野菜部会を設立し、まず 3 戸の農家が試

験的に 50 a で栽培を開始したことを契機に、今日では、 30 戸 25haまで拡大

され、養蚕に代わる現金収入作物としてトップの座を保つに歪っている。

② ミカンについては、営農の新しい場を山に求めることとして、 37 年に果

樹部会を設立するとともに、翌 38 年に薪炭林であった雑木林を開墾(第 1 次

農構事業による)、 40 ha (40 戸)のミカン闘を造成し、 40 年代後半からの価

格の低迷に際しでも、先取的な取り組みにより高接に関する展示圃を設けて

品質な への品種更新を進め、現在では 25 ha (70 %)が転換され、へ

「青島ミカンJ の銘柄産地としての評価を確立している。

イ 農業振興会を中心とした推進

スイカ、ミカンを含め、 8 つの部会によって農業の振興に取り組んで、きた

が、相互の連携を密にし一層の発展を罰るため、昭和 53 年に実行組合を「農

業振興会J に改組し、

① 水出の汎用化のためのほ場整備 (53 年 20 ha、同年 10 ha) と農道の整備
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② 新規作物(アスパラカ合ス、メロン、菊)の展示屈の設龍、議醤会等の開

催

③ 推肥コンクール、土壌診断等による土づくりの推進

④営農情報紙日、坂だより」の発行

⑤ 「むらづくり意向調査j、「操業経営改善対策検討会j の突端

等積極的な活動により、農業の披輿とむらづくりの活動を展開している。

表-4 主要農作物の作付面積等の推移

ぷ(
水稲 スイカ 潟州、i みかん

作付街積生産議 作付面積生産設 作付面積生産設

昭和45年 ha t ha t ha t 
70.2 344.0 12.4 490 25.3 160.0 

50年 65.4 344.6 22.4 896 33.3 512.8 

55年 52.7 226.6 22. 1 884 35.7 628.3 

59年 52.0 274.0 25.0 1,000 35.0 616.0 

59/年45/年 96 安話 % ヲぢ % 予ぢ

74.1 79. 7 201. 6 204. 1 138.3 385.0 

(2) 手づくりによる住みよい環境づくり

ア 当地区では、!日くは農協摘設の詞借りによって公民館活動が実施されて

いたが、昭和 26 年に廃校舎の古材を鈍い、住民総出役で公民館を建設した。

その後、老朽化に対処して 51 年に住民の出役と寄付によって(一部、市等の

助成を受けた。)増改築を行い、むらづくりの殿堂として活用されている。

イ 農繁期に、幼児は龍に入れて田畑の隅に置かれていたが、昭和 26 年にA

婦人(非農家)の発案により、非農家の婦人 3 人の奉仕による春秋の季節託

児所が開始され、農家は安心して農作業に専念できるようになった。その後

32 年には市立保育閣の開設につながった。その用地は神社有地を主に当てた

が、一部はA嬬人が提供している。 35 年には住民の出役と寄付等による専沼

プールの併設、 44 年には隣接地に地区民総出による「ふる里公爵」が建設さ

れ、閤児達のよさ遊ぴ場となっている。

q
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手づくりによるふる里公園

地区民の出役と寄ßftによる

保育関のプール

ウ 家庭菜関づくりと花いっぱい運動として野菜と花の苗 に配布し、

家庭菜園コンクールとあいまって、健康維持と地底の美化に努めている。

エ 生活環境を点検し、これに基づいて街灯、くずかご、道路案内板の設置

等地区住民の部意と工夫により危険箇所の改善、環境整備が進められている

(3) 公民館活動の推進

手作りで建設した公民館を中心として、積極的な活動が農関されている。

ア 住民の自由な発言の場として、また、県外で働く地区出身者にふるさと

の声を届け、励ますことを目的に、昭和 41 年から毎年、機関紙「木人形J を

刊行している。 f県外からのこだま J として、県外在住者からの寄稿も活発に

なる等、住民相互の、また、在外者との心の架け橋となっている。
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イ 伝統芸能川、坂雨包い踊り j は、戦後、消滅しかけたが、 37 年に保存会

を結成し、その伝承に努めている。 45 年には、市の無形文化財に指定され、

地底の行事や神社への奉納等地区民に親しまれ、むらづくりのシンボルのー

っとなっている。

ウ 54 年以降、秋には公民館とその鴎辺を会場にスポーツ大会、神楽や雨乞

い踊り、演芸会、手芸、盆裁等の展示会、農産物の品評会、展示問成績発表

会等地区民総出の「ふるさとまつり」が開催されている。

エ 公民館の下部組織として、年齢や趣味に応じ、婦人会や老人会、吟詠会

等の各種グループ (20 ク、、ループ)が活発な活動を行っている。

老人会では、福祉農園 (10 a;茶、甘しょ、ラッキョウ等)を設置し、甘し

ょの植付け、収穫を保育園児と一緒に行うほか、収穫物を地症の全員に提供

している。また、地区内の清掃や花いっぱい運動として、花苗の配布等の活

動を行っている。

ふるさとまつり

zd 
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婦人達は、婦人会活動のほか、年齢により、また、集落ごとにグループを

結成して、料理の講習、味噌汁の塩分検査等生活の改善、親睦等の活動を行

っている。

(4) 心豊かな人づくり

むらづくりの一環として、 57 年に「あいさつ運動」が開始された。この運

動を盛り上げるため、標語を募集し、「お平ょうの笑顔がつくるよい小坂J等

入選作を看板として地臣内の要所に配置している。また、当地区は、古くか

ら託児所、保育園の整備等子供の教育に愛情を注いできたが、子供会活動、

ダルマ人形作り等の他、花いっぱい運動では苦の管理(水やり)を保育園児

にまかせ、生命の尊さ、土への親しみを肌で感じさせる等心豊かな人づくり

に努めている。

ダルマ人形は、学蜜遼が

作りました
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(5) むらづくりの推進体制

このようなむらづくりの推進は、区会を最高機関に、農業振興会及び公民

舘の組織により、分担と協力によって進められている。

区会は、理事長、夜長 3 名、包代表 6 名を理事とし、土木部、文化部のア

2 委員会により運営される。住民の意向は、区長を通じ、又は、各種グルー

プを通じて集約される。

農業振興会は 9 部会があり、部会代表 9 名、匿代表 6 名の 15 人が推進員イ

となって、農業の振興を推進している。また、各区長を顧問として、 IR会と

の連絡を図っている。

5 つの部と各種グループにより活公民館は、運営審議委員会のもとに、ウ

動を行っている。館長は、区会の理事長が兼ねるほか、区会と一体となって

むらづくり活動に当たっている。

小坂地箆のむらづくり組織図
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関 むらづくりの成果と今後の展望

1 スイカ、ミカンを基幹作物に選定し、長期にわたり地底民の一致した努

力により振興に努めている。これにより、スイカ、ミカンは銘柄を確立し、

地区の基幹作物となっている。 I 戸当り平均農業粗生産額は、 45 年の 99 万円

から 59 年には 366 万円に増加している。ほ場整備が進み、土づくり運動の成

果もあって、その安定発展の基盤か確保されているほか、近年展示園の設置

等により、菊、アスパラガス等の新規作物の導入に取り組んで、いる。また、農

作業について「ゆい」的な協力が盛んに行われている。

これらを通じ、一層の農業の発展が期待される。

2 公民館の建設、奉仕による託児所、保育園の整備等自力による環境づく

りの盤史は、ふるさと公閣の建設、環境点検活動等へと引き継がれ、住みよ

い環境づくりの成果が積みかさねられている。

3 手づくりによるむらづくりの取り組みは、伝統芸能の保存、機関紙 f木

人形J の発行等の活動とあいまって、地区民の由結と協力を生み出してきた。

長期間にわたる努力の結晶たる郷土愛は、あいさつ運動、花いっぱい運動等

を通じて f前は、沼会だと思っていたけれど、今は、この小坂に生まれてよ

かったJ (木人形第 20 号より)等、未来の小坂を担う子供達に受け継がれて

いる。

エ 区会と農業振興会、公民館の各機関が分担と連携により、農業振興を基

本に、環境づくり、人づくりと広範囲にわたるむらづくり活動を、地区民会

員の創意と工夫を生かして推進する体制が装備されている。今後においても

農業振興と共に、全員参加と協力による住みよいふるさとづくりが着実に積

み重ねられ、地域のモデルとして発展すると期待される。
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手づくりの呈すみよい小坂

熊本県山鹿市小坂地震

代表大坂公夫

私達の住む村は、熊本市より北へ 28 kmの古から温泉郷としてよく知ら

れた山鹿市の北部に位置し、三方を山に圏まれた農山村で三つの集落か

らなっております。

さて、村づくりの状況でございますが、古くから自然条件を生かした

米麦養蚕を主体に、木炭・薪等を組み合わせた形態で農業を営んで釆ま

した。

戦後、時代の推移に伴う薪炭業・養蚕の衰退により農業に対する生産

意欲は低下し、村の活動も薄れてまいりました。

このままではだめだ、小坂を再び燃え上がらせるには農業の振興しか

ないという危機感が高まり、その結果、①新規作物の導入②土地基盤の

整備③生産組織の拡充強化④すみよい環境づくり⑤心豊かな人づくり

地[R内の話し合いの中で生まれた意欲的な村づくりが始まりました。

まず、農業振興面では、衰退した農家を何とかして盛りかえそうと新

規作物の導入を留りました。

昭和 35 年、 3 戸の農家により、試験的に 50 a のスイカを試みたのを

契機に今では、 30 戸 25 haにまで拡大され、養蚕に代わって、現金収入作

物としてトップの座を保つまでになりました。

更には、ミカンの導入ですが、営農の新しい場を山に求め、薪炭林と

して利用していた雑木林にミカン閣の造成を行ない、{憂良品種「青島Jの

銘柄産地として市場評価を確立するに至りました。

つづいて、土地基盤整備ですが、 Jj( ffi利用再縞対策事業を機に転作作

物の導入定着佑図るため、ほ場整備を実施し農道整備を進めました。
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次に、生慮組織の強化を函るため、農業披興会を結成し展示闘の設龍、

土づくりコンクリール、営農広報紙「小坂だより j の発行等による活動

を積極的に実施しております。また、環境整備として家庭菜園づくりと

花一杯運動により、健康維持と地区の美化に努めるとともに外灯や道案

内板の設置をいたしました。

最後の人づくりですが、地区を揚げてのあいさつ運動の展開や、子供

達の手づくりである夕、ルマ人形によって「七転八起j の不屈の精神を培

う一方、県外で働く地区出身者に、ふるさとの声を届け励ますことを目

的とする機関紙「木人形」の発行等を推進しています。 特に、私達は、

住民の和と親睦を大事にしており、これを更に強固にすることを目的に、

毎年 11 月末、l2I民総参加による小坂ふるさとまつりを実施し、農産物の

品評会・即売会・演芸会等を行っております。

今後とも農業振興を基本として環境づくり、人づくりを区民一体とな

った自主努力により強力に実摘し、暖かい心のふれ合う古里づくりに専

念していく所存でありますので、皆様の御支援方よろしくお願い申し上

げます。
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天皇杯受齢者

「魅力ある農業と健康で若さあふれるむらづくり j

益田市飯田集落渡辺巌

このたび、私ども飯田集落が思いもかけず天皇杯受賞の栄に浴し、この栂

とにおいて業績の発表ができますことは、生j産またとない光栄に存ずるもの

であります。

ここに国、県を始め関係諸機関の皆様方に衷心より厚くおネしを申し上げま

す。

私どもの集落は、島棋県の最西端に位置し、柿本人麻呂の生誕の地として

有名な益田市にあります。

市街地からわずか 4 キロメートノレの所にあり総戸数 136 戸、その内の約 8

割の 108 戸の農家であります。

古くから畑作地帯で、昭和 20 年代前半までは、養蚕とさつまいも、麦作が中

心の農業でありましたが、養蚕の不振によって、その後露地野菜の栽培に移

千子しました。

当時の野菜の販売方法は、朝市方法でした。朝 2 時頃から出荷の準備をし、

リヤカーで街まで運搬し、各々、良い売り場を競争で取りあうという状態で

した。

日中は栽培管理に、夜は遅くまで収穫物の調整作業の繰り返しで、まさに

朝星夜昼といわれる農業で、倍々の競争心ばかり激しく、集務の共同意識な

どかけらもない有様でした。 毘辺の人々からは、「飯田には嬢にやるなJ、

「嬢殺し集落J といわれていたのも当然で、いたしかたないと思っていまし

た。

それではいけないと、昭和 40 年頃から自治会を中心に、農業生産と地域内

融和の両国から、むらづくり活動に取り組んで、まいりました。
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私共が進めてきました銀泊集落のむらづくり活動の内容を大別しますと、

第 l に、ほ場整備と畑地かんがい、野菜の披輿など生産基盤を確立する活動

であります。第 2 に、集落の融和と次代を担う後継者の育成でした。第 3 は、

集落ぐるみの健康活動を進めたことであります。

以上、取り組んだことを具体的にお話いたします。

まず、生産基盤の整備についてでありますが、昭和 40 年代、いかに儲かる

農業を実現するか集落を上げて話し合いました。その結果、瀬戸内方簡の市

場に野菜を出荷することになり、その具体策として、普及所、市、農協のご

指導を得ながら、「そ菜研究会」を発足させました。この研究会では品種、作

型の統ーをはかり、それには種子の共同購入、また、種々の研究会を重ね、

お互いのは場巡廼を行い、野菜栽培技術の向上に努めてまいりました。

ハウスの導入など施設野菜の取り組みが、問題となってきたのが、ほ場条

件整備でありました。話し合いを進める中で、農道の設置交換分合など個人

の利害が噴出し、なかなか収拾がつかず、自治会長が 2 人も交代させられる

という集落機能崩壊の寸前まできました。ょうやくのことで、自治会、土地

改良組合、そ菜研究会のリーダーによる調整で合意となり、 44 年、熔地かん

がい排水事業の着工となり、 48 年にはほ場設備も完了し、高津}II から豊富な

水をかんがいでき、行きとどいた水管理による畑作農業の基盤ができました。

各々バラバラにあった熔を家の近くにまとめ、同時に心の統一もなされて、

実行して本当に良かったと喜ぴを分かちあったことを昨日のように思います。

そして集団的にハウスの増設へと移行してまいりました。

時を河じくして収益生の高い、アムスメロンの試作にふみきり、現在は、

ハウス 250 棟の団地に、春メロン、ホーレン革及び抑制メロンの輪作体系に

よって、以前とは見違える野菜先進団地へと変貌いたしました。

アムスメロンは、現在県下 72 ヘクタールに広がり、島根の特産となってお

ります。

飯国集落では、県下で一番早〈出荷することと、品質の良さで、島根メロ

ンの顔となる評価を受けています。
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このように個々の経営から、生産流通の意識統一が進み、機会選巣による

共販体制がとられ、今では、白菜、カボチャも指定産地となっています。

第 2 は、集落のコミュニケーションと後継者育成でありますが、昭和 40 年

代の高度成長期に農業生産は上ってきましたが、古くからの行事や非農家と

の交流はうすれがちでありました。その空気を最も敏感にとらえたのが若者

でした。昭和 47 年に 40 オまでの若者で構成する「ぽんぽら会」を発足しま

した。「ぽんぽら J とは私どもの方言でカボチャのことを苦います。農業地域

に生き、この集落を愛する若者会で非農家も含んだこの組織は、会員 70 名い

ます。活動内容は、集落内の施設の補修や、労働奉仕による美化運動、盆踊

り大会、運動会、年 3 回の献血の実脇、子供の日の行事協力等、自治会、婦

人部等と協調しながら連帯の輪を広げてまいりました。

飯田集会が常に心がけているのが、農業後継者の育成であります。

若者が、魅力と展望を持って農業に取り組むためには、安定した経営基盤

と融和のある集落つくることを話し合い、実践してきました。その結果、後

継者が、専業農家に定着してまいりました。昭和 55 年には若妻会も結成さ

れ、互いに協調しながら自主的に農業祭など企画し、伝統芸芸能など伝承してい

く姿は、将来たのもしい限りと思っております。

第 3 に集落ぐるみの健康活動について述べますと、昭和 48 年ほ場獲備の完

了と共に、急、速に野菜の生産が伸びて、大型ハウスも普及し、ハウス栽培が

盛んになってきました。 ハウス内の特殊な作業と、過重な労働が重なり、

病人が相次いで、出ました。

特に、貧血等婦人の健康が問題となり、農業改良普及所、保健所などの指

導によって、昭和 52 年から 4 ヶ年間、農業者健康モデル地区脊成事業を導入

し、健康管理活動に取り組んでまいりました。

体力づくりはもとより、この事業を契機として、心の健康と親睦をかねて

始めた「健康まつり」は、今年で七呂田を迎えています。

当日は、家鹿総出の老若男女がー臼を有意義に過ごし、今でも憧例の行事

となっています。また、毎日 2 間集落の中央にある児童館より流れるスピー
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カ…に合わせ、農民体操を行っていますが、他の地域へも波及してきました。

健康診断も 9 年間続け、始め 70 パーセントあった有病率も、 32 パーセント

に減少してきております。

この事業修了後は、「飯図健康モデル協議会」を結成し、自主的に健康管理

に努めております。健康は、自らの手で守るべきであるという信念で、全員

が健康貯金の積立を行い、すべての経費は、その方からまかなっています。

このような活動がもとで、鳥取罷科大学とも提携し、集落内に病人が出た場

合、すみやかに原因の究明や対策が打ち出せるよう、健康管理システムを作

っています。

この他にむらづくりには消防団を初め、老人会、神社の温子会、神社社中、

児童館の子供の教育などの活動があります。

私達の生活の中で、何とかして立ちあがろうという自治会が中心となり、

地区民の皆んなが協力し、更に、普及所、市、農協等各種団体の協力を得な

がら進めてまいりました。その結果、生産と生活をうまく調和させることが

でき、後継も定着しました。

このことは、一日で出来ることではなく、何十年もの積み重ねが成しとげ

たことであります。

最後に、この栄誉ある天皇杯の受賞を機に、更に「魅力ある農業、健康で、

若さあふれるむらづくり」をなお一層充実させ、継続してゆく覚d悟でござい

ます。

今回の受賞の喜びを後世に伝え、益々努力することを誓いまして、業績の

発表を終わります。
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l 内閣総理大臣関受盤者

集落総参加による f知恵、を出し、汗を出し、

心を結ぶむらづくり J

岩手県山形村荷軽部部落会韮沢彦蔵

このたび、私たち山形村荷軽部部落会が、思いがけない農林水産大臣賞並

びに内関総理大臣賞を受賞することができ、ここに業績の一端を発表させて

いただくことは、誠に光栄で、あり、この場をお借りし、国、県を初め関係機

関の皆様に心から厚〈御礼申しあげます。

さて、私たちの荷軽部部落会は、岩手県の東北部に位置した北上山地の厳

しい自然条件の山村集落であります。従来、県内で最も開発の遅れた、陸の

弧島とまで、言われたこの地にあって、この集落で生き抜くために、古くから

堵われた集落住民の連帯感をもとに、この恵まれない自然条件を克服し、あ

るときはこの条件を逆手に取って、数々の努力を積み重ねてまいったもので

あります。

今日、荷軽部部落会を中心とした活動の中で、集落の一致した心の終を支

えに、地域特産品の開発を初め、私たちが常々念願しておりました農林業生

産の拡大と所得の向上を図ることができました。それは、出稼ぎのないむら、

後継者に頭を悩ますことのない希望のもてるむら、そして、老人も若者も

かに暮らせるむらの実現であります。

この私たちの幾分かの成果が、本日、評価を得、この式典に出席できます

ことは、集落ひとりひとりの喜びであり、身にあまる光栄と存ずる次第であ

ります。

それでは、今まで、私たちが取り組んで、まいりましたむらづくりの経過と、

今後の展望について述べさせていただきます。

私たち荷軽部部落会は、総戸数 104 戸、人口 477 人で、うち農家戸数

8 7 戸、農家人口 410 人の、にわゆる典型的農山村集落であります。
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の農業は、戦後の一時期まで、麦、大豆等の自給用穀物を中心としたもので

あり、現金収入は、山林内の牧草地利用による日本短角牛の子牛生産のほか、

製炭、日雇いにより生活を維持するものでありました。ことに、山林に大き

く依存する当集落では、戦後の農地改革等の恩恵も少なく、加えてヤマセや

寒冷気象条件のもとで、口では言いつくせないほどの厳しい毎日の生活であ

りました。

こうしたことから、生活資金を求め日雇いに走る者、また、出稼ぎに村を

離れる者も多くありましたが、昭和 24 年、当時の県立六原農場での農業研修

を終え、村に戻った若者立ちによって「生まれ脊った村を豊かにしよう」と

の強い願いが集落ひとりひとりの心を動かす原動力となり、むらづくりのス

タートとなった次第であります。

昭和 27 年には、集落会員が資金を出し合い、青年連を北海道に送り、

等の耐冷品種の導入と普及を図ったほか、昭和 35 年には、地主との話合いに

より、部落財産の造成を目的に荷軽部分~又林組合を結成し、更には、経営規

模拡大と複合経営を目指して圏、県の農業生産基盤整備事業等の積極的導入

を国ってまいりました。

こうした実践活動の背景には、大正時代からあった荷軽部部落会を中心と

した集落での徹底した話合いが常にあった訳でございますが、その根患には、

自然条件を生かした「このむらに合った農林業生産の振興j でありました。

先ず、畜産振興が不可欠であるとの共通認識が生まれ、肉用牛、乳用牛の経

営研究を進め、今日の日本短角牛の臼本一生産を目指す転機となったもので

あります。

私たちのこうした活動の中で最も印象に残り、今日もなおその思恵に浴し

ているのは、なんと申しましでも入会林野の個別配分の実現であったと思い

ます。集落の一人一人が所有する土地は、既に利用され尽くされている中で、

経営規模の拡大を図ってゆくためには、戦前から未利用地として残されてい

る入会林野の開発援備以外にはない状況にありました。 部落公民館での連

日連夜の話合いの中から、ついには地主さんからの理解と多大な努力のもと
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で実現をみたことは、昨日のことのように思われてなりません。

このことによって、以後、 3 0 0 haの入会林野の個別配分が実現し、うち

1 5 2 haの草地造成を行い、集落での耕地面積は、実に 3 2 0 haを超え、個

別配分前の約1. 8 倍となったものであります。これによって、粗飼料の確保

がなされ、今日、短角牛は、一戸平均 1 1 頭に、乳用牛は、一戸平均 1 9 頭

に伸び、粗生産額では l 億 3 千万円となりました。

個別配分を受けた残りの 1 4 8 haについては、その有効利用を困るため、

しいたけホダ場として整備し、諸事業の導入と合わせその振興にカを注いで、

まいりましたが、今日、有効ホ夕、木本数は、 4 0 万本を数えるに至っており

ます。

この、林野配分は、木炭生産にも大きな影響を与えることとなりました。

従前、山深く入札製炭していたものが、林道開発の促進と合わせ、今日の

捷先での製炭作業を実現し、家族ぐるみでの生産活動となっております。

林野の個別配分は、荷軽部の諸生産活動活性化の起爆剤となった訳ですが、

これ以前から取組んで、いた新作目導入では、 4 2 年当時から始まったブロイ

ラーに加え、雨よけはうれんそう、高冷地性を生かしたミ、ソパなどを中心と

した野菜生産を導入し、現在では、関東地区等に出荷するまでに成長してま

いりました。また、豊かな山林資源に恵まれておりますので、きのこ、ワラ

ビ、フキ等の山菜の商品化等も )1頂調に伸び、里山、傾斜地全ての土地をむだ

なく利用することによって、経営の接合fじ、規模拡大を関り、所得において

も著しい向上を見ることとなりました。

私たちは、常に集落全員の話合いにより、部落会の各種部会活動を展開し

てまいりましたが、ここで肉牛生産部会の事例を御紹介したいと存じます。

肉牛生産部会は、この集落の特産である日本短角牛の販路拡大に取組んで、

おりましたが、昭和 5 6 年、 f短角牛研究会jにおいて、東京の消費者団体「大

地を守る会j との出会いが生まれ、そこで消費する者の意見を聞き、その中

でサシから赤肉への噌好の変{じを読みとり、また、短角牛の良さを伝え、そ

のことによって産地車送する約束へと発展し、今日、相互信頼とはげましの
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中で続けられております。

更には、この産地直送だけに止まらず、一昨年からは夏休みを利用し「大

地の会」を地元に招き、農家に泊め、体験学習を行うなどによって荷軽部を

理解していただき、また、私たちも消費地を訪問し消費者の求める生産に努

める活動にまで発展しました。現在、短角牛だけでなく、きのこ、野菜など

にまで産地直送の範囲は拡大しております。

この産直交流は、私たちが今まで気付かなかったむらの一面を発見させ、

驚きと自信を与えてくれました。農業の発展と継続を支えるものは、イ可と申

しましでも後継者確保育成にあると思われます。産複交流により集落の長さ

を青年たちが改めて評価し、今まであった自信と希望に裏打ちを与えたこと

が大きな収穫ともなりました。

当集落では昭和 4 0 年ごろから、部落会主催により親子座談会を開き、将

来、後継者となる若者に対して、経営の一部分控を実現しました。これによ

り、経営参加の喜ぴとともに、農業に対する意欲と責任の醸成を留ることと

なり、青年達の農業離れもなく、今日に至っております。近年においては、

視野の広い後継者の育成のため、県で主催する f青年の船海外研修」や「圏

内研修j に、積極的に参加するよう地域として支援しているところでありま

す。

現在、 8 7 戸の農家中 6 9 戸の農家において後継者が定着しており、集落

内外から配偶者を得て、嬢不足等の問題は皆無の状況にあります。

私たちは、「若者が定着し、誰もが住みたいと願う集落づくり jが永遠の課

題であると存じております。

荷軽部集落l土、部落会、地区集落センタ一、農事実行組合、分収造林組合、

更には、各種生産組織を含め、 2 0 以上の閤体がそれぞれ機能を分担しながら

活動を展開してまいりました。

それぞれの活動の中でも婦人活動は、当集落が無医集落であることから、

健康管理、増進に端を発し、村内初の学校給食を独自に始めるなど自覚まし

いものがあります。特に、昭和 4 6 年、荷軽部小学校が、学校給食優良校と
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して文部大臣賞を受賞する大きな力となりました。最近では、若妻を中心と

した生活改善グループによる郷土食の伝承、食生活の改善など身近な課題解

決に務めております。

老人クラブは、子供達に郷土芸能を初め、山の知識、村に生きる知恵等、

老人でなければかなうことのない伝承を続けながら、ふれあいを深めており

ます。この活動は、荷軽部太鼓の創作の芽を育て、 3 年前から小学校児童に

よる「蒋軽部の四季」と題した大演奏会が行われるまでになっております。

私たちの集落におけるコミュニティー活動を個々に全て発表することは、

時間の制約もございますので、できませんが、部落会の年最大の行事である

「収穫祭j を紹介し、結びとしたいと存じます。

収穫祭は、毎年、 1 1 丹 2 3 日、みのりの秋を迎え、集落総参加により実

施しているものであります。一年聞の農業経営実摘発表、各部門別の活動報

告、せり市をまねた各家庭の不要品交換会、青年会、婦人会、老人クラブ、

子供会からの演芸出演、婦人達による手作り料理を味わいながら、秋の一日

を楽しきの中で終了することとなります。収穫に感謝しながら、非農家も含

めた参加者との一体的な活動交流は、集落全員のむらづくりの原動力となっ

ております。

生産の喜びと農林業への理解を深めながら、全ての住民が協力し「知恵を

出し、汗を出し JL、を結ぶむらづくり」を原点として歩みつづけております。

集落のひとりひとりが、わずかの努力を来すことによって、荷軽部の明日が

大きく前進するように思えてなりません。この岩手の雪深い山合いの地にあ

って、荷軽部こそは、私たちの最良の住みよい土地であり、たゆむことのな

い希望にあふれた集落であります。

私たちがこれまで積重ねたひとつひとつのものは、決して他に誇るものと

して実践したものではありませんが、本自の栄誉を機会に集落の自信として、

更に発展する糧として、豊かで、明るいむらづくりを進めたいと存じます。

本日は、ったない実績発表となりましたが今後とも関係機関、団体の皆様

の変わらぬご指導、ご鞭撞を心からお願い申し上げ、私の発表といたします。
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昭和60年度むらづくり全国最優良及び優良事例一覧
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